
「おかやま教育の日」 

実 施 報 告 書  
（平成14年度） 

岡 山 県 教 育 委 員 会  



14年度「おかやま教育の日」の取組を終えて

現在、国・県を挙げて様々な改革が進められておりますが、中でも教育改革は、極めて重要なもの

として取組がなされております。本県でも教育をめぐる問題は、今、県政における最重要課題として

積極的に取り組んでいるところであります。

さて、平成13年６月、全国に先駆けて条例制定した「おかやま教育の日」および「おかやま教育週

間」の２年目の取組については、市町村教育委員会や学校・園など県下全域の1,192の各種団体が、

学校開放や文化祭、スポーツ交流大会など3,308の事業に主体的に取り組んでいただき、地域の子ど

もは地域で育てるという気運の盛り上がりが各地域で図られつつあると思っています。

今後、「教育県岡山」の継承・発展に向けて、岡山の新たな時代を拓く「たくましく心豊かな人づ

くり」を進めるためには、今まで以上に、学校・家庭・地域社会が一体となって教育について考え、

取り組む必要があります。

さらに、「おかやま教育の日」および「おかやま教育週間」の取組の推進に当たっては、この趣旨

が県民の間に根付き、県民の教育に対する認識を高めるとともに、県民総参加による一大県民運動と

して発展・定着させていきたいと考えておりますので、引き続きご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。

平成15年２月

岡山県教育庁総務課長

松 井 英 治



平成13年６月26日公布

おかやま教育の日を定める条例（岡山県条例第58号）

（目的及び設置）

第１条　県民の教育に対する認識を高めるとともに、学校教育及び生涯学習の振興の気運を醸成し、

その充実と発展を図るため、おかやま教育の日を設ける。

（おかやま教育の日）

第２条　おかやま教育の日は、11月１日とする。

（おかやま教育週間）

第３条　おかやま教育の日の趣旨にふさわしい取組を行う期間として、11月１日から同月７日まで

をおかやま教育週間とする。

附則

この条例は、公布の日から施行する。



●目　次

第Ⅰ編　県事業の主なもの
啓発活動 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 1

おかやま教育の日フェスタ ･･････････････････････････････････････････････ 1

高校生ゆめ創造祭 ･･････････････････････････････････････････････････････ 1

おかやまヤングボランティアフェスタ ････････････････････････････････････ 2

Happiness in 岡山　―教育関係者のための人権教育セミナー―･･････････････ 2

第Ⅱ編　所属別取組概要一覧
１　県 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 3

（1）本庁 ････････････････････････････････････････････････････････････ 3

（2）機関 ････････････････････････････････････････････････････････････ 4

（3）県立学校 ････････････････････････････････････････････････････････ 6

２　市町村（教育委員会、教育機関、学校等）････････････････････････････ 13

（1）岡山教育事務所管内 ･････････････････････････････････････････････ 13

（2）倉敷教育事務所管内 ･････････････････････････････････････････････ 45

（3）高梁教育事務所管内 ･････････････････････････････････････････････ 70

（4）津山教育事務所管内 ･････････････････････････････････････････････ 80

３　国・私立学校、大学等 ･････････････････････････････････････････････ 94

４　各種団体 ･････････････････････････････････････････････････････････ 98





第Ⅰ編　県事業の主なもの





県事業の主なもの

啓発活動
「おかやま教育の日」及び「おかやま教育週間」を広く県民

に周知することとして啓発用懸垂幕を、県庁舎、地方振興局、

教育事務所、教育機関において10月15日から11月７日までの間、

岡山駅前電車乗場啓発塔へは10月４日から11月７日までの間、

それぞれ掲出しました。また、ポスターやチラシを作成し市町

村教育委員会や学校、各種団体等へ配布したり、テレビ・ラジオのお知らせ番組へＰＲ記事を載せる

などの啓発活動を行いました。

おかやま教育の日フェスタ
期日：11月２日（土）

場所：三学ぱるおかやま（県生涯学習センター、烏城高校、県

立児童会館）

地域ボランティアの指導のもと、ラージボール卓球やディス

コン、けん玉、ペタンクといったニュースポーツの取組やお手

玉づくり、お絵かき、紙皿回しなどのミニフェスティバル、また、子ども向けのアニメやプラネタリ

ウム上映等に多くの親子連れが参加し、楽しい交流の輪が拡がりました。

午後からは、県が募集したＧＥＮＫＩをもらった体験談「あなたのひと言ビタミンＧ」の表彰式を

行った後、明治大学文学部助教授　齋藤　孝さんを招いての「子どもに伝えたい三つの力～生きる力

を鍛える」の講演会があり、教育関係者や保護者を中心に約950人の参加がありました。

高校生ゆめ創造祭
期日：11月３日（日）

場所：倉敷チボリ公園

県下の高校生で組織する「高校生会議」の活動の一環として

実施し、自分たちの「夢」を記した１万羽の折り鶴で作ったシ

ンボルタワーを披露したほか、県知事・県教育長と高校生が意

見交換した「高校生はつらつトーク」、将来への夢を発表した「高校生の主張」、アカペラ・ダンス・

ファッションショーなどの自分たちの特技を披露した「何でもパフォーマンス」、その他、演劇、吹

奏楽、バンド演奏など様々な催し物が行われ、約2000人の高校

生が参加しました。

また、フリーマーケットも行われ、売上金はボランティア団

体「メイク・ア・ウィッシュ　オブ　ジャパン」に寄付いたし

ました。

－1－



－2－

おかやまヤングボランティアフェスタ
期日：11月３日（日）

場所：倉敷チボリ公園

青少年ボランティア団体に活動発表の場を与え、その活動を

支援するとともに、青少年のボランティア活動への興味や関心

を喚起し、活動を始めるきっかけづくりとするため、高校生ボ

ランティア団体等４団体（８校参加）により、日頃の活動やボランティアの魅力などをＰＲするイベ

ントを行いました。

おもしろ化学実験や輪投げ、似顔絵描き、大判カルタ取り等のレクリエーション、リサイクル小物

づくりのほか、タイの慈善団体への支援を目的としたフリーマーケットなど、来場者が楽しく体験で

きる催し物が多数行われ、多くの高校生や親子連れが参加しました。

Happiness in 岡山
－教育関係者のための人権教育セミナー－
期日：11月６日（水）

場所：岡山シンフォニーホール

教育関係者の人権問題に対する理解と認識を深めるととも

に、資質の向上を図ることを目的として実施しました。人権問

題を知識として理解するだけでなく、人権感覚を高め、解決に向けての実践力を身につけるため、

「学び、気づき、感動」を参加者の心に受け取っていただけるよう内容を工夫しました。

東海大学教育研究所教授　今野敏彦氏の「人権をくらしのなかに」と題した講演に続いて、あらい

汎氏によるパントマイムと講演、TAEKO＋THE V. O. Wのコンサートを行い、県下の学校と市町村

の教育関係者の方々を中心に約1000人の参加がありました。
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教育庁総務課

教育庁指導課

教育庁保健体育課

教育庁競技力対策
課

教育庁生涯学習課

教育庁文化課

教育庁人権・同和
教育課

生活環境部
交通対策課

生活環境部
男女共同参画課

生活環境部
青少年課

生活環境部
環境政策課

保健福祉部
子育て支援課

おかやま教育の日
フェスタ

高校生ゆめ創造祭

おかやま教育の日
フェスタ（ニュー
スポーツ）

小学生スポーツ大
会
「第24回岡山県学
童陸上競技大会」

おかやまヤングボ
ランティアフェス
タ

児童生徒に贈る
ハッピーハートフ
ルコンサート

Happiness in 岡山
教育関係者のため
の人権教育セミナ
ー

岡山県交通安全母
の会のつどい

ウィズフェスティ
バル2002

青少年健全育成強
調期間

エコフェスタおか
やま2002

県立児童会館
プラネタリウム
無料開放

明治大学文学部助教授　齋藤孝氏による講演
会や「あなたのひと言ビタミンＧ」表彰式を開
催するとともに親子で体験できるコーナーやラ
ージボール卓球、ペタンクといったニュースポ
ーツに取り組んだ。

県知事、県教育長と高校生とが意見交換した
「はつらつトーク」、将来への夢を発表した「高
校生の主張」、アカペラなどの特技を発表した
「何でもパフォーマンス」、演劇、吹奏楽、バン
ド演奏、高校生会議の活動を紹介したパネル展
示など様々な催し物を行った。

ペタンク、ディスコン、ラージボール卓球、
けん玉の４種目のコーナーを開催し、延べ100
名ほどの参加者を得て、それぞれの種目の講師
から技術やルール等の指導を受けながら、難度
の高い技への挑戦や楽しいゲームに取り組ん
だ。

県内166校の小学生846名が参加し、トラック
競技・フィールド競技、合わせて９種目の競技
会を行った。

青少年ボランティア団体等４団体により、日
頃の活動PR等を目的として、親子で参加でき
る、大判カルタ取り、輪投げ等のレクリエーシ
ョンや面白科学実験、リサイクル品を用いた小
物づくり体験等を提供するとともに、海外慈善
団体への寄付のためのバザーを実施した。

岡山フィルハーモニック管弦楽団による名曲
や親しみやすい曲の演奏を鑑賞するとともに、
指揮者体験や合同演奏など、オーケストラとふ
れあうコーナーを設けることにより、児童生徒
に表現活動の機会を与えることができた。

教育関係者の人権意識の高揚を図るため、東
海大学教育研究所教授　今野敏彦氏の講演、あ
らい汎氏によるパントマイムと講演、
TAEKO＋THE V. O. W（タエコ　アンド　ザ
バウ）のコンサートを実施した。

交通安全母の会会員の意識と連帯感の向上を
図り、交通安全活動の実践の決意を新たにし、
交通事故防止を推進することを目的として開
催。

心療内科医　海原純子氏による講演会やウィ
ズセンター登録団体交流研修会、男女共同参画
の創作劇の上演、大西副知事講演会などを開催
し、県民の積極的な参加と団体の自主的活動・
交流を促した。

青少年問題シンポジウムを開催し、俳優で世
田谷ボランティア協会会長を務める牟田悌三氏
を迎えての講演会やパネルディスカッションの
青少年健全育成功労者知事表彰を行った。

エコ製品展示会、リサイクル体験、作文・壁
新聞・ポスターコンクールの優秀作品の表彰、
作品の展示等の実施をした。

高校生にプラネタリウムを無料開放した。

一般県民
1,500名

高校生
2,000名

一般県民
100名

県内小学生
846名

一般県民

児童生徒
教職員
保護者

教育関係者
1,000名

会員
市町村
職員等

約600名

一般県民
600名

一般県民
約500名

一般県民
5,000名

一般県民
434名

11月２日

11月３日

11月２日

11月３日

11月３日

11月６日
７日

11月６日

11月19日

11月２日
16日
17日

11月９日

11月４日

11月１日
～11月７日

・啓発ポスター作
成
・県庁舎、駅前広
告塔に懸垂幕設
置
・教育時報にPR
記事掲載

・第６回岡山県産
業教育フェア

・ラジオ番組「ヤ
ン☆ボラ応援
団」での事業
PR

・岡山路「男女共
同参画を詠む」
吟友の集い
・男女共同参画社
会づくり表彰式
・啓発パネル展
・ラジオスポット
放送

・青少年保護育成
条例に基づく立
入調査
・健全育成巡回活
動
・駅前広告塔に懸
垂幕設置

・こどもエコクラ
ブ交流会 inエコ
フェスタ

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

県 本庁・機関
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県警察本部警務課

岡山教育事務所

倉敷教育事務所

高梁教育事務所

津山教育事務所

岡山県情報教育セ
ンター

岡山県教育センタ
ー

岡山県生涯学習セ
ンター

岡山県総合文化セ
ンター

岡山県渋川青年の
家

岡山県青少年教育
センター閑谷学校

薬物乱用防止広報
車等を活用しての
薬物乱用防止教室
等の開催

所内職員研修会

懸垂幕の設置

身近な史跡文化財
を知ろう

所内職員による
ボランティア活動

ITフォーラムin鏡
野

晴れの国おかやま
アワー特別番組

ミニ・フェスティ
バル

世界おはなしの旅

渋川青年の家まつ
り

閑谷学校文化講演
会

学校警察連絡協議会等との連携を強化して、
県下各地区の小・中・高校のほか各地区のフェ
スティバル等において、薬物乱用防止広報車を
活用しての薬物乱用防止教室等を開催した。

・人権・同和研修
講和：人権問題の解決を目指して

―ハンセン病の正しい理解について―
講師：横山人権教育推進員
・交通安全研修
交通安全ビデオ鑑賞
「自然と共生エコドライブ」
講話：交通事故の賠償と示談について
講師：能登原次長

10月22日から11月７日まで、倉敷地方振興局
及び井笠地方振興局において「おかやま教育の
日」の懸垂幕を広く県民への啓発目的として設
置。

観光地域である頼久寺・武家屋敷を中心に清
掃奉仕活動を行い、夕刻から頼久寺住職による
講話を受け郷里の史跡について見識を深めた。

事務所職員全員で、教育事務所から文化施設
（津山文化センタヘ・鶴山公園・郷土博物館）
までの道路とその周辺のゴミ拾いを行った。

デジタルコンテンツを活用したデモンストレ
ーション授業を県内の教職員に公開した。鏡野
町立大野小学校の６年児童がマット運動のデジ
タルコンテンツを見たあとそれぞれ練習をし自
分の技を磨いた。この後、ワークショップでコ
ンテンツを使った教材作りのパソコン研修を体
験した。

県教育センターと笠岡市立金浦小学校、早島
町立早島中学校の２校をライブで絶対評価の客
観性を高めるための校内研修の支援を行い、エ
ル・ネットで全国に放送した。また、小学校で
の実践の紹介や学校の情報化と情報教育につい
ての講演「情報教育実践の新しい展開」（静岡
大堀田先生）を同じくエル・ネットで全国に放
送した。

生涯学習センター交流ロビーを無料開放し、
紙皿回し、お手玉づくり、お絵かき等５つの体
験や遊びのコーナーを設け、家族や仲間とのふ
れあいや交流の場を提供した。

小学生を中心とした子どもを対象に、アメリ
カ人講師　スコット・チャドウィック氏による
英語でのお話や、ハロウィンに関する、絵本の
紹介、読み聞かせ、切り絵、ゲームなどを行っ
た。

当所職員及び渋川連合自治会代表により「ま
つり実行委員会」を結成し、企画・運営した。
また、地元保育園児や小・中学生にも参加を呼
びかけ、地域住民主体の行事として開催した。

吉備国際大学教授　矢吹邦彦氏による講演会
を開催した。

児童
生徒
保護者
教員
地域住民等
約5,700名

所職員
26名

県民

所内職員
20名

所内職員
24名

小学校児童
教職員

71名

全国のエル・
ネット受信者

児童生徒
その保護者

300名

一般県民
139名

地域住民
400名

一般県民
66名

10月10日
～11月29日

11月５日

10月22日
～11月７日

11月１日

11月５日

11月６日

10月29日
11月１日

11月２日

11月２日

11月２日

11月２日

・街頭キャンペー
ン
・青少年健全育成
パネル展
・各種講演
・各種研修会

・啓発用懸垂幕掲
出
・管内教育委員会
学校・県民への
啓発活動

・振興局内での啓
発活動

・振興局に懸垂幕
設置
・高梁教育事務所
ホームページに
掲載

・庁舎に懸垂幕設
置
・所内教育行政推
進懇談会
・所内人権教育研
修会
・ホームページへ
の掲載

・どこでも参観日
（伊島小）
・みせます丸ご
と！　ネットで
研修（新見市）
・デジタルコンテ
ンツ活用実践セ
ミナー

・開放講座
・当所HPにおい
て関連イベント
PR
・教科書特別展示
・テレビ会議シス
テムを活用した
教育相談
・広報用横断幕設
置

・ぱるシアター
・家族ふれあいパ
ソコン教室
・地域社会活性化
セミナー
・岡山県生涯学習
大学主催講座
「芸能」

・岡山県読書大会
・現代作家の眼展
・懸垂幕設置

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山県立博物館

岡山県古代吉備文
化財センター

岡山県農業機械教
育センター

岡山県立美術館

岡山県立青少年農
林文化センター三
徳園

特別展

夏栗遺跡現地説明
会

親子ふれあい体験
教室

県内小中高生の企
画展
観覧料無料化

サンデー就農塾

特別展「あめ・つち・ひと―遺物が語る自然
とのかかわり―」を開催した。

縄文時代から中近世の集落である夏栗遺跡の
発掘調査の成果を一般県民に公開し、詳細を説
明した。また、発掘体験コーナーを設けて、埋
蔵文化財への理解に務めた。

日頃体験しにくい大型トラクタの体験試乗や
化石の自然石からの掘り出しに親子で挑戦し、
家族の触れ合いを深めた。
①　大型トラクタや施工機械を運転してみよ
う
②　化石に触れてみよう
③　竹でおもちゃをつくって遊ぼう

県内小中高生の「墨戯―魅惑の水墨画展」観
覧料を無料とした。

就農を希望しているサラリーマン等に農業に
関する基礎的な知識と、栽培技術の習得できる
講座（果樹栽培、農業経営等）と農作業体験研
修（キャベツ、タマネギの植え付けや秋バレイ
ショの収穫、堆肥作り等）を実施した。

一般県民
約3,400名

一般県民
150名

小学生
保護者

29名

県内小中高生
115名

一般県民
25名

10月25日
～11月24日

11月９日

11月10日

11月１日
～11月４日

10月13日
11月17日

・おかやま教育週
間中高校生以下
入館無料
・特別展記念講演
会

・古代吉備文化財
センター展示室
開放

・中学生体験学習
講座

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山朝日高等学校

岡山操山高等学校

岡山大安寺高等学
校

岡山芳泉高等学校

岡山一宮高等学校

岡山城東高等学校

西大寺高等学校

高松農業高等学校

興陽高等学校

岡山工業高等学校

授業公開

公開事業

創立40周年記念演
奏会

芳泉高校参観日

創立記念行事

創立記念行事と学
校開放

オータムコンサー
ト

たかのう
学校開放デー

家庭科卒業制作展

岡工祭（文化祭）

本校ラウンジで教頭挨拶ののち、教務課長が
本校の概況について説明を行った。その後、全
学年、全クラスの６限の授業を公開した。教室
への出入りは全く自由で、希望のクラスの授業
を参観した。

５・６時限の中高の授業を保護者に公開し
た。中学校の５限は、中高教員のTTによるレ
クチャーで、中高一貫校としての本校の特色を
保護者に理解してもらった。

創立40周年記念式の後、大阪府立淀川工業高
等学校吹奏楽部による演奏会を実施した。大変
素晴らしい演奏会で、教職員をはじめ、多くの
保護者、生徒が感動した。きびしい練習に耐え
ぬいた部員たちの演奏はもちろん、マナー、態
度もよかった。

普段の学校の様子を参観し、本校の教育活動
の趣旨を理解していただけるよう、①参観者全
体に本校の概要の説明、②自由に授業参観、③
本校の教育活動等について質疑応答、④放課後
部活動を自由に見学、の４項目を学校開放の形
で行った。

平成14年度創立記念行事として東京芸術座に
よる演劇、「12人の怒れる男たち」を観劇した。
在校生のみならず保護者及び保護者の知人、
更には地域の有識者をも招待者に加え、多数の
参加者を得た。

創立16周年の記念式典後、NHK解説委員の
平野次郎氏による講演会を開催し、講演会に出
席した保護者に対しては、校内の施設（コンピ
ュータ室や図書館等）を開放した後、校長室に
招き、校長を囲んで懇談会を行った。

西大寺中学校と西大寺高等学校の吹奏楽部に
よる合同コンサートを実施した。西大寺中、西
大寺高の順にそれぞれ５曲ずつ単独演奏の後、
両校で２曲の合同演奏を行った。保護者を始め
地域住民と心が一つになった楽しいひとときで
あった。

一日授業を公開し授業参観していただくとと
もに、各クラスで授業の最後に保護者の方に人
生観・職業観についての話をしていただく保護
者講座や、岡山シルバーセンター施設長　増田
勵氏による講演会や、生徒と共に実習内容を体
験する体験講座、学校施設見学会に取り組んだ。

玉野市深山公園内イギリス庭園において、被
服デザイン科３年生が制作・出演したファッシ
ョンショーと、家政科３年生が調理・接待を行
う英国風ティーパーティーを開催。あわせて、
シュガーデコレーションや生花を利用したウェ
ディングテーブルコーディネートの展示等を行
い、地域住民や保護者に対して本校家庭科教育
の成果を披露した。

各種展示・演劇等

保護者
一般県民

約90名

中高保護者
約100名

保護者
生徒
教職員など

1,300名

保護者
中学生
地域住民

250名

全校生徒
教職員
保護者等

1,299名

全校生徒
保護者

1,153名

児童生徒
教職員
保護者
地域住民

300名

保護者
40名

地域住民
保護者
本校生徒
教職員等

約600名

生徒
保護者
地域住民
教職員

2,467名

11月１日

11月５日

11月11日

10月30日

11月12日

11月８日

10月26日

11月２日

11月３日

11月８日
～11月９日

・ふれあいコンサ
ート

・人権啓発映画の
鑑賞

・創立40周年記念
展（しらさぎ展）

・IT講習会
・芸術鑑賞会

・「福祉」講演会
・でかけな祭
・あいさつ運動
・駐輪場マナーア
ップ運動
・快適環境創出運
動
・図書の展示、紹
介運動
・ゴミの持ち帰り
運動
・AETリチャー
ドと語る会
・留学体験講演
・校内コンサート
・「同和教育」講
演会

・進路講演会
・IT講習会
・ウォーキング

・演劇鑑賞
・中高連携部活動

・性教育講演会
・秋のふれあい市
・文化祭

・創立85周年記念
体育祭
・創立85周年記念
文化祭
・「古代米・鑑賞
用稲の稲刈り体
験」開催
・芸術鑑賞会「奇
跡の人」開催

・人権教育に関す
る映画鑑賞

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

県立学校
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東岡山工業高等学
校

岡山東商業高等学
校

岡山南高等学校

倉敷青陵高等学校

倉敷天城高等学校

倉敷南高等学校

倉敷古城池高等学
校

倉敷中央高等学校

児島高等学校

玉島高等学校

倉敷工業高等学校

水島工業高等学校

倉敷商業高等学校

教育講演会

芸術鑑賞会

創立100周年記念
式・講演

公開授業

創立記念講演会

公開授業

授業公開

オープンキャンパ
ス

インドネシア小さ
な大使との交流事
業

進路講演会

倉工ロボットおも
しろ実験

文化祭

倉商フェア

保護者・教職員を対象に、「十代の性（その
実態と対策）」と題して、「ペリネイト母と子の
サテライトクリニック」院長、上村茂仁先生に
講師を依頼し講演会を開催した。

劇団わらび座によるミュージカル「山神様の
おくりもの」を市民会館で開催し、保護者を招
待し生徒とともに鑑賞した。また、鑑賞後希望
者は劇団の方との交流会を開催した。

本校創立100周年を記念し、関係各位を来賓
に招き記念式を開催するとともに、引き続き午
後は大阪人間科学大学教授　服部祥子氏による
記念講演会（演題：「青春は人生の黄金時間」）
を実施した。

中学３年生を対象に、本校の平素の授業を公
開した。本校の概要説明と質疑応答も入れて、
２時間に３～４講座を公開し、高等学校の授業
を体験してもらった。

本校第５回（昭和28年）卒業生で倉敷生活習
慣病センター長　姫井孟氏による講演会「私の
ライフワーク」を実施した。

「保護者・地域の方々に南高を開放し、本校
の教育活動への理解と協力をいただく。」とい
う目的で、昨年に引き続き授業を公開した。併
せて、南高の現状を説明するとともに、参加者
と校長・教頭との懇談会を持った。

開かれた学校づくり、中高連携の立場で、本
校の65分授業を参観して、本校理解を深めても
らうことを目的として実施した。

本校を志望する中学３年生とその保護者を対
象に、本校の特色、学科、進路状況等の説明を
行った。また運動部・文化部合計15部で体験入
部を実施し、約120名の中学生が本校生徒と一
緒に活動した。

イオン１％クラブが主催するインドネシア小
さな大使事業の受け入れ校としてインドネシア
高校生24名を招待し、交流事業を実施した。歓
迎会での民族舞踊見学、授業・部活動での日本
文化紹介、授業体験などを通じた異文化交流を
した。

福山大学経済学部教授　高田雄司氏による、
「IT革命と国際経済」といった演題で講演会を
実施した。現在のITの状況説明、これからの
国際経済の変化等について、実例をあげて解説
をした。

近隣の子供たちに理科・化学教育のおもしろ
さを、日常品などを活用した実験で再確認して
もらった。また、生徒、教員が開発・製作した
ロボットを展示・実演をし、園児・小学生・保
護者には大変好評を得た。このことにより、
NHKきびきびワイドで中継をしてもらった。

「伝統」をテーマに文化祭を開催し、一般公
開した。その中でPTA主催の「PTAの部屋」
「家庭教育座談会」を計画し、保護者と教員、
保護者同志の交流も行った。

学校の教育内容・活動に関する展示、生徒の
課題研究成果の発表、中学生の商業教育に関す
る実習や実践の体験、親子インターネット教室、
カレンダー作り等を行った。

保護者
教職員

約180名

生徒
保護者
教職員

1,150名

保護者
生徒
教職員等

1,400名

倉敷学区
中学生等

230名

本校生徒
保護者
本校職員

1,100名

保護者
一般市民

38名

中学校教員
中学校保護者
本校保護者

中学生
中学生の保護
者

本校生徒全員
教職員

生徒
保護者
教職員

610名

園児
小学生
保護者

80名

児童
生徒
保護者
地域住民
教職員

生徒
教職員
保護者
中学生
地域住民

1,700名

11月１日

10月24日

11月８日

10月25日
～11月12日

10月１日

11月１日

11月７日

11月30日

10月29日
～11月１日

11月７日

11月２日

11月16日

10月５日

・公開授業

・東商デパート

・学校祭
・芸術鑑賞会

・進路講演会
・名画鑑賞会
・SEIRYO FORUM

・公開授業を実施
・地区別懇談会を
実施

・地区別説明会
・オープンスクー
ル
・中学生訪問

・環境学習
・学校説明会
・オスマン・サン
コン氏による講
演会

・戴帽式
・普通科類型系の
日
・芸術鑑賞
・性教育講演会
・同和教育講演会

・人権教育講演会
・芸術鑑賞

・おもしろ自然教
室

・啓発チラシ作成

・創立40周年記念
講演会
・創立40周年記念
回顧未来展
・オープンスクー
ル

・芸術鑑賞会
・文化祭
・学校評議員会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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琴浦高等学校

玉島商業高等学校

津山高等学校

津山工業高等学校

津山商業高等学校

津山東高等学校

玉野高等学校

玉野光南高等学校

笠岡高等学校

笠岡工業高等学校

笠岡商業高等学校

井原高等学校

精研高等学校

講演会

高大連携

芸術鑑賞会

峰南祭

PTA研修会

宮川清掃ボランテ
ィア

授業公開

芸術鑑賞会

授業参観・講演会

学校開放

学校開放

映画鑑賞会

精研地域ふれあい
デー

吉備国際大学社会福祉学部助教授　平松正臣
氏を招き、「まず、人として」と題して講演を
行い、社会福祉の現状等について学んだ。

10月11日に「くらしき作陽大学」と高大連携
の協定を結び、第１回連携講座を実施した。内
容は、食文化学部長　馬淵久夫氏による講義
（大学とは）で、生徒は大学の授業を体験する
ことができた。

今年度は音楽分野で、アロージャズスペシャ
ルによるジャズを中心とした芸術鑑賞会を実施
した。本校生徒・教職員に加え、近隣町内会に
も案内し、地域の方々にも学校行事に参加して
いただき、地域と学校の交流の場とした。

文化部・各種委員会の展示や学習成果等のク
ラス展示を行った。また、野外ステージでは生
徒会主催の催し物や、有志によるバンド演奏も
行った。そして、３年生やPTAは飲食店をひ
らき、生徒や教職員が各家庭から持ち寄った品
物のバザーも行った。その収益金は緑化運動へ
寄付した。

保護者を対象に生徒と同じ時間帯で、本校教
員や生徒とともに、海外旅行で使う英会話、人
権同和学習、インターネット・パソコンなど６
時間の授業を一日体験することによって、教育
への一層の理解を体験的に取り組んだ。

校舎下を流れる宮川（吉井川の支流）周辺の
清掃作業を、有志生徒に呼びかけて行った。ま
たこれと並行して、PTA役員や地域住民・教
職員で校舎周辺の草刈り作業を行った。

授業を１校時から６校時まで公開した。
普通科目の他、「国際社会と人間」「外国事情」

「中国語」等、特色ある国際科専門科目も公開
し、受付後は自由に参観した。

古典芸能鑑賞。影向舎のプロデュースにより、
和泉流狂言「三宅狂言会」、津軽三味線漫談
「太田屋元九郎」、上方落語「笑福亭岐代松」を
迎えて全校生徒・教職員および招待した保護者
による芸術鑑賞を行った。

本校の教育活動を公開することによって、保
護者の本校教育への理解や関心を高めるという
趣旨で、５校時に授業参観、６、７校時を利用
して国立療養所邑久光明園、園長の牧野正直氏
による人権・同和講演会に取り組んだ。

笠岡商業高等学校と合同で専門高校の普段の
授業や部活動を中学生や、その保護者に見学し
てもらい進路決定の参考にしてもらった。

近隣の中学生、保護者を対象に普段の笠岡商
業の様子を見てもらい、進路選択に役立てても
らうように、学校を開放した。内容は授業参観、
体験実習、施設見学、部活動見学等である。

映画『地球交響曲　ガイアシンフォニー第１
番』を鑑賞した。この映画は「地球の声が聞こ
えますか」をテーマに第１番から第４番まで作
られ、現在全国各地で上映会が開催されている。

生徒会、PTAの共催による地域の方々への
情報発信、園芸科学科、家政科の生徒作品の販
売、子ども対象のイベント、PTAバザー、精
研太鼓、吹奏楽演奏等

生徒
保護者
教職員

500名

生徒
教職員

約600名

本校生徒
教職員
地域住民
約1,200名

生徒
教職員
保護者
地域住民等
約1,400名

保護者
23名

ボランティア
生徒
保護者
地域住民
教職員等

202名

保護者
一般

５名

生徒
保護者

1,100名

保護者
52名

中学生
保護者

中学生
保護者

70名

生徒
教職員
保護者

地域住民
PTA
児童
生徒
教職員

1,700名

11月11日

10月24日

10月25日

11月９日

11月７日

11月13日

11月１日

11月１日

11月６日

10月31日
11月１日

10月31日
11月１日
７日

11月１日

11月23日

・芸術鑑賞

・フレンドシップ
フェスティバル
・校内計算競技大
会
・パソコン活用講
座

・公開授業
・ミニ講演会

・産業教育フェア

・学校開放事業

・ふれあい芸術鑑
賞会
・校内ホームプロ
ジェクト発表会
・食物調理科専門
授業参観と試食
会
・１年生保護者進
路説明会

・国際科課題研究
発表会
・進路講演会

・笠工祭
・IT講習会

・授業公開
・人権教育講演会
・舞鶴祭

・精研いきいき講
座
・西江原小５年生
との交流授業

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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総社高等学校

総社南高等学校

高梁高等学校

高梁工業高等学校

新見高等学校

新見北高等学校

備前東高等学校

備前高等学校

金川高等学校

福渡高等学校

瀬戸高等学校

瀬戸南高等学校

備作高等学校

和気閑谷高等学校

教育懇談会

PTA地区別懇談
会

地区別懇談会

オープンスクー
ル・デー事業

教育講演会

北高祭
（文化の部）

人権教育講演会

文化祭

オープンスクール

創立記念講演

公開授業

演劇鑑賞

城華祭

芸術鑑賞会

PTA教養部から「土曜日の活用のありかた
として『教養講座』の開講を考えており、その
ために『人材バンク』（仮称）を今年度中に設
置したい」という提起があり、それに基づいて
意見交換をした。

全学区を３地区に分け毎年１地区で実施して
いる。全体会のあと、希望により「学習・進路」
（２教室）と「部活動・生活指導」のどちらか
の分科会に分かれて、地区評議員の司会のもと
に約100分程度の懇談を行った。

備北学区を中心とした７箇所において、本校
保護者、中学生保護者を対象に、本校の特色や
二学期制などの説明を行い、高梁高校の課題や
今後の在り方などについて意見交換を行なっ
た。

原則的には、中学２年生を対象。本校の概要
説明と新設校の説明、インテリア科・電気科・
デザイン科の３年生の課題研究の見学、各科担
当教員による個々の実習の作業・制作作品の説
明、施設・設備の説明、進路相談を実施。

小田郡矢掛町在住のエフエムくらしきパーソ
ナリティ、落語家桂米裕こと、その実多聞寺副
住職・圀勝寺住職でいらっしゃる吉田宥禅氏を
お招きして『温故のすすめ』と題する講演会を
開いた。

「完全燃焼」をテーマに日頃の学習成果を発
表した。生物生産科は牛車、牛の碁盤乗り、花
や野菜の販売。電子機械科は相撲ロボット等の
展示。土木科は恐竜などの模型の作成や展示。
商業科は生活用品の販売を行った。各クラスも
展示や屋台を出して来場者を楽しませた。

国立療養所邑久光明園長　牧野正直氏による
「人間回復の架け橋」と題する講演を聴き、ハ
ンセン病に対する医学的な理解や元患者に対す
る人権上の課題について学習した。

文化祭において、本校のPTA役員をはじめ
とした有志の方々が、３年生が主体で行ってい
る飲食バザーに参加した。PTA特製うどんを
販売し、多くの生徒や教職員がその美味しさを
堪能した。

学校の概要・進路状況等の説明、ビデオによ
る学校紹介、生徒会執行部との質疑応答。体験
学習として理科実験、調理実習、コンピュータ
実習、美術実習、数学実習。また部活動の公開
も行った。

本校の卒業生である、おかだみほこさん（画
家・クリエーター）を京都より招聘し、在校
生・保護者・同窓生へ講演し、全員で「私の好
き」を題材に10ｍ×５ｍのキャンバスに絵を描
いた。

授業および施設の公開

神戸市の劇団「自由人」を招き高校生の心の
成長を描いた「トーマスジャンプ」を鑑賞した。

学校と家庭と地域社会が連携を深める文化祭
として、PTAの参加による「PTA食堂」体育
館ステージでの「ハンドベル演奏」「展示」「バ
ザー」に取り組んだ。当日行われた吉井町文化
祭にもボランティア体験発表、学校紹介コーナ
ーを出した。

㈱JPスタジオ（東京都）によりKorean
Performing Arts「鼓舞」の公演を実施した。
すぐれた芸術活動を鑑賞することにより、豊か
な情操を育むとともに異文化理解の一助とし
た。

学校評議員
PTA評議員
本校教職員

37名

保護者
教職員

61名

本校保護者
中学校保護者
教職員

135名

中学生
保護者

47名

全校生徒
教職員
保護者

約520名

生徒
保護者
教職員
地域住民

生徒
保護者
教職員

230名

地域住民
300名

中学生
中学校教員
中学生保護者

在校生徒
保護者
同窓生
教職員等

250名

保護者
約20名

生徒
教職員

511名

生徒
教職員
保護者
地域住民
幼稚園児等

360名

生徒
教職員
保護者
地域住民

710名

11月２日

11月１日

11月14日
16日
18日

11月２日

11月６日

11月２日

11月５日

11月１日

11月５日

10月25日

11月１日

11月１日

11月１日
２日

10月１日

・全校生徒対象講
演会

・理数系講演会
・国際系講演会
・人文系講演会
・性教育講演会

・芸術鑑賞会
・創立記念講演会
・授業一般公開
・臨時PTA総会
・人権教育講演会

・インターンシッ
プ報告会
・文化祭

・ウォーキング大
会

・北高祭
（体育の部）
11月６日

・薬物乱用防止講
演会
・防災訓練

・ものづくり出前
講座

・芸術鑑賞会
・同和教育映画鑑
賞会

・文化祭
・ウォーキング

・桃源祭文化の部
・東備養護学校と
の交流会

・コスモス祭

・創立記念式及び
論語朗誦の公開

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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邑久高等学校

鴨方高等学校

矢掛高等学校

矢掛商業高等学校

至道高等学校

吉備北陵高等学校

成羽高等学校

川上農業高等学校

勝山高等学校

落合高等学校

久世高等学校

蒜山高等学校

全校ふれあい活動

文化講演会

おかやま教育の日

「ネット犯罪につ
いての現状と対策
について」の講演
会

講演会

公開授業・講演会

地域交流プログラ
ム

人権教育に関する
講演会

「勝高へ
おいでんせえ」

卒業生が語る

高校生一日ブティ
ック

教育講演会

放課後会議などを一切設けず、生徒と教員の
ふれあいの時間とした。各教員はホームルーム
や職員室で教科の質問を受けるなどし、生徒た
ちと語らった。また、部活の顧問である教員は
担当の部活動へ赴き生徒たちとともに活動した。

ギニア大使館顧問オスマン・サンコン氏の講
演「視力6.0が見た日本」を開催した。
家族、民族・文化、アフリカという国のこと
など、異文化についての具体的な紹介や、グロ
ーバルな視点から、日本に関する鋭い指摘を分
かりやすく話していただいた。

午前中は、公開授業と岡山県精神保健福祉セ
ンター　伏見真理子主査による自立支援講演
会、午後からは、開校記念式と音楽鑑賞を行っ
た。

岡山県警本部生活安全部少年課、田島氏によ
るネット犯罪の現状及び被害にあわない為対策
について全校生徒対象の講演会を行った。講演
を通じて、ネット犯罪に対する意識の高揚がは
かられた。

勝英青少年補導センター専任補導員中村一富
氏による、『親のこころ、子供のこころ』とい
う題の講演を実施した。
生徒だけでなく保護者にも参加していただけ
るように案内をした。

１・２限を公開授業参観とし、３・４限を本
校卒業生山中勉氏による「私の歩んだ道」と題
する講演会を保護者・同窓会さらに有線放送に
よって地域に参加を呼びかけて実施した。

地域住民の交流をテーマに取り組んだ。授業
を公開し、陶芸・美術は自由参加とした。同窓
会との共催で講演会を実施し、午後からは地
域・保護者の方々と生徒・教職員がスポーツ
（バレー・ソフト）で交流を深めた。

日本ガーディアン・エンジェルス理事長　小
田啓二氏に講演をいただいた。「見て、見ぬふ
りをしない」という組織のモットーを忠実に実
践する中での思いを熱く語られた。

保護者・中学校教員・地域住民等を対象に、
授業参観や施設・設備の見学など、終日、学校
を開放した。あわせて、中学校教員を対象に、
進学説明会を実施し、本校教育活動の紹介や授
業参観などを行った。

現在スチュワーデスとして活躍中の本校卒業
生（平成８年卒：岡山大学工学部進学）を講師
として招き、進路を決める大切な時期である普
通科２年生を対象にして進路決定の際の体験を
話してもらい、その後話し合いをした。

久世町商店街の空き店舗に、家政科の生徒が
授業で作った被服製作品やドレスを展示し、さ
らに一流ブランドの洋服などを実際に店頭にな
らべ販売し高校生が一日だけブティックのオー
ナーになった。

平山　諭教授（倉敷市立短期大学保育科）に
よる「脳科学を教育で実践する」という演題で
講演を実施し、ADHD、LD、ASに関する理解
を深めることができた。

全校生徒
教職員

約500名

生徒
教職員
保護者
地域住民

600名

保護者

教職員
全校生徒

362名

生徒
保護者
教職員

保護者
同窓会員
地域住民

生徒
保護者
教職員
地域住民等

232名

生徒
保護者
教職員
地域の民生委
員等

200名

中学校教員
12名

本校生徒
110名

家庭クラブ生
徒
一般町民

220名

保護者
生徒
地域の人等

60名

11月１日

10月25日

11月１日

11月１日

11月１日

11月１日

11月２日

10月29日

11月１日

11月26日

10月27日

11月22日

・花いっぱい運動
・創立記念芸術鑑
賞
・奉仕・ボランテ
ィア活動

・鴨高祭
・天草ふれあい音
楽会
・IT講習会
・北海道大学との
遠隔講義
・高校生のための
出張講義
・福祉体験学習
・農業体験学習
・総合学科を語る
会

・学校周辺の清掃
活動

・至道祭文化の部
一般公開
・保護者対象の授
業公開並びに人
権教育映画鑑賞
会
・卒業生講演会

・オープンスクー
ルを実施

・農業に関する講
演会

・トレッキング大
会
・クリーン作戦
・公開授業

・招待観菊会
・文化祭
・芸術鑑賞会

・花いっぱい運動
・大学、専門学校へ
の一日体験入学
・文化祭
・ウォーキング大
会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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勝間田高等学校

日本原高等学校

大原高等学校

林野高等学校

江見商業高等学校

弓削高等学校

烏城高等学校

岡山盲学校

岡山聾学校

岡山養護学校

岡山西養護学校

岡山東養護学校

清風祭文化の部及
びふれあい祭

日本原高校文化祭

「高翔祭」

MDPシンポジウ
ム

江見商フェスタ

学校祭文化の部

文化祭
「烏城シアター」

岡山盲学校紹介講
座

体験入学事業

文化祭

エイブルシアター

ふれあいイベント
「ひがしっ子の集
い」

清風祭文化の部ではステージ発表、文化部の
展示、全校製作、模擬店などを行い、翌日のふ
れあい祭では、平素の実習で育てた草花、野菜、
加工品などの販売、学習活動の展示を広く地域
に学校を開放し、行った。

体育館では、三番叟・プロジェクト発表・家
政科ファッションショーを、本館内では、各
科・委員会・クラス等の展示を、本館周辺では、
野菜・乳肉加工品の販売と食堂・喫茶等を行っ
た。PTAによる餅つき等もあった。

全校生徒による「武蔵の二天一流のちぎり絵」
製作展示
各学年やクラス、各種委員会や授業の内容の
展示
ステージ発表、模擬店等（PTAや校友会等
の協力もあった。）

総合的な学習の時間として取り組んでいる
MDP（マイドリームプロジェクト）の事業と
して、外部講師23名を招き、22講座を開講し、
生徒は保護者、地域の方とともに学習を深め、
進路、目標を定めるよい機会となった。

２年生マーケティング選択者30名による販売
実習を行った。商品は他校農業科・地元商店よ
り果物・加工品・鉢植えの花をはじめ種類多く
の物を仕入れた。

展示・ステージの部門を中心に、学科・クラ
ス・部活動等の紹介・発表を行った。また、
PTAの協力も得て、模擬店も開いた。

部活動・授業の成果及びクラス演劇の発表。
各クラスで作り上げた13の演劇の上演と、生
徒会を中心として各種展示や模擬店を設置し
た。

・講話「視覚障害についての理解と教育」
・盲学校の施設・設備等の見学・説明
・質疑応答

聞こえに障害のある子どもとその保護者や、
教育関係者に本校の各部を公開し、体験授業や
参観授業を行った。この授業を通して、本校の
教育についての理解や認識を深め、適切な就学
の一助にしてもらうよう取り組んだ。

授業で製作した絵画や工作などの作品展示や
小・中・高の部毎のステージ発表、くじ引き・
ヨウヨウつりなどのゲーム、喫茶、PTAバザ
ー、有志によるダンスやドラム演奏、太鼓演奏
などを行った。

週５日制の実施に伴い、PTA主催の障害児
の地域活動促進事業。11月はヤマハエレクトー
ンティーチャースサークル（JET）のコンサー
トや本校高等部のバンド演奏を楽しむ音楽集
会。毎月１回程度の実施を計画。

岡山少年少女合唱団による合唱、岡山盲学校
の琴演奏、レクリエーション協会の中野順夫氏
を迎え、ふれあいイベント「ひがしっ子の集い」
を開催した。

本校生徒
保護者
地域住民

830名

保護者等
300名

学校関係
地域住民
保護者

300名

生徒全員
保護者
地域の方

600名

地域住民

生徒
職員全員
保護者
地域住民

約490名

地域住民
保護者
本校卒業生
生徒
職員

600名

小学生
中学生
高校生
小中高等学校
教員等

77名

幼児
児童
生徒
保護者
教職員等

64名

保護者
卒業生
地域一般

550名

児童生徒
保護者等
教職員
ボランティア
JET等

100名

地域の人
本校の保護者
本校の児童生
徒
保護者
学生ボランテ
ィア
出演者

274名

11月８日
９日

11月９日

11月２日

11月１日

11月16日

11月17日

10月７日
～10月11日

10月30日

10月22日

11月８日
～11月９日

11月30日

11月２日

・森林体験学習
・学校評議員会
・サツマイモ栽培
交流事業
・稲刈り体験

・３世代でのサツ
マイモ栽培と収
穫

・薬物乱用防止講
演会
・ふれあい体験学
習
・性教育講演会

・卒業生講演会
・芸術鑑賞会
・地域の方々と生
徒の対話の会
・公開授業

・輝蹟祭
・演劇鑑賞会
・作東町ふるさと
祭り参加

・地区別懇談会

・第２回学校評議
員会議
・体育的行事
・創立60周年記念
式典
・創立60周年記念
演劇鑑賞会

・保護者とともに
進路を考える会

・読書週間
・高等部理容科校
外学習

・第２回体験入学
事業

・体験入学事業
・PTAバザー
・参観日

・家庭介護技術研
修会
・体験入学事業
・ふれあい農園
・収穫祭

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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西備養護学校

東備養護学校

早島養護学校

岡山県健康の森学
園養護学校

誕生寺養護学校

岡山操山中学校

体験入学事業

収穫祭

早島町障害者作品
展

収穫祭と作品展

学校公開

公開事業

障害のある幼児・児童・生徒とその保護者、
教育関係者、福祉関係者等が障害児教育に対す
る理解と認識を深め、適切な就学や進路指導の
推進、障害児教育の充実を図った。

小学部のおみこし・中学部の東備太鼓発表
や、くす玉割等の後、収穫した野菜の販売店・
カレーの店・ゲームコーナー店等の模擬店開
き、保護者・交流校・地域の人達と収穫を祝い
ながら楽しい祭りを行った。

早島町社会福祉協議会と早島町身体障害者福
祉協会主催の「平成14年度早島町障害者作品展」
を共催し、本校の児童生徒の作品を出品した。
そして、作品展示とともに本校の学校紹介コー
ナーを設け、町内及びその近隣の地域の人々へ
の本校の理解を深めた。

高等部の和太鼓グループの演奏で開幕した開
会式の後、作業学習での収穫物や製品の販売、
ドングリなどを使った遊びのコーナー、絵画、
草木染め、野焼きの食器などの作品展を行った。

障害児や障害児教育に対する正しい理解と認
識を深め、障害児の適切な就学指導の推進を図
るために、高等部と小・中学部に分けて２日ず
つ実施した。

５・６時限の中高の授業を保護者に公開し
た。中学校の５限は、中高教員のTTによるレ
クチャーで、中高一貫校としての本校の特色を
保護者に理解してもらった。

就学前幼児
小中学校児童
生徒
保護者
福祉関係者
教育関係者

120名

児童生徒
保護者
交流校児童生
徒
近隣校PTA
地域住民

400名

地域住民
約300名

保護者
支援団体
地域の人など

約550名

市町村教育委
員会職員
幼児児童生徒
教職員
保護者等

中高保護者
約100名

11月１日：
小学部
６日：
中学部
20日：
高等部

11月15日

10月31日
～11月３日

11月２日

11月５日
～11月13日

11月５日

・せいび祭
・一日参観日

・体験入学事業
・盲聾養護学校紹
介展
・巡回作品展

・体験入学事業

・学校評議員会

・人権啓発映画の
鑑賞

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市教育委員会
新しい教育推進課
指導課

岡山市教育委員会
生涯学習課

岡山市立オリエン
ト美術館

岡山市立中央公民
館

岡山市立深柢幼稚
園

岡山市立旭東幼稚
園

岡山市立伊島幼稚
園

岡山市立三勲幼稚
園

岡山市立操南幼稚
園

岡山市立操明幼稚
園

岡山市立富山幼稚
園

岡山市立大野幼稚
園

岡山市「おかやま
教育の日」記念の
つどい

岡山市家族ふれあ
いフェスティバル

美術館の入場料無
料

活かそう！子ども
の輝きを！

親子交流遠足

旭東幼ふれあい祭
り

親子コンサート

参観日・学級懇談

教育講演会
参観日

地域教育懇談会

講話
「今、聞いとかに
ゃおえんがな」

デイケア交流会

岡山市教育委員　奥田哲也氏による「教育に
カウンセリングマインドを」の講演会と「未来
に翔る学校づくり推進校（特色ある学校づくり）
から幼・小・中各１校が実践発表を行った。

岡山市少年自然の家を拠点に里山探検、野外
会食、森のクラフトづくりなどを行い、市内在
住の約160人の親子が秋の自然に親しみながら
家族のふれあいを深めた。（共催　岡山市立少
年自然の家）

小・中学生が家族又は保護者と来館した場合
は、小・中学生について入館料を無料とした。

京山公民館で活動している小中高生17名が、
近くの小学校にも協力してもらって、地域の独
り暮らしのお年寄り300名を励ます手紙を書き、
婦人会の方が作った弁当と一緒に民生委員さん
から届けてもらった。次は年賀状を出す予定。

統廃合となる弘西と深柢２園の親子が、各園
から歩いて後楽園に合流した。観光ボランティ
アの人に依頼し、地域の文化施設を説明してい
ただきながら散策した。また、２園の親子で昼
食をとり、親睦を深めた。

未就園児、旭東小学校一年生・なかよし学級、
保護者、地域の方を招き、園児が作ったお神輿
をかついで、園内外をねり歩いたり、うらじゃ
踊りをみんなで踊ったりした。
また、園児達が作ったお店での売り買いや、
PTAによる忍者屋敷の遊びコーナー等で楽し
んだ。このようにさまざまな人とふれあうこと
で、心に残る経験をした。

音楽を通して親子で共通の感動体験が味わえ
るよう桃太郎少年合唱団を招き、美しい歌声や
ハーモニーを聴いたり、一緒に歌ったりして楽
しめる親子コンサートに取り組んだ。家族の人
が参加しやすいよう日曜日に実施した。

○保育参観
・好きな遊びをしている様子や学級活動（楽
器、製作、劇的遊び）の様子を参観しても
らう。

○学級懇談会
・担任より幼児の成長の姿や、課題について
話し、連携をとる。
・アンケート結果について話す。
・人権教育について協議し、人権感覚を高め
るようにする。

日本赤十字社岡山県支部参事、江里美代子氏
による講演会を行った。演題は、「幼児の健や
かな成長を願って」で、日常生活の中で幼児が
安全に健康に成長していくための親の様々な支
援について研修した。また、参観日も併せて行
った。

「幼稚園・小学校の授業や保育を参観して」
「よりよくこどもたちを育てるために」「よりよ
い学区にするために」などのテーマでグループ
討議を中心に協議した。

地域のボランティア（福森和子先生）に「今、
聞いとかにゃおえんがな」と題して、学区のこ
とをもっとよく知ろうということで、講話をい
ただいた。

コミニュティハウスで行われるデイケアサー
ビスに集まった高齢者の方々と一緒に、歌を歌
ったり手遊びやゲームをしたりしながら、触れ
合って遊び、楽しいひとときを過ごした。

教職員
保護者
地域住民

約200名

岡山市民
約160名

16名

児童生徒
地域住民

340名

園児
保護者
（弘西幼・深柢
幼）

68名

在園児
旭東小学校一
年生
なかよし学級
地域住民
保護者

約100名

幼児
保護者
教職員

450名

保護者

保護者
100名

地域住民
保護者
教職員

約50名

教職員
保護者

100名

園児
地域住民

90名

11月１日

11月２日

11月１日
～11月７日

11月20日
21日

11月８日

11月７日

10月27日

11月５日
11日
21日

11月１日

11月１日

11月１日

11月６日

・秋の子どもまつ
りと創作活動大
会
・自然体験リーダ
ー養成講座
・ジョイントコン
サート

・子どもフリーマ
ーケット
・小学生ウォーク
ラリー
・親子山歩き

・親子交流運動会
・親子体験活動
・交流活動と講演
会
・園生活参観と個
人懇談週間
・地域敬老会参加
・小学校低学年と
の交流

・フレンドリーラ
ンチタイム
・焼き芋パーティ
ー
・人権同和教育シ
ンポジウム
・保育園交流

・親子で歌う会
・教育講演会
・３歳児体験入園

・三勲子育て広場
との交流
・園内研修
・未就園児体験入
園

・一日自由参観

・「富山学区探検
隊」

・祖父母ふれあい
参観日
・おおの50周年フ
ェスティバル

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

市町村（教育委員会、教育機関、学校等） 岡山教育事務所管内（教育委員会・幼・小・中・高）
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岡山市今幼稚園

岡山市立芳田幼稚
園

岡山市立財田幼稚
園

岡山市立高島幼稚
園

岡山市立幡多幼稚
園

岡山市立小串幼稚
園

岡山市立岡南幼稚
園
岡輝地区青少年保
導協議会

岡山市立浦安幼稚
園

岡山市立宇野幼稚
園

岡山市立鹿田幼稚
園

岡山市立福浜幼稚
園

岡山市立御野幼稚
園

ふれあい
ワクワクデー

三歳児体験入園

財田学区教育懇談
会

親子ふれあいday

PTA講演会

「小串っこ祭り」

命のフェスタ

ふれあいデー

未就園児園開放

操山　山登り体験

県警音楽隊音楽鑑
賞

おいもパーティ

地域の方の協力でミニ音楽会とワクラクラン
チの会を開催した。
フルート、ピアノ、ソプラノの美しい音色に
合わせ、園児がリクエストした歌を全園児で歌
った。
その後、年長児が作った豚汁を一緒に食べ心
に残る体験ができた。

園児と興味のある遊びに取り組んだ後、年少
児によるリズム表現「おさかな天国」を観たり、
手遊びや紙芝居を楽しんだりした。
健康な生活をするために、バランスよく食事
をすることを指導し、弁当を一緒に食べた。

学区の子ども達についての情報交換をし、学
区の子ども達の健全育成について話し合った。
今回は、財田小学校の校長から、岡山市教育
行政審議会答申の概要を説明し、地域の方に理
解を求める働きかけをした。又、それについて
の協議も行った。

公民館エコミュージアムの方に木の実・野
鳥・虫などについて指導を受けながら、保護者
と一緒に地域の自然の中でのびのびと遊んだ。

竜操中学校長　河原井一之先生が「子育てキ
ーワード」という演題で、現代っ子の特徴や社
会の一般的風潮を含めて、親の考えや言動から
子育てについての見直しが必要であることを話
された。

小学校と合同で、地域住民を招待して、ゲー
ムや手作りを一緒に楽しんだ。
幼稚園は木の実遊びのコーナーを設けた所、
地域の人々や保育園、親子クラブ等から多数の
参加があった。

地区保導協議会が主催し、防災、交通、福祉、
非行防止教育を内容として開催した。中学校区
の保幼小中の子ども、幼保護者が一同に会した。
幼稚園独自では、地域の方に親子のふれあいと
情操を高める歌唱指導をしてもらった。

事前に地域の高齢者の方に招待状を出し、手
作りのプレゼントを用意する。当日は、年長児
が受付をして会場へ案内した後、一緒に玉入れ
やリズム遊びをしたり、体操や踊り、かけっこ
などを見てもらったりした。

地域の未就園児（２～４歳）と、その保護者
に幼稚園を開放し、在園児と一緒に好きな遊び
をしたり歌を歌ったり、体操をしたりして楽し
んでもらった。

希望の保護者を募って、園児が登った操山の
山登りを経験してもらい、その後、里山センタ
ーで操山の四季についてビデオを見せてもらっ
たり、話を聞いたりした。

岡山市立福浜小学校まで歩いて行き、体育館
では、幼児・小学生・職場体験の中学生・教職
員でステージでの演奏や楽器紹介などを鑑賞
し、その後運動場に出て、保護者や地域住民と
共にドリル演奏を鑑賞した。

未就園児・婦人会・老人会など、地域の人と
ふれあう体験活動として、園児が育てたさつま
芋を焼いて、レストランごっこに参加してもら
い、幼児の活動する場面を見てもらった。

全園児
地域の方

園児
地域の三歳児
とその保護者
主任児童委員

学区内の各種
団体の代表並
びに関係する
個人

年中・年長の
幼児
保護者
地域住民

210名

保護者
120名

地域の人
小学生
幼稚園児
保育園児
親子クラブ

幼稚園児
保護者
保育園児
小学校児童
中学校生徒
教職員
地域住民
約1,600名

幼児
地域住民
教職員

85名

地域の未就園
児親子

30組

希望の保護者
約40名

幼児
小学生
中学生
保護者
教職員
地域住民

940名

50名

11月１日

11月１日

11月19日

10月31日

11月７日

11月１日

11月２日

10月30日

11月６日

11月13日

11月６日

11月２日

・稲かり遊ぼう
DAY
・山上り遊ぼう
DAY
・人形劇で親子安
全教室
・ふれあい参観日

・未就園児体験入
園
・人権教育研修会
・学級懇談及び保
護者会

・土曜子育て広場
・老人クラブ交流
・親子体操

・地域の方を招い
ての感謝の会
・野外活動実施
・中学生との交流
会

・三頂山登山
・交通安全指導
・小串芸能大会
・中学校区人権同
和教育合同研究
会

・啓発ポスター掲
示
・子育て講演会
・避難練習

・三歳児体験入園
・中学生職場体験
学習
・啓発ポスター掲
示

・自由参観日
・３歳児体験入園

・日曜参観日
・教育講演会

・芳泉中２年生職
場体験
・３歳児体験入園
・日曜参観日

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立石井幼稚
園

岡山市立三門幼稚
園

岡山市立甲浦幼稚
園

岡山市立弘西幼稚
園

岡山市立大元幼稚
園

岡山市立平井幼稚
園

岡山市立牧石幼稚
園

岡山市立平福幼稚
園

岡山市立芳泉幼稚
園

岡山市立旭竜幼稚
園

岡山市立旭操幼稚
園

岡山市立竜之口幼
稚園

岡山市立芳明幼稚
園

保育参加日

保育参加

保護者参加型保育
及び懇談会

合同親子運動遊び
及び講演会

創立30周年記念事
業

おかやま教育の日
IN HIRAI

ちびっこバザー

三世代交流餅つき
会

３歳児体験入園

老人連合会の会員
と保護者との懇談
会

参観日と教育講演
会

親子ふれあいデー

ふれあい参観日

各班のリーダーとして保護者に参加してもら
うことで、大勢の園児と触れあってもらう機会
を設けた結果、園の経営方針を理解してもらえ
ただけでなく、班の子どもたちの個性や良さを
再確認したり、人間関係を築いたり、自然の中
で思う存分体を動かして遊ぶことの大切さを痛
感し、充実した一日となった。

３日間の保育参観日を設け、希望の日に選ん
だ遊びに参加してもらい、その後園長と懇談会
を行った。

保護者の方の中から、参加者を募りお母さん
先生として保育体験をしてもらった。このこと
により幼児理解や幼稚園教育への理解を深めて
もらうことを目的とした。

深柢幼稚園親子と一緒にミニ運動会を楽し
み、相互の親睦をはかると共に、運動遊びに力
いっぱい取り組んだ。その後、保護者のみ、講
師から子育てに関する講話を聞いた。

町内会等地域に幼稚園を開放し、教育内容を
知ってもらうと共に、隣接する公園に「ふれあ
い牧場」を呼び、園児や地域の人と一緒に動物
に触れ合って遊んだ。
学区創立30周年記念祭に参加し、橘上中野保
育園と合同で歌を歌ったり、合奏をしたりした。

小学校、保育園、コミュニティー協議会と合
同で開催し、落語家　吉田宥禅氏による講演会
やステージ発表、昔遊びコーナー、模擬店など
様々な催しに参加した。また、幼稚園紹介など
広報活動を行った。

PTAふれあいバザーと共に子ども達のちび
っこバザーを開催し、地域の未就園児と保護者
を招いた。園児が作った品物をお店のコーナー
で売り買いをし、教職員が用意したヨーヨーつ
り、スーパーボールすくいなどのコーナーで遊
び、幼稚園の生活や楽しい遊びの体験をし、在
園児と交流することができた。

社会福祉協議会を中心に、地域のいろいろな
人たち（地域の人々、小学１年生、保護者）と
幼稚園児が一緒に餅つきをしたり、会食をした
りして、親睦を深めた。

３歳児の親子が来園し、園内のいろいろな遊
びの場所で好きな遊びを十分楽しむとともに、
レストランごっこや手遊び、ゲームなどに参加
し、在園児と楽しくふれ合うことができた。

保護者７～８名のグループに、老人２名が加
わって「子どもの誉め方、叱り方」について話
し合った。人生、子育ての先輩者からの意見や
助言に賛同したり感動したりして終始なごやか
に懇談できたことは意義があった。

演題「将来をみこした子育て」
―家庭、学校、地域のあり方―

講師　山陽学園短期大学教授　村中由紀子先生

未就園児（０歳児から就園までの園児）を対
象に体験入園を行い、幼稚園児と未就園児、そ
の保護者との楽しい交流会をした。その中で、
ボランティア先生に教えてもらいながら、やじ
ろべえ作りに挑戦したり、地域の方々による草
笛やハーモニカ演奏を聴かせてもらったりな
ど、楽しい会を催した。

おうちの人と一緒に竹を使っての竹馬作りを
した。その後、作った竹馬で遊んだ。

園児
保護者
教職員

55名

保護者

保護者
25名

弘西幼・深柢
幼親子

62名

幼児
保護者
教職員
地域の人

約500名

児童
保護者
保育園児
地域住民

250名

園児 38名
未就園児45名
と保護者

地域住民
小学生
園児親子等

466名

園児
３歳児とその
保護者

382名

老人
保護者

保護者
50名

未就園児親子
幼稚園児
愛育委員
ボランティア
先生
教職員
PTA役員

250名

幼児
祖父母
父、母
教職員
教育実習生等

270名

11月７日

11月13日
20日
27日

10月31日
11月１日

10月30日

11月30日

11月１日

11月15日

11月７日

11月19日

10月23日

11月２日

10月10日

11月10日

・保育園交流
・老人会交流
・第２回学校評議
員会実施
・ふれあいバザー
・実践発表
・園外保育

・人権教育講演会
・未就園児体験入
園

・中学生との交流
・合同園外保育

・保育参観
・講演会
・グループ協議

・敬老会への参加
・保育園との交流
・園外保育

・未就園児体験入園
・講話とわらべ歌
・中学生とのふれ
合い交流会
・保育参観及び講
演会

・公開保育
・老人とグランド
ゴルフ
・保育園交流会

・「おかやま教育
の日」の看板の
設置

・ふれあい運動会
・ふれあい遊び
・山登り
・講演会
・三世代交流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立陵南幼稚
園

岡山市立古都幼稚
園

岡山市立可知幼稚
園

岡山市立政田幼稚
園

岡山市立開成幼稚
園

岡山市立西大寺幼
稚園

岡山市立西大寺南
幼稚園

岡山市立雄神幼稚
園

岡山市立豊幼稚園

感謝の集い

参観日・講演会

勤労感謝デー

ちびっこフェステ
ィバル

PTA人権教育推
進懇談会

親子ふれあいバザ
ー

秋まつり

造形教室

観劇会

園の畑で収穫した野菜を使い子どもたちがカ
レーを作り、子どもたちとかかわりのある地域
の方や、運動会でのゲームの当選者を招待し一
緒に食べ、その後、昔遊びを一緒にしたり教え
てもらったりして楽しんだ。

「子をもつ親の親らしさ」という演題で、元
岡山市立足守小学校長　中野順夫先生の講演を
聴き、子をもつ親としてどうあるべきかをみん
なで考える場とした。

日頃お世話になっている人や自分の身近で働
く人について、お礼の気持ちや感謝の気持ちを
育てたいと思い、みんなでプレゼントを作りそ
れぞれの職場へ贈りに行った。

親子一緒に楽しめる宝さがし、パンくい競争
を計画し実行した。

保護者を対象に、PTA役員が中心となって、
人権教育及び同和教育に関する体験的参加型学
習を行う。
「山本家の場合」のビデオを視聴後、人権
（男女差別・人権差別・障害者差別・高齢者差
別など）について、子どもたちの言動や無意識
の差別などからくる問題について話し合った。

保護者の手作り品や不用品の持ち寄りバザー
の部屋や喫茶コーナー、子どもの遊びコーナー
等が園内各所に設けられ、園児親子・未就園
児・地域の人が買い物や食事・遊びを楽しみな
がら、交流を深めた。

秋まつりをし、おみこしをかついだり、盆踊
りを踊ったりした。その後、各コーナーに分か
れて宝さがし、ヨーヨーつり、手作りコーナー
などで、みんなと触れ合って楽しく遊んだ。

幼稚園の玄関の空間を、地域のボランティア
先生と園児とでどんなふうに飾るか話し合い、
身近な廃材を利用して、雄神で収穫できる果物
や木を作り、テーマを「デザートの森」として
製作した。

地域で文庫活動をしている「のはら文庫」を
招いての観劇会を行った。保護者、地域の子供
達（保育園、親子クラブ等）に案内状を出し、
紙芝居「へこきよめ」、影絵「金のがちょう」
他を楽しんだ。

園児
地域の方
保護者
教職員

225名

保護者

警察官
交通指導員
郵便局職員
牛乳配達の人
消防士
在園児

123名

幼児
保護者

90名

保護者
22名

園児とその家
族
未就園児とそ
の家族
地域住民
教職員

500名

園児
保護者
児童
地域の親子
教職員

203名

園児
ボランティア
先生

19名

園児
保護者
地域の子ども
達とその保護
者
教職員

約100名

11月21日

11月６日

11月22日

11月６日

11月５日

11月１日

10月11日

11月６日

10月31日

・三歳児体験入園
・親子での絵本貸
出し
・自由参観
・日曜参観日

・未就園児体験入
園
・親子で人形劇観
劇

・ふれあい運動会
・教育講演会
・親子ふれあい読
書
・敬老ふれあいデ
ー

・交流保育

・運動会
・遠足
・獣医師による動
物サポート事業
・琴の演奏会
・自由参加日
・芋掘り
・お茶会
・親子交通指導
・焼き芋パーティ
ー
・親子遠足
・山登り
・日曜参観日
・親子ふれあいコ
ンサート
・人形劇観劇
・絵本の読み聞か
せ会（年長）
・消防自動車見学
・園児の生活ビデ
オ視聴
・人権教育学級懇
談会

・三世代交流
・お茶会

・小学校での観劇
会に参加
・保護者保育参加
・保育園児との交
流
・参観日・学級懇
談

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立太伯幼稚
園

岡山市立幸島幼稚
園

岡山市立朝日幼稚
園

岡山市立大宮幼稚
園

岡山市立中山幼稚
園

岡山市立馬屋下幼
稚園

岡山市立平津幼稚
園

岡山市立野谷幼稚
園

岡山市立横井幼稚
園

岡山市立馬屋上幼
稚園

親子体育遊び教室

親子クッキング

親子ミニ運動会

焼き芋パーティー

３歳児との交流

創立50周年記念式
典及びももっこま
つり

運動会

親子まつり

津高親子まつり

「読み聞かせと絵
本」講演会

7岡山市スポーツ・文化振興財団講師　山本
敬子先生に親子体育遊びを紹介してもらい、互
いのぬくもりを感じながら、親子で十分体を動
かし触れ合いを楽しんだ。また子育てについて
の話を聞き、親のかかわりの大切さを学んだ。

親子一緒に料理をし、食事をするとともに手
作りおもちゃの製作をして遊んだ。半日親子で
共に活動したことで、親子のふれあいの仕方を
考える機会となった。

在園児、未就園児、保護者、兄弟、祖父母の
参加のもとに、玉入れ、かけっこ、リズム表現、
未就園児の演技など、地域の人々と一緒に運動
会をした。

保護者と共に栽培したさつま芋の芋掘りを10
月24日、親子で楽しんだ。
その芋で30日焼き芋パーティーをし、地域の
親子クラブの人や保護者を招いて一緒に焼き芋
を食べたり、遊んだり等、地域の人との触れ合
いを楽しんだ。

３歳児とその保護者を幼稚園に招き、一緒に
リズム遊びをしたり、各保育室で弁当を食べた
りした。食後は、歌を歌ったり紙芝居を見たり
して園生活の一部を一緒にした。

幼稚園の50歳の誕生日を園児・保護者・小学
生・地域の人々で祝った。その後、出席者全員
で「ミニ運動会」「園児によるお店ごっこ」「愛
育委員や老人会の方との昔遊び」「バザー」な
ど「親子の触れ合い・地域の触れ合い」をテー
マにももっこまつりを楽しんだ。

在園児の保護者の他に、祖父母、未就園児と
保護者、一年生、地域の方をお招きして、見る
だけではない参加できる種目を増やして実施し
た。同じチームの人同士力を合わせて競争した
り、応援したり、踊ったりすることを通して親
睦を深めることができた。

本年度は横井小学校を会場に、中学校区の関
係団体約20団体がボランティアとして集まり、
子どもたちの復活を目指した。「おかやま教育
週間」の趣旨と同じであり準備会等で啓発した。

体育館では、地域の人による音楽祭、校庭で
は、紙玉鉄砲・竹笛・お手玉・ブンブン独楽・
泥だんごなどのコーナーで親子で楽しんだ。

こどもと本―おかやま―代表で馬屋上地区出
身の犬飼明子先生による講演会を実施。在園児
及び未就園児に対しての絵本の読み聞かせに続
き、保護者対象に多くのよい本との出会いと楽
しい読み聞かせのお話をいただいた。

園児
保護者
教職員

69名

園児
保護者

64名

在園児
未就園児
保護者
兄弟
祖父母　等

70名

園児
保護者
親子クラブ
教職員等

50名

園児
３歳児と保護
者

園児
保護者
児童館
親子クラブ
小学生
地域住民

在園児
保護者
祖父母
未就園児と保
護者
一年生
地域住民
教職員

200名

香名中学校区
の子ども達及
びその父母や
家族等
約1,300名

園児
小学生
中学生
保護者
地域住民

1,300名

在園児
未就園児
保護者
教職員

10月30日

10月10日

10月２日

10月30日

11月11日

11月６日

10月４日

10月27日

10月27日

11月13日

・なかよし運動会
・園庭開放
・やきいもパーテ
ィー
・職場訪問
・親子で遊ぼう
・幼稚園で遊ぶ会
・山南地区幼稚園
交流会
・子育て広場

・未就園児との交
流
・山南地区幼稚園
交流会

・山南お楽しみ会
・参観日（やきい
も）
・Ａブロック公開
保育

・中学校の運動会
参加
・お年寄りとの交
流
・親子交通安全教
室
・親子クラブとの
交流
・中学生との交流
・レディースクラ
ブとの交流

・親子で芋掘り
・地域親子との交
流会
・３歳児体験入園

・体験入園
・交流会

・わいわい広場

・みんなで運動会
・高齢者クラブの
方との山歩き
・小学校学芸会に
参加
・香和中学校区親
子祭り

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立庄内幼稚
園

岡山市立加茂幼稚
園

岡山市立鯉山幼稚
園

岡山市立吉備東幼
稚園

岡山市立吉備西幼
稚園

岡山市立福田幼稚
園

岡山市立浮田幼稚
園

岡山市立平島幼稚
園

岡山市立御休幼稚
園

岡山市立角山幼稚
園

岡山市立足守幼稚
園

日曜フリー参観日

ふれあい日曜参観
日

やきいもパーティ
ー

学区自由参観日

自由参観日

お楽しみ会

わんぱく秋まつり
2002

自由参観日

銭太鼓の会

三世代運動会

三園なかよし運動
会

幼児の遊び（ドッチボール・じゃんけん遊
び・縄遊び・作って遊ぼうなど）に参加しても
らいふれあいを楽しんだ。
美作女子大学教授　杉山嘉弘氏による講演会
「子どもの心が見えますか」を開催した。

岡山市スポーツ文化振興財団　山本敬子先生
による親子ふれあい体育あそびで、親子が一緒
に体を動かす楽しさを十分に味わった。また、
ボールあそび、竹馬、縄とびなどを保護者と共
に楽しむ場をつくり、しっかりふれあって遊ぶ
ことができた。

保育園児と共にさつまいもの苗を植え、世話
をしてきた後に収穫したさつまいもを地域の方
の協力のもとで、もみでやきいもをして、大勢
で収穫の喜びを味わった。やきいもができるま
での間、保・幼・小１が体操やジャンケン遊び、
リレーに取り組み交流を図った。

中学校区の幼稚園・小学校・中学校の保護
者、地域の人に自由に参観、見学する日を設け
て、地域の方に参観のお知らせを作成し、日頃
の生活のありのままを公開するようにした。

吉備中学校区の地域の人・学校・園の保護者
に６校園だより「おいでんせえ」を発行し、１
日と５日の両日に自由に参観した。

幼稚園PTA各部が、園児が楽しめる遊びの
場（新聞プール宝探し、ジャンボ迷路、じゃん
けん遊び輪投げ、ヨーヨー釣り、紙飛行機づく
りと飛行機とばし）を構成し、園児と参加希望
の保護者や弟妹が遊びに取り組み楽しんだ。

開会行事の後、PTA各部がする店屋（くじ、
迷路、輪投げ、遊ぶ物を作る、他）を回り親子
で体験して楽しんだ。途中おやつタイムや先生
によるレクリエーション、PTA執行部による
パフォーマンスなどもあり、秋の半日を地域を
あげて秋祭りを楽しんだ。

自由参観日で園児たちが取り組む遊びの中
で、保護者や地域の人が園児たちと一緒になっ
て遊ぶ、ふれあいをもって楽しく遊ぶことがで
きた。また、園児たちはどのような子どもに育
ってほしいか、育ってほしい姿について聞いた
り有意義であった。
幼稚園教育についても理解を深めてもらうこ
とができた。

地域の方に園にきていただき銭太鼓の踊りを
見せてもらったり、教えてもらったりして伝統
的な芸能に触れると共に、地域の人と触れ合い
交流を楽しんだ。

幼稚園運動会
競技の中に、参加者全員が出場する種目や、
幼稚園児とお年寄りチームとの玉入れ、未就園
児との組み合わせ、小学校１～年チームとの綱
引き、保護者のリレーなど種目の工夫をし、み
んなが参加して実施した。

足守中学校区内にある３つの幼稚園が地域の
お年寄老人ホーム「足守荘」の方々、未就園児、
園児の家族と一緒に、体操、かけっこ、玉入れ、
リズム遊びなどをして、体を動かし、ふれあっ
て半日をすごした。

保護者
祖父母
地域の人など

160名

保護者
幼児
小学生
教職員等

181名

幼稚園児
保育園児
小学１年生
祖父母
保護者
教職員
地域の方

160名

保護者
地域住民
保護者
地域住民等

56名

地域住民
保護者

幼稚園児
希望の保護者
と弟妹

250名

園児
小学生
３歳児
保護者
教職員
地域住民等

269名

保護者
地域の人

園児
地域住民
教職員等

30名

在園児
在園児の祖父
母及び保護者
兄弟
未就園児と保
護者

約100名

足守荘のお年
寄
未就園児とそ
の保護者
地域住民

約300名

11月10日

11月10日

10月25日

11月１日

11月５日

11月１日
５日

11月８日

11月10日

11月７日

10月７日

10月９日

10月23日

・広報誌にPR記
事掲載

・学級通信で当日
の様子を知ら
せ、保護者への
御礼とふれあう
ことの大切さを
伝えた。

・親子で地域のゴ
ミ拾い
・交流運動会
・自由参加日

・福田っ子ふれあ
い祭り
・焼き芋パーティ
ー
・感謝の花束デー

・運動会
・講演会
・３歳児体験入園
・幼稚園開放

・保育公開

・他園の園児、保
護者との交流会
・未就園児交流会
・老人ホームとの
交流会
・鑑賞教室

・御休幼稚園と交
流
・城東高校留学生
と交流
・子育ておしゃべ
り会
・体験入園

・５園合同山登り
・三歳児交流会
・やきいもパーテ
ィー
・親子ふれあい体
操
・教育講演会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立高田幼稚
園

岡山市立福谷幼稚
園

岡山市立妹尾幼稚
園

岡山市立芥子山幼
稚園

岡山市立桃丘幼稚
園

岡山市立岡山中央
南小学校

岡山市立岡山中央
北小学校

岡山市立清輝小学
校

岡山市立旭東小学
校

岡山市立伊島小学
校

高田幼稚園まつり

地域ふれあい山登
り

教育講演会

人権教育研修会

父親参加の園外保
育

オープンスクール

中央北わいわいま
つり2002

命を考えるフェス
タ

オープンスクール
＆オープンハート

なかよし祭り

遊び、喫茶コーナー、みんなで遊ぼう大会な
どを企画し、幼児、保護者がそれぞれのコーナ
ーで役割を果たしたり、一緒に遊んだりして、
親子や地域の方とふれあって、幼稚園まつりを
楽しんだ。

足守中学校区内の保育園、幼稚園、小学生、
地域未就園児、保護者、福谷老人会のみなさん
と一緒に山登りをした。
地域にある山に登り、自然にふれたり、みん
なでお弁当を食べたり、リズム遊びをしてふれ
合い、楽しい一日を過した。

日頃から親子読書を奨励している。子育てに
有効な親子読書を積極的に取り入れるために
は、親が絵本の楽しさを知ることが必要と考え
た。そこで、前主任学校司書　永島倫子先生に
よる講演会「親子で楽しむ絵本の世界」を実施
した。

学芸館高等学校教育相談室副室長　小寺義昭
氏による講演（演題「子育ては、自分育て」）
をもとにグループ協議をして、人権教育につい
て研修した。また、自分の子育てについて互い
に悩みを出し合い、講師の先生から助言を受け
た。

吉備津彦神社から吉備津神社までのウォーキ
ングを含めた園外保育に、父親も一緒に参加し
た。
実る稲穂や柿の実、五位鷺や白鷺等を見付け
たり、吉備津神社では神社内を探険したり父親
と鬼ごっこをしたりして楽しんだ。

一日を、地域や保護者への学校開放日とした。
始業前から朝の会・朝自習・授業・休憩・給
食・清掃活動・帰りの会・下校までの児童の様
子の公開、給食試食会、本校の研究授業の公開
等、本校の教育をより理解いただけるような工
夫をした。

弘西・南方地区両コミュニティ、中央北小
PTA三者共催により、子どもも大人も楽しめ
る祭りを開催した。今年は特に、子どもたちに
よるフリーマーケットの店もあり、大変盛況で
あった。

・岡南小学校との交流　１～４年生
・生命、安全についての体験学習　５・６年生
（地震体験・煙道体験・シートベルト体
験・点灯くんetc）

・全体会での見学学習　全学年
（エアバッグ実験・はしご車救出・市消防
隊ドリル演奏）

授業参観だけでなく、休憩時間や給食・そう
じ時間など、平素の参観日では観られない子供
達の学校生活を全日公開した。また気軽な雰囲
気で話ができる教育相談を広く呼びかけ、学校
と家庭・地域との対話の場を設けた。

各学年の委員が中心となり、食べ物、物作り、
ゲーム等のコーナーを設営。大人と子供とが
「遊び」を通して、教えたり教えられたりし、
温かい交流ができた。フリーマーケットの出店
を出した家族やグループもあった。
また学区婦人会や地区委員、民生委員の協力
を得て豚汁やカレーライスを作り、好評であっ
た。ボランティアの協力も多く得られた。伊島
小学校の母親で作られている合唱団が日頃の練
習の成果を発表する機会にもなった。

園児
保護者
教職員
地域住民

150名

幼児
小学生
教員
保育士
地域住民
保護者

約200名

保護者
145名

保護者

４歳児
５歳児
父親等

80名

保護者・家族
地域住民
市内幼小中
教諭等

174名

児童
保護者
地域住民

1,200名

岡輝中校区
園児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

1,600名

保護者
家族等

50名

児童
保護者
地域の方

700名

10月27日

10月31日

10月20日

11月１日

11月５日

11月６日

10月26日

11月２日

11月５日
～11月７日

11月９日

・３園合同運動会
・５園合同山登り
・参加型参観日
・高田小合同発表
会

・三園なかよし運
動会
・親子お菓子づく
りとおしゃべり
タイム
・親子ふれあい教
室
・福谷文化祭にて
幼稚園活動掲示
とPR

・３歳児体験入園
・教育相談

・ふれあいカーニ
バル
・未就園児体験入
園
・学級懇談

・お年寄りとの交
流会
・親子体育遊び教
室
・父親自由参加形
参観日

・チラシを作成
・夜の学校探検

・創立130周年記
念式典

・安全宣言の日
・ミニ懇談会
・旭東子ども祭り
・PTAバザー
・フレンドリーラ
ンチタイム
・なかよしわくわ
く遠足

・山遊びの会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立津島小学
校

岡山市立石井小学
校

岡山市立鹿田小学
校

岡山市立大元小学
校

岡山市立御野小学
校

岡山市立三勲小学
校

岡山市立福浜小学
校

岡山市立平福小学
校

岡山市立芳泉小学
校

岡山市立宇野小学
校

岡山市立旭竜小学
校

教育フォーラムと
参観日

親子ふれあいデー

中国・四国音楽研
究大会

学習発表会及び大
元学区創立30周年
記念祭

音楽・学習発表会

能学習発表会

PTA活動
「友愛セール」

第４回自主研究発
表会

参観日
講演会

自由参観日

きょくりゅうフェ
スタ

授業参観と図工展を実施し、特別教室を見て
もらう。その後、保護者・地域の人（学校評議
員・民生委員等）・教職員で、教育における家
庭・学校・地域の役割等について、テーマ別で、
教育懇談会をした。

親子ふれあい活動として、野外クッキングコ
ーナー、焼き芋コーナー、染色コーナーを設け
た。親子で希望のコーナーの活動を体験し、ふ
れあいを深めた。
その後、友愛セールを行い、地域住民も含め
て買い物やゲーム、飲食を楽しんだ。

ミュージックタイム公開、全校児童の音楽集
会「わくわくハーモニー」の公開、各学年１ク
ラスの音楽の授業公開と２学年合同の授業公開
を行い、それぞれの授業や提案者の発表につい
ての研究協議を行った。

学習発表会を保護者だけでなく一般に開放す
るとともに、学区創立記念行事として移動ふれ
あい牧場を開催、学習発表会に続いて、子供神
楽、岡山フィルハーモニー、琴・尺八演奏、銭
太鼓、保育園・幼稚園の演奏などのイベントや
うどん販売・喫茶の店を開いた。

１年、３年、５年は、各教室で日頃の学習の
成果を、多教科にわたって発表した。
２年、４年、６年は、体育館で音楽を中心に
した発表を行った。特に、４年は総合の時間の
学習を音楽形式にして発表した。６年生は世界
の音楽（南米、韓国など）中心にした音楽を演
奏した。

６年生が、総合的な学習の時間（伝統文化を
さぐろう）の一環として、能学習に取り組み、
謡や仕舞の練習成果を発表した。地域住民や市
内の全小学校に呼び掛け、大盛会であった。

PTA活動の一つに「友愛セール」がある。
当日は学校を開放し、保護者・児童・学区住民
がバザーに集まり、また、教職員とPTA会員
による「店」も出店した。
本年度は、この事業収益金を活用して、子ど
もたちのために「人権週間中行事の一つ」とし
て、12月６日に「ハートフル映画会」を実施し
た。

本校の実践を自主的に発表し、公開授業、分
科会及び全体会を通して、参会者の方々と共に
今後の総合的な学習について考えた。

中野順夫先生（元足守小校長・県レクリエー
ション協会副会長）による講演会を実施。「子
をもつ親の親らしさ」という演題で、親として
の在り方や行動の仕方等について楽しく興味深
く聞くことができた。

８時30分から午後３時までの全日で、都合の
つく時間に、自由に授業や休憩時間、給食時間
などの児童の様子が参観できるよう参観日を実
施した。
音楽発表会を控えた練習の様子、普段の学校
や児童の様子を参観してもらった。

旭竜小PTA「フェスタ準備委員会」を中心
に、地域の人や保護者、中学生や児童のボラン
ティアを募り取り組んだ。
親子のふれあいや地域の方々との交流を大切
にしつつ、様々なコーナーを作り実施した。

地域住民
保護者
教職員

500名

児童
保護者
教職員
地域住民

約200名

児童
県内外の教員
本校職員
保護者等

1,100名

児童園児
保護者
教職員
学区民

2,000名

児童
保護者
地域住民

1,300名

児童
保護者
地域住民
教育関係者
一般の人等

399名

保護者
教職員
児童
町内会
子ども会
学区住民
学区内事業所

600名

児童
保護者
本校教職員
県内外教員他
来賓・ゲスト
ティーチャー

962名

保護者
教職員

200名

保護者
990名

旭竜小学校
児童
保護者
教職員
地域の方々

約300名

11月１日

11月２日

11月14日

11月30日

11月７日

11月19日

11月１日

10月30日

11月１日

11月１日

11月９日

・参観日
・公開授業
・図工展
・コミュニティ文
化祭
・山遊びの会

・音楽鑑賞会
・創立30周年記念
事業

・教育講演会
・能学習校内発表
会
・Ｄブロック道徳
研究発表会

・ハートフルグラ
ウンドゴルフ大
会
・子どもまつり
・ハートフル映画
会

・自由参観日
・ふれあい週間
・個人懇談

・公開授業
・学習発表会

・音楽発表会
・うのふれあい講
座

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立岡南小学
校

岡山市立平井小学
校

岡山市立福島小学
校

岡山市立南輝小学
校

岡山市立操南小学
校

岡山市立操明小学
校

岡山市立富山小学
校

岡山市立旭操小学
校

岡山市立牧石小学
校

岡山市立牧石小学
校牧山分校

岡山市立大野小学
校

岡山市立西小学校

命のフェスタ

おかやま教育の日
―IN HIRAI―

ふれあいコンサー
ト

教育相談

音楽・学習発表会

地域教育懇談会

全国小学校社会科
研究協議会岡山大
会

公開授業および講
演会

学習発表会

学習発表会

校内音楽発表会

学校開放
自由参観

「地域の子どもは地域で育てる」土壌を育む
ために、保導協議会やPTAを中心に、学区内
の公共機関や企業の協力も得て、子どもたちや
地域住民が各種の活動を体験して命の大切さを
学んだ。

「平井の子どもを地域のみんなで」の合い言
葉のもと、学区コミュニティ協議会、岡大附養、
山陽短大、平井幼、平井保と平井小PTAが一
体となったイベントを行った。
講演会、ダンス発表、人形劇、スマイルバン
ド演奏に加え、地区人材による昔あそびコーナ
ー等も大盛況であった。テント20張の中で模擬
店、喫茶店も開かれたし、ビンゴゲーム、もち
なげ等も催された。

地域住民、保護者を招待し、車椅子のシンガ
ーソングライター　小西達也さんをお迎えして
の講演会を開いた。
ご自身の作詞作曲の歌と語りで「生きること
の尊さ」「人はみな大切な存在」「共に生きるこ
とのすばらしさ」などを感じ取ることができた。
子どもたちも手話を交えて「世界が一つになる
まで」のお礼を歌を歌い、感動の中で終わった。

担任と児童の信頼関係を深め、児童がよりよ
く学校生活に適応できるような援助をするため
に、教育相談を行った。担任が、一人一人の児
童と話したり遊んだりする中で、その気持ちを
共感的に受けとめ、相互のふれあいを深めた。

１、３、５年は教室で学習発表会、２、４、
６年は体育館で音楽発表会を実施した。

学校（園）・家庭・地域が連携し、学区の教
育をよりよくさせるため懇談をした。
「ふれあい操明」のたすきをしてパトロール
を行い、子どもの安全確保とふれあいを深める
取組などが提案された。

本年度は全国大会発表の年になり、全国から
約330名の参加者があった。当日は、保護者や
地域へ開放し、おかやま教育の日のイベントに
ふさわしく盛大なものとなった。

山陽短期大学教授　村中由紀子先生による講
演会「将来をみこした子育て」―家庭・学校・
地域のあり方―を開催し、小学校や幼稚園の保
護者・学区の方々を招いて有意義に取り組ん
だ。
関わりの中で得る喜びや与える喜びを体験し
て、共に生きる。

１・２年生は、各教室で日頃学習で取り組ん
でいる成果を各教科にわたって発表し、３～６
年生は、体育館で教科や総合的な学習で取り組
んでいる内容を劇や歌、合奏にするなど、幅広
い分野での発表を行った。

日頃の学習の成果を劇や音楽や朗読で、発表
した。群読は１・２年生と３・４・５年生に分
かれ発表、劇は子どもたち全員で、合奏は教職
員・子ども全員で演奏した。また、２部で城東
高校演劇部や地元のコーラスの方にも上演して
もらった。最後に「うらじゃ」をラポート牧山
の子どもたちと一緒に踊った。

校内での音楽発表会

３日間に渡り、保護者や地域の方に学校を開
放し、朝の会から帰りの会まで自由に参観して
頂いた。教科指導だけでなく、英語活動、車椅
子、アイマスクの体験活動等も公開し、本校の
取り組みを理解してもらうよう努めた。

岡輝中学校区
の園児
児童・生徒
保護者
地域住民
1,600名

児童
教職員
保護者等

2,000名

児童
職員
保護者
地域住民等

352名

全校児童
職員

646名

保護者
家族

400名

保護者
教職員
地域住民

60名

全国からの参
加者
地域保護者

430名

保護者
学区住民

300名

保護者
地域住民
児童

560名

児童
保護者
教職員
地域住民
城東高校生徒
ラポート牧山
の児童・職員

保護者
300名

保護者
地域住民

700名

11月２日

11月１日

10月17日

10月25日
～11月１日

11月１日

11月１日

11月７日

11月２日

11月８日

11月16日

11月11日

10月16日
17日
18日

・全校あいさつ運
動
・全校クリーン作
戦

・一日参観日
・看板の設置

・土曜参観日
・三世代交流会
・教育相談
・啓発ポスター

・おもしろ科学実
験教室
・もちつき大会
・グランドゴルフ

・自由参観

・学習発表会
・個別懇談会
・交通教室

・PTA教育講演
会
・なかよし月間
・学習発表会・音
楽発表会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立御南小学
校

岡山市立陵南小学
校

岡山市立芳田小学
校

岡山市立芳明小学
校

岡山市立甲浦小学
校

岡山市立三門小学
校

岡山市立財田小学
校

岡山市立竜之口小
学校

岡山市立高島小学
校

岡山市立幡多小学
校

岡山市立小串小学
校

岡山市立浦安小学
校

ふれあい参観日

陵南フェスタ

社会科全国大会を
成功させよう

オープンスクール

音楽発表会

創立50周年記念行
事

財田学区共育懇談
会

発表会

フェスティバル

教育相談週間

小串芸能大会

自由参観日・個人
懇談及び浦安文化
展

親子や保護者同士の親睦を図るため、学年ご
とに１単位時間でレクレーションを行った。親
子対抗や親子ふれあいのゲームをしたり、ダン
スをしたりするなどして楽しい活動ができた。
計画立案は、PTAの役員が中心となり、担任
に先生と相談しながら進めた。

PTA・体協・子供会育成会が主共催し、「星
を見る会」に向けて子供達の絵を掲示したり、
子供も大人も楽しめるような模擬店やふれ合い
コーナーを設けたりした。バザーや飼育委員会
のうさぎランドが好評であった。

全国大会の支援（誘導・案内・接待・ボラン
ティア先生など）活動に取り組み、大会を大い
に盛り上げた。

地域に根ざし、地域とともに歩む学校として、
保護者や地域の方々を対象に、学校ではどんな
内容の学習をどういう方法で指導しているか、
どのような施設があるのか等、本校の教育につ
いて公開した。
また、特別講座を設け、参加者が校長を囲み
教育について語り合った。

発表会当日は、例年にない多くの参観があり
音楽を通して会場が一体となり、ふれあうこと
ができた。

創立50周年記念事業実行委員会が記念式典を
挙行し、地域・保護者・教職員・児童が、参加
し、新調した校旗の贈呈や岡山市消防音楽隊の
マーチングバンドの演奏を聴いた。

地区の体育協会、連合町内会など各種団体か
ら代表が集まり、子どもたちの健全育成につい
て話し合う会を開催した。最近の子どもの様子
や問題点が話題になり、地域ぐるみで子育てを
支援していくことや、この会を継続していくこ
とを確認した。

各学年の日頃の学習の成果を地域の方々や保
護者の方に鑑賞していただき、本校の教育活動
の一端を理解していただいた。
日頃お世話になっている方に招待状を送ると
ともに、学校便りを各町内で回覧していただき、
会の催しをお知らせした。

PTA役員及びボランティアの保護者、教職
員で出店（お好み焼き、綿菓子、うどんなど）
を開き、また児童による「体力測定」コーナー
などを開催。また募集したポスターの優秀賞を
発表。大きなかぼちゃの重さを当てるゲームや
餅つき大会などをした。

学級担任と児童との精神的な信頼関係を築く
ために、児童と担任が話し合う時間と場を設け
た。児童の悩み等を聞くことによって、学校で
の不安・悩みの早期発見に努め、児童の精神的
な安定を図った。

保・幼園児、小学校児童、中学校生徒を始め、
地域住民有志による音楽グループが一同に介し
多くの地域住民の前で音楽発表を行う活動に取
り組んだ。

自由参観（避難訓練を含む）、文化展等、保
護者・地域住民・交流先の病院・施設等に広く
呼びかけ、日常の授業の様子を参観していただ
いたり、お互いの芸術作品を鑑賞し合ったりす
ることで学校を開き、交流を図った。

児童
保護者
教職員等

1,075名

児童
保護者
教職員
学区住民

地域住民
保護者

140名

児童
保護者
教職員
地域住民

950名

全校児童
保護者
地域住民
保育園児
幼稚園児
老人施設入居者

500名

地域の方
保護者
教職員
児童 600名

保護者
教職員
地域有志

24名

児童
保護者
地域の方々等

763名

児童
教職員
保護者
地域住民

800名

全学級担任
全児童

幼児・児童
保護者
教職員
地域住民

300名

保護者　児童
地域住民
教職員
地域福祉施設
ボランティア
団体
慈圭病院

約700名

11月６日

11月17日

11月７日

11月１日

11月６日

11月１日

11月19日

11月13日

11月９日

10月28日
～11月１日

11月３日

11月５日
～11月７日

・ふれあいバザー

・笑顔の満ちるあ
いさつ運動
・PTAボランテ
ィア清掃

・校舎内の清掃奉
仕作業
・学校近辺の清掃
奉仕作業

・学習発表会
・全学年公開授業

・三世代交流グラ
ンドゴルフ大会
・甲浦学区岡山市
編入50周年記念
式参加

・おめでとう集会
・学習発表会
・図画工作展

・財田ふれあいキ
ャンプ

・愛育委員会
・講演会
・オープンスクー
ル

・フリー参観日
・教育講演会
・三世代ウォーキ
ング

・CAP説明会

・啓発看板作成、
設置
・小串っ子まつり
・学習発表会

・ふれあい月間
・参観・学級懇談
・ゲーム集会
・避難訓練公開
・音楽発表会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立古都小学
校

岡山市立可知小学
校

岡山市立芥子山小
学校

岡山市立政田小学
校

岡山市立開成小学
校

岡山市立西大寺小
学校

岡山市立西大寺南
小学校

岡山市立雄神小学
校

岡山市立豊小学校

岡山市立太伯小学
校

岡山市立幸島小学
校

学習発表会

かちかち花壇
冬～春用植付

自由参観日

全校集会

ふれあい週間

学校開放による自
由参観

音楽鑑賞会

音楽発表会

かげ絵鑑賞会

自由参観日

幸島っ子フェステ
ィバル119

国語・音楽等の学習内容を中心に１～６年生
までの全校児童による発表会。前半は１・３・
５年生の発表、後半は２・４・６年生の発表を
保護者、地域住民、幼稚園児に公開した。27日
（水）には、子ども発表会と題して１～６年生
がお互いの演技を鑑賞し合った。

地域住民に公募をした「かちかち花壇」を第
２学年の保護者が中心となり、学校行事の後、
２年生の児童と冬～春用の草花（金魚草・パン
ジー・アリッサム・テルスター等）、球根の植
付けをした。また、人権の花の学校の指定も受
け、この花壇を見ることで、児童のやさしさと
思いやりの心を育て、情操豊かな児童にと願っ
ている。

９時40分から11時35分までの２校時分の授業
時間と業間休みの時間の、児童の学習や遊びの
様子を自由に見ていただく参観日とした。
保護者だけでなく家族や学校評議員にも案内
してより広く学校を開放していく行事とした。

政田教育後援会会長　石井利彦氏に「ぼくの
ふるさと、わたしのふるさと」と題して講話を
していただいた。
「政田スタインベルクピアノ」「政田民俗資料
館」とのかかわりを通して、子どもたちに自分
たちの郷土に誇りをもつことの大切さを教えて
いただいた。

相談したいことや聞いてほしいことなど、子
どもたちに事前にアンケートを取り、１週間の
うちで計画を立てて、子どもたち一人ひとりと
しっかりふれあい児童理解を深めた。

下学年が６日に、上学年が７日に、午前８時
半から午後16時まで学校を開放するとともに、
放課後、懇談会なども実施し、教育について話
し合ったり、ふれあいを深めたりすることがで
きた。

学芸館高校吹奏楽部の生徒による迫力ある生
演奏を鑑賞、音楽への関心を高めることを試み
た。

地区や郵便局等の掲示板に児童が作成したポ
スターを貼ったり、学校便りで知らせたりして
地域の方々にも案内した。
全学年が体育館でオペレッタや合唱合奏な
ど、日頃の音楽学習の成果を発表した。全校児
童による合唱、教職員による合唱、保護者・地
域の有志の方々による手話を交えた発表もあっ
た。

劇団「かかし座」を招いてかげ絵を上演した。
演目は、「ねずみのとうさんアナトール」を60
分にわたって鑑賞した。かげ絵の鑑賞は珍しく、
光の織りなす芸術性、ストーリーのおもしろさ
に引き込まれ、熱心に鑑賞していた。

全学年を対象に、２校時から５校時まで自由
参観とした。保護者や学区の方に１日の学校生
活の様子をじっくり参観してもらい、普段はな
かなか見ることが出来ない給食や掃除等の活動
の様子も公開した。

１　岡山市役所や近隣消防団の訓練
児童の避難訓練
地域の方の防火訓練等

２　消防団やレスキューの隊員の方と児童のス
ポーツ交流
３　PTAのバザー

児童
教職員
保護者
地域住民
園児
職員

744名

保護者
児童

190名

児童
保護者
教職員
地域住民
学校評議員

1,800名

児童
教職員

214名

全校児童
教職員

200名

保護者
300名

児童
教職員

320名

児童
保護者
地域住民
教職員

幼稚園児
豊小児童
PTA有志

保護者
地域住民

120名

一般市民
児童
PTA

約180名

11月29日

11月13日

10月18日

11月１日

10月28日
～11月１日

11月６日
７日

11月７日

11月15日

11月６日

11月１日

11月９日

・学年参観日
・学芸鑑賞会
・ふるさと写真展
・東養護学校と５
年生との交流活
動

・どんぶり給食試
食会
・可知学区クリー
ン作戦
・PTAふれあい
バザー
・音楽発表会

・校長の講話
・音楽鑑賞会

・学習発表会

・授業参観
・芸術鑑賞会
・バイキング給食
・学習発表会
・個人懇談

・稲刈り体験
・花いっぱい運動
・友愛セール
・フレンドリーア
ワー

・校内読書週間
・学習発表会
・壮行式（韓国富
川市友好親善サ
ッカー遠征）
・ミニ集会（図書）
・稲刈り体験
・校内陸上記録会

・スクールオープ
ンデイ
・開かれた学校づ
くり「グランド
ゴルフ講演会」

・学習発表会
・人権同和講座
・交通教室
・給食試食会

・親子稲刈り体験
・読書週間特別企
画

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立朝日小学
校

岡山市立大宮小学
校

岡山市立中山小学
校

岡山市立馬屋下小
学校

岡山市立桃丘小学
校

岡山市立平津小学
校

岡山市立野谷小学
校

岡山市立横井小学
校

岡山市立馬屋上小
学校

岡山市立庄内小学
校

岡山市立加茂小学
校

学習発表会

いもパーティー

自由参観日

１日公開参観日

自由参観日

学習発表会

津高親子まつり

津高地区親子まつ
り

学芸会
学芸会バザー

フリー参観日

加茂っ子発表会

保護者や幼稚園児・地域の方々を迎えて、学
習の成果を工夫してまとめたものを発表したり
演奏したりして、学校での取り組みを理解して
いただいたり、交流を深めたりした。

１学期に地域住民の方といっしょにさつまい
もの苗を植え、草取りや水やりの世話をしてき
て、たくさんの収穫を得ることができた。その
喜びと感謝の気持ちを込めて、お世話になった
方々と共に「いもパーティー」を開いた。

児童が登校する朝８時30分から、下校までの
間、都合のつく時間に児童参観をはじめ、休憩
時間・給食・掃除等児童の平素の１日の学校生
活を見てもらった。
保護者だけでなく、総合等でお世話になって
いる方々や、学校教育や子供たちのことに関心
を持っている地域の方々に門を開き、自由に参
観してもらった。

保護者に限定せず、チラシ等で地域や老人ク
ラブの方々にもご案内を差し上げて、始業時よ
り下校時までの学校の様子を公開した。

１校時から５校時まで、授業だけでなく、給
食・清掃・休憩など自由に子ども達の学校生活
を参観していただいた。初めての試みではあっ
たが、都合のつく時間にゆっくり参観できると
好評であった。

本校では、「表現」ということを大切にして
指導をしており、全学年が劇や全校合唱を体育
館で発表している。保護者、地域の人への呼び
かけを、案内状と児童の描いたポスター掲示に
より行い、多くの人に観ていただくことで、学
校の教育内容の理解をはかった。

本年度で23回目を迎え、香和中学校区の関係
約20団体がボランティアとして集まり、子ども
達や保護者・地域の人々が昔から伝わる様々な
伝承遊びを通して、交流を深め地域の教育力を
高めようという取り組みをした。

地域に伝わる良い文化を子どもたちに伝えよ
うをテーマに、津高地区保幼小中のPTA及び
町内会その他、各種団体が様々なコーナー、出
店等を開き、親子で楽しい一日を過ごした。３
小学校持ち回りで、年１回開催し今回で23回を
迎えた。

高齢者との交流の一環として、地域の高齢者
をお招きして、各学年の劇や全校による合唱奏
を上演した。合間には、高齢者の方々に園児と
小学生による手作りのプレゼントを贈ったり、
１～３年生が肩たたきを行ったりした。（今年
は、保護者有志による合唱奏も披露された。）
事業部が学芸会の前後にバザーを実施した。

学区全体に案内を出し、地域の子ども達がど
のような学習をし、どんな学校生活を送ってい
るかを知ってもらう機会にした。また、地域の
方を講師として招き、地域についての学習や日
本の文化を体験する学習を行った。

・体育館で、音楽を含む発表を１学年15分程度
行った。
・発表会の様子を保護者や地域の方にみていた
だいた。
・案内状を学区の全家庭へ配布。
・プログラムを登校班の班長が町内の家庭へ配
布。

児童
保護者
地域住民
幼稚園児

250名

児童
職員
学区住民

保護者
地域の方々

児童
保護者
地域の方々
教職員

221名

保護者
地域住民

保護者
地域住民

香和中学校区
の児童生徒
保護者
教職員
地域住民
約1,300名

津高地区
保幼小園児
児童
生徒
保護者
住民

1,500名

保護者
高齢者
教職員
幼稚園児
小学生
地域住民

270名

児童生徒
保護者
地域住民

1,100名

保護者
地域の方

約300名

11月27日

10月29日

11月１日

11月12日

10月29日

11月30日

10月27日

10月27日

11月９日

11月１日

11月22日

・教育相談
・絵手紙教室

・教育相談週間
・学習発表会

・音楽発表会
・収穫祭

・PTA桃小フェ
スティバル
・開校記念式
・学習発表会

・参観日
・観劇会
・交通安全教室
・三世代ふれあい
グランドゴルフ
大会

・ふれあい相談週
間

・音楽発表会
・学校評議員会議
・親子ニュースポ
ーツ教室
・子どもサッカー
教室

・交通安全教室
・親子祭り
・グランドゴルフ
予選会
・CAP講習会
・山びこ交流会パ
ートⅠ

・教育相談週間

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立鯉山小学
校

岡山市立吉備小学
校

岡山市立妹尾小学
校

岡山市立箕島小学
校

岡山市立福田小学
校

岡山市立浮田小学
校

岡山市立城東台小
学校

岡山市立平島小学
校

岡山市立御休小学
校

岡山市立角山小学
校

岡山市立興除小学
校

岡山市立曽根小学
校

ふれあい参観日

学校開放日

学習発表会・音楽
発表会

学習発表会

福田っ子ふれあい
祭り

学習発表会

開かれた学校づく
り研究会2002

演劇鑑賞会

教育講演会

ローラースケート
大会

音楽発表会

来て見て！曽根小
学校
フリー参観日
ふれあい給食

総合的な学習（ふるさとタイム）や英語学習、
給食や清掃、委員会活動等児童の一日の様子を
学校を開放し、保護者だけでなく広く地域の方
へも自由に参観できるように一日参観日として
取り組んだ。

地域・保護者への学校生活全般を自由に観て
いただけるよう「おかやま教育週間」中に「学
校開放日」として、朝の会から帰りの会までを
すべてオープンにした授業・給食・清掃・委員
会などの公開を行った。

学習発表会並びに音楽発表会に保護者の他、
地域の方を招待し、学習の成果を発表したり、
体験できるコーナーに参加してもらった。地域
の方には、感想を寄せてもらった。

日ごろの学習の成果を保護者・地域の方々に
身近で見てもらうことにより、地域の方々との
触れ合いを深めた。
また、地域の保護者の方に認めてもらうこと
により、自分の成長や良さに気づき、さらに成
長しようとする意欲を持たせることができた。

幼・小・中各校園のPTA、小学校の地域・
お父さん、ボランティアの方、中学校の生徒会
などを中心に、交流活動やもの作り活動などを
通して、親子や異年齢の人と交流した。

児童による学習発表。

『地域と共に育つ子どもの育成』―地域ぐる
みの教育―を研究主題に、学校・PTA・地域
三者合同主催の自主研究発表会を開催した。公
開授業、全体会、４分科会（授業づくり部会、
PTA部会、地域部会、学校づくり部会）、フォ
ーラムを行った。

１．演劇名「ネコはしる＋のはらうた」（工藤
直子原作）
２．内容
①　歌のステージ「のはらうた」のピアノの
弾き語り。
②　ミュージカル「ネコはしる」一人芝居。

岡山大学医学部附属病院・小児科、臨床心理
士　大重恵子先生による講演会を行った。
（演題“今・親にできること”）

10月末から体育時間・業間・昼休み等で練習
してきた演技をみんなの前で披露した。
各学年５分程度でしたが、曲に合わせての集
団演技はやはり緊張したようだった。

全学年で取り組んでいる校内音楽発表会に地
域の方をご招待し、保護者の方と肩を並べて児
童たちの発表の様子を観ていただいた。また、
音楽発表会の幕間を利用して、校長が「おかや
ま教育の日」の説明をしたり、興除の校歌を作
曲してくださった野上義臣先生ご本人の録音テ
ープ「校歌」を聴いたりした。

保護者・地域の方に校内や授業を自由に参観
してもらった。休憩時間には、児童による紙芝
居や、ケナフ染めの紹介、参加者全員での集合
写真撮影を行った。
また、老人クラブの方々と一緒に、ふれあい
給食を実施した。

保護者
地域の方

地域住民
老人クラブ
民生委員
学校評議員
保護者
本校児童
延1,900名

児童
保護者
地域住民

1,200名

児童
保護者
教職
地域住民

約550名

園児・児童・
生徒
幼・小・中
保護者
地域のボラン
ティア

950名

保護者
地域の方
児童
職員

250名

児童
教職員
参会者

909名

全校児童
職員
保護者

352名

保護者
約50名

児童
教職員
保護者
地域住民

130名

児童
保護者
教職員
地域住民

470名

児童
保護者
地域老人クラ
ブ

198名

11月１日

11月１日
５日

11月14日
15日

11月17日

11月２日

11月２日

10月29日

11月１日

11月７日

11月６日

11月９日

11月５日

・親子ふれあい読
書
・小学校玄関前立
て看板

・ようこそ校長室
へ

・保護者との個人
懇談
・PTA親子地域
クリーン作戦

・学校創立記念式
・だんじり体験事
業
・異学年交流
・一日参観日
・稲刈り体験事業

・城東台WAWAWA
フェスタ（地域
合同発表会）

・学習発表会
・交通安全教室
・参観日・懇談会
・研究授業
・教育相談週間
・読書週間

・図画工作展

・授業公開
・保護者相談日
・収穫祭
・教育講演会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立東疇小学
校

岡山市立足守小学
校

岡山市立大井小学
校

岡山市立高田小学
校

岡山市立福谷小学
校

岡山市立第一藤田
小学校

岡山市立第二藤田
小学校

岡山市立第三藤田
小学校

岡山市立岡山中央
中学校

岡山市立岡北中学
校

岡山市立京山中学
校

オープンスクール
デー

いつでも参観・な
んでも相談

地域住民招待参観
日

高田収穫祭

福谷ふれあいウォ
ッチング in 2002

開校記念式・鑑賞
教室

音楽鑑賞会

１日自由参観日＆
給食試食会＆講演
会

講演会・フェステ
ィバル

あさのあつこさん
と語る会

京山中学校
総合文化発表会

校内を開放し、児童の勉強の様子、遊んだり
給食を食べたりしている様子、並びに新校舎を
自由にご覧いただいた。また、校長室を開放し、
校長と親しく歓談していただいた。

児童が学校で生活している時間帯ならいつで
も参観してもらう。普段の参観日ではなかなか
見ることができにくい遊び・給食・清掃・クラ
ブ活動等の様子も見てもらった。また、保護者
の悩みや疑問に教職員が何でも相談にのる時間
を設けた。

昨年度から、地域の方々を招いて給食試食会
並びに学習発表会を実施している。
小学校の活動の様子や子どもの実態を知って
いただくのに好評である。
本年度も地域の方々に喜んで参加してもらっ
た。

さつまいもを収穫したお祝いに体育館で地域
の方をお招きして収穫祭を行った。芋掘りの感
想発表・いもコンクールの各賞発表・おみこし
の練り歩き・収穫を祝う四つ拍子踊りなどを行
った。その後、各班ごとに工夫したさつまいも
料理を作り、地域の方や保護者に振る舞った。

福谷学区の自然や文化にふれたり黒谷ダムに
ついて調べたりした。各コースは専門の講師や
管理者に説明をお願いし、知識を深めるだけで
なく参加した親子と地域の方が出会い、互いの
親睦を深めた。

学校長の講話を中心とした開校記念式を開催
するとともに、影絵劇「手ぶくろを買いに」及
び「100万回生きたねこ」を鑑賞した。

芸術の秋にちなみ、「ハッシーズバンド」を
招き、打楽器を中心としたビートのきいたリズ
ムと電子オルガンの美しいメロディーとのハー
モニーを保護者と共に楽しんだ。
また、手や足・体等を動かして様々なリズム
打ちに挑戦し、ボディパーカッションも楽しん
だ。

１日中どの時間帯も自由参観とし、給食時には
１年生保護者を対象に給食試食会も実施した。
午後からは、柴田昭子氏による講演会「盲導
犬と共に」を実施し、保護者・全校児童・教職
員が参加した。

・講演会
有森裕子さんをお招きして、国際ボランテ
ィアの取り組みについて講演をしてもらっ
た。総合的な学習（国際理解）の一貫として
岡山市のNGO「ハートオブゴールド」の代
表である有森さんにお願いした。
・PTCフェスティバル
Ｐ（保護者）Ｔ（先生）Ｃ（生徒）の三者が約２
時間さまざまな講座を開き活動した。４年目
になる事業である。PTAが中心となり講座
を開設し講師も保護者の人が中心である。

あさのあつこさんの作品「バッテリー」を朗
読した後、あさのあつこさんを囲んで意見交換
を行った。
その後、あさのあつこさんに対して、質問し
たり、サイン会を行った。

生徒の総合学習の成果の発表と従来の文化祭
等を統合し、地域や保護者の人びと一緒になっ
て取り組む行事。
卒業生である林原研究所の小林氏の講演、地
域の有志の話やわらじづくりなどのふれあい教
室、生徒の成果発表や展示、生徒・保護者・教
職員の歌、踊り、地域との交流。

保護者
学区の方
老人クラブの
方

500名

保護者
130名

児童
保護者
教職員
地域住民

150名

幼稚園児
地域住民
保護者

70名

児童
保護者
教職員
地域住民等

101名

児童
教職員
保護者
地域住民
保育園児

247名

児童
保護者
教職員

430名

全校児童
保護者
教職員

講演会
生徒
教師
保護者

490名

PTCフェス
生徒
教師
保護者

480名

生徒
117名

生徒
保護者
地域他
２日延べ

2,000名

11月７日

10月30日
31日

11月21日

11月１日

11月２日

11月１日

10月28日

11月６日

11月９日

11月１日

11月12日
13日

・足守文化祭
・学習発表会

・ふれあい交流ウ
ォーキング
・足守地区教育研
究集会

・学習発表会

・「昔の遊びフェ
スタ i nふくた
に」
・「バイキング給
食」

・わくわくドキド
キおもしろ体験
クラブ
・校長講話
・啓発看板玄関設
置
・啓発ポスター体
育館前掲示

・稲刈り
・鑑賞教室

・オープンスクー
ル
・学校説明会

・もちつき大会
・岡北音楽祭

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立石井中学
校

岡山市立桑田中学
校

岡山市立岡輝中学
校
岡輝地区青少年保
導協議会

岡山市立福浜中学
校

岡山市立福南中学
校

岡山市立芳泉中学
校

岡山市立東山中学
校

岡山市立操山中学
校

岡山市立操南中学
校

岡山市立富山中学
校

岡山市立御南中学
校

岡山市立芳田中学
校

職場体験等「生き
方学習」

土曜参観とPTA
バザー

命のフェスタ

自由参観日

アカペラ公演

授業公開

クリーン作戦

「おじさん・おば
さん達のためにな
る井戸端会議」

PTA教育講演会
ミュージカル鑑賞

地域・敬老参観
日＆音楽会

自由参観週間

自由参観日

３日間の「職場体験」を実施した。

参観授業の後、PTA主催のバザーを行った。
体育館ではバザー、外では、うどんやカレーラ
イスの店を出し、親子で食事をした。地域の方
も多数参加し、盛況であった。

地区保導協議会が主催する地域のイベントと
して防災、交通、福祉、非行防止、教育を内容
として開催した。中学校区の保・幼・小・中の
子ども達が一同に会し、地域の大人と中学生が
運営にあたった。

生徒の登校から、学校での全活動、部活、下
校までのすべてを参観対象とした。
保護者の都合の良い時間で、学校へ来ていた
だくのが目的。
第１回なので、体育館にて全生徒及び希望保
護者対象に映画「伊能忠敬」を上映した。

世界アカペラ連盟日本代表　犬飼將博氏とア
マチュアグループ「Be」（ビー）によるアカペ
ラの公演と生徒も飛び入りでアカペラに挑戦し
た。

学校への理解を深めていただくために、終日
授業を公開した。

旭川アドプト・プログラム一斉清掃の取り組
みにあわせ、PTA、生徒会による校内、校外
（学区内の公園等、道路）及び旭川河川敷き内
一斉の清掃を行った。
清掃後、PTAによるぜんざいの仕出しを受
け、全員で食べて労をねぎらった。

PTA執行部主催で、保護者同士が子育ての
悩みや子供の進路についての相談などを、お茶
を飲みながら気軽に話し合った。

一般の主婦の人たちで構成された手作りミュ
ージカル・ドラネコ座による「マイ・マイ・ま
いらいふ・迷・舞・My Life!」を鑑賞しました。
生きるとはどういうことなのか家族とは何なの
か・・・といろいろ考えさせられるミュージカ
ルだった。

地域の方やお年寄りの方に学校へ足を運んで
もらって、「少人数」や「TT」などの授業を
見ていただき、学校の様子や生徒の様子などを
知っていただくとともに、明誠学院高等学校吹
奏楽部を招いての音楽鑑賞会をPTAと共催で
開催し、地域と一体となって音楽を楽しみ、交
流を深める取り組みをした。

終日、参観時間とし、授業参観のみならず、
給食や清掃時間等の参観もしてもらった。
学区小学校６年生保護者や学区の方々にも案
内をし、本校の日常を参観してもらった。

中学校の保護者のみならず地域の人々にも学
校を開放し、普段の学校での授業や生活、部活
動の様子などを見てもらった。

中学２年生全
員

148名

保護者
生徒
教職員
地域住民

保育園
幼稚園
小学校
中学校
教職員
保護者
地域
約1,600名

保護者
100名

生徒
教職員
保護者

580名

保護者
地域住民
隣接県立高校
の教職員
隣接小学校の
６年生児童
引率教員

350名

生徒
保護者
地域住民
教職員

約200名

小・中保護者

生徒
教職員
保護者
地域の人

863名

生徒
保護者
地域住民
教職員

650名

保護者
小学校の保護
者
一般住民

151名

保護者
地域住民

110名

11月26日
～11月28日

11月23日

11月２日

11月１日

11月７日

11月１日

11月２日

11月７日
８日

11月11日

11月２日

11月１日
～11月11日

11月１日
～11月６日

・「職業調べ」発
表会
・地域の先輩に学
ぶ会
・入試説明会

・啓発看板設置
・職場体験学習
・学年別球技大会
・教育相談
・朝の読書週間
・PTA研修旅行

・日曜参観日
・友愛セール

・啓発看板設置
・自由参観週間
・文化祭
・三世代交流グラ
ンドゴルフ大会

・啓発看板設置
・啓発ポスター掲
示
・職場体験学習実
施
・校外体験学習実
施

・自由参観

・啓発用看板
・中学生との座談
会

・学校評議員会の
開催
・教育相談週間
・岡山市中学校新
採用教員研修会

・垂れ幕作成
・各学年懇談会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立光南台中
学校

岡山市立竜操中学
校PTA（文化教
養部）

岡山市立高島中学
校

岡山市立旭東中学
校

岡山市立西大寺中
学校

岡山市立上南中学
校

岡山市立山南中学
校

岡山市立中山中学
校

岡山市立香和中学
校

岡山市立高松中学
校

地域敬老参観日

ミニコンサート

学校開放週間
「ちょっと寄って
ちょと見て

Week」

芸術鑑賞会

日曜参観日

菊花展

芸術鑑賞

地域みんなで映画
を観る会

記念講演

ふれあいサンデー

生徒の祖父母・地域の住民の方々対象の参観
日を実施。今年度は２学年で職場体験学習を実
施するので、その関係企業の方も参観。なお、
控え室で本年度の体育祭・文化祭の様子をビデ
オ放映。

民間の楽団と本校吹奏楽部が体育館で児童・
生徒を含む地域の方々に生の音楽を楽しんでい
ただいた。

この期間地域の方々に、９：00～17：00間、
自由に学校へおいでいただき、子どもの様子を
見たり、教員等と話をしアンケートに答えてい
ただき今後の学校の在り方を探った。

劇団「青い鳥」による演劇「真夏の夜の夢」
の公演を全校生徒、教職員で鑑賞した。
本物の芸術に触れることを目的に、演劇、古
典芸能、音楽等を「おかやま教育の日」に鑑賞
するようにしている。

授業参観及びPTA人権教育推進懇談会を実
施した。１年生は「いじめについて」、２年生
は「平和学習」、３年生は「合唱コンクール」
について取り組み、その様子を参観していただ
いた。父親の参観も多く、盛会となった。

全クラスで１学期から菊を継続して育て、秋
の満開時期に合わせ、地域開放教室や廊下で菊
花展を開催した。また、できばえのよい菊を数
鉢ずつ、幼稚園・小学校・公民館や養護学校に
配り交流を深めた。

岡山フィルハーモニック管弦楽団に演奏を依
頼し、木管九重奏演奏会を開催した。演奏の中
で、ブラスバンド部との共演をしていただき、
終了後は、ブラスバンド部の練習に参加しても
らい、部員の指導をお願いした。

心温まるひとときを共有する活動を通して、
子どもも大人も共により心豊かに育ち合う環境
づくりを図るために、生徒と教職員、保護者そ
して地域の方々と同じ映画を鑑賞した。今回は
「アイ・ラヴ・フレンズ」でした。

Ｖリーグ　シーガルズバレーボール事業部長
市原誠二氏による豊富な海外生活から得た経験
をもとに、「海外から見た日本」について講演
を聴いた。

地域の方を指導者として竹飯づくり、キャン
ドルづくり、竹製バームクーフェンづくり、ウ
ォーキングラリー、アカペラコンサートなどの
27のふれあいコーナーをつくった。コーナーの
補助はPTA役員が分担した。このコーナーに
生徒・保護者・地域住民・教職員が参加した。

生徒の祖父母
地域住民

児童
生徒
保護者
教職員
地域住民
400名程度

高島中学校区
の方々

280名

生徒
教職員

900名

保護者
生徒

1,000名

全校生徒
教職員
保護者
地域住民

生徒
教職員
保護者

390名

生徒
職員
保護者
地域の方
約1,000名

生徒全員
保護者
教職員

70名

生徒
地域住民
保護者
教職員

11月１日

11月30日

11月１日
～11月８日

10月31日

11月10日

11月１日
～11月８日

10月２日

11月１日

11月１日

12月１日

・竜之口学区体育
大会
・親子ふれあい登
山
・さわやかバザー
・柿まつり

・啓発ポスター
・校門へ看板設置
・校内へ「休み処」
を設置湯茶のサ
ービス
・参観授業
・学年　学級懇談
・PTA協同の私
立高校進学説明
会
・高島幼稚園との
交流
・チャレンジワー
ク14
・岡山のまちづく
り校外調査
・校外奉仕体験活
動

・立て看板を設置
・日曜参観
・教育講演会
・給食試食会

・吹奏楽部オータ
ムコンサート
・PR横断看板設
置

・演劇鑑賞
・フリー参観日
・職場体験

・PTA教育講演
会
・授業参観と懇談
・史跡めぐり
・弁論大会
・学年別レクリエ
ーション
・福祉体験学習

・ふれあい日曜参
観日
・自由参観
・啓発活動

・啓発看板掲示

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山市立吉備中学
校

岡山市立妹尾中学
校

岡山市立福田中学
校

岡山市立上道中学
校

岡山市立興除中学
校

岡山市立足守中学
校

岡山市立藤田中学
校

岡山後楽館中学校

岡山後楽館高等学
校

玉野市教育委員会
学校教育課

ハッピーハートフ
ルコンサート

岡山チャレンジワ
ーク14

日曜参観日

教育講演会

文化講演会

合唱コンクール

授業参観
同和教育懇談会

合同行事・文化
祭・体育祭

中高合同行事
文化祭
体育祭

子ども議会

岡山フィルハーモニック管弦楽団（約50名）
によるコンサートを開催、３年生の有志男女混
声合唱団（約90名）とも共演した。わずか１時
間30分のコンサートであったが、なじみ深い曲、
有名な曲が多く、好評であった。

中学２年生が主に地元の事業所において、職
業体験を行った。

日曜日に授業参観と学年（学級）懇談会を実
施した。
予想どおり、出席者（保護者）は増加した。
特に３年生は、進路についての説明会も兼ねた
ので、100％に近い出席であった。

邑久郡長島愛生園　入園者自治会　生活委員
会委員長　神谷文義氏による演題「ハンセン病
を体験して50余年」の講演会を開き、ハンセン
病に対する理解を深めた。日曜参観の後に行い、
父親の参加を募った。

岡山市保健所出前性教育講座講師でスクール
カウンセラーとしても活躍中の永井律子さんに
よる講演。
演題は「大切にしたい。自分のこころ、自分
のからだ」

学級ごとにまとまって課題曲と自由曲の発表
をし、互いに鑑賞し合うことで情操を養い、ク
ラスの団結を高め合った。教師も合唱発表をし、
感動的な行事となった。保護者も多数鑑賞し、
好評であった。

授業参観を実施。日頃は学校に来校されにく
いお父さんの参加が非常に多く、お父さんの声
も聞くことができ、有意義であった。
バザーには地域の方々も多く参加してもらっ
た。

文化祭では吹奏楽部が合同発表し、体育祭で
は中高たて割りで赤組と緑組に分かれて得点を
競った。どちらの行事にもPTAがバザー等で
参加した。また、19日の文化祭は学校公開日と
し、天神校舎に児童生徒一般市民が来校した。

文化祭では吹奏楽部が合同発表し、体育祭で
は中高たて割りで赤組と緑組に分かれて得点を
競った。どちらの行事にもPTAがバザー等で
参加した。また、19日の文化祭は学校公開日と
し、天神校舎に児童生徒一般市民が来校した。

中学校に議会の仕組みを体験させることで、
「文化・人づくり立県おかやま」に向けて21世
紀を担う市民の育成を図り、中学校の提言をま
ちづくりに生かすことで開かれた市政を推進す
るとともに、市民の教育に対する認識を高める
ために「子ども議会」を開催した。

生徒
保護者
教職員
地域住民

1,100名

中学２年生
163名

地元等事務所
83ヶ所

生徒
教職員
保護者

577名

上道地区
小・中学校
保護者
教員

学区住民
保護者
生徒
教職員

515名

生徒
保護者
地域住民

300名

生徒
教職員
保護者
地域の方

中学生
高校生
PTA
一般市民

1,463名

中学生
高校生
PTA
一般市民

1,463名

子ども議員
傍聴者

65名

11月６日

11月12日
～11月14日

11月10日

11月10日

11月10日

11月７日

10月27日

10月18日
19日
27日

10月18日
19日
27日

11月７日

・啓発用看板設置
・六校園公開授業
日
・フリー参観
・性教育講演会
・PTA人権教育
講座
・ボランティア講
演会

・オープンスクー
ル週間
・生徒会とPTA
の話し合い

・啓発看板設置
・福田っ子ふれあ
い祭り
・２年生職業体験
・校内読書週間

・親子花だんづく
り
・ウォークラリー
・岡山チャレンジ
ワーク14
・自由参観日意見
交換会

・水環境学習
・職場体験学習
・足守メロンまつ
り地域ボランテ
ィア活動
・教育相談週間

・教育講演会
・オカリナコンサ
ート

・生徒生活体験発
表会
・芸術鑑賞会
・ボランティア参
加

・教育チャット
・教育委員の授業
参観
・幼稚園研究指定
発表会
・弁論大会
・小学校研究指定
発表会
・英語スピーチコ
ンテスト
・玉野市文化・ス
ポーツ顕彰
・市民コンサート
・総合スポーツク
ラブシーガルズ
バレーボール教
室
・感動！ふるさと
自然体験学習

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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玉野市立玉幼稚園

玉野市立日比幼稚
園

玉野市立荘内幼稚
園

玉野市立荘内南幼
稚園

玉野市立宇野幼稚
園

玉野市立和田幼稚
園

玉野市立田井幼稚
園

玉野市立玉原幼稚
園

玉野市立田井小学
校

玉野市立築港小学
校

玉野市立宇野小学
校

家庭教育学級

日曜参観日

おたのしみ会

親子いちご栽培

自由参観日

いも掘り遠足

自由参観日

参観日及び講演会

自由参観日

オープンスクー
ル・バザー

参観日・バザー

家庭教育学級がすこやかセンターで絵本の読
み聞かせをした。子ども達は園外保育とし、そ
こで保護者と合流した。秋空の下、広い芝生の
上で絵本を読んでもらった。その後、保護者は
講師の先生の話を聞き、子ども達は自然の中で
しっかりと体を動かして遊んだ。

学校週５日制に伴う支援活動として、玉野市
体育指導員４名により親子で体験できる活動を
紹介してもらったり実技に取り組んだりした。

保護者の方の企画と協力でおたのしみ会を開
きました。作って遊ぶコーナーやゲームのコー
ナーなどに加え、地域の方のご好意でわたあめ
やヨーヨーつりなどのコーナーも設けることが
でき、楽しい一日を過ごすことができた。

地域の方々の力を借りながら親子いちご栽培
に取り組み、育てる楽しさを共有しながら親子
のかかわり方に関心をもたせた。

自由参観日に遊びの場を紹介したプリントを
配布し、保護者や地域住民に参観してもらった。
また、一緒にやじろべーやどんぐりごま、竹と
んぼなどを作って遊んだり、保育参観後は保護
者と地域の人と懇談をし、本園の教育や子育て
について意見交換をした。

シーバス（市内巡回バス）に乗って、荘内木
目地区の近藤氏宅へいも掘りに出かけた。約２
アールの畑で、蔓をたどっていもを見つけては
歓声をあげ、掘り返してはいもの大きさに感動
していた。また、大根やキャベツ、ブロッコリ
ーなども栽培していて、見たりさわったりする
ことができ、充実した体験学習になった。

普段の園での子ども達の生活の様子を保護
者、家族が都合の良い時間に自由に参観しても
らった。

園の遊びや友達とのかかわりなどを参観して
もらった。その後講演会で、幼児にとっての食
事の大切さ・今しつけておかなければならない
こと・生活習慣の重要性など、分かり易く事例
を通して、“楽しい子育て”の仕方を学ぶこと
ができた。

授業とともに、休み時間・給食時間・清掃時
間など、授業以外の場での学校生活や友達関係
も含め参観できるように自由参観を実施した。

開かれた学校を推進するため、保護者や地域
住民に授業や休み時間を公開した。
バザーでは、広い範囲の住民の方々に参加し
ていただき交流を深めた。
アンケートにより、学校教育や築港小学校へ
にの願いや要望を調査した。

学校だよりで事前に保護者・地域住民にPR
し、授業公開及びPTAによるバザーをを実施
した。
学習発表会では、幼・保育園の年長児も観覧
し、広く地域に開かれた学校づくりを進めた。

保護者
園児

48名

園児
保護者

115名

保護者
園児

210名

園児 56名
保護者 40名
地域の方々
教職員

園児
保護者
地域住民

４才児
５才児
保護者
引率教員

48名

保護者
138名

園児
保護者

97名

保護者
学校評議員

346名

児童
保護者
教職員
地域住民

270名

児童
教職員
保護者
地域住民

420名

11月12日

11月24日

11月８日

10月29日
11月12日
14日

10月28日

11月６日

10月22日
23日

11月６日

11月１日

11月１日

11月１日

・参観日及びPTA
人権教育
・来入児との交流
会

・祖父母参観日
・未就園児との交
流会
・保育園児との交
流会

・来入児交流会
・お話し広場

・未就園児交流会
・デイケア交流会
・図書館訪問
・日曜参観日と講
演会

・玉原幼稚園との
交流
・三世代交流

・地域老人会交流
会
・未就園児交流会
・避難訓練
・保育園児との交
流会
・親子活動
・デイ・サービス
センター訪問
・園内研究保育

・園内研究会
・高齢者施設訪問
・教育相談
・他園・未就園
児・母の会　交
流会
・動物園見学
・消防署見学
・園外保育

・PTAバザー

・啓発看板設置
・音楽発表会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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玉野市立玉小学校

玉野市立玉原小学
校

玉野市立日比小学
校

玉野市立第二日比
小学校

玉野市立山田小学
校

玉野市立後閑小学
校

玉野市立荘内小学
校

玉野市立八浜小学
校

玉野市立大崎小学
校

玉野市立胸上小学
校

玉野市立胸上小学
校石島分校

玉野市立鉾立小学
校

音楽発表会

研究発表会

お話劇場

自由参観日

読書まつり

学習発表会

絵本の広場

参観日

新エネルギー教室

ふれあい発表会

学習発表会

鉾立学区三世代交
流会

本校児童による音楽発表会を開催した。
11月６日には、音楽発表会の予行を実施し、
地域の保育園児・幼稚園児を招待した。

玉野市教育委員会指定の小学校研究発表会を
「進んで人とかかわり、思いを伝え合う子ども
の育成」という研究主題のもとに行った。地域
の方々にも授業参観していただき、公開授業の
後、全体会を持ち研究協議を行った。

地域の方と保護者が手製の影絵を使って、お
話を聞かせてくださった。影絵は初めてであっ
たので、子供たちは興味深く影絵を見ながら話
を聞き、童話の世界で心休まる楽しい一時を過
ごすことが出来た。

３校時から５校時まで、保護者等が自由に校
内を参観。授業・給食・清掃や休憩時間等、児
童の学校生活を全て公開し、学年によっては、
この機会に親子集会等を実施した。

校内読書週間行事の一つとして例年実施して
おり、各学年趣向を凝らし、読書にちなんだ劇
やペープサートを発表した。また、他日、市の
読み聞かせボランティアのメンバーを招き、エ
プロンシアターや絵本の読み聞かせも行った。

平素学習している内容を、朗読、群読、劇、
合唱・合奏など各学年に応じた表現方法で発表
し、保護者をはじめ、老人クラブ・保育園等学
区の方を招待して披露した。
PTAのコーラス等、地域から参加も得られ
た。

保護者の中からボランティアを募り、その方
たちによる子どもたちへの絵本の読み聞かせや
大型紙芝居の実演を実施した。そして、学校公
開行事として、保護者や地域の方々にも来校を
呼びかけた。

PTAが映画会を企画・運営し「君は素晴ら
しい」を保護者と教職員で視聴し、人としての
あり方を考えた。その後授業参観と学級懇談会
を実施。本年度のPTA活動の重点である学級
懇談会は各学級で工夫した。

新エネルギー財団から２名の講師（漫才コン
ビ）と３名の職員の方が来校。
「新エネルギー」についてクイズ方式で勉強
した後、ビデオで新エネルギーに関するビデオ
を見た。最後は工作教室で全員が一台ずつソー
ラーカーを作った。

今年度は「ふれあい発表会」と名称を改め、
総合的な学習の時間・国語科・音楽科などで児
童が主体的に取り組んだ学習の成果を発表し
た。新たに保護者も全体合唱に加わる等、保護
者・地域の方々・学校評議員と一体化した取り
組みになった。

「お母さんのしごとしらべ」「石島地区の水質
検査」「世界を知ろう―料理を通して―」等、
生活科・総合的な学習・音楽科の時間に取り組
んだ学習成果の発表会を行った。また、全員合
唱のコーナーを設け、参加者との親睦を図った。

鉾立学区の三世代（児童・保護者・高齢者）
が集まり、グランドゴルフをしたり、ビンゴゲ
ームをしたりして交流を深めた。

児童
保護者
教職員
保育園児
幼稚園児

384名

教職員
地域住民

270名

児童
保護者
地域住民

270名

保護者
地域の方

120名

児童
教職員
保育園児
保護者等

160名

全校児童
保護者
学区全家庭

180名

児童
保護者
地域住民
教職員

1,050名

保護者
教職員

約40名

3、4、5、6年
児童

86名

約300名

児童
保護者
教職員
地域住民

50名

165名

11月６日
８日

11月15日

11月25日

11月１日

11月27日

11月14日

11月７日

11月１日

11月７日

11月14日

11月26日

11月２日

・音楽発表会

・この街大好き作
戦
・音楽発表会

・立看板設置
・学習発表会
・校内授業研究会

・学校評議員会
・音楽発表会
・演劇鑑賞会
・PTA教育講演
会

・生け花教室
・校内フラワー展

・看板の設置
・学校評議員会
・音楽発表会

・親子廃品回収
・学校評議員会
・三世代交流事業

・看板の設置
・大崎花街道の草
取り
・ビデオ鑑賞会

・学校評議員会
・校長室開放

・学校評議員会
・デイケアサービ
スセンター訪問

・啓発看板
・コンサートイン
鉾立
・教育相談
・月曜朝会
・学校だより

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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玉野市立宇野中学
校

玉野市立玉中学校

玉野市立日比中学
校

玉野市立山田中学
校

玉野市立荘内中学
校

玉野市立八浜中学
校

玉野市立東児中学
校

玉野市立玉野商業
高等学校

玉野市立備南高等
学校

備前市教育委員会

備前市立香登幼稚
園

合唱コンクール

PTA教育講演会

オープンスクー
ル・デー

すっきりクリーン
プロジェクト

「ゴミ“０
ゼロ

”作戦」

岡山県青少年劇場
スクールコンサー
ト（邦楽）

授業参観と教育講
演会

人権の輪

「文化祭」

部活動参加週間

備前市「おかやま
教育の日」シンポ
ジウム

参観日

日頃の音楽学習の成果を発表する学校行事で
ある。全校行事としての開催が６年目を迎え名
物行事の一つである。各学級は、課題曲と自由
曲を一曲ずつ伴奏・指揮のもとに合唱する。今
回は保護者・教職員による合唱も行った。日曜
日に実施し、保護者・地域住民に学校行事への
積極的参加を図った。

５校時の公開授業後、大阪の笑福亭松枝師匠
による「子の心　親知らず」という落語公演を
行った。少年非行の背景には、家族や大人の問
題が多々あるという視点からの落語で、家庭教
育の大切さを認識してもらった。

オープンスクール・デーとして学校開放し
た。講演会「環境マネージメントシステムの構
築について」「ハンセン病について」を実施し、
保護者や地域の人々にも参加して頂いた。さら
に、PTSボランティア活動を実施し、生徒・保
護者・教職員の三者合同の校内クリーン作戦
に、地域住民も加わって、快い汗を流した。

○　地域の方々と協力して自分たちの住んでい
る地区をきれいにすることで、地域の美化に
貢献する。
○　共に汗を流すことで、異世代間の交流を図
る。

「日本の楽器の演奏会　日本のしらべ」とい
う演目で、オーケストラアジアのメンバーのう
ち日本楽器パートを担う演奏者５名による邦楽
コンサートを荘内中学校体育館で主に生徒を対
象に上演した。
演奏家の方たちと本校筝曲部の合同演奏にも
取り組み大変好評であった。

授業参観および元玉野市立大崎小学校長　東
野新太郎氏による講演「子どもたちは今」を行
った。また、この日をはさんだ一週間（11月５
～８日）を自由参観週間とし、保護者に授業を
公開した。

・全校人権集会
人権に関するテーマで全校で討論を行い、
人権意識の高揚と自分の意見をきちんと表現
できる生徒の育成を図った。
また、人権擁護委員等の地域の方を多数招
待し、審査にも加わっていただいた。中学生
の人権意識や発表の態度などを参観していた
だいたり、感想をいただいたりした。

地域、幼稚園、小学校、中学校、介護施設に
案内状を配布して一般公開。
○授業内容の発表・展示（課題研究、商品実験、
コンピュータ・グラフィックスなど）
○部活動のイベント（ワープロ教室、インター
ネット体験、フラワーアレンジメント教室、
吹奏楽コンサートなど）
○対外的なイベント、模擬店（企画、準備、実
践）を充実させ学校紹介、商業教育実践の場
として実施。

生徒がいずれかの部・同好会（野球、サッカ
ー、バスケット、バドミントン等）の活動に参
加し、本校部活動の活性化に取り組んだ。

教育課題の一つである「心の教育」について、
元アクティブライフ井原館長の為重大五先生に
「豊かな心を育む教育」と題しての基調提言を
いただき、基調提言後、PTA及び元学校関係
者、地区主任児童委員のシンポジストとコーデ
ィネーター（為重先生）による「心を育む教育」
についてのディスカッションを実施。

日本赤十字岡山支部事業推進課長　能瀬貴美
子先生による講話を聞いた。

生徒
保護者
教職員
地域住民

1,000名

生徒
保護者
教職員
地域住民

130名

本校生徒
本校教職員
保護者
他校教員
地域住民等

338名

生徒
保護者
地域住民
教職員

160名

生徒
教師
保護者と一般
の方

579名

保護者
教職員

50名

生徒
教職員
保護者
地域住民
学校評議員
民生委員
青少年相談員
調停委員
人権擁護委員
保護司

180名

保護者
地域住民
生徒
教職員

1,009名

生徒全員
73名

保護者
教職員
地域住民
行政職員

50名

保護者
33名

11月10日

11月18日

11月１日

11月５日

10月１日

11月６日

11月25日

11月２日

11月11日
～11月15日

11月10日

10月14日

・懸垂幕設置
・学校評議員会
・教育相談
・総合学習発表会
・校外学習
・参観日

・学校図書館の地
域への開放
・芸術鑑賞会
・学校評議員会
・長島愛生園訪問

・立て看板設置
・弁論大会

・人権教育講演会
・学校評議員会

・教育相談
・学校へ行こうデ
ー

・啓発ポスター

・未就園との交流会
・老人ホーム訪問
・老人会との交流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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備前市立伊部幼稚
園

備前市立片上幼稚
園

備前市立伊里幼稚
園

備前市立東鶴山幼
稚園

備前市立三石幼稚
園

備前市立西鶴山小
学校

備前市立香登小学
校

備前市立伊部小学
校

備前市立片上小学
校

備前市立伊里小学
校

備前市立東鶴山小
学校

備前市立三石小学
校

家族参観日

家族参観日

家族参観日

家族参観日

家族参観日

参観日

音楽発表会

伊部小まつり

芸術鑑賞会

PTA人権教育講
演会

ふれあい集会

学習発表会

「体をしっかり動かそう」「いろんなものを作
ろう」のテーマで家族全員で参加できるよう遊
びのコーナーを設けて活動した。
サッカー遊び・ケンパ・大工さん遊び・リー
ス作り・木や石にアート・・等々、地域の人に
もアドバイザーとして協力してもらった。

日ごろ幼稚園での幼児の生活を見ることの少
ない家族の方を日曜日にお招きして、幼児の遊
びや友達とのかかわりを見ていただく。
レクリエーション・コーディネーター高見博
子先生より親子で楽しめるゲームや競技を指導
していただき、秋のひとときを楽しんだ。

岡山県レクリエーション協会一級指導員の高
見博子先生の指導のもと、体操やゲームをした。
親子や日頃幼稚園の行事に参加しにくい他の家
族等も参加し、家族同士のふれあいや親同士も
ふれ合いながら取り組めた。

平素、来園の少ない保護者（特に父親）にも
参加しやすい日曜日に実施し、祖父母、兄弟、
園児が一緒に円形ドッジボール、牛乳パック等
を使ってのガラクタおもちゃ作りを楽しみ、ふ
れあいを深めた。

長松武志先生の講話及び実技指導、「ものを
作ることからの学び」と幼児期にものを作る活
動を通しての育ちについて話をきき、後親子で
木を使っての製作を行った。電動ノコギリを使
って型取り、色を塗る等の協同作業に親子で取
り組み作品を作り上げた。

各教室で授業を公開した後、全学年保護者対
象に体育館で４年生の歌と合奏を発表し、日々
の教育実践の一端を見ていただいた。懇談では、
学校での学習や人間関係、家庭での生活や遊び
等で気になること等について意見・情報交換を
した。

４・５年生児童が、備前市音楽会の発表に先
だって、音楽演奏を披露した。

「開かれた学校づくり」の一環として実施し
た。
「総合的な学習の時間」等の発表の場として
活用するとともに、新しい学校教育のあり型を
認識してもらうため、広く地域や保護者に児童
の主体的な活動の様子を公開した。

今年度は、劇団風の子による劇“まもるのと
なり”を鑑賞した。１年生児童の感想の中に
「たいいくかんが、たいいくかんでないみたい
でした。」とあるように、劇の世界にひきこま
れ、感動を味わうことができた。その感動の空
間を保護者や地域の方々とも共有できたことは
意義深かった。

伊里幼稚園PTAと共催で講師に山陽短期大
学教授の村中由紀子氏を招き、人権感覚を持っ
た子供を育てるために、家庭で何ができるかと
いう内容の講演を聴いた。

保護者やお年寄りを学校にお招きし、お手玉
や竹トンボ等、昔の遊びを通してふれあいを深
めた。

日頃の学習の成果を学年ごとに体育館で発表
した。就学前の園児、学校評議員、老人会、特
別養護老人ホーム「深谷荘」のお年寄り等、保
護者だけでなく地域の方々にも参観して下さる
よう呼びかけ、参加してもらった。

幼児
保護者
教職員
アドバイザー

４、５歳児
保護者

89名

園児
保護者
教職員

128名

園児
保護者
祖父母
兄弟

70名

保護者
園児他

90名

児童
保護者等

約190名

幼稚園児
全児童
園児保護者
児童保護者
地域の方

全校児童
保護者
教職員

約700名

児童
教職員
保護者
地域住民

287名

PTA会員
180名

児童
保護者
教職員

120名

200名

11月10日

11月10日

11月17日

11月10日

11月17日

11月１日

11月１日

11月29日

11月１日

10月18日

11月１日

11月12日

・啓発ポスター掲
示
・人形劇鑑賞

・啓発ポスター掲
示

・啓発ポスター掲
示
・公開保育
・保育園との交流
会

・啓発ポスター掲
示

・親子運動会
・高齢者、地域の
人とのふれあい
活動
・保・幼・小（１年
生）との交流会

・鑑賞（観劇）行
事
・親子ふれあい活
動
・親子ふれあい給
食
・教育相談週間

・演劇鑑賞教室
・終日参観日

・ふれあいバザー
・ふれあいオープ
ン参観日

・鑑賞教室
・市内音楽発表会
前の校内での発
表会

・地域参観日
・邦楽鑑賞
・地域講師授業

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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備前市立備前中学
校

備前市立伊里中学
校

備前市立三石中学
校

備前市立片上高等
学校

御津町教育委員会

御津町立甘泉幼稚
園

御津町立御津小学
校

御津町立南小学校

御津町立五城小学
校

御津町立御津中学
校

建部町教育委員会

建部町立建部小学
校

建部町立竹枝小学
校

総合学習発表会

土曜参観日

岡山チャレンジワ
ーク14

創立50周年記念式
典

町制50周年記念式
典記念講演

園外保育

御津っ子フェステ
ィバル

教育講演会

オープンスクール

学校開放の日

建部町教育文化功
労賞

オープンスクール
デー

参観日・PTA人
権教育研修会

10月19・20日に行われた備前焼まつりに総合
的な学習の時間の地域活動として６月以降１年
から３年まで役割班別での取り組みを体育館で
視聴覚機器を用いて発表したり、模造紙にまと
めたりして活動の一端を公開した。

年に１回の土曜参観日であり、家族そろって
中学校での授業のようすを参観していただける
ように計画した。参観者の中には、両親の他に
高校生の兄姉も一緒に来て参観している例もあ
った。

生徒が体験したい職種別に２～４名ずつ14グ
ループに分かれて、近隣の事業所で職場体験学
習を行った。その一環として、企業訪問（接遇
学習）を事前に実施した。

勤労青少年育成の場から、多様な生徒の学ぶ
生涯教育の場となり、今まで以上にきめ細かな
教育に努めていく。
50年目にして、卒業生の思いを受け、生徒が
作詞をし教員が曲をつけた手作りの校歌が完成
し、喜びの歌声が会場に響いた。

講師　アグネス・チャンさん
演題　「みんな未来に生きるひと

―少子・高齢化社会への提言―」

いろいろな仕事に興味を持ったり、働いてい
る人々に感謝の気持ちを持つことをねらいとし
て、近くの製材所、郵便局を訪ねた。仕事をし
ている様子を見学し、話を聞かせてもらったり、
質問に答えてもらったりした。

各学級が工夫を凝らして、おばけやしき・的
あて・くじ引きなどのコーナーを設置し、児童
と地域の方々や保護者の方といっしょになって
楽しくふれあい活動をした。

有森広子さんに「子どもと共に―『生きる力
を』―」という演題で講演をしていただいた。
保・幼・小学校の時期における子育てが大事
であるという話に参加者一同引き込まれ、さす
が世界の裕子さんを育てたお母さんだけあると
大好評であった。

保護者・地域住民を招待し、学校の一日開放
を行った。内容は、午前中は全クラスで通常の
授業参観。午後は参観者とともにいろいろな場
所に分かれて体験学習を行った。

生徒会執行部と来校者による「親と子の雑談
会」を実施。御津中学校の紹介に始まり、親へ
の疑問・子どもへの質問を中心に、雑談会を実
施した。

建部町の教育・文化及びスポーツの発展に寄
与し、他の模範と認められる有為があった個人
又は団体を表彰し、町の教育・文化・スポーツ
の向上を図ることを目的とする授与式で、今年
度は文化の部において、音楽を通じて多大な功
績を残された個人が受賞した。

終日学校開放し、朝の会、授業、遊び時間、
給食、清掃など子どもの活動の様子を自由に見
ていただいた。また、校長室も開放し、建部の
教育や子育てについて、地域の方々の思いを語
ってもらった。

人権に関する授業を公開し、学校での人権教
育の取り組みを理解していただくとともに、平
川洋児氏の「家庭における人権教育～親と子供
は同級生～」という講演会を設け、参加者相互
の人権感覚を養い、人権意識の高揚を図った。

全校生徒
保護者

約650名

保護者
約120名

第２学年生徒
全員

来賓・後援会
同窓会
在校生
保護者
教職員

約180名

町民

園児

児童
保護者
教職員
地域住民

300名

保護者
教職員
地域住民

本校児童
教職員
保護者
地域住民

182名

保護者
40名

受賞者
推薦者等

保護者
地域住民

52名

保護者
教職員
地域住民

11月１日

10月26日

10月16日
～10月18日

10月27日

11月23日

11月19日

10月31日

11月１日

11月１日

10月31日

11月１日

11月１日

11月15日

・チャレンジ・ワ
ーク14

・看板設置
・岡山朝鮮学校と
の交流
・鑑賞教室
・岡山チャレン
ジ・ワーク14
・PTA人権・同
和教育推進事業

・立て看板設置
・日曜参観・PTA
教育講演会
・幼児・高齢者ふ
れあい体験学習

・文化祭
・体育会
・リーダー講習会

・ふれあい運動会
・親子カレンダー
作り

・参観日
・学習発表会
・町音楽会

・授業参観
・学校保健委員会

・建部町文化祭

・町内小中音楽会
・校内音楽発表会
・塩原良スクール
コンサート

・稲刈り
・郡指定研究発表会
・個別懇談
・竹小フェスティ
バル

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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建部町立福渡小学
校

建部町立建部中学
校

加茂川町教育委員
会

加茂川町立円城幼
稚園

加茂川町立津賀幼
稚園

加茂川町立御北幼
稚園

加茂川町立津賀小
学校

加茂川町立円城小
学校

加茂川町立御北小
学校

加茂川町立加茂川
中学校

吉備高原都市学校
事務組合教育委員
会

吉備高原都市学校
事務組合立吉備高
原幼稚園

吉備高原都市学校
事務組合立吉備高
原小学校

家族参観日・PTA
研修会

教育講演会

町内小中学校合同
音楽会

家族参観日

家族・敬老参観日

参観日（すこやか
セミナー）

学習発表会

学校開放参観日

学習発表会

文化祭・校内弁論
大会

町内小・中学校
合同音楽会

すこやかセミナー

開放参観日

家族参観日として、保護者・祖父母・学校評
議員に呼びかけ、参観授業を行い、児童の様子
を見ていただいた。その後、元熊山町公民館長
竹井敏夫氏による講演会を「子供たちの健やか
な成長のために」と題して行い、研修を深めた。

県立盲学校の竹内先生を講師にお迎えして、
講演会を開き、人権に関するお話をしてもらっ
た。

町内の小・中学校の児童生徒が吉備高原小学
校の体育館に集まり、日頃の学習成果を発表し
た。
また、大阪音楽大学のピアノ奏者を招いて、
ピアノ演奏会を開いた。

三世代一緒に伝統的な餅つきをしたり、６月
に園児が植え育て収穫したさつまいもを使って
焼き芋を体験したりして、いろいろな人たちと
親睦を深めることができた。

父母、祖父母、その他の家族と一緒に園での
一日を楽しんだ。
「子育てセミナー」の講演会に参加した。

幼稚園の参観を実施した後、幼稚園児の保護
者及び御北地区の乳幼児の保護者とで、コミュ
ニケーションネットワーク「Links」の代表；
渡辺則子先生の講演を聴いた。

日頃学んだ学習の成果を保護者や地域住民に
発表した。

昼食時を除いて、一日学校開放を行った。午
前中は授業公開、午後は１時間授業公開をし、
その後各学級毎に懇談や児童と一緒にPTA活
動、生活習慣病予防を中心にした講話を聞く会
等を行った。

各教科及び総合的な学習の時間等で学習した
内容を劇化したり映像化したりして、保護者や
地域住民に発表した。
音楽劇「おむすびころりん」
創作劇「ジャコウアゲハを守って」
創作ダンス「荒海を行く」 等

全町民を対象に文化祭及び校内弁論大会を公
開し、中学校の現状を知ってもらうとともに、
中学校教育に対しての理解を得る場とした。

加茂川町内の小・中学校と合同で音楽会を開
催し、日頃の学習成果を発表した。
また、大阪音楽大学のピアノ奏者を招いてピ
アノ演奏会を開いた。

保育参観の後、園児・保護者・地域の方を対
象に立石憲利先生を講師に招き、「子どもたち
は話が大好き」と題して講演会を開催した。

保護者の方はもとより、地域の方々に児童の
学習や活動を知っていただくとともに、授業を
通して交流を深めた。

保護者
祖父母
学校評議員
教職員

約90名

生徒
保護者

児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

約300名

園児
保護者
地域住民
未就園児他

約100名

園児
園児の家族他

約40名

園児保護者
未就園児の保
護者

約30名

児童
教職員
保護者
地域住民

児童
保護者
地域住民

約60名

児童・園児
教職員
保護者
地域住民

約250名

町民等
約250名

児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

約300名

園児
保護者
地域住民

約100名

保護者
地域住民

約100名

11月１日

10月27日

11月１日

11月２日

11月２日

11月15日

11月９日

10月17日

11月９日

11月９日

11月１日

11月８日

11月５日

・福小シルバーの
会絵手紙講座
・備前地区PTA
指導者研修会
・学校評議員連絡
会

・校内合唱コンク
ール
・オープンスクー
ルウィーク

・学習発表会
・町内幼稚園合同
運動会
・家庭教育セミナ
ー
・公開授業

・町内合同運動会
・ふれあい遠足
・学習発表会

・町内合同運動会
・さつまいも掘り
参観日
・生活発表会

・町内合同運動会
・学習発表会

・町内小中学校合
同音楽会

・町内小中学校合
同音楽会
・学習発表会

・学校１日開放日
・PTA人権同和
教育研修会
・町内小中学校合
同音楽会
・「おはなし」や
読み聞かせ会

・学校開放日
・町内小中学校合
同音楽会

・町内幼稚園合同
運動会
・家庭教育セミナ
ー

・町内幼稚園合同
運動会
・芋掘り・給食参
観日
・にこにこランド
・ドリームコンサ
ート

・町内小・中学校
合同音楽会
・教育相談日
・ドリームコンサ
ート
・横断幕掲揚

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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瀬戸町教育委員会

瀬戸町公民館

瀬戸町総合運動公
園

瀬戸町立図書館

瀬戸町立千種幼稚
園

瀬戸町立江西幼稚
園

瀬戸町立千種小学
校

瀬戸町立江西小学
校

瀬戸町立瀬戸中学
校

山陽町教育委員会

山陽町郷土資料館

山陽町立図書館

山陽町立高陽幼稚
園

山陽町立西山幼稚
園

施設の開放

文化講演会

あかいわスポーツ
フォーラム

読書マラソン

おひさまデー

にこにこデー

学校開放
ハロウィンパーテ
ィ

なでしこ学習発表
会

学校開放日

中学生議会

ふるさと歴史セミ
ナー

リサイクルBOOK
フェア＆人形劇フ
ェスティバル

絵本貸出

稲刈り
脱穀
餅つき

瀬戸町郷土館の無料開放を行う。

講師に倍賞千恵子先生を招き、講演会を実施。

講師にプロ野球解説者の達川光男先生を招
き、少年野球教室及びスポーツ講演会を実施。

図書館利用と読書熱を高めてもらうため、１
人10冊以上の本を読破してもらう「読書マラソ
ンカード」を配布し、押印を実施。

就学前乳幼児を対象に幼稚園を開放し、在園
児との交流を実施。

就学前乳幼児を対象に幼稚園を開放し、在園
児との交流を実施。

欧米中心の諸外国で行われる「ハロウィン」
というまつりをヒントにした児童集会で、英語
を使いながら、歌や踊り、ゲームなどを実施。

「総合的な学習の時間」で取り組んだ学習内
容や交流の成果、生活科での学習の成果、国語
科の学習の成果を音楽や語りを入れながら発表
した。

朝の会から帰りの会までの学校生活の様子を
家族に自由に参観してもらった。

「中学生議会」を開催し、中学生の純粋な思
いを聞き本町の将来について関心を深めてもら
うとともに町議会の仕組みを学びながら町執行
部に町づくりの要望や意見を述べた。

国指定史跡「備前国分寺跡地」で行われるコ
スモス祭にあわせ、古代吉備文化財センター
伊藤　晃氏を講師に備前国分寺について学ぶ。

リサイクル：図書館で廃棄処分する資料と家庭
で眠っている資料（当日持ちより）を利用者
に無料で提供し再利用してもらう。
人形劇：人形劇団による上演

親子１対１で絵本を見たり、読んでもらった
りして、絵本に親しんだ。
親子で絵本を借りた。

苗作り・田植えを経験し、親子で稲刈り・稲
干しを行った。地域の田圃で脱穀の手伝いをし
た。12月８日に地域の方、小学生、未就園児を
招待し、餅つきを行った。

地域住民
30名

地域住民
485名

地域住民
600名

地域住民
145名

就学前乳幼児
保護者

60名

就学前乳幼児
保護者

60名

児童
保護者
教職員
地域住民

355名

児童
保護者
教職員
地域住民

600名

保護者
82名

中学生
学校関係者
教育委員
町幹部

85名

一般町民
100名

一般
児童
保護者

93名

園児
保護者

75名

園児
保護者
地域の人
教職員

27名

11月２日
～11月４日

11月３日

11月４日

10月22日
～11月10日

11月６日

11月７日

10月31日

11月16日

11月６日
８日

11月１日

10月12日

11月１日
２日

10月26日

年長親子
11月15日
年少親子
11月29日

10月17日
11月６日
12月８日

・スポーツの祭典
せと

・図書館まつり

・おいもクッキン
グ

・山登り
・人形・飾り作り
・親子クッキング

・吹奏楽部定期演
奏会
・校内弁論大会
・学習発表会

・スポレクフェス
テ山陽
・親子地域体験事
業
・思春期の子ども
を持つ親のため
の子育て講座
「レインボーサ
ロン」
・スポーツ指導者
実技研修会
・各種団体人権研
修
・就学前子育て講
座

・高月歴史ウォー
ク

・お楽しみデー
（幼稚園公開日）

・芋掘り（地域の
方の畑）
・３園仲良し会
・町内幼稚園教育
研究発表会
・給食室県見学
・焼き芋パーティ
ー
・ももの会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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山陽町立高月幼稚
園

山陽町立若草幼稚
園

山陽町立双葉幼稚
園

山陽町立ひかり幼
稚園

山陽町立山陽小学
校

山陽町立山陽西小
学校

山陽町立山陽東小
学校

山陽町立山陽北小
学校
山陽町立山陽北小
学校PTA

山陽町立高陽中学
校

山陽町立桜が丘中
学校

赤坂町公民館
まつり実行委員会

両宮デー

わくわくクラブ

みんなで楽しむ日

参観日・試食会
学級懇談

学校公開

ふれあい栽培活動

おかやま教育週間
記念行事「一日校
長」委嘱事業

チャレンジワール
ド文化祭

学校参観

中学生議会

学びの駅2002

園児が育てて未就園児と一緒に収穫したさつ
まいもで焼き芋パーティーを行った。当日は、
ミニデイケアで交流をもっている高齢者の方を
招き、火のおこし方を教えてもらい、幼稚園内
で園児・未就園児・高齢者の交流を楽しんだ。

未就園児と一緒に遊具で遊んだり、パネルシ
アターを見て遊んだりしながら、世話をしてあ
げる楽しさを味わった。

園児の祖父母と一緒に集団遊びをしたり、給
食を食べたりして祖父母と園児とが触れ合うこ
とを楽しんだ。その後、祖父母同士のおしゃべ
り会をして、幼児の育ちについての話し合いの
場をもち、お互いの交流を図った。話し合いの
内容を園だよりで保護者に紹介し、子育ての参
考になるようにした。

幼児が好きな遊びをしている様子を参観。
親子で縄跳び・長縄跳びに挑戦。
給食の様子を参観。
給食試食（保護者）。
学級懇談。

朝の会から６校時まで、全日自由参観日とし、
学校生活全体について、保護者や地域の方に広
く公開した。３・４年生は、グランドゴルフや
スポーツチャンバラといったニュースポーツを
通しての親子ふれあい活動も行った。

地域の花の会の方々と一緒に、栽培委員会で
育てたビオラの苗を、１年～３年は通学路にあ
る学級園に、４年～６年はプランターに植えた。

箭野スクールサポーターを１日校長として委
嘱し、校内巡視、低学年の授業参観、避難訓練
への参加と講話等を体験していただき、「内外
に開かれた学校」の一層の推進を図った。

午前中、児童による各学級ごとの展示や体験
コーナー、手づくりの店などでにぎわった。
午後、美作女子大学助教授　杉山嘉弘先生の

「子どもの心の発達と親の役割」と題しての講
演や桜が丘中のブラスバンド部の演奏や児童の
クラブ発表、スライムなどの手づくりコーナー
などを地域の方と共に親子で楽しんだ。

生徒の朝の会から帰りの会までの学校生活の
様子を家族、地域の方々や教育関係者に自由に
参観してもらった。

高陽中と合同で行い、議長、副議長、議員役
を選出し、町当局に一般質問方式により行った。
中学生の純粋な思いを町当局の方々に伝える
とともに山陽町の現状や将来について関心を深
めることができた。

一般町民や小、中学生の作品展示、グループ
や個人によるステージ発表、体験コーナー（竹
細工、お茶、インターネット等）の開設等に取
り組み、生涯学習との出会いや楽しさを味わっ
てもらった。

園児
未就園児
地域住民

園児
未就園児
未就園児の保
護者
教職員
補助員

47名

全園児
祖父母

園児
保護者

140名

保護者
地域の方

300名

花の会
全児童

383名

全校児童
教職員
箭野スクール
サポーター
赤磐消防署職
員

339名

児童
保護者
教職員
地域住民

保護者
民生児童委員
主任児童委員
保護司
教育関係者
町議会議員

120名

生徒会生徒
25名

教師
６名

町当局者

一般町民
延3,000名

11月７日

11月７日

11月１日

11月７日

10月30日

11月１日

11月７日

11月２日

10月28日
～11月８日

11月１日

11月16日
～11月17日

・PTA人権研修
会
・３園仲良し会
・歩こう会

・家族の日
・なかよし会
・元気になろうの
日

・思い出づくり
・図書館での読み
聞かせに親子で
参加
・保育参加

・参観日
・給食室見学

・閑谷研修におけ
る保護者ボラン
ティア
・にこにこ朝会
・学習発表会

・学校開放
・山陽団地クリー
ン作戦
・教育相談週間

・第２回校内研究
会
・校内読書週間の
取組
・看板掲示の取組
・クリーン作戦
・第２回避難訓練
・看板の掲示
・全校朝会

・合唱祭
・横断幕掲揚

・フリー参観日
・PTAによる給
食試食会

・子育て学習会
・なかよしコンサ
ート
・ふれあい文化祭

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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赤坂町立石相小学
校

赤磐郡赤坂町立軽
部小学校

赤坂町立笹岡小学
校

赤坂町立赤坂中学
校

熊山町立いわなし
幼稚園

熊山町立桜が丘幼
稚園

熊山町立豊田小学
校

熊山町立磐梨小学
校

熊山町立桜が丘小
学校

熊山町立磐梨中学
校

吉井町教育委員会

吉井町立仁美幼稚
園

吉井町立周匝幼稚
園

自由参観日

軽部フェスタ

自由参観日
人権・同和教育交
流会

芸術鑑賞会

親子レクリエーシ
ョン

親子レクリエーシ
ョン

親子健康教室

いわ小フェスティ
バル

わくわくおいも祭
り

自由参観日

吉井町ふれあい文
化祭

仁美っ子収穫祭

吉井町ふれあい文
化祭

「広報あかさか」「学校・学年だより」でPR
し、昨年に引き続き、校長と語る会を実施した。
コーヒーを準備し、リラックスした雰囲気の中
で平素感じていることを語り合えるように工夫
して取り組んだ。

総合的な学習で取り組んだことの発表の場
や、児童が栽培した作物の収穫を祝う場、お年
寄りとふれあう場、そして、学校から地域に向
けて情報を発信する場などと位置づけ、保育
園・保護者・お年寄り・地域の方々と共に楽し
むイベントとして取り組んだ。

10月中旬に学区の全家庭に対して、自由参観
日の案内を配布し、午前中、校内すべてを開放
し、平素の授業を公開することによって地域の
人々に学校を理解していただくよう考えて実施
した。
午後は、保護者を対象に人権・同和教育交流
会を行い、保護者相互の交流、学習や教職員と
の交流を図った。

岡山フィルハーモニック管弦楽団メンバーに
よるスクールコンサートを開催した。クラシッ
クの名曲からミュージカルナンバーまで「生」
の演奏と歌を味わい、生徒も地域の方も大満足
の時を過ごした。

保育参観と未就園児園開放事業とを併せて、
講師に高見博子先生を迎え、親子でふれあいリ
ズム遊びやゲームなどを楽しんだ。

保育参観と未就園児園開放事業を同時に行
い、講師　渡辺則子先生の指導で、親子レクリ
エーションを実施。
スキンシップができるゲーム・新聞紙を利用
した遊び・カード遊びなどで親子のふれあいを
楽しんだ。

授業参観の後、スポーツプログラマーを講師
に、親子でエアロビクスを行い、体力づくりを
したり親子のふれあいを図ったりした。また、
快眠・快食等、家庭での健康生活について情報
交換を行った。

お世話になった方や保護者の方々を招待して
「人に感謝、自然に感謝、そしてふれ合おう」
をテーマに、感謝タイムや出店に取り組んで多
くの人と楽しくふれ合いの一日を過ごした。
PTAもゲームコーナーやお店に出して、祭り
を盛りあげた。

育ててきたさつまいもの収穫を祝い、お年寄
りや地域の方々を招待して交流を深めた。

終日、学校を開放し、保護者等が自由に授業
参観などを行った。

地域の自主活動グループによる発表や、幼
児・児童・生徒の作品（絵・書）の展示、又町
民の方の作品（書・絵画・生花・手工芸品・俳
句等）を展示し、文化活動の促進に努めた。

地域の方と共に育ててきた、いろいろな作物
の収穫をし、地域の方・小学生・保護者と交流
をした。幼稚園児はさつま芋を収穫。

親子でふれあい文化祭に参加をし、園児達の
出品している作品や、お世話になっている住民
の方の作品を見学。

保護者
地域住民等

90名

本校児童
教職員
保育園児
保護者
地域住民

200名

保護者
家族
地域住民
教職員

70名

生徒
保護者
地域の方
教員

220名

園児
未就園児
保護者

100名

園児
未就園児
保護者

100名

児童生徒
保護者
教職員

190名

児童
保護者
教職員
地域住民

350名

児童
老人クラブ
地域の方々
保護者

450名

保護者等
約50名

幼児
児童
生徒
地域の方

小学生
幼稚園児
保護者
地域の方
教職員

幼児
保護者
職員

11月１日

11月８日

11月１日

10月15日

11月８日

11月７日

10月16日

11月２日

11月１日

11月７日
８日

11月２日
～11月３日

11月１日

11月２日
～11月３日

・学習発表会

・自由参観日

・啓発の看板設置
・参加保育

・園玄関に看板設
置
・お父さんデー

・公開授業
・関連行事等の情
報を掲示
・校門前に看板を
設置
・学校だよりにPR
記事掲載

・立て看板を設置
・PTA演劇鑑賞
会

・「文楽」公演会
・合唱コンクール
及び人権コンサ
ート

・世代交流グラン
ドゴルフ
・青少年健全育成
推進大会

・町文化祭出品

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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吉井町立城南小学
校

吉井町立仁美小学
校

吉井町立吉井中学
校

日生町教育委員会

日生町中央公民館

日生町立日生幼稚
園

日生町立日生西小
学校

日生町立日生南小
学校

日生町立日生東小
学校

日生町立大多府小
学校

日生町立日生中学
校

和気郡北部教育委
員会

吉永町立吉永幼稚
園

秋まつり

仁美っ子収穫祭

吉井中学校文化祭

「南画家久保田耕
民と一門展」の開
催

日生町文化祭

未就園児とのふれ
あいタイム

学校開放

参観日
PTA人権教育研
修会

日生東小学校学校
公開

大多府小祭り

自由参観日

家庭教育研修会

家族参観日

学校田栽培で収穫したお米やさつまいもでお
むすびややきいもを作り、全校集会をひらいた。

地域の方と共に育ててきた、いろいろな作物
の収穫をし、地域の方・小学生・保護者と交流
を行った。小学生はもち米を収穫した。

町民会館の大ホールで各学級・吹奏楽部・有
志等による取り組み発表。
研修室・廊下に美術・家庭科・選択教科・美
術部の作品を展示し、学校関係だけでなく、広
く地域の方にも公開をした。

日生町出身の久保田耕民にスポットをあて企
画展を実施している。久保田耕民は昭和15年に
大阪画家協会を組織し、翌16年に流派をこえた
自由な発表機関として有秋会を創立し関西画壇
の一時代を画したものである。
会期中の「岡山教育の日」（11/1～11/7）に
広く学生に対し無料開放を実施した。

一般町民及び文化協会加盟団体による絵画・
書道・写真・短歌・俳句等の作品展示と琴・太
鼓・コーラス・日踊等の舞台発表を実施した。
また、期間中の11月２日には、青少年による
ミュージックフェスティバルを実施した。

地域の未就園児に本園の施設を開放し、広い
場所でのびのびと遊ぶ機会を提供した。本園の
在園児と一緒に戸外で遊んだり、歌あそびや絵
本の読みきかせなどを楽しんだりし、ふれあい
を深めた。

学校開放日として、広く地域に呼びかけて教
育活動を見ていただくことをとおして、本校教
育への理解の推進を図った。

・授業参観
・PTA人権教育研修会

○八木たかしさんの人権トーク＆コンサート
○わくわくタイム（フラワーアレジメント・木
工・囲碁・将棋・紙芝居）

運動会後から代表委員会で計画、全校で準備
してきた催し、お店、ゲームに大多府島のみな
さんを招待した。

学校を開放し、自由に授業及び学校生活を参
観してもらった。

家庭教育の充実を図るための研修の場とし
て、岡山大学教育学部教授　山口茂嘉氏による
講演「生きること、学ぶこと、働くこと」を開
催した後、吉永町で活動する劇団「花みづき」
による家庭教育啓発劇「桃の花咲く丘」を鑑賞
した。

○お手玉・あやとり・布ぞうり・折り紙・けん
玉・風車・アクセサリー・木工のコーナーを
設けた。
○地域の方13名を招き、各コーナーの指導者と
なっていただき、園児とその保護者に作り方
を教えてもらった。
○出来上がったものを使って親子（家族）で遊ん
だ。

全児童
教職員

児童
職員
地域の方
保護者
幼稚園児

生徒
職員
保護者
地域の方

一般
学生

一般町民
700名

地域の未就園
児70名とその
保護者

保護者
教育関係者
地域住民

約90名

児童
教職員
保護者

19名

児童
地域住民
保護者
教職員

300名

児童
保護者
地域住民
教職員

70名

保護者
地域住民

27名

管内家庭教育
学級役員
PTA研修担
当者
教職員

150名

園児
保護者
地域の方
教職員

294名

11月８日

11月１日

10月19日

10月23日
～１月13日

10月26日
～11月３日

11月７日

11月７日

10月22日

11月７日

10月30日

11月６日
～11月８日

11月16日

11月１日

・体験学習「稲刈
り」
・町文化祭への出
品

・給食試食会
・学年懇談会

・IT講習会
・親子ウォーキン
グ大会

・公開保育

・教育講演会
・芸術鑑賞会
・三世代交流グラ
ンドゴルフ大会

・校内授業研究会
・交流学習

・学校開放自由参
観

・日生中わくわく
デー

・県重要文化財
「大國家住宅」
一般公開

・三世代ふれ合い
運動会
・町内三園合同遠
足
・絵本の読み聞か
せ

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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吉永町立神根幼稚
園

吉永町立吉永小学
校

吉永町立神根小学
校

吉永町立三国小学
校
吉永町立三国幼稚
園

吉永町立吉永中学
校

佐伯町立佐伯幼稚
園

佐伯町立佐伯小学
校

佐伯町立山田小学
校

佐伯町立佐伯中学
校

和気町立日笠幼稚
園

和気町立藤野幼稚
園

和気町立本荘幼稚
園

和気町立和気幼稚
園

ふれあい運動会

地域開放参観日

自由参観日

一日ふれあい参観
日

体育館落成記念行
事ならびに自由参
観日

地域参観日

ふなおかタイム発
表会

オープンスクール
デー

学校開放日

公開保育

高齢者とのふれあ
い

ふれあい会

ふれあい会

保護者、祖父母、地域のおじいさん、おばあさ
ん達と一緒に、５歳児の進行により、神根小学校
の体育館で行い、温かい雰囲気の中で、あいさつ、
お礼の言葉、会話が自然に子ども達から出るよ
うになり運動会行事を楽しむことができた。

１・２校時を公開したところ、早朝より大勢
の家族連れが来校。小学校に子どもが来ていな
い方も少しだが来てくださり、参観してもらっ
た。

午前は学校開放（自由参観）、午後は学校参
観日として、保護者はもちろんのこと祖父母、
地区役員、学校評議員等の参加を得て、道徳や
社会科等の公開授業、全学年人権教育研修会
（人権講話の会）を実施した。

学校・園を開放して、全日いつでも参観でき
るようにした。参観者も子どもとともに参加で
きる授業・公開保育を設定してふれあえるよう
にした。

体育館落成式記念行事としてバレーボールク
ラブチーム「シーガルズ」を招き、その練習及
び紅白試合を生徒、保護者、町民で観戦した。
その後バレーボール教室を開き生徒、保護者と
もにバレーボールの指導を受け、練習に汗を流
した。給食時は、ランチルームでシーガルズの
選手と生徒、職員で会食した。
午後自由参観日を設定した。

園生活の中で、友達同士のかかわり方や取り
組みなどを参観する場を設け、幼稚園教育に対
する理解を深めた。親子で共に活動する場、グ
ループ会食、バザー等を実施した。

生活科、総合的な学習の時間の取り組みの様
子をステージ発表や展示で紹介するとともに、
児童集会で保護者・地区民と一緒にゲームをし
たり、合唱したりする活動に取り組んだ。

全学年の授業と学校施設の公開、ならびに元
作東町立粟井小学校長　日笠秀記氏による子育
てについての講演会を行った。

一日学校を開放日とし、一般・保護者の方に
授業公開し、学校への意見・感想などのアンケ
ートを実施した。
午後の授業は校内弁論大会とし、各学級から
代表者が弁論を発表した。

園を公開して幼稚園の生活・様子・遊びなど
を見ていただくことで、地域の方に幼稚園を理
解していただくと共に、地域と共に子どもを育
てていく機運をつくった。

・語り合いながら球根植えをし、共に土に親し
んだ。
・歌を歌ったり、手遊びをしたりしてふれあい
活動を楽しんだ。
・お話タイムでは昔の衣服を着て、昔話や生活
の様子を話してもらったり、歌遊び「夕日」
を聞かせてもらったりした。

園開放を行い、幼稚園児と未就園児がふれあ
いながら、積み木やペープサート、お店屋さん
ごっこなどをして遊んだ。さらに職員による人
形劇を見て、交流を図った。

古川美保先生のご指導により、親子でリズム
遊びをし、子どもとのスキンシップの大切さを
学んだ。
また、保護者を対象に「みんなちがって、み
んないい」の講話を聞き、子育てについて意見
交換した。

園児
保護者
祖父母
地域の人

60名

保護者とその
家族
地域の方々

児童
保護者
教職員
地域住民

約100名

11名

町民
保護者

80名

保護者
地域の方

84名

児童
保護者
教職員
地域住民

200名

児童
保護者
地域住民
教職員

220名

保護者
一般の方

42名

保護者
幼児クラブ
地域の方他

25名

園児
ひまわり会会
員

81名

園児
未就園児とそ
の保護者
教職員

在園児と保護
者
未就園児と保
護者

69名

11月１日

11月17日

10月23日

11月１日

11月１日

10月23日

11月１日

10月27日

11月１日

11月１日

11月12日

11月１日

11月６日

・三園合同交通安
全教室
・三園合同バス旅
行
・親子３Ｂ体操

・学校アドバイザ
ー連絡協議会

・学校だよりで取
組紹介

・啓発看板の設置
・学校開放
・井戸端会議
・校長室開放
・講演会

・保護者と学校と
が語り合う会
・人権教育公開授
業
・学習発表会

・吹奏楽部と瀬戸
フィルとの合同
演奏練習会

・日笠幼小の教育
を語る会
・ふれあい会
・参観及び観劇会
・親子料理教室
・家族参観日

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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和気町立石生幼稚
園

和気町立日笠小学
校

和気町立藤野小学
校

和気町立本荘小学
校

和気町立和気小学
校

和気町立石生小学
校

和気町立和気中学
校

牛窓町教育委員会

牛窓町立牛窓東幼
稚園

牛窓町立牛窓西幼
稚園

牛窓町立牛窓北幼
稚園

牛窓町立牛窓東小
学校

牛窓町立牛窓西小
学校

石生小学校フェス
ティバル

日笠学区の教育を
考える日

人権参観日

本荘っ子まつり

地域開放参観日

石生小フェスティ
バル

自由参観日

牛窓町青少年健全
育成推進大会

公開保育並びに講
演会

親子探検

家族参観日

わくわくひろば

オープンスクール

石生小学校フェスティバルに園児・保護者・
園児の家族と共に参加。小学校の様々な取り組
みに参加したり、発表したりした。
合わせて実施される地域文化祭に園児の絵を
展示し、地域の方に見てもらった。

昼休みを45分とし、地区の方の指導で木工教
室・グランドゴルフ・歌の教室を開いた。学校
評議員さん、地区各団体代表者の方に６校時の
授業を公開。その後、学校の取り組みを説明。
「学力・体づくり・心」の部会に分かれて、教
職員と７・８人のグループで座談会を行った。

①全学年、人権学習の授業を公開し、保護者の
方に授業を通して学校・学年での取り組みを
紹介した。
②ハンサム亭扇蝶（藤原　誠氏）を講師に招き、
落語を通しての人権トークを開く会を実施し
た。
③公開授業や人権講演会を受けて学年別の懇談
会を実施した。

生活科で作った木の実のおもちゃづくりコー
ナーや各学年の模擬店、麻薬反対ビデオ、学習
の様子を紹介した児童の作品展示など、地域の
方々も招き、児童と保護者がいっしょになって
ふれあった。

地域開放参観日の案内を学区全戸に配布し、
２・業間・３時間目を自由参観にした。保護者、
地域の方々に学年の枠をこえて参観いただき好
評であった。

学校のフェスティバルと地域文化祭とを同時
に行い、児童が日頃の学習の成果を発表するな
ど、地域住民との交流を深めた。体育館では、
小学生、幼稚園児、地域住民のステージ発表を
行ったり、地域住民の絵、写真などの作品の展
示を行ったりした。

岡山教育週間の関連行事として、参観日を実
施した。
保護者、地域、学校評議員等に案内をし、終日

学校を開放し自由に校内を見学してもらった。

牛窓町青少年健全育成推進大会
テーマ「家庭の果たす役割を考える」
・作文の朗読
・標語の発表
・講演会「心豊かな青少年育成について」
講師　山陽学園短期大学
教授　村中　由紀子　先生

助産院ミントハウス　助産師　東森二三子先
生による講演会を開催して、子育ては親育ちに
気づく。同時に保育参観を行い子どもの成長を
感じるようにする。

学区内にある「こども110ばん」の設置場所
を親子で探した。
又、親子のふれあいや親睦を深めながら、お
弁当を食べたり、史跡を巡り説明を受けた。

○保護者の方とシチューやホットドックを作っ
て、いっしょに食べた。
○保護者の方と触れ合い遊び（玉入れやかけっ
こなど）

総合的な学習や生活科で取り組んだことをも
とに、各学年の成果を発表し、家族や地域の方
との交流を深めた。

保護者や地域住民の方に、全学年が業間休み
をはさんだ２・３校時の授業を中心に学校を公
開し本校の教育の状況を見ていただいた。「薬
物防止教室」も公開した。

園児
児童
保護者
地区住民

児童
学区民
教職員

120名

保護者
地区住民

110名

児童
保護者
教職員
地域住民

保護者
地域住民

幼稚園児
小学生
保護者
教職員
地域住民

250名

30名

児童生徒
保護者
教職員
地域住民

200名

34名

園児
保護者

40名

園児
保護者

児童
保護者
家族
地域の人
教職員

418名

保護者
地域住民

約90名

11月10日

11月１日

11月１日

11月１日

11月１日

11月10日

11月１日
～11月８日

11月２日

10月24日

11月８日

11月８日

11月24日

11月７日

・学校公開
・相撲大会実施
・日笠学区作品展
を実施
・教育週間行事案
内配布

・学校だよりにPR
記事掲載

・１日参観日

・懸垂幕の設置

・牛窓町文化祭

・親子芋掘り体験
・音楽鑑賞会

・講演会
・親子いもほり
・未就園児園開放

・親子遠足

・CAP講習会
・学年懇談
・ふれあい給食

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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牛窓町立牛窓北小
学校

牛窓町立牛窓中学
校

邑久町教育委員会

邑久町立邑久幼稚
園

邑久町立今城幼稚
園

邑久町立玉津幼稚
園

邑久町立裳掛幼稚
園

邑久町立邑久小学
校

邑久町立今城小学
校

邑久町立玉津小学
校

邑久町立裳掛小学
校

北小祭り

校内音楽コンクー
ル

第２回邑久町教育
フォーラム

園庭開放
一緒に遊ぼう

ミニ運動会

祖父母参観日
ふれあい給食

生活発表会

参観日

講演会

収穫集会

学習発表会

各学年が模擬店を開き友だちや地域の方を招
待する。おばけやしき、喫茶、ゲームセンター
等で楽しく半日を過ごした。

各学級が自由曲、課題曲をそれぞれ歌い、で
きばえについて、審査した。最優秀賞の学級は、
郡の音楽コンクールへの出場権を得ることがで
きる。

幼・小・中・高等学校（園）長をパネラーに、
幼・小・中・高のPTAを中心とした町民を集
め、会場との対話形式で教育について意見を出
し合い、話し合った。

地域と未就園児に園庭開放をし、幼稚園児や
幼稚園教諭と一緒に遊んだり、保護者への子育
て支援をしたりした。

幼稚園・家庭・地域がふれあえる場として取
り組んだ。
未就園児が参加しやすいように「おみやげ競
争」を計画した。また、親子のふれあいが多く
もてる競技を実施した。

毎年恒例の祖父母参観日に、今年は初めて
「ふれあい給食」として出席して下さった祖父
母の方に子どもたちと一緒に給食を食べていた
だいた。何十年ぶりかに食べる給食ということ
で、なつかしく思い出されたり、自分の子供時
代とは違う味に感激されたりして好評であっ
た。

日頃の生活の一部や子ども達の様子などを保
護者や地域の方々に見ていただく良い機会とと
らえ、取り組んだ。
子ども達が、楽しんで自信を持って発表でき
るように、内容や進め方などしっかり相談しな
がら取り組んだ。

授業（人権、命の尊さに関する）公開の後、
学級・学年懇談を持つ。学年の発達段階に応じ
た学級での子ども同士の関係について話し合い
が行われた。

岡山県青少年健全促進アドバイザーの森美智
子先生による講演会を開催し、聞いたその日か
ら実践に取り組む気持ちになり帰宅した。

本校では農業体験として、米作り、野菜作り
に取り組んでいる。今年から新たにアイガモ農
法を取り入れた。実りの秋を迎え、日頃お世話
になっている地域の方、保護者を招待して「食
べものと地域の方に感謝」をテーマに収穫集会
を行った。

日頃の学習の一端や児童の様子等を保護者や
地域の方々に見ていただく学校開放・地域発信
のよい機会ととらえ取り組んだ。

児童
園児
地域
保護者

185名

生徒
教職員
保護者

247名

幼・小・中・
高のPTA
教職員

約40名

17組親子

幼児
保護者
地域住民
150名程度

祖父母
園児

12名

園児
児童
教職員
保護者
地域住民

約350名

約370名

保護者
教職員

60名

児童
幼稚園児
保育園児
地域の方
保護者
教職員

約138名

園児・児童
教職員
保護者
地域住民

約350名

11月１日

11月１日

11月２日

10月23日

10月19日

10月16日

11月16日

10月30日

10月30日

11月27日

11月16日

・文化祭
・地域での会見活
動
・学校評議員会
・資源再発見活動
・チャレンジワー
ク
・研究発表会

・花いっぱい運動

・掲示板PR
・PTA研修会

・幼児クラブと交
流

・老人ホーム訪問
・隣接する玉津小
学校の収穫集会
参加
・親子交通安全教
室

・花いっぱい運動
・給食試食会

・花いっぱいボラ
ンティア活動
・教育フォーラム
・今城地区ウォー
クラリー
・地域の方、保護
者参加のおまつ
り
・楽々園訪問
・青少年健全育成
大会
・学習発表会
・ふれあいフェス
ティバル

・ふれあい給食
・ふれあい発表会
・PTA講演会
・アコーディオン
鑑賞会

・出張公演

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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邑久町立邑久中学
校

長船町教育委員会

長船町立美和幼稚
園

長船町立国府幼稚
園

長船町立行幸幼稚
園

長船町立美和小学
校

長船町立国府小学
校

長船町立行幸小学
校

長船町立長船中学
校

灘崎町教育委員会

灘崎町立灘崎小学
校

灘崎町立灘崎小学
校迫川分校

合唱コンクール

長船町青少年健全
育成推進大会

保護者保育参観日

園開放

未就園児園庭開放

教育研究発表会

学校公開

創立100周年記念
式

長船中学校校内音
楽会

秋ののんびりんピ
ック灘崎

音楽発表会

ワクワクランドは
ざかわっ子

３学年18クラス579名が、日頃から練習して
きた合唱を披露。最優秀クラス、優秀クラスを
目指して熱唱した。

・岡山県青少年育成県民会議が募集した『明る
い家庭づくり』の児童・生徒・保護者の優秀
作文を表彰し作文発表をした。
・リコーダー演奏（長船町公民館リコーダーサ
ークルによる演奏）
・実践発表（子ども110番の設置／長船町更生
保護婦人会と青少年とのかかわり）
・長船中学校生徒による合唱

保護者の方が見たい時間帯に気軽に園に来れ
るよう、３日間実施し、保育を参観したり参加
したりすることで、幼稚園教育の内容を理解し
てほしいと願った。親子で園庭前の土手で遊ん
だり、秋さがしをしたりしてふれあいを持った
り、子供のかかわり方などを参観することで、
子育てを見直すきっかけにもなり有意義なもの
となった。

地域の未就園児と保護者を対象に、好きな遊
びをした後、在園児と一緒に歌を歌ったり、踊
りを踊ったりして楽しんだ。

園庭を開放し、未就園児と幼稚園児が一緒に
遊具で遊んだり幼稚園の生活の様子を見たりし
て、交流をした。
当日、県講師団の方に来ていただき、楽しい
腹話術で交通安全のお話しを親子で聞いた。

「自ら学び、人とのかかわりを大切にする児
童の育成」をテーマに、研究してきたことにつ
いて、生活科・総合的な学習の時間（ときめき
の時間）の授業公開並びに研究発表を行い、邑
久郡内の小・中学校の実践を交流し合った。

家族参観日と名を付けて、朝の会から給食時
間終了まで、自由に参観していただいた。
当日は、各教室の廊下や食堂に遠足・社会見
学や運動会の写真を展示したり、児童の作品を
提示したりすることで児童の活動をよりご理解
いただくよう配慮した。

歴代PTA会長を中心にPTA役員・卒業生代
表・住民代表・教職員ら約100名で記念事業実
行委員会を組織し、計画を推進して行った。
式典当日は、創立100周年を祝い記念式を行
った後、記念公演として盲目のテノール歌手新
垣　勉氏を招いてコンサートを開催した。

中学生の様子の一端をみていただきやすいよ
うに学校をはなれて、地域の多目的ホールを利
用し、音楽会を開催し、クラスごとに音楽の時
間や学級活動の時間、放課後の時間を利用して
練習した合唱曲を発表したり、３年生のクラス
ごとに美術の時間に制作した音楽の合唱曲イメ
ージに合わせた背景画の発表と音楽の選択授業
で練習した合唱曲などを発表した。

青少年の健全育成、地域の子供は地域で育て
ること等を考えるきっかけになればというねら
いで、スポーツチャンバラ、シャフルボードな
どのニュースポーツに取り組んだ。年代毎に高
得点者の表彰も行った。

音楽の授業で学習したことをもとに、学年毎
に歌唱・合奏・オペレッタ等で工夫を凝らし発
表した。
全校合唱では児童のクラブや職員の伴奏に合
わせ、「10月の歌」を観客と一体となって元気
な歌声を響かすことができた。

学習発表会、地域や保護者の方など、生活科
の学習や総合のわくわくタイムの時間にお世話
になった方々を招待して、交流しながら学習の
様子を参観してもらった。

保護者
地域住民

100名

地域住民
児童生徒
保護者
教職員

200名

園児
保護者

親子で
54名

幼稚園児
未就園児親子
交通部役員

162名

邑久郡内小・
中学校教職員

50名

261名

児童
教職員
保護者
地域住民
歴代教職員

1,100名

生徒 445名
教職員 30名
保護者
地域の方等

地域住民
400名

保護者
教育委員等

290名

地域の方
保護者

70名

10月25日

11月３日

10月22日
～10月24日

11月６日

11月６日

11月６日

11月１日

11月２日

11月１日

11月２日

10月８日

11月16日

・花いっぱい運動

・啓発ポスター
・公民館まつり
・備前長船菊花展
・町民体育祭
・特別展「岡山の
新刀・新々刀」
・土ひねり　備前
焼作り

・町内幼稚園交流
会
・未就園児園開放
・おとしよりとの
交流会

・三園交流

・教育講演会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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灘崎町立七区小学
校

灘崎町立彦崎小学
校

灘崎町立灘崎中学
校

校内音楽発表会

エンジョイ活動
「わくわく科学ラ
ンド」

学校開放日

参観日の一環として、地域にも開放した音楽
会を開催した。
教師の伴奏による「大きな古時計」を全校合
唱したり、各学年ごと歌や合奏等約２時間程度、
保護者や地域の方に鑑賞してもらった。

７名の講師の先生に科学的な遊びを教えても
らった。雪だるま・ろうそく・ドライアイスシ
ャーベット・スライム・マカロニリース・巨大
竹とんぼ・モデルロケット等、様々な物を作っ
たり、親子で遊んだりした。

２年目になるNIEの研究発表を行い、NIE関
係者以外に保護者や地域住民の方々にも３つの
NIE公開授業を含む全クラスを授業公開した。
その後NIE関係者は研究協議を行い、一般参加
者はどんぐり倶楽部の糸山泰造氏による講演会
に参加した。

保護者
地域の方

400名

保護者
児童

88名

新聞記者
小中高教員
保護者
地域住民等

200名

11月16日

11月23日

11月６日

・懸垂幕設置

・学校公開
・子育て講演
・学習発表会
・エンジョイ活動

・合唱コンクール
・文化部活動発表
会
・校外学習
・チャレンジワー
ク14
・中学生議会
・給食試食会
・町内クリーン作
戦

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市教育委員会
生涯学習課

倉敷市少年自然の
家

倉敷埋蔵文化財セ
ンター

倉敷市立図書館

倉敷市立美術館

倉敷市立自然史博
物館

ライフパーク倉敷

倉敷市立倉敷幼稚
園

倉敷市立倉敷東幼
稚園

倉敷市立老松幼稚
園

倉敷市立万寿幼稚
園

倉敷市立万寿東幼
稚園

第24回倉敷市こど
もまつり

自然の家開放デー

考古学入門講座
地下の歴史の読み
解きかた～考古学
ってどんな学問～

職場体験学習
職場訪問

博物館まつり

青少年のための
科学の祭典2002

音楽鑑賞会

学校完全週５日制
に伴う園開放

ふれあい参観日

自由参観日
園公開

参観日・講演会

市内の子どもたちが集い、各地区や各少年団
体の活動の状況を発表し合うと共に、健全な遊
びや体験活動を通じて、相互交流と今後の少年
団体活動の活性化を図った。ミニスポーツコー
ナー、昔の遊びコーナー、木工教室コーナー、
冒険遊び場コーナーなど趣向をこらしたコーナ
ーを設けた。

少年自然の家の活動を知ってもらうことを目
的に、室内では竹クラフトや自然採火、焼き杉
に、野外ではウォークラリーやディスクゴルフ、
飯ごう炊さんに取り組んだ。

考古学の基本的なものの考え方について、ゲ
ームやパズルを用い、日常的な言葉を用いて解
説する講習会。平易な内容を心がけた。庁内の
職員で対応。

倉敷市内の中学２年生が図書館の仕事（図書、
ビデオの貸出、返却、棚に返す仕事、図書のカ
バー張り等）を体験して、自分の進路学習の一
環とした。市内の中学１年生が訪問して自己の
職業選択の参考にする。

特別展「平山郁夫コレクション　ガンダーラ
とシルクロードの美術」の高校生以下の観覧料
を無料とした。

クイズラリー、砂金採集等親子で楽しく過ご
せるコーナーや、生物飼い方教室、植物・地学
ジュニア学芸員の解説コーナーを設置して子供
を中心に楽しい一日を過ごしてもらった。

科学実験、科学工作を楽しめる科学のお祭り
・講師：県内の小～大学の教師、企業の方、

高校生のサイエンスボランティアの
べ381名

・ブース数　41

倉敷アカデミーアンサンブルのメンバーによ
る弦楽器の演奏を聞いた。倉敷東幼稚園と共同
で開催し、２園の親子での交流を図りながら、
いろいろな音楽や楽器に親しむことができた。

同窓会組織を中心とした取組。倉敷美観地区
の玩具店　大賀氏の指導のもと、大小さまざま
なコマとの出会いを楽しんだり、親子でコマ作
りに挑戦したりなど「作って、試して、遊ぶ」
楽しさを存分に味わった。

普段参観しにくい家族に案内をした。
参観だけでなく、親子でこままわし、木工遊
び、サッカー、縄とび、製作などをしてふれあ
って遊んだ。

事業の趣旨を伝え、日頃、参観の機会の少な
い父親や祖父母、未就園児、近所の人を園に招
き保育参観や保育参加してもらい園への認識を
深めてもらうようにした。

園での幼児の様子を参観してもらった後、
「今こそ心の教育を」という演題で、法務省 子
どもの人権専門委員長　長安早智子先生の講演
を聴いた。子育てをしていく上で、心の教育を
していくことの大切さや親として、どう子ども
にかかわっていけばよいかなどを考える場とな
った。

市内の子ども
とその保護者
など

3,000名

児童生徒
保護者

110名

一般市民
30名

生徒
32名

小・中・高校
生

26名

約4,200名

一般
9,930名

園児
保護者
２園交流

100名

園児親子
卒園児
未就園児
教職員

約90名

園児
保護者
教職員

333名

園児
保護者
祖父母
近所の人
未就園児とそ
の保護者

78名

保護者
東中学校ブロ
ックの幼・
小・中の教職
員

11月17日

11月２日

11月10日

10月８日
～11月22日

11月１日
～11月７日

11月３日

11月９日
10日

10月25日

11月30日

11月10日

11月７日

11月14日

・倉敷市学校音楽
祭
・倉敷市青少年健
全育成推進大会
・ふれあい人権フ
ェスティバル
・学校園人権・同
和教育推進事業

・懸垂幕設置

・子どもの本クイ
ズ
・子ども映画会

・のびのび広場
・やきいもパーテ
ィー

・PTA人権同和
研修会
・他園との交流会

・給食試食会
・未就園児老松ふ
れあいデー
・平成病院訪問
・老松小との交流
会
・勤労感謝の会
・紙しばいを見る
会

・親子触れ合い参
観日

・公開保育、研究
発表
・未就園児園庭開
放

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

倉敷教育事務所管内（教育委員会・幼・小・中・高・養）
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倉敷市立大高幼稚
園

倉敷市立葦高幼稚
園

倉敷市立中洲幼稚
園

倉敷市立中島幼稚
園

倉敷市立粒江幼稚
園

倉敷市立中庄幼稚
園

倉敷市立帯江幼稚
園

倉敷市立菅生幼稚
園

倉敷市立豊洲幼稚
園

倉敷市立庄幼稚園

倉敷市立茶屋町東
幼稚園

倉敷市立茶屋町西
幼稚園

子育て懇談会

ふれあい参観日
講演会

地域ふれあいの日

参観日

グリーンスポーツ
フェスティバル

創立50周年記念事
業

ミニSL試乗体験

保育参観　人権教
育講演会

家庭教育学級

家族参観日

参観日・講演会

おかやま教育の日
講演会

地域の主任児童員を囲み、園児の保護者が子
育てについて話し合った。
それぞれの保護者が、子育ての不安や悩みに
ついて語り合った。とても和やかな雰囲気で、
ほっと安らいだひとときを過ごした。
主任児童員さんが「子育てに悩む涙は美しく」
と川柳を詠まれ感動の一日となった。

５歳児はサッカー・しっぽ取り、４歳児は木
工遊びや製作遊び、３歳児は体操やリズム遊び
など親子で触れ合って遊んだ。その後、「今、
大切にしたいきらり輝く子どもたち」と題して
倉敷市立天城小学校教頭有澤勝子先生のお話を
聞き、子育ての大切さを再認識した。

地域の方や園児の保護者・祖父母などを、幼
稚園に招待し、園児が平素親しんでいる遊びを
発表したり、交流がもてるような遊びを一緒に
してもらったりした。

親子で集めた自然物を使って飾り物を作り、
身近な自然物を使って遊ぶことの楽しさを親子
で味わった。その後、元小学校長　小田和男氏
に「子どもが輝く子育てのコツ」についての講
演を聞いた。

PTA評議員が釣りゲームやボーリングゲー
ムなどのコーナーを設け、参加者に楽しんでも
らった。又、他校園が受け持つ色々なコーナー
に参加し、スポーツやゲームをすることを楽し
みながら親ぼくを深めた。

創立50周年を記念して、地域の人や歴代
PTA会長、旧職員を招待し、本園の保護者と
共に記念式典、運動会をして本園の教育の姿を
見て頂いた。

ミニSL愛好家（ボランティア）の方々によ
る、ミニSL試乗体験を行った。
お世話になっている地域の方々や保育園児を
招待し、園児と一緒にミニSLに試乗し、交流
を深めることができた。地域に開かれた幼稚園
としての理解と協力を得ることにつながる体験
となった。

保育参観では、園の環境や幼児の様子を見て、
園や幼児に対する理解を深めていただいた。講
演会は、山手村教育委員会委員長　風早君子先
生を講師とし「子どもが伸びる親」という演題
で行った。教育の原点は家族であり、子育ては、
親、祖父母、地域の方々が協力し合っていくこ
との大切さを話された。子育てについて、具体
的な事例を支えながら聞くことができて大変参
考になった。

倉敷市立短期大学　前橋明教授を招いて、
「子どもの心と体の健康」について講話を聞く
とともに、親子でできる遊びや体操をし、親子
の触れ合いを楽しんだ。

園児とその保護及び家族が園の周辺を散策し
た。地域の公共施設や文化を知ると共に秋の自
然に触れ、秋探しをした。持ち帰った秋の自然
物を使って遊びに使う物や飾りなどを親子で作
った。

保育参観後、元倉敷市玉島南小学校校長　小
田和男先生による「子どもが光る子育て」とい
う演題で講話を聞いた。

都窪郡山手村教育委員長　風早君子先生によ
る講演会を開催し、「子どもが伸びる親になろ
う」との演題のもとに、家庭教育の見直しを図
るとともに、子どもを取り巻く社会の支援をし
っかり受けながら子育てをする大切さを学ん
だ。

園児の保護者
20名

全園児
保護者

保護者
祖父母
地域の方
中学校区人権
学習推進委員

242名

保護者
園児

278名

園児
保護者
中学校区の地
域住民

保護者
地域の人
歴代PTA会員
旧職員

老人クラブ
保育園児
未就園児
園児
保護者
地域住民
教職員

300名

保護者
青少年を育て
る会推進委員
北中学校区人
権学習推進委
員

園児
保護者

100名

幼児
保護者

園児
保護者

290名

保護者
35名

11月６日

11月16日

11月１日

11月13日

11月10日

10月12日

10月23日

11月28日

10月22日

11月16日

11月６日

11月７日

・ワクワクふれあ
いデー
・未就園児への園
開放

・新田中学校区ス
ポーツフェステ
ィバル参加
・未就園児との交
流

・保護者保育参加

・保育園との交流
・未就園児とのや
きいもパーティ
ー

・親子クラブや子
育て広場、幼児
との交流会
・教育講演会

・老人クラブとの
交流会
・講演会

・未就園児との交
流
・みかん狩り
・菅生小オータム
フェスティバル
・感謝の会
・焼き芋会

・芋掘り
・焼き芋パーティ
ー
・カレーパーティ
ー

・稲刈り
・ドリームコンサ
ート

・園庭開放（未就
園児とその保護
者）４回

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立西阿知幼
稚園

倉敷市立第一福田
幼稚園

倉敷市立第二福田
幼稚園

倉敷市立第四福田
幼稚園

倉敷市立第五福田
幼稚園

倉敷市立水島幼稚
園

倉敷市立旭丘幼稚
園

倉敷市立連島西浦
幼稚園

倉敷市立連島東幼
稚園

倉敷市立連島南幼
稚園

倉敷市立連島北幼
稚園

倉敷市立天城幼稚
園

幼稚園まつり

和太鼓鑑賞会

三世代運動会

子育てサークルin
四福幼

子育て講話

子育て講話

倉敷市立連島北幼
稚園との交流

教育講演会

オープンデー

園開放

感謝の会
収穫祭

“親子の触れ合い
を楽しもう”

PTA学級委員が中心となり、各クラスごと
に全保護者が協力し、祭りを盛り上げるための
テナントを手作りした。参観日に祭りを開催し、
親子で遊びを楽しむと共に役係も交代で受持っ
たことで、子どもは安心して祭りを楽しむこと
ができ、親も集団生活の中での我が子の楽しむ
様子をしっかり見ることができた。

“児島瑜伽太鼓”を招いて日頃お世話になっ
ている地域の方や祖父母・休業日を振り替えた
ので父親にも鑑賞していただいた。戸外での勇
壮な和太鼓の演奏に感動した。

水島地区社会福祉協議会と水島地区老人会の
主催で運動会を開催した。
幼稚園に老人会の方100名が来園し、園児や
保護者と共に手をつなぎ、一緒に踊ったりゲー
ムをしたりして楽しい時間を過ごした。

幼稚園にご協力いただいている身近な方々を
アドバイザーとして迎え、保護者と一緒になっ
て、子育てトークの会を実施した。
安全についてや家庭・地域の教育力の重要性
や子育て支援の在り方等について理解し合っ
た。

水島中学校区の人権学習推進会との共催で、
子育ての中で大切にしたいこと、子育ての悩み
などについての講演会を開催し、子育てについ
て意識を高める研修に取り組んだ。
美作女子大学助教授　杉山嘉弘先生

子育てについての講話を聞いたり、悩みを話
し合ったりした。
講師　美作女子大学助教授　杉山嘉弘先生に
よる「乳幼児の心の発達と親の役割」の講話。
地域の方にも呼びかけ、広範囲の参加になっ
た。

連島北幼稚園児と一緒に遊んだり、地域の方
の山でみかん狩りを一緒に楽しんだりなど、交
流を図った。

岡山学芸館高等学校理事
（前）岡山いのちの電話広報部長　森美智子
氏による講演会「共に育ちたい」―今家庭で必
要なものは―を行った。

未就園児と在園児が触れ合って、いろいろな
遊びをした。
（リズム遊び、製作など）

・地域の未就園児を対象に園を開放し、子育て
支援をする。
・在園児が砂場やままごと・自然物を使った製
作などの遊びをしている様子を見たり一緒に
ふれ合ったりしていた。
・子育てや園生活について保護者同士情報交換
をする姿もみられた。

日頃お世話になっている地域の人々を招待
し、歌や手作り品のプレゼントをして感謝の気
持ちを伝えると共に幼児がお茶をたててふるま
った。引き続き、焼芋パーティーに参加。焼芋
を一緒にいただきながら和やかな一時を過ごし
た。

・「お父さん、お母さん、その他おじいちゃん、
おばあちゃん、どなたでも結構です。大勢で
いらっしゃい。」と声を掛けた。
・触れ合い遊び
肩車、すべり台、ジャンケン、ジャンプ等
・親子体操
・ゲーム（タオルを使って）

園児
保護者

300名

園児
保護者
教職員
地域の方

水島地区老人
会
園児
保護者

300名

アドバイザー
保護者

57名

保護者
水島中学校区
人権学習推進
会
未就園児保護
者
子育て広場ワ
ーカー

59名

保護者
人権指導員
未就園児保護
者

59名

園児
地域の方

保護者
祖父母

47名

未就園児
保護者
園児

130名

地域の未就園
児とその保護
者

32名

園児
地域の方
教職員

40名

保護者
園児
未就園児グル
ープ

11月７日

11月９日

11月12日

11月６日

10月31日

10月31日

11月５日

11月６日

11月６日
７日

11月５日

11月28日

11月２日

・ロシアの人と遊
ぼうデー
・未就園児体験入園
・焼き芋パーティー
・音楽鑑賞会

・教育研究発表会
を開催

・親子ひょうたん
づくり（種出し）
・未就園児とのふ
れあい会
・教育講演会

・アンケート作成

・「健康展と敬老
のつどい」に参
加

・講演会

・キッズボランテ
ィアデー
・焼き芋パーティ
ー

・園開放ポスター
作成
・焼きいもパーテ
ィー

・連北カーニバル
・くらしき親子ク
ラブ「こばと会」
との交流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立味野幼稚
園

倉敷市立赤崎幼稚
園

倉敷市立下津井幼
稚園

倉敷市立本荘幼稚
園

倉敷市立稗田幼稚
園

倉敷市立柳田幼稚
園

倉敷市立小川幼稚
園

倉敷市立下小川幼
稚園

倉敷市立唐琴幼稚
園

倉敷市立琴浦東幼
稚園

“げんきっこまつ
り”
参観日

創立50周年記念事
業

「しもついっ子」
発表会

親子名画鑑賞会

教育講演会並びに
親子ふれあい体操

スポーツ大会

スポーツ大会

地域の人との触れ
合い

触れ合い会

触れ合いの会

“げんきっこまつり”参観日を開催し、全親
子でゲームコーナーや手作り品の店、また製作
コーナー等で遊んだ。終了後は全親子で３・
４・５歳混合のグループに分かれ、職員も参加
してパン会食しながら交流を深めた。

園児・保護者・教職員・招待者が参加して、
創立50周年を祝う記念式典とアトラクション
（風船あがれ・由加太鼓・園児のリズム）を行
い、みんなの心に残る楽しい時間を過した。

下津井地区の幼稚園、小学校、中学校の園児、
児童、生徒の作文、習字、図画を掲載した文集
「しもついっ子」の発刊、及び作文朗読を下津
井西小学校で実施した。併せて作品を体育館に
掲示し、地域に公開した。

・美術館の方から館内の過ごし方、絵画の観方
などについて話を聞いた。
・親子で名画を観ながら思ったことや感じたこ
となどを話し合い、自分の好きな絵捜しをし
た。
・紅葉した美観地区を散策し、秋の自然を楽し
んだ。

倉敷市立短期大学教授　前橋明氏による「子
どもの心と体の健康」と題しての講演会を行う。
その後、前橋教授の指導の元、親子ふれあい体
操をし、親子で楽しく取り組んだ。

児島中学校区青少年を育てる会主催。
幼児から大人まで年齢を越えた交流と、青少
年の健全育成を目的として行った。
幼児は家族と共に、大玉ころがし、まきまき
げーム、魚つりゲームなどに参加して、いろい
ろな人と触れ合いながら楽しく遊んだ。

児島中学校区青少年を育てる会主催により、
幼児から大人まで年齢を越えた交流と、青少年
の健全育成を目的として行われた。幼児は家族
と共に参加し、いろいろな人々と触れ合いなが
ら楽しく遊んだ。

地域のお年寄りからさつまいもの苗植えの仕
方を教えていただいた。収穫したいもを使って
焼き芋会をした。お年寄りを招いて一緒に遊ん
だり、焼き芋を食べたり、また、保護者も参加
して楽しく過ごすことができた。

保護者、未就園児、琴浦東幼稚園児を招き、
焼き芋をして食べたり、なわとびやしっぽ取り、
ドッジボールなどをしたりして触れ合った。

親子で触れ合うゲームやドッチボールを楽し
んだ後、地域の方や保護者を対象に岡山県立盲
学校の竹内昌彦先生の講話を聞いた。

幼児
保護者
職員

103名

全園児
全保護者
歴代園長
歴代PTA会長
旧職員
市教委関係者
地域関係者

210名

生徒・児童
教職員
青少年を育て
る会
警察署
教育委員会
保護者等

150名

園児
保護者

60名

保護者
園児
教職員

幼児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

園児・児童・
生徒と家族
教職員
地域の人

幼児
保護者
地域の人

園児
保護者
未就園児
琴浦東幼稚園児
教職員

約100名

幼児
保護者
地域の方

137名

11月８日

11月２日

11月５日

11月27日

11月５日

10月27日

10月27日

11月20日

11月12日

11月24日

・郵便局もちつき
イベント参加
・ふれあい園外保
育
・感謝訪問
・園庭開放
・親子ふれあいタ
イム
・PTA研修会
・中学生との交流
会

・子育て支援活動
・親子ふれ合い活
動

・家庭教育学級

・教育講演会
・マリンバ演奏会
・親子交通安全教
室

・中学校区のスポ
ーツ大会
・研究発表会への
参加
・保幼小連絡会公
開保育
・園内研修会
・ワイワイ座談会

・「幼児の健康」
についての講話
・親子触れ合い体
操

・親子触れ合い参
観日
・講演会

・スポーツ大会
・親子触れ合い参
観日
・講演会

・焼き芋会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立琴浦西幼
稚園

倉敷市立琴浦北幼
稚園

倉敷市立上の町幼
稚園

倉敷市立下の町幼
稚園

倉敷市立郷内幼稚
園

倉敷市立玉島幼稚
園

倉敷市立上成幼稚
園

倉敷市立乙島幼稚
園

倉敷市立乙島東幼
稚園

倉敷市立柏島幼稚
園

焼芋会

園公開

ふれあいデー

親子で楽しむ製作
活動

中学３年生との交
流会

自由参観日

近隣の保育園との
３園交流会

フリー参観日

人権教育講演会

祖父母とのふれあ
い会

地域の高齢者と芋の苗植えや芋掘り、焼き芋
会などを一緒にし、収穫の喜びが味わえるよう
にした。
焼き芋会では、こま回しや紙飛行機作りなど
をした後、なごやかな雰囲気の中で焼き芋を食
べ触れ合いを楽しんだ。

公開保育　制作活動
音楽リズム
自由遊び
未就園児とのふれあい

音楽鑑賞　小学生の合唱を聴く。
参観する人も増え、地域の幼稚園という理解
を一層深めてもらった。

親子で交通安全に関する紙芝居を見た後、フ
ープ取りやしっぽ取りなどのゲームや集団遊び
を一緒にした。合図や人の動きに対して機敏に
行動することの必要性を知らせるとともに、体
を通して親子のふれあいを楽しんだ。

地域にある少年自然の家に親しみ、親子の触
れ合い活動を通して心豊かな幼児を育てること
を目的として行った。周辺の自然散策を楽しみ、
集めた木の実や木の葉、また、用意していただ
いた自然物などを使って、写真立てやペンダン
ト作りに楽しく取り組んだ。

郷内中学校３年生の園訪問を受け、生徒が作
ったいろいろな遊びに参加したり触れ合ったり
して、大きなお兄さんやお姉さんに親しみを感
じながら、楽しく過ごした。

在園する幼児の家族が、都合のつく日に参観
し、その後、それぞれの日のテーマにより、グ
ループ協議を実施した。保護者や祖父母の参加
があり、子育ての情報交換とともに、教育に対
する考えの世代間の交流もできた。

同じ地域にある２園の保育園との交流会を計
画的に実施している。今回は本園園庭で好きな
遊びを楽しんだあと、運動会ごっこをした。
以前より互いに打ち解けて遊んだり、互いに
名前を覚えるようになり、同じ地域の仲間とし
ての意識が深まった一日だった。

保護者を対象に、保育参観を行い、我が子が
誰とどんなことをして遊んでいるか、成長した
ところはどんなところか等、遊びの記録をとっ
てもらった。
保育参観の後、子育てについての「ゆっくり、
ゆったり」のビデオを視聴したり、園長を囲ん
で、子育てについての悩みを話し合ったりした。

目の不自由な竹本登代寿先生のお話と琴の演
奏を聴いた。他の幼稚園や保育園の友達も招待
し一緒に聴いた後、触れ合って遊んだ。

バスに乗って沙美の海岸へミニ遠足に出かけ
た。わずか15分の所要時間であったが、車中で
は、クイズを出し合ったり歌を歌ったりして楽
しく過ごした。また、浜辺では、祖父母の温かい
見守りの中で貝がらを集めたり、砂遊びをした
り、波とたわむれたりして磯の遊びを楽しんだ。

園児
地域の高齢者
教職員

保護者
地域の人
未就園児

園児
保護者

園児
保護者

40名

幼児
生徒
教職員

199名

園児の保護者
家族

園児
保育園児

園児の保護者
80名

園児
保護者
他園の園児
地域住民

約160名

園児
園児の祖父母

11月20日

11月６日

11月14日

11月15日

11月22日
27日

10月25日
30日

11月１日

11月13日

11月11日
12日
13日

11月19日

10月１日

・同和教育研究会
と公開保育
・未就園児との触
れ合い会
・保幼小連絡会
・芋掘り
・参観日、講演会
・感謝の会

・由加っ子田んぼ
の稲刈り
・親子ふれあいお
茶会
・郷内幼稚園尾原
分園との交流会

・未就園児とのふ
れあい
・みんなで遊ぼう
デー
・親子工作

・芋掘り
・感謝の会

・地区合同文化祭
・幼稚園開放
・近隣幼稚園との
交流

・教育講演会
・玉島西中学校区
人権・同和教育
研究会

・運動会
・未就園児への幼
稚園開放
・５歳児乗り物見
学
・親子でどりいむ
コンサートを楽
しむ会
・３日間のフリー
参観日

・未就園児への園
開放
・地域の方との触
れ合い会

・磯遊び
・さつまいも集会
・玉島北中学校ブ
ラスバンド見学
と他園との交流
会
・保育園との交流会
・未就園児と一緒
に遊ぶ

・なかよし広場
・ふれあい会（い
も掘り）

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立長尾幼稚
園

倉敷市立富田幼稚
園

倉敷市立南浦幼稚
園

倉敷市立穂井田幼
稚園

倉敷市立倉敷東小
学校

倉敷市立倉敷西小
学校

倉敷市立老松小学
校

倉敷市立万寿小学
校

倉敷市立万寿東小
学校

倉敷市立大高小学
校

倉敷市立葦高小学
校

家庭教育学級

おじちゃんたちと
遊ぼうデー

げんきもっりもり
運動会

保育参観と講演会

文化祭

参観日及び教育講
演会

学校１日公開

土曜参観日及び教
育講演会

創立30周年記念事
業

教育講演会

学校公開日

岡山学芸館高校　森　美智子先生による講演
『共に育ちたい―今、家庭に必要なものは―』
から、①生きていく力がある人間、②相手の立
場にたって思いやることのできる人間、③世界
に通用する人間に育てるために家庭で目標をも
った子育ての大切さを学んだ。

おじいちゃん・お父さんと一緒にカレー作り
をし、カレーパーティーをした。
カレーができるまで園庭で、ドッチボールや
サッカー、しっぽ取りなどして触れ合って遊ん
だ。

幼稚園児とその家族・地域住民・職員全員が
何らかのプログラムに参加して、競技やリズム
表現を楽しんだ。地域のお年寄りや未就園児と
の触れ合いを深めることができた。

園全体で、親子で運動したりゲームをしたり
した。その後、体育館で講演会を行った。
講師　八木たかし
演題　「人権＆トークコンサート」
児童から大人まで幅広い人が楽しめ、人権に
ついて考えることができ、大変有意義な会であ
った。

学区を挙げて倉敷東小学校を会場に、地域へ
全面開放して実施した。全校児童による劇、音
楽等の発表、作品の展示を中心に、PTA、各
種社会教育関係諸団体の協力のもと、文化の面
での学校開放の一日とした。

参観日を土曜休業日に実施し、児童の学校で
の様子を家族の人に知って頂くと共に、子供た
ちの頑張っていることを知らせる機会としてい
る。
また、教育講演会を実施し、講師の先生の話
を通して、教育や子育てについて考える機会と
している。

保護者、学校評議員、学校評価員にどの時間
帯でも参観してもらった。

11月２日を参観日とし、授業参観後に教育講
演会を行った。本年度は、美作女子大学助教授
の杉山嘉弘先生を招聘し、子供の心の発達課題
と親や地域の役割についての講話をいただい
た。また、参観日から１週間を参観週間として
保護者に自由に参観してもらい、開かれた学校
づくりの一環とした。

記念式典には多くの方が参加して盛大に催さ
れた。万寿東小祭りは、地域をあげてのお祭り
となった。児童のたる太鼓よさこいソーランの
披露、そして全員での万寿東小音頭など祭りに
ふさわしい盛り上がり方となった。

学校１日公開日の一環として、シンガーソン
グライターの「こんの　ひとみ」さんを招いて
のライブを行った。「小さな声を　うけ止めて
いますか？」と題した歌とお話に、聴衆は、時
のたつのを忘れて聞き入っていた。

学校を開放し保護者や地域の方々に自由に児
童の学習や活動の様子を見ていただいた。午前
中は、音楽発表会と総合的な学習の発表会を行
った。午後には、ふれあい葦高まつりを行い、
３年生以上の全クラスがそれぞれ工夫を凝らし
た23の遊びの店を出店し、保護者や地域の方々
とともに楽しいひとときを過ごした。

保護者
56名

おじいちゃん
お父さん
教職員
園児

83名

園児
保護者
地域住民
未就園児親子
職員

50名

保護者
30名

全校児童
地域住民
保護者
教職員
社会教育関係
諸団体

倉敷西小学校
PTA
学区住民

保護者
学校評議員
学校評価員

600名

地域住民
保護者
教職員

1,000名

児童
保護者
地域住民
教職員等

約800名

保護者
約170名

児童
保護者
教職員
地域住民

10月23日

11月12日

10月25日

11月９日

11月16日

10月26日

11月６日

11月２日
～11月８日

11月10日

11月５日

11月１日

・触れ合い焼き芋
会

・玉島寮との交流会
・未就園児広場
・家庭教育学級
・玉島北中コンサ
ート参加
・PTA同和教育
研修会
・郵便局を訪問

・どりいむ合奏団
コンサート
・焼き芋パーティー
・「親子で楽しむ
絵本」講演会
・かしわもちっこ
人形劇公演
・幼稚園開放

・三世代ふれあい
スポーツ大会
・学区での奉仕活
動

・老松ふれあいフ
ェスタ
・音楽鑑賞会
・横断幕設置

・ふれあいバザー
・子育てについて
の講演会
・給食試食会
・学校保健委員会

・稲刈り、脱こく
・講演会
・給食試食会

・１日学校公開
・大高っ子パラダ
イス

・親子ふれあい参
観、給食試食会
・教育講演会、参
観日
・演劇鑑賞会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

－50－



倉敷市立中洲小学
校

倉敷市立中島小学
校

倉敷市立粒江小学
校

倉敷市立中庄小学
校

倉敷市立帯江小学
校

倉敷市立菅生小学
校

倉敷市立豊洲小学
校

倉敷市立庄小学校

倉敷市立茶屋町小
学校

倉敷市立西阿知小
学校

倉敷市立第一福田
小学校

倉敷市立第二福田
小学校

倉敷市立第三福田
小学校

学校一日開放

学校公開日

一日参観日

授業公開及び学芸
発表会

講演会

学校公開Ⅱ
地域のみんなと
ふれあう会

半日学校公開

学校公開日

PTA家庭教育推進
事業

自由参観日・講演
会

授業参観日

学芸会

一日公開参観日

終日学校を開放し、自由参観とした。授業だ
けでなく、朝の会、休み時間、給食なども公開
し、普段の学校での子どもの様子を理解できる
ようにした。

学校を１日開放して、保護者、地域の方々に
自由に御覧いただいた。午前中は、PTA主催
の友愛セール、午後は、シンガーソングライタ
ー　こんのひとみ氏による講演会を実施した。
また、フリー校長室として校長と保護者や地域
の方々との懇談を行った。

保護者に児童のいろいろな学習や生活の様子
について広く参観していただくことを目的に実
施した。朝の会、休憩時間、給食時間、風の子
班掃除、全校による音楽集会等、一日学校公開
を行った。

６年生は、保護者・地域住民対象の授業公開
を行い、２・４・５年生は体育館で、１・３年
生は教室で、保護者・独居老人を招いて劇や合
唱奏、総合的な学習の時間の成果発表を行った。

学区在住のウルトラマラソンランナー　貝畑
和子さんによる講演を、全児童・職員と保護者
が共に聴講した。

一日中、学校を公開し、授業や教育活動を自
由に参観できるようにした。また、地域の方々
を講師に招き、特技をニコニコ班（縦割り班）
ごとに教えていただいて交流を深めた。

給食、清掃、休憩、及び授業の様子を保護者
や地域の方々に公開した。
また、保護者や地域の方々から提供していた
だいた品々をPTA役員が中心となって友愛セ
ールで販売した。

午前中学校公開をし、午後授業参観を実施し、
その後体育館でPTA主催の友愛セールを行っ
た。多数の保護者、児童、地域住民等が参加し、
バザー等が盛大に行われた。

倉敷市立東陽中学校スクールカウンセラー
二村晃先生による「思春期を迎える子どもたち」
と題する講演会を中学年の保護者を対象に行っ
た。

一日学校公開を実施して、保護者は好きな時
間に来校し、学校生活のさまざまな様子を自由
に参観した。
午後は、中野順夫先生による「子をもつ親の
親らしさ」という演題で講演会を開催した。
また、校長、教頭が対応する「なんでも相談
室」を設け、保護者の質問や相談に応じた。

１日公開で授業参観を行った。親子でフラワ
ーアレンジメントを楽しんだり、学校音楽祭の
曲を紹介したり、親子ドッジボールを楽しんだ
り、１、２年は合同で生活科の授業を行ったりと、
親子でふれあうよい機会となったように思う。

保護者だけでなく、総合的な学習等を通して
交流している保育園や福祉施設の方々をはじ
め、地域の方々にも来て頂き培ってきた交流や
連携を深める取り組みをした。

１日学校を開放し、普段の子どもたちの学校
生活の様子を自由に参観してもらった。保護者
だけでなく学校評議員をはじめ地域の方々にも
声をかけた。

保護者

保護者
地域住民
児童
教職員

1,000名

保護者
児童
教職員

538名

児童
教職員
保護者
地域住民

1,425名

800名

児童
地域住民
保護者
教職員

約920名

保護者
地域住民

500名

児童
保護者
教職員
地域住民

800名

保護者
100名

保護者
地域住民

約600名

約400名

保護者
地域住民
保育園児
福祉施設の方々

900名

保護者
地域住民

400名

11月13日

11月５日

11月６日

10月16日
11月６日

11月５日

11月１日

10月31日

11月１日

11月１日

10月31日

11月５日

11月20日

11月５日

・学校保健委員会
・学校音楽祭演奏
曲発表会
・PTA友愛セール
・クラブ活動参観

・健康相談室
・給食資料展示
・教育相談日

・粒江っ子なかよ
し祭り
・教育相談週間
・教育相談日
・粒江っ子作品展

・ふるさと探検テ
クテクラリー

・学校音楽祭発表
曲を聴く会

・教育相談旬間
・学校長と教職員
の個人面談
・ハッピータイム
・読書週間
・オータムフェス
ティバル
・学区体育祭
・史跡めぐり

・友愛セール

・授業参観
・学級懇談
・なかよし週間

・なんでも相談室
・中学校のオープ
ンスクール参加

・友愛セール

・公開授業
・運動場拡張完成
記念式典

・教育講演会
・学芸会・学習発
表会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立第四福田
小学校

倉敷市立第五福田
小学校

倉敷市立連島西浦
小学校

倉敷市立連島神亀
小学校

倉敷市立連島東小
学校

倉敷市立連島南小
学校

倉敷市立連島北小
学校

倉敷市立霞丘小学
校

倉敷市立水島小学
校

倉敷市立旭丘小学
校

倉敷市立天城小学
校

倉敷市立味野小学
校

倉敷市立赤崎小学
校

学校１日開放日

芸術鑑賞会

参観授業

一日参観日

フリー参観日

オープンスクール
デー

学校公開

学校公開
講演会

学芸会

子どもが進めるIT
講習会

全日公開

給食試食会

教育講演会

学校を終日開放した。そのなかで、AETに
よる英語の全校集会、国際交流をしているNZ
の小学校で児童がホームステイをして学んだこ
との発表、学校音楽祭のリハーサル、水島警察
署の方を講師に５・６年対象の薬物乱用防止の
授業、更にクラブ活動も公開した。

和楽器に身近に触れることにより、日本の伝
統音楽に対する興味・関心を高め、豊かな情操
を養うことを目的に、邦楽集団「彩響」を招き、
和太鼓、三味線、尺八の演奏を鑑賞したり、児
童による実技を行ったりした。

全学級公開授業の実施。「おかやま教育の日」
の趣旨をふまえ、地域住民の参観を呼びかけた。
障害者理解を深めるための体験的な授業を実施
した。また、体育館の友愛セールでは喫茶コー
ナー等でのふれあいを深めた。

学校を一日公開し、授業参観のみならず、給
食・清掃等も参観できるようにするとともに、
演劇鑑賞会や家庭教育シンポジウム・学年懇談
会を開催し、学校公開、家庭・地域との連携に
取り組んだ。

フリー参観日として朝の会からクラブまでを
終日開放した。受付を設けて自由に参観してい
ただいた。

当日を学校開放日として保護者や学校評議員
などに公開した。全クラスの授業・給食・清掃
や５年生の合唱発表、４・５・６年生のクラブ
活動などを自由に参観してもらった。

一日中、授業、給食、清掃時間等を公開した。
当日、PTAによる友愛セールを体育館で実施。
市内音楽会に向けての練習も公開した。今年度
はじめて学校評議員の方々にも児童の学習等を
参観していただいた。

９時から15時30分までを自由参観とした。
13時50分から４年生５年生全員による音楽発
表会をした。
また、14時５分から教育講演会を開催した。
学校評議員の方も多数参加され、昼食時には、
給食を試食しながら懇談することができた。

学区内に児童が作成したポスターを掲示し、
学芸会を開催した。

６年生が中心となり、保護者及び地域住民を
対象にIT講習会を行った。１台のコンピュー
タに対して、２名の児童が担当するので指導効
率があがった。講師が子どもなので、保護者や
地域住民と子どもたちの触れ合いや会話が促進
された。

音楽朝礼で５年生の音楽祭発表曲を披露する
とともに、全日全ての学級で授業を公開した。
１年２年は親子ふれあいスポーツを体育館で楽
しんだ。

学校給食についての理解を深めることを目的
とし、保護者・学区民を対象として給食試食会
を計２回実施した。「ごはん」と「パン」、各回
それぞれの献立を予め知らせ、希望する献立の
試食ができるようにしたことで、好評を得た。

子育て、教育なんでも相談ネットワーク代表
世話人　難波一夫氏を招いて「心に包帯をまい
て」―見えていますか子どもの心が―と題し講
演会を開催した。

児童
保護者
教職員
地域住民
学校評議員

児童
保護者
教職員

全学年児童
保護者
地域住民

児童
教職員
保護者
地域住民

582名

保護者
約400名

保護者
学校評議員
民生委員

約100名

保護者
地区住民

150名

学区民
学校評議員

児童
保護者

370余名

学区住民
保護者など

10名

保護者
地域の方

保護者
地域住民

27名

保護者
教員

100名

11月１日

11月１日

10月31日

11月12日

10月31日

11月５日

10月31日

11月５日

11月16日

11月６日

11月５日

11月１日
７日

11月８日

・野外映画会
・学芸会
・餅つき大会

・学芸会

・演劇鑑賞会
・家庭教育シンポ
ジウム
・学年懇談会
・給食試食会
・学芸会
・学校評議員会

・学区一斉クリー
ン作戦
・連東小フェスタ

・芸術鑑賞会

・教育相談週間

・自由参観日

・子どもが主役の
音楽祭
・子どもまつり
・自由参観日
・人権教育講演会
・学校保健委員会

・読書週間
・ジョイントコン
サート
・教育相談
・なかよし給食
・学校評議員会
・学校評価票実施
・史跡めぐりウォ
ークラリー

・学校公開
・学校保健委員会
・参観日
・観劇会

・教育相談週間の
実施

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立下津井東
小学校

倉敷市立下津井西
小学校

倉敷市立本荘小学
校

倉敷市立児島小学
校

倉敷市立緑丘小学
校

倉敷市立琴浦東小
学校

倉敷市立琴浦西小
学校

倉敷市立琴浦南小
学校

倉敷市立琴浦北小
学校

倉敷市立郷内小学
校
倉敷市立郷内小学
校尾原分校

「しもついっ子」
発表会

「しもついっ子」
発表会

学校公開日

地域稲刈り体験

１日参観日

かがやきフェステ
ィバル

由加山ふれあいハ
イキング

学校公開

学校公開

自由参観日

下津井地区の園児・児童・生徒の作文・習
字・図画の作品を掲載した文集『しもついっ子』
の発刊及び朗読会を下津井西小学校を会場にし
て実施した。作品は体育館に掲示して地域住民
等に公開した。

下津井地区の園児・児童・生徒の作文・習
字・図画の作品を掲載した文集『しもついっ子』
の発刊及び朗読会を下津井西小学校を会場にし
て実施した。作品は体育館に掲示して地域住民
等に公開した。

学校評議員さんに１年から６年の授業を参観
していただいた。５年生は、学校音楽祭の練習
の様子を公開し、感想や励ましの言葉をいただ
いた。
給食の試食もしていただき、学校の給食指導
や食に関する指導について意見をいただいた。
その他、地域での子どもの様子等、情報交換
を行った。

昔懐かしい手作業による稲刈り体験を行い、
地域のお年寄りの手際よい作業に見とれたり感
心したりして交流を深めることが出来た。天候
にも恵まれて、大変な作業であったが、米の収
穫の大変さを実感するとともに充実感を味わっ
た。

朝の会から６校時のクラブ活動までの自由参
観日。

第１部では、今年度の総合的な学習の時間や
生活科の時間の学習内容を発表し合い、各学年
相互の交流を深めた。
第２部では、テノール歌手　天野　亨さんに
よるコンサートを地域の方々といっしょに鑑賞
し、障害者に対する理解を深めることができた。

琴浦地区の小中学生、保護者等みんなで由加
山にハイキングをした。５か所の集合場所から
出発し、みんながそろったところで、太鼓やブ
ラスバンドの演奏を聴いたり、お弁当を食べた
りした。ゲームコーナーや遊びのコーナー、歴
史散歩などで楽しんだ後、みんなで後片づけを
して閉会となった。

保護者、地域住民に案内を出し、一日中、自
由に授業や児童の校内活動を参観していただい
た。３校時目に１・３・５年生を対象に親子健
康体操を取り組んだ。

公開授業
合唱発表（児童全員）
第２回学校評議員会
ふれあい給食
参観する人も増え、地域の学校という理解を
一層深めてもらった。子ども達も張り切って活
動をし、参加者にも好評であった。

参観授業４校時と５校時、休憩時間、給食時
間、清掃時間を自由に参観していただくように
した。
また、13時15分から14時５分まで、倉敷市児島
保健福祉センターの保健師　渡邉文美さんによ
り、演題「あなたの骨、子どもの骨の未来は、大
丈夫ですか。」で、PTA教育講演会も実施した。

児童生徒
教職員
青少年を育て
る会
警察署
教育委員会
保護者等

150名

児童生徒
教職員
青少年を育て
る会
警察署
教育委員会
保護者等

150名

学校評議員
教職員

児童
保護者
地域住民

230名

保護者
児童
教職員
学校評議員

児童
保護者
教職員
地域住民

1,000名

児童
保護者
地域住民
教職員

保護者
地域住民

280名

保護者
地域の人
学校評議員

保護者
約300名

11月５日

11月５日

11月６日

11月６日

11月１日

11月26日

11月３日

11月１日

11月６日

11月１日

・家庭教育学級

・教育交流会
・個人懇談会
・観劇会
・親子ふれあい活
動

・PTA総会
・交通安全教室
・学校評議員会

・個人懇談
・ふれあいハイキ
ング

・教育相談週間
・観劇会
・学芸会

・琴浦地区由加山
ふれあいハイキ
ング

・由加っ子田んぼ
の稲刈り
・親子ふれあいお
茶会
・由加山ふれあい
ハイキング
・郷内小学校尾原
分校との交流会

・校内研究会
・郷内学区合同文
化祭
・学芸会
・交流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立玉島小学
校

倉敷市立上成小学
校

倉敷市立乙島小学
校

倉敷市立乙島東小
学校

倉敷市立柏島小学
校

倉敷市立玉島南小
学校

倉敷市立長尾小学
校

倉敷市立富田小学
校

倉敷市立沙美小学
校

倉敷市立南浦小学
校

倉敷市立穂井田小
学校

家族参観日

学校公開日

わくわく交流会

学校開放デー

講演会

オープンスクール

演劇鑑賞会

学校開放

オープンスクール

学校開放

公開授業と講演会

「授業参観」と「ふれあい授業」をした。日
ごろ学校に来る機会が少ない家族の人とも、児
童と楽しく過ごしていただけるゲームなどをし
た。

１日学校を開放して、保護者及び地域の方々
に自由に参観してもらう。４校時は学校音楽祭
に出場する４年生の合奏を体育館で聴く会を持
ち、５校時はクラブ活動。同日「保護者何でも
相談」を設定し担任以外の教職員と話す機会も
作った。

１年生の生活科「みんなみんな　だいすきだ
よ」の学習に保護者、地域の人が参加できるよ
うにした。子どもたちと一緒に昔からある、お
手玉、あやとり、こま回し、はねつきなどの遊
びを楽しんだり、遊び方を教えてもらったりす
ることにより、ふれあいを深めた。130名もの
参加があり、楽しいひとときをすごした。

土曜日に、８：20～11：40まで保護者、祖父
母、地域住民の方々に、都合のつく自由な時間
に来校をいただき授業の様子を参観していただ
いた。

保護者を対象に、「子育て」についての講演
会を開いた。複雑化する現代社会の中で、地域
どうしのつながりがますます薄くなっている保
護者や地域住民を対象に、家庭、学校、地域が
どのように連携しながら子育てをしていけば良
いのかを中心に、講演をしていただいた。

８時40分から13時50分までを開放して、普通
授業、児童会主催の縦割り班でのスタンプラリ
ー、作陽大学の学生による演奏会、行間休み、
給食時間、清掃時間の様子を公開し、それぞれ
が参観したい時間に来てもらうようにした。

すばらしい演劇を鑑賞することにより、望ま
しい鑑賞態度を身につけるとともに、感動する
豊かな心を育てたいと考え、計画した。

全学級を公開しての授業参観の後、体育館で
本校の合唱団がすばらしい歌声を披露した。合
唱団の発表に続いて「ふれあいトーク＆コンサ
ート」では、津軽三味線奏者の久保比呂誌氏に
よる素敵な演奏と話を聴いた。

地域住民・保護者を対象に自由参観とした。
全学年の英語活動、４年生以上による音楽発表
会、家庭教育支援講演会、保護者懇談会などを
開催し、終日地域住民や保護者が来校した。

地域住民・保護者の方々に学校を参観してい
ただき、学校と地域との交流を推進させる。環
境教育の一環として森林教室、心の教育の充実
を図るために一鉢栽培・菊見給食などに取り組
んだ。１日校長室を開放し、地域の方との自由
懇談に取り組んだ。

各学級で授業参観を行った後、体育館で５年
生が和太鼓演奏を披露した。その後、講師に八
木たかしさんを迎え、演題「人権＆トークコン
サート」で講演会を行った。小学１年生から大
人まで幅広い人が楽しめ、人権について考える
ことができ、大変有意義な会であった。

保護者
全校児童
学区住民

約750名

保護者
地域住民

160名

保護者
地域住民

児童
教職員
保護者
祖父母
学校評議員
ボランティア
ティーチャー
地域住民

400名

保護者
地域住民

約100名

保護者やその
家族
学校評議員
児童
教職員

888名

児童
地域の方

485名

保護者
地域住民

400名

児童
保護者
教職員
地域住民
150名程度

児童
教職員
保護者
地域住民

児童
保護者
教職員
地域住民

約250名

11月10日

11月６日

10月31日

11月２日

11月６日

11月８日

11月７日

11月６日

11月６日

11月１日
５日
６日

11月９日

・高齢者福祉施設
訪問
・岡山県書写教育
研究大会
・消防車写生会
・歌の広場
・感謝の日
・幼稚園との交流
学習

・教育講演会
・音楽鑑賞会
・文化祭、ふれあ
いまつり

・音楽鑑賞会
・人権教育講演会

・児童会のあいさ
つ運動
・音楽鑑賞会
・校内読書週間
・さつまいも集会
・校内歯みがき週間
・学芸会
・交通安全教室
・校外学習

・学校公開
・いもほり

・家庭教育講演会

・地域の人々とふ
れあう会
・自主公開授業
・ゲートボール交
流会
・いもほり交流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立東中学校

倉敷市立西中学校

倉敷市立南中学校

倉敷市立北中学校

倉敷市立多津美中
学校

倉敷市立新田中学
校

倉敷市立東陽中学
校

倉敷市立庄中学校

倉敷市立倉敷第一
中学校

倉敷市立福田中学
校

倉敷市立福田南中
学校

倉敷市立水島中学
校

倉敷市立連島中学
校

倉敷市立連島南中
学校

学校開放
授業公開

芸術鑑賞会

高校生活体験

松本和将ピアノリ
サイタル IN 北中

ボランティア研修
会

学校公開

教育講演会

学校公開週間

オープンスクール
デー

学校開放・公開授
業

教育講演会

授業参観

教育講演会

ふれあい体験学習

保護者や地域住民に学校内を全て公開し、
様々な教育活動や施設を見てもらった。

くらしき作陽大学ピアノ特任教授　バレリ
ー・ゲラシモフ氏をお迎えし、モーツアルトや
ショパンのピアノソナタを２曲演奏してもらっ
た。

生徒（３年生）各自が高等学校を訪問し、授
業参観や授業体験をした。

毎年実施している芸術鑑賞を、本年度は本校
の卒業生で若手の世界的なピアニスト　松本和
将君を招いて、母校でのピアノリサイタルを行
った。保護者や地域の関係者にも案内し、約
200名が参加した。生徒との連弾や後輩に贈る
メッセージ等があり、最後に彼の伴奏で校歌の
大合唱をし、大変有意義な会になった。

明誠学院高等学校の生徒を招いて、ボランテ
ィア活動についての講話をいただいた。ベトナ
ム研修視察での様子、牛窓海岸や岡山駅西口の
清掃活動などの紹介があり、本校の生徒たちに
とってよい刺激となった。運営は生徒会が行っ
た。

教育週間中の４日間、生徒たちの学校生活の
ようすを保護者、学校評議員に公開した。参観
後に感想や意見を聞き、今後の学校運営の参考
にすることとした。

倉敷在住の藤田和典氏（プロボクサー）、藤
田典子氏（大学生、空手家）他２名を講師に迎
え、練習風景のビデオ上映、空手・バット折り
等の実演を見て、講師の講演を聴いた。

校内のいろいろな場面で生徒の生活状態を見
ていただき、感想や意見をいただいた。

学校開放し、授業、給食、清掃、部活動など
を自由に参観してもらった。

一週間を学校開放週間として、終日自由に校
内生活を見てもらう。また、希望があれば教員
と面談できるようにした。特に、１日は２年生
で、PTA人権教育研修会をもち、授業後、保
護者と共に研修会をもった。

倉敷青少年育成センター専任補導員　小野節
子先生の講演を、保護者・教職員で拝聴した。

時間を指定し、自由に授業や部活動の様子を
参観してもらった。

連島中学校後援会が中心となり、前倉敷市教
育長　山田錦造氏による教育講演会を開催し
た。演題は「夢のある限り、学校と地域の絆を
求めて」で、学校・地域の連携について話して
いただき、また同時に授業参観、友愛セールも
実施した。

主に地域内に住む110人の方を講師として、
「講話的なもの」「製作・手芸的なもの」「技
能・芸能的なもの」等、39の講座を開設して行
った。

保護者
地域住民

150名

生徒
保護者

1,030名

生徒
約339名

全校生徒
教職員
保護者
地域の方々

約900名

全校生徒
教職員
保護者

530名

保護者
学校評議員

生徒
PTA
地域民

800名

保護者
教員

25名

小学生
保護者
地域住民
学校評議員

保護者 56名
幼・小の教員

５名
生徒全員

保護者
教職員

100名

150名

教職員
保護者

200名

地域住民
PTA役員
全校生徒
教職員

延800名

11月１日
～11月７日

11月７日

11月１日

11月６日

11月７日

11月５日
～11月９日

11月17日

11月１日
～11月８日

11月１日

11月１日
～11月７日

11月９日

11月７日

11月16日

11月９日

・授業参観・教育
講演会

・学校公開
・小学生とその保
護者の部活動参
観
・学校評議員会
・土曜参観日

・自由参観日
・PR活動
・読書週間
・教育相談
・日曜参観日
・学校評議員会

・学校公開
・参観日
・人権教育講演会

・自由参観日

・横断幕設置
・グリーンスポーツ
フェスティバル
・教育講演会

・邦楽コンサート
・授業参観
・学級懇談
・友愛セール
・空き缶拾い

・校門に看板を設置
・本館２階図書室
にスローガンを
貼る

・ピアノ演奏会
・人権講演会

・学校開放
・授業参観日

・学校開放
・校長室開放
・友愛セール

・クリーン作戦
・授業参観
・校門に立て看板

・学校開放週間

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立味野中学
校

倉敷市立下津井中
学校

倉敷市立児島中学
校

倉敷市立琴浦中学
校

倉敷市立郷内中学
校

倉敷市立玉島東中
学校

倉敷市立玉島西中
学校

倉敷市立玉島北中
学校

倉敷市立黒崎中学
校

倉敷市立児島第一
高等学校（定時制）

倉敷市立児島第一
高等学校（全日制）

倉敷市立精思高等
学校

学校公開授業

「しもついっ子」
発表会

学校公開

学校公開

講演会

オープンスクール
デー

オープンスクール
学校保健集会

ふれあい体験講座

ふれあい体験学習

コンサート

児島中学校区
青少年を育てる会
第17回スポーツ大
会

文化祭

終日、学校を地域に開放し、学校や教育につ
いて理解を深めた。午後は参観授業と学級・学
年懇談会をもった。参観日のためほとんどが保
護者でしたが、控室を用意していたので地域の
方も気軽に足を運んでもらった。

下津井地区の園児・児童・生徒の作文・習
字・図画の作品を掲載した文集「しもついっ子」
の発刊及び朗読会を下津井西小学校を会場にし
て実施した。作品は体育館に掲示して地域住民
の皆さんに公開した。

普段の学校生活の様子を見てもらうために、
本校保護者、関係小学校６年生保護者、青少年
を育てる会会員に案内文を出した。４日間で64
名の保護者、青少年を育てる会・地域の方が来
校した。

「開かれた学校」を目指し、３日間いつでも、
どこでも、誰にでも見てもらえるように開放し
た。あわせて、学校給食の試食会を実施した。

倉敷市青少年育成センター専任補導員　小野
節子氏による「青少年の心」と題した講演会を
開催し、子どもたちの状況や親として教師とし
ての大人のあり方について研修した。

「開かれた学校づくり」の一環として４日間
は１時間目から６時間目までのすべての授業を
自由参観として取り組んだ。また、放課後の部
活動も自由に見学してもらった。

「エイズを正しく知ろう」をテーマに学校保
健集会を行い、川崎医科大学の二木芳人先生に
講演をしていただいた。生徒からのアンケート
結果も発表し、エイズについて理解を深めた。

ふれあい体験講座は「地域の方との交流を深
めることで温かい心や感謝の気持ちを身につけ
る」というねらいのもとに約300名の生徒・保
護者・教職員が地域の方を講師に招き15講座
（ゲートボール、手打ちそば、大正琴、陶芸な
ど）で共に活動した。

学区内に居住しておられて様々な分野で活躍
されている方をゲストティーチャーとしてお招
きし、全校生徒がそれぞれ希望する講座に分か
れて学習した。

くらしき作陽大学・相愛大学音楽部非常勤講
師　和田晶先生のピアノのソロ演奏と倉敷中央
高等学校非常勤講師　島中洋行先生のサキソフ
ォンの演奏、サキソフォン・ピアノの重奏、ク
ラシック・ポップスなどのハイレベルな演奏を
聴き情操豊かな心を養った。

一般競技、自由参加演技、園児向き演技など
の大会運営や会場準備のボランティアとして、
生徒・教職員が参加した。
今年は、特にダンス部を中心としたメンバー
が、小学生の「緑太鼓」に続いて「とこはい下
津井節」の踊りを披露した。

３日間にわたり、展示・ステージ発表・模擬
店・出し物を行った。初日には倉敷アカデミー
アンサンブル（弦楽五重奏）を招き、音楽鑑賞
をした。また、展示では「総合的な学習」の作
品の一部を発表した。

275名

園児
児童
生徒
教職員
青少年を育て
る会
児島警察署
教育委員会
保護者等
地域住民

150名

本校保護者
関係小学校６
年生保護者
青少年を育て
る会会員
地域の方

64名

保護者
外部の人

100名

保護者
教職員

100名

全校生徒
保護者
教職員
地域住民

約600名

生徒
保護者
教職員

570名

生徒
保護者
教職員
地域住民

全校生徒
教職員
保護者
地域住民

生徒
保護者
地域住民
教職員

教職員
生徒

24名

生徒
保護者
教職員
地域住民

250名

10月17日

11月５日

11月１日
～11月７日

10月29日
31日

11月１日

12月２日

11月５日
～11月８日

11月７日

11月６日

11月２日

11月16日

10月27日

11月７日
～11月９日

・「カンボジアの
村を支援する
会」講演会

・学校給食試食会
・正門前に立看板
設置

・学校評議員会

・横断幕、看板
・学年だより
・クリーン作戦
・部活動懇談

・公開授業
・芸術鑑賞会

・講演会
・チャレンジワー
ク14
・映画鑑賞
・授業参観と展示
即売会
・給食試食会
・垂れ幕設置

・映画鑑賞

・芸術鑑賞

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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倉敷市立工業高等
学校

倉敷市立児島高等
学校

倉敷市立玉島高等
学校

倉敷市立倉敷養護
学校

笠岡市教育委員会

笠岡市立笠岡小学
校

笠岡市立中央小学
校

笠岡市立今井小学
校

笠岡市立金浦小学
校

笠岡市立城見小学
校

笠岡市立陶山小学
校

笠岡市立大井小学
校

笠岡市立吉田小学
校

笠岡市立新山小学
校

笠岡市立神内小学
校

保護者会
開校記念式

芸術鑑賞会

文化祭

くらようふれあい
デー

教育施設の無料開
放

―笠岡小学校
いきいきオープン
スクール―

参観日

いきいきオープン
スクール

金浦小
「オープンスクー
ル」

いきいきオープン
スクール

演劇鑑賞

オープンスクール

オープンスクール

オープンスクール

「伊藤運」記念ス
ピーチ大会

・保護者と担任の懇談
・授業参観
・開校記念式

シンガーソングライターである岡山県出身の
八木たかしさんを招き、「人権トーク＆コンサ
ート」を実施。
フォークソングをとおして、人権を考える良
い機会となった。生徒の反響も予想外に大きく、
おかやま教育の日における事業として有意義で
あった。

本年度より学園祭を「いちたま祭」と名づけ、
「輝け！美しく　自分らしく」というテーマを
掲げ、展示・舞台・バザーの３部門に分かれて
発表した。また、くらしき作陽大学の学生によ
る、「金管五重奏」を鑑賞した。

「玉島かしわもちっ子」による人形劇「泣い
た赤鬼」の講演を見たり、新田公民館講座生に
よる「３Ｂ体操」を一緒にしたりして楽しい交
流活動に取り組んだ。その後、授業参観、施設
見学を通し倉敷養護学校の教育への理解を深め
た。

市内の小・中学生を対象にして、笠岡市立竹
喬美術館、カブトガニ博物館、郷土館の入場料
を無料にして開放した。（カブトガニ博物館に
ついては市外の小・中学生も対象）

家庭・地域の人に、本校の教育をより身近に
感じてもらえるよう学校を１週間にわたって開
放し、授業を中心として、すべての教育活動を
公開した。

地域の方々や保護者の協力を得ながら運動場
で廃品回収を行った。その後、学校開放として、
各教室等の参観を自由にしていただいた。最後
に学級ごとに担任をまじえて人権教育について
の研修を深めた。

学校の授業等を保護者や地域住民に開放し
た。また、アンケート等で意見を聞き、今後の
教育改善に生かせるようにした。

「おかやま教育の日」のある週の１週間に
「金浦小オープンスクール」を開いた。
翌週には「学芸会を予定していたので、平素
の授業や暮らしぶりを公開した。

１週間にわたって地域の方々に学校開放し
た。

劇団「風の子」による演劇『まもるのとなり』
を小学校児童・幼稚園児・保護者・教職員・地
域住民と共に鑑賞したり、交流したりした。

校内自由参観、授業参観、人権講演会を開催
した。

新しい教育の取組である「総合的な学習の時
間」、個に応じた学習指導のあり方としての「算
数科における支援」、ALTと担任による「国際
理解」等を中心とした授業の様子を公開し、保
護者や地域の人々に理解を求める場とした。

24日（日）を家族参観日として、各学年親子
で活動したり、ゲストティーチャーを招待した
りした。

本校の図書充実のために昭和40年より約１万
６百冊もの図書を寄贈し続けてくださった伊藤
運氏の功績を讃え、読書に親しむ心を育てると
いう主旨で、代表児童がみんなの前で感想文や
詩などを発表した。

保護者
生徒

172名

全校生徒
保護者
地域住民
教職員

生徒
教職員
保護者
卒業生

児童生徒
教職員
地域住民
新田公民館講
座生

250名

小中学生
389名

保護者
一般
地域住民

217名

保護者
地域の人

584名

保護者
地域住民

保護者
地域住民

123名

21名

児童生徒
幼稚園児
保護者
教職員
地域住民

200名

保護者
地域住民

地区民
保護者

約50名

保護者
地域住民

150名

保護者
児童
教職員
地域住民

約137名

11月１日

11月６日

11月８日

11月６日

11月２日
～11月４日

10月28日
～11月１日

10月31日

10月28日
～11月１日

10月28日
～11月１日

10月28日
～11月１日

11月８日

10月28日
～11月１日

10月30日
～11月１日

11月21日
22日
24日

11月８日

・市工祭（文化の
部）

・人権問題講演会

・いきいきオープ
ンスクール

・音楽鑑賞会

・高齢者ふれあい
集会
・PTA参観日人
権講演会

・学芸会
・公開授業

・クリーン作戦

・読書集会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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笠岡市立大島小学
校

笠岡市立大島東小
学校

笠岡市立神島外小
学校

笠岡市立飛島小学
校

笠岡市立白石小学
校

笠岡市立北木小学
校

笠岡市立真鍋小学
校

笠岡市立広島小学
校

笠岡市立北川小学
校

笠岡市立笠岡東中
学校

笠岡市立笠岡西中
学校

笠岡市立金浦中学
校

笠岡市立新吉中学
校

笠岡市立大島中学
校

笠岡市立神島外中
学校

笠岡市立飛島中学
校

自由参観日
（オープンスクー
ル）

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

学芸会

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

オープンスクール
・教育講演会

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

音楽発表会

保護者や地域の方を対象に、朝の会から帰り
の会まで終日、自由に参観をした。

生活科、総合的な学習の時間を基盤とし、児
童会を中心に計画・実施した。地域の人と一緒
に、こま回しやグランドゴルフ、竹馬などで遊
ぶ活動を通して、地域の人とふれあい、日ごろ
の感謝の気持ちを表した。

午前９時から午後３時まで授業、給食、清掃、
休憩など全ての学校生活を保護者や地域住民に
公開した。

幼・小・中合同で学芸会を行っている。児童
数が少なく演技種目も少ないため保護者や教師
も参加して盛り上げている。
地域の高齢者の方も積極的に観劇に来られて
いる。少人数であるため、一人一人の子どもの
演技時間が長く、みんなに観てもらって大きな
拍手をもらった。

「白石踊クラブ」により、11月の白石踊発表
会の練習の様子を公開した。踊会や保護者の指
導を受けたり、一緒に踊ったりした。学校の活
動を知ってもらい、また、児童の伝統文化継承
への意欲付けを図るのがねらいである。

学校開放の趣旨のもと、多くの方々に学校教
育を見学、又は、学校教育に参加していただく
ことにより交流を深めた。この事業の一環とし
て、親子漫画教室や老人クラブとの交流学習を
行った。

・井原市の教育委員　佐藤勝也氏による講演
会を開催した。
テーマは「心豊かな子どもの育ちを期待して

（親としてのやくわり）」で、具体的な事例を取
り上げながらの講演だった。

読書週間にちなみ「わくわく読書タイム」を
開き、保護者や地域の方々を招いていっしょに
朗読やかみしばい、読書クイズを楽しんだ。後
授業参観および校内自由参観実施。

１日を通して校内で自由に参観してもらっ
た。

保護者や地域の方々に学校を開放し、教育活
動を参観していただいた。

授業・部活動等を含む時間内のすべての教育
活動について公開した。学区内の多くの民生児
童委員が参加をして下さった。

公開期間中、全授業、部活動を開放

・保護者をはじめ、地域の皆様方に学校を開放
し、子どもたちの学習活動をみていただいた。
・職場訪問発表会（１年生）
・スクールカウンセラーを講師に教育講演会

11月８日（金）に、文化祭を開催し、多数の
保護者や地域の方たちが来校し、生徒の舞台発
表や展示を見学した。

地域の保護者の方に学校を開放して、生徒の
学校生活を見ていただいた。

笠岡市連合PTA音楽祭に飛島中学校の音楽
を中心に取り組んでいる成果を発表した。

保護者
一般

81名

児童
教職員
地域住民

76名

保護者
地域住民

50名

地域住民
保護者

約50名

児童
教職員
保護者
白石踊会
地域住民

保護者
地域住民等

36名

保護者
教職員

16名

保護者
地域住民

15名

保護者
地域住民

57名

一般市民
保護者

59名

保護者
一般

99名

保護者
一般

26名

保護者
地域住民

保護者
地域住民

55名

生徒
保護者

10名

10月31日
11月１日

10月31日

10月28日
～11月１日

11月９日

10月30日

10月28日
～11月１日

10月29日

11月７日

10月28日
～10月31日

10月17日
18日

11月１日
～11月８日

10月29日
10月31日
11月１日

11月６日
～11月８日

11月５日
～11月８日

11月12日
～11月14日

11月15日

・参観日
・学校評議員会

・にこにこ交流会

・いきいきオープ
ンスクール

・公開授業
・ハローエイミー
・校長と語る会

・オープンスクー
ル学校開放
・参観日

・PTA親子教育
講演会
・２年生PTA人
権教育研修会
・PTA親子グラン
ドゴルフ大会・
ペタンク教室

・子育て支援講演会
・文化祭

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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笠岡市立白石中学
校

笠岡市立北木中学
校

笠岡市立真鍋中学
校

笠岡市矢掛町中学
校組合立小北中学
校

井原市教育委員会

田中美術館

井原市立高屋幼稚
園

井原市立大江幼稚
園

井原市立稲倉幼稚
園

井原市立県主幼稚
園

井原市立木之子幼
稚園

井原市立荏原幼稚
園

井原市立西江原幼
稚園

井原市立野上幼稚
園

井原市立青野幼稚
園

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

いきいきオープン
スクール

教育講演会

おかやま教育の日
無料開放日

ふれあい運動会

グループ参観日と
教育相談

さつま芋収穫祭

教育講演会

バス旅行

ふれあい参観日

さつま芋収穫祭

親子クリーン作戦

ふれあい参観日

地域の人に学校を開放し、生徒の様子を見て
もらう。また活動にも参加してもらった。

親子でインディアカに挑戦し、親子のふれあ
いを深める活動に取り組んだ。また、社会福祉
法人南野育成園園長　叶原土筆氏による講演会
を開催し、思春期の子どもをもつ親のあり方に
ついて研修をした。

地域の方や保護者の方に授業風景などを参観
していただいた。

学校生活全般を見ていただけるように開放。
10日（木）は文化祭で、一人暮らし老人の方には
別に招待状を届けた。舞台発表や教室展示、
PTAの作品展示を見ていただいた。生徒のボラ
ンティアによるお茶の接待も取り入れた。

「『心の教育』の充実と『確かな学力』の向上」
という演題で、ノートルダム清心女子大学助教
授の山本博和先生による講演会を行った。確か
な学力は心と結びついたものであることを先生
の長年の実践を元に具体的に話していただき、
大きな示唆をいただいた。

来館者全員入場料無料にした。

祖父母や未就園児、地域の人達にも参加して
もらって、一緒に玉入れや綱引き、競技、踊り
「ヤトサ」などをして楽しんだ。また、園児に
よる鼓笛を運動会で披露した。

保育を参観してもらい、園での幼児の姿を知
らせたり、悩みを一緒に考えたりし、懇談した。

親や祖父母と一緒にふれあい運動会をすると
共に、園児たちが収穫したさつま芋を役員の方
がふかし芋にしてくださり、参加者全員で会食
した。

午前中、参観日をし、学級懇談で子育てについ
て話し合いをした。午後は、岡山大学教育学部教
授　山口茂嘉氏による講演を聞いてもらった。

木之子地区をバスで回り、友達がどんな所か
ら来ているかを知り、友達により親しみがもて
るようにした。職員が順次園児を確認しながら
乗せ、公園に出発。園にない遊具で伸び伸びと
遊ばせた。

・公開保育には、学芸会の練習も遊戯室で行っ
た。
・年長児は秋をクレパスと貼り絵で表し、年少
児は友だちを色付けした紙粘土で表し、体育
館に展示しがんばりをみてもらった。

祖父母の方と６月に植えたさつま芋を、11月
に掘って収穫祭を行った。担当役員の方が芋を
ふかしたり、劇や合奏をしてくださったりして、
祖父母の方や保護者の方と共に祝った。

PTAと共催で学区内の幹線道路の空き缶、
ごみ拾いを親子でボランティア体験として行っ
た。

幼稚園児と教職員が、園児の祖父母や父母・
弟妹たちと一緒に焼き芋パーティーをしたり、
集団遊びや運動遊びを楽しみ、家族・地域と一
体となった教育に取り組んだ。

保護者
地域の人

15名

保護者
教職員
地域住民

30名

地域の方
保護者

14名

保護者
地域の方

125名

教職員
保護者

約230名

161名

幼稚園児
保護者
未就園児と保
護者
祖父母
教職員
地域の人

保護者
29名

幼児
教職員
保護者

147名

保護者
教職員

120名

幼稚園児
職員

46名

全園児
教職員
保護者
地域住民

園児
祖父母
保護者

162名

PTA会員
園児
教職員

14名

幼稚園児
保護者
祖父母
弟妹
教職員

70名

10月28日
～11月１日

６月16日

10月28日
～11月１日

11月９日
10日

11月12日

11月１日

10月19日

11月６日
７日

10月31日

10月31日

10月２日

11月10日

10月28日

10月28日

11月４日

・球技大会
・他島中学校との
交流学習

・ふれあい給食
・教育講演会
・音楽鑑賞会

・スクールコンサ
ート
・公共ホール音楽
活性化事業
・井原市民体育館
・井原市文化祭
・「まるごと・井
原体験塾」

・芋掘り、芋パー
ティー
・遠足
・美術館見学
・祖父母参観日
・玩具作り

・学芸会

・親子バス旅行
・ビデオ視聴と話
し合い

・ふれあい祭り作
品展示

・学芸会
・フリー参観日

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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井原市立井原幼稚
園

井原市立出部幼稚
園

井原市立高屋小学
校

井原市立大江小学
校

井原市立稲倉小学
校

井原市立県主小学
校

井原市立木之子小
学校

井原市立荏原小学
校

井原市立西江原小
学校

井原市立野上小学
校

井原市立青野小学
校

井原市立井原小学
校

楽しい運動会

親子遠足

学芸会

講演会

教育研究発表会

教育講演会

フリー参観日

ふれあい参観日

建学130周年を祝
う会

親子クリーン作戦

ふれあい参観日

「ふれあい活動」

参観日を兼ねて、井原町内在住独居老人や未
就園児を招待して運動会を開催した。公民館、
地区社会福祉協議会の役員の協力を得て、地域
住民とのふれあいや交流を深めた。

片道３㎞を親子で遠足し、身近な秋の自然に
触れて遊び、親子で共通体験をした。

学校行事である「学芸会」を日曜日に設定し、
地域の方や老人会、授産施設「こだま園」の利
用者等を招待した。

明星寺の住職であり大江地区社会福祉協議会
長の在間弘文氏の講演会をもった。ご自分の修
行された時代のことを中心に、そこから人の心
を思い遣ることや努力する大切さをユーモアを
交じえ、話された。

研究発表会を利用して、保護者や地域住民に
対して、公開授業を実施した。
保護者や地域の方に「おまつりの出店コーナ
ー」のお客さんとして活動していただいたり、
授業協力者になっていただいたりして取り組ん
だ。

岡山大学教育学部教授　山口茂嘉氏を迎え
「子どもの幸せと親の役割」と題して教育講演
会を行った。日頃の子育てを振り返るよい機会
になったという感想があった。

要請訪問の日に教職員の授業研究を授業参観
の形で一般に開放して、生活科での日頃の児童
が地域にかかわって学ぶ活動をアピールし、学
校づくりの一環としている。

・公開授業にはいつもの教科だけでなく、学芸
会の練習を取り入れた学年もある。
・書写・短歌・図画・工作の作品を体育館に展
示し、がんばりをみてもらった。

保護者や学区全住民に公開した。児童会がテ
ーマを創り、司会進行を行った。総合学習で創
作した学校の歴史の劇や未来に向けての合唱な
どを発表し、先輩による戦争時代の子どもの頃
の思い出を聞いた。

親子で学区内の幹線道路周辺の空き缶やゴミ
を分別して回収し、地域の環境美化に汗を流し
た。主催は、学校で、PTA・家教が共催をし
た。

授業参観とともに、敬老会の方から親子でわ
ら細工を教わり、わら草履やしめ縄を作った。
三世代でチームを作って、グランドゴルフ大会
をしてふれあいを図った。

井原地区社会福祉協議会のお年寄りを招い
て、３年生児童が一緒に昔のくらし体験を行っ
た。石臼・ホウロウ・七輪などを使っての火お
こしや餅焼き、大豆煎りなどをしたり、食事を
しながら昔の生活について地域の方からお話を
聞いたりした。

園児
保護者
祖父母
兄弟姉妹
独居老人
社会福祉協役
員
未就園児親子

258名

園児
保護者

170名

児童
保護者
教職員
地域の方々

527名

児童
保護者

110名

児童
教職員
保護者
地域住民

保護者
教職員
地区住民

120名

保護者
ボランティア
ティーチャー
等
地区住民

42名

全児童
教職員
保護者
地域住民

児童
保護者
地域住民
教職員等

400名

児童
園児
保護者
教職員

55名

児童
保護者
祖父母
敬老者

約100名

児童
担任
お年寄り

108名

11月２日

11月６日

11月17日

11月１日

10月25日

10月31日

10月31日

11月10日

11月１日

10月28日

11月４日

11月８日

・学芸会
・子育て広場

・保育参観

・参観日
・学校評議員会

・学芸会での全校
音楽
・ようこそ先輩

・フリー参観日
・学級懇談

・地域のふれあい
祭りに作品展示

・全日フリー参観
日

・植栽ボランティ
ア参加

・高校生との家庭
科交流
・校内コンサート
・観劇会
・お年寄りふれあ
い訪問
・校内教育相談研
修会
・高校生との園芸
交流
・PTAいきいき
遊び広場

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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井原市立出部小学
校

井原市立高屋中学
校

井原市立木之子中
学校

井原市立井原中学
校

井原市立高等学校

総社市教育委員会

総社市立総社幼稚
園

総社市立井尻野幼
稚園

総社市立総社南幼
稚園

総社市立総社北幼
稚園

総社市立常盤幼稚
園

総社市立三須幼稚
園

総社市立服部幼稚
園

参観日

おかやま教育フェ
スタ

フリー参観日

教育講演会

卒業生講演会

学校開放セミナー

祖父母参観日

秋を探そう

日曜参観日

なかよし広場

えほんのためのデ
ッサンと原画展

ふるさと学習
～大正琴の演奏を
聴こう～

公開保育

生活科と総合的な学習の時間の研究会を参観
日とした。ゲストティーチャーとして地域の方
や保護者に協力していただいており、保護者に
は、ふれあいを大切にして取り組んでいる本校
の様子を見ていただいた。

校内文化祭で、選択音楽授業の発表及び１年
ＡＢクラス合作劇を地域住民の方や学習評議員
の方、保護者をお招きして、生徒も教職員も一
緒に観覧した。作品の展示物も一緒に鑑賞した。

朝の会から放課後の部活動まで、校内生活の
全ての面を保護者・地域の方に参観してもらっ
た。また、学校支援ボランティアに朝の登校時
間帯に声かけをしてもらった。

授業参観後、アルパ奏者の内海淳子氏の演奏
と子育ての体験談を聞く。娘さんとの共演で、
参加者を巻き込んでの合唱も盛り上がり、有意
義な会となった。

本校の卒業生３名による講演会をパネルディ
スカッション形式で実施し、卒業生の現在の生
活や進路選択、高校時代のこと、定時制高校へ
の思い、海外留学体験のことなど様々な話を聴
いた。

学校のもつ機材や教諭のもつノウハウを広く
市民に提供する講座を８講座開設した。教諭の
指導のもと、参加者は物を制作したり理科実験
をして楽しんだりする。対象期間中には、ドラ
イアイスを使った実験や七宝焼き、筝の演奏、
ビデオカメラの撮影、コンピュータによる年賀
状づくりの５講座を開催している。

祖父母に伝承遊びを教えてもらい、一緒にし
たり、昔話を聞いたりして、祖父母と楽しい交
流の場をもち、お年寄りの優しさにふれた。

総社南幼稚園５歳児や総社西中学校職場体験
学習の生徒や保護者と触れ合い、紅葉の美しさ
や季節の変化を感じながら、自然とかかわって
遊んだ。

父母、祖父母等、多勢の参加があった。幼稚
園での幼児の生活の姿を見たり、一緒に遊んだ
りすることで、幼児へのかかわり方や、幼児教
育の理解につながることを願い実施した。

・幼稚園児と園区内の２・３歳の未就園児、親
子が触れ合いながら好きな遊びの時間を共に
すごした。
・未就園児の保護者が、教師や同じ年齢の母親
と話すことで育児の悩みや不安を軽減できる
ようにした。

大自然の野生の魂を描く画家　本田哲也氏に
よる絵本の読み聞かせや自然や動物のデッサ
ン、また原画展を楽しむことに取り組んだ。

地域の方を中心とした大正琴演奏のグループ
の方に、子どもの歌を演奏していただき、親子
で歌ったり聴いたりした。

「友達と触れ合い、支え合う幼児の育成」の
テーマの基に、午前中、公開保育を行い、午後
協議をし、幼児期の人権教育の推進について話
し合った。

保護者
地域住民
学校評議員

300名

生徒
保護者
学校評議員

288名

保護者
学校支援ボラ
ンティア

62名

保護者
教職員

生徒
教職員
保護者

市民
約100名

園児 110名
祖父母 80名
保護者

南幼稚園５歳
児
総社西中学校
生徒
保護者
本園児

園児
保護者
祖父母
地域の方々

園児
未就園児

96名

幼児
保護者
一般

180名

園児親子
30組

地域住民
13名

東中ブロック
幼・小・中教諭

10名

10月25日

11月５日

11月１日

10月24日

11月26日

10月19日
～１月26日

11月１日

11月13日

11月24日

11月６日

11月15日

11月11日

11月７日

・フリー懇談会

・公開授業
・教育懇談会
・教育講演会

・学校評議員会
・文化祭
・ブラス定期演奏
会
・横断幕設置

・自由参観日
・芸術鑑賞
・文化祭

・文化祭での「も
ちつき体験」

・ふるさと再発見
吉備の里ふれあ
いウォークラリ
ー
・親子のふれあい
レクリエーショ
ン

・ふれあい広場
・子育て懇談会
・参観日（参加型）
・ふれあいバザー

・ふれあいバザー
・焼き芋パーティ
ー

・未就園児親子ふ
れあい会
・芋掘り、焼き芋
パーティー
・分館まつり出展
・人形劇観劇

・未就園児親子ふ
れあい会
・焼き芋パーティー
・稲刈り、脱穀、も
みすりを地域の
方の指導で実施
・人形劇観劇
・親子もちつき大会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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総社市立阿曽幼稚
園

総社市立池田幼稚
園

総社市立秦幼稚園

総社市立神在幼稚
園

総社市立久代幼稚
園

総社市立山田幼稚
園

総社市立新本幼稚
園

総社市立昭和幼稚
園

総社市立維新幼稚
園

総社市立総社小学
校

総社市立総社中央
小学校

総社市立総社北小
学校

総社市立常盤小学
校

友愛セール

ほのぼの集会

運動会での触れ合
いのダンス

ふるさと学習
伊与部山探検

焼き芋パーティー

創立50周年記念式
典とふれあいバザ
ー

創立50周年記念事
業

国際交流
園外保育

ふれあい発表会

ふれあい参観日

日曜参観日

いいえがおの日

ときわっ子祭り

幼児の家族に加えて地域の人々を招き楽しん
だ。ゲームコーナー、手作り作品販売、模擬店
などを計画し、会食をしてふれあった。

地域のお年寄りや婦人会の方、公民館運営委
員の方々と一緒に幼稚園で餅つきをし、園児と
地域の方々との交流を深めた。

幼稚園児、小学校児童、家族、地域の方々と
「ともだちできたかな」のオリジナル曲で運動
会の最後の番組で踊った。
だれとでもパートナーが替われるレクリエー
ションダンスをして、コミュニケーションを図
った。

伊与部山開発推進委員長　松枝國明先生によ
る史跡、歌碑などの話を聞いたり、木の実や木
の葉を拾って、どんぐりごまを作ったりして、
伊与部山の自然に親しんだ。

なかよし広場や地域の方々をお迎えして、園
児達が植えて収穫したさつまいもを焼き芋にし
て交流しながら、一緒に食べ楽しい一時を過ご
した。

PTAによる実行委員会の主催で、関係方面
の来賓の方々や地域の方々を招き、記念式典や、
ミニコンサート、人形劇などのアトラクション、
バザー、模擬店、幼児のためのゲーム、餅投げ
など手作りで多彩な記念行事が行われた。

実行委員会で企画をし、PTAが中心になり
実施した。当日は記念式典をした後、記念品紹
介と記念植樹をし、アトラクション、写真展、
模擬店、バザーをした。幼稚園の50年間の歴史
をふり返り、話をしていろいろな人との温かい
ふれあいも見られた。

ポール先生と一緒に、地域にある林松寺へ歩
いて行った。林松寺では、自然に触れながら、
青空のもとでポール先生の話を聞いたり、リズ
ム遊びをしたりして楽しんだ。

幼稚園児の合奏やリズム遊び、小学生による
劇・中学生のブラスバンド、地域の方の大正琴
等の発表を行った。また、幼児・児童・地域の
方の作品を展示し、各々の発表の場とした。

授業参観の後、PTA主催のバサー販売、う
どんやおでん等の模擬店が出店された。事業を
とおして児童・保護者・地域の方々が共に楽し
むとともに交流を深めることができた。

授業参観の後、PTA主催の友愛セールや模
擬店に親子で参加し、仲良く食事をしたり、ス
ーパーボール作りやストラックアウト・大版か
るた等を親子で楽しく取り組み、ふれあいを深
めた。また、地域の方の協力や参加も得て盛大
な取り組みとなった。

授業参観の後、学区の方々が供出してくださ
ったバザー品の販売と、PTA会員・教職員の
模擬店を出店した。
児童・保護者・教職員はもちろんのこと、多
くの学区の方々が参加してくださり、ふれ合い
を深めることができた。

各学年・学級が趣向を凝らしたコーナーを計
画・運営し、児童・教師・保護者・地域の方々
とふれあいながら、豊かな時間を過ごした。ま
た、祭りの後は、体育館でPTAによる「友愛
セール」を行った。

園児
保護者
地域の人

園児
老人クラブ会
員
婦人会会員
公民館運営委員

60名

幼稚園児
小学校児童
保護者
地域住民

200名

地域の方
保護者
園児
職員

70名

園児
なかよし広場
（未就園児親
子）
地域の方

約100名

来賓
地域の人
園児
家族
教職員

291名

来賓
園児
PTA
地域

345名

ALT指導者
園児
教職員
住職さんとそ
の家族

幼稚園児
小学校児童
中学生
地域の方

児童
保護者
教職員
地域住民

児童
保護者
教職員
地域住民

600名

学区住民
保護者
児童
教職員

400名

児童
教師
保護者
地域の人

11月24日

12月10日

９月21日

11月５日

11月６日

11月10日

10月27日

10月30日

11月24日

11月９日

11月10日

11月10日

11月８日

・特別養護老人ホ
ーム親子での訪
問
・ぶどう作り見
学、交流

・親子もちつき大
会

・地域のお年寄り
の方との交流
・未就園児との交
流

・ふれあい広場
・ラッコ広場

・自由参観日

・民話を聞く会
・わら・竹細工の
会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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総社市立総社東小
学校

総社市立阿曽小学
校

総社市立池田小学
校

総社市立秦小学校

総社市立神在小学
校

総社市立総社西小
学校

総社市立新本小学
校

総社市立昭和小学
校

総社市立維新小学
校

総社市立総社中学
校

総社市立昭和中学
校

総社市外二箇村中
学校組合立総社東
中学校

学習発表会

ふれあい参観日

学校保健委員会

学校開放と教育懇
談会

校区クリーン活動

参観日・教育講演
会
PTAバザー

全校音楽集会

ふれあい祭り

維新学区ふれあい
学芸会・文化祭

人権教育研究発表
会

チャレンジタイム
全体発表会

「思春期の子供を
持つ親のための子
育て講座」

音楽、劇、朗読等平素の学習の成果を総合的
に発展させ、教科等の時間に練習に取り組み、
保護者や家族に発表した。

授業参観後、PTA専門部によるバザーと保
護者のソフトボール大会が実施され、昼食をと
ったり、応援をしたりして、児童・保護者・地
域の方・職員のふれあいの機会をもつことがで
きた。

全保護者を参加対象として「子どもの喫煙・
飲酒を防ごう」をテーマに開催した。児童や保
護者へのアンケート結果をもとに、学校医や薬
剤師の先生方の専門的な意見を聞き、子どもの
健康や家庭教育の在り方について話し合った。

午前中に授業公開及び施設公開を行った。ま
た、午後から学校教育への理解を図るために、
秦小の教育を語る懇談会も同時に開催した。

学年ごとに分かれて、学校周辺や高梁川周辺
のゴミ拾いなどの清掃活動を行った。参加保護
者の方は、それぞれの学年についてもらって活
動をしてもらった。燃えるゴミ、空き缶、ビン
ごとに集めるグループを決めて集め、学校にゴ
ミを持って帰って処理をした。

授業参観にあわせて、教育講演会とPTAが
バザーを行い、学校評議員の方を始め、地域の
方へも参加を呼びかけ、学校開放の日とした。
教育講演会は、日本民話の会の立石憲利先生
に「子どもたちにもっと話を」というテーマで
講演をいただいた。

「秋風にのって」のテーマのもと、全校児童
が集い、各学年の音楽発表・音楽ゲーム・今月
の歌を歌う等の活動をした。集会後、学年間で
ミュージックレターの交換をした。

全校で植えたさつまいもの収穫をし、収穫祭
を行った。
縦割り班ごとに８つの模擬店を計画・準備
し、交替で店番をしたり、模擬店めぐりをした
りして楽しんだ。

幼稚園・学校と公民館の分館が共催で学芸
会・文化祭を行った。当日は、学校はもちろん、
公民館の講座生の発表や学区住民の作品展示が
行われた。

・公開授業
総合的な学習の時間、学級活動、道徳、国
語科、社会科

・全体会
研究発表、研究協議、指導講評

生徒が４月から、テーマ別に学習したことを
総合的な学習の時間のまとめとして、発表会を
開催した。

本校のスクールカウンセラー　上地玲子先生
より「中学生の抱えるストレス」についての講
話とPTA学校保健委員会が行った「イライラ
アンケート」の結果報告を行った。実施後に
「事後アンケート」も行った。

保護者
家族

200名

保護者
地区民

140名

学校医
薬剤師
保護者
教職員

17名

保護者
地域住民

70名

児童
職員
保護者

210名

保護者・地域
住民

約300名

児童
教職員
保護者
独居老人
学校評議員
ゲスト・ティ
ーチャー

児童
幼稚園児
教職員
保護者
地域住民
学校評議員

315名

園児
児童
公民館講座生
学区住民

約200名

290名
＋協力PTA

74名

生徒
保護者
地域住民
講師

210名

保護者
約120名

11月29日

11月17日

10月24日

11月１日

11月１日

11月６日

11月１日

11月７日

11月24日

11月14日

11月17日

11月10日

・個人懇談会
・学校開放講座

・学校保健委員会
・児童会行事（フ
ェス）
・観劇
・学校評議員会

・自由参観日

・学校評議員会
・個人懇談
・文化祭り
・学習発表会

・児童会主催西小
祭り
・芸術鑑賞

・親子音楽鑑賞会
・独居老人やゲス
ト・ティーチャ
ーを招いての、
ふれあい給食

・ボランティアに
よる本の読み聞
かせ
・自由参観日
・学校保健委員会
・学校評議員会
・キャラバンカー
来校　薬物乱用
防止教育

・県内人権担当教
員研修
・日曜参観日
・全校生徒親子ボ
ランティア作業
・教育相談旬間
・市内小中音楽会

・日曜参観日
・自由参観日

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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総社市外二箇村中
学校組合立総社西
中学校

早島町教育委員会

早島町立図書館

早島町立早島幼稚
園

早島町立早島小学
校

早島町立早島中学
校

山手村教育委員会

山手村立山手幼稚
園

山手村立山手小学
校

清音村教育委員会

清音村立清音幼稚
園

清音村立清音小学
校

船穂町教育委員会

船穂町立船穂幼稚
園

船穂町立柳井原幼
稚園

民生児童委員と学
校関係者の懇談会

輝け！こどもはつ
らつ写真展

図書館リサイクル

幼稚園開放

学校開放

学校開放事業

チャレンジクラブ

親子ふれあいデー

山手っ子祭り

青少年育成会館外
研修

農業祭参加

地域の方との昼食
会

船穂っ子作品展

未就園児との交流
会
園内研究会

オープン参観日

学校の現状報告と地域での子どもたちの様子
についての情報交換をし、学校・地域・家庭で
の課題や支援のあり方等、それぞれでできるこ
と、してほしいことを話し合った。

家庭教育力の充実を求め、子ども達の生き生
きとした活動を題材とした写真展を開催した。

図書館で不要になった本の無料譲渡。

未就園児や、地域の方が園に来て、幼稚園の
様子を見ていただいたり、在園児と一緒に遊ん
だ。

全学級を開放し授業を参観して頂いた。特に
祖父母の方々にもお越し頂いた。
また、この期に町教育委員学校訪問を実施し、
委員の方々は懇談の後、各教室の学習の様子を
参観された。

日頃の学校での活動（授業、課外活動等）を
保護者や地域住民に開放し、学校への理解を深
める。

親子で夏から育てている大豆の収穫作業を行
うとともに、郷土に伝わる伝統的な収穫を祝う
風習であるいのこを体験した。

隣村の遊園地へ園児は徒歩で出かけ、到着時
に保護者と合流する。一緒に体を動かして遊園
地で遊ぶ。その後、全員で輪になり昼食をとる。
みんなで歌ったり、ゲームをしたり、身近な自
然を散策したりして、親子でかかわりふれあい
を深めた。

児童会が計画を立て、全校児童が参加しての
お祭りを開催した。３～６年が学級単位でお店
を出し、１・２年生を中心とした児童をお客さ
んに迎えたり、大声コンクール等のイベントを
行ったりした。

子ども劇場岡山県センターチャイルドライン
おかやまに行き「電話の向こうに見える子ども
達」という題材で研修を行った。

清音村全域を対象とした農業祭において幼稚
園年長児がカブトムシロック、魔法でチャチャ
チャ等の踊りの発表を行った。

生活科や総合的な学習の時間等でお世話にな
っている方を教室に招待して、一緒に給食を食
べた。食後には、各学級で感謝の気持ちを込め
た出し物をしたりゲームを一緒にしたりして、
楽しい一時を過ごした。

町内の保育園、幼稚園、小学校、中学校の全
園児・児童・生徒による作品展。17日（日）に
は、大ホールにて「あかね色の空を見たよ」を
上映した。

倉敷教育事務所指導課指導主事　浅原真由美
先生に来ていただき指導を受けた。
○内容
未就園児に親しみをもってあいさつをした
り、自分たちの遊びに誘い、一緒に遊んだり
する。
・ごちそう作り　・ごっこ遊び
・リズム遊び　・砂遊び　・その他

午前中の２時間を自由参観として公開し、保
護者や家族だけでなく地域の方々に、園児とふ
れあいを深めてもらった。また、子育て講座に
参加してもらった。

学区内の民生
児童委員
PTA会長
副会長
教職員

50名

一般町民
300名

地域住民他
169名

地域住民
未就園児
保護者

150名

保護者
一般町民

329名

保護者
地域住民

21名

小学校児童と
その親

50名

在園児
保護者

児童
保護者
地域住民

420名

青少年育成会
員

30名

清音村民等
約300名

ゲストティー
チャー等

36名

一般町民

園児
未就園児
保護者
指導者
教職員

80名

保護者
児童の祖父母
地域の方々

20名

10月31日

11月６日
～11月８日

11月２日
～11月３日

11月６日
～11月８日

11月６日
～11月８日

11月６日
７日
８日

11月９日

11月８日

11月１日

11月６日

11月２日

11月１日

11月15日
～11月18日

10月30日

11月１日

・日曜参観日
・子育て講座
・職場体験

・一万人の制作展

・いい杜みーつけ
た
・早島のい草

・PTAの方々で
バザーを楽しむ

・公開授業

・ふれあいコンサ
ート

・ニュースポーツ
デー
・吉備路再発見写
生大会

・「みんなで遊ぼ
う」を実施

・山手村三世代交
流交通安全教室

・ニュースポーツ
体験
・農業体験塾
・文化講演会

・高齢者と交流
・１年生と交流

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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船穂町立中新田幼
稚園

船穂町立船穂小学
校

船穂町立柳井原小
学校

船穂町立船穂中学
校

金光町立金光竹小
学校

金光町立金光小学
校

金光町立金光吉備
小学校

金光町立金光中学
校

鴨方町立鴨方東幼
稚園

鴨方町立鴨方西幼
稚園

鴨方町立六条院幼
稚園

鴨方町立鴨方東小
学校

鴨方町立鴨方西小
学校

みんなで遊ぼう

オープンスクール

オープン参観日と
ふれあい給食

一日学校開放

学校公開

親子歩け歩け大会

一日参観日

授業参観と教育講
演会

おじいちゃん、お
ばあちゃんと遊ぼ
う

公開保育

参観日

授業参観
懇談会

学校公開
PTA人権教育研
修会

地域の未就園児と保護者を招き、園児と一緒
に好きな遊びをしたり、紙芝居を見たり、踊り
をしたりして、触れ合いの場がもてるようにし
た。保護者にも幼稚園への親しみと、子育てに
対する理解を深めてもらった。

９時から11時30分の間に授業２時間と、休み
時間の様子を公開した。授業は、ALTによる
英語活動や音楽、図工、体育など多教科にわた
って公開した。

２～３校時の授業参観や子育て講座に、保護
者や家族だけでなく地域の方々にも自由に参加
してもらった。また、学校給食を児童と共に試
食し、ふれあいを深めてもらった。

朝の部活動から放課後の部活動までを船穂町
民の方に自由に参観していただく。
あわせて、図書室を休憩室に設けて学校行事
のビデオを公開する。

一日学校を保護者や地区住民の方々に公開し
た。
授業時間だけでなく給食や業間の時間など、
児童達の学校での学習や生活の様子とパソコン
教室などの施設設備を見ていただいた。

保護者・地域住民の協力のもと、秋の自然中
を歩いたり、ウォークラリー、レクリエーショ
ン等をする中で、共に地域の子どもを育てよう
とする気運を高めた。

保護者・地域の方々に、都合のつく時間に自
由に来校していただき、本校の教育活動を知っ
ていただくよい機会となった。児童も一緒の講
演会や、校内読書週間の取り組みの一つ「読書
集会」も行った。また、校内読書週間中の取り
組みの様子を紹介したビデオを自由にみていた
だく時間も設けた。

倉敷市青少年育成センター専任補導員の川上
充永氏による教育講演会を行った。

園児の祖父母に園に来ていただき、園で栽培
し収穫したさつま芋を、近くの山で園児たちが
拾って来たたき木を使い、大鍋でふかしたり、
リズム遊びや昔の遊び等を一緒にし教えてもら
ったりして、触れ合う行事に取り組んだ。

今年度の研究テーマ“豊かな心をもち生き生
きと活動する幼児の育成”～栽培活動を通して
～のねらいのもとに公開研究保育をした。当日
の活動テーマは「収穫の秋を楽しもう」で“稲
の脱穀”“わたくり”“もみすり”“ハーブ染”
“ケナフで紙作り”というコーナーで54人の園
児達が体験する楽しさを味わった。

親子で一緒に野菜を切ったり炊いたりして、
カレー作りをしみんなで一緒にいただいた。

５校時授業参観後、学年懇談をする。
１年生・６年生は、人権に関する授業参観後、
人権教育をテーマに各学年で懇談をした。
３・４年生は、授業参観後、子育て支援事業
の一環として16㎜映画「あなたの子育てまちが
っていませんか」を視聴後、グループに分かれ
て子育てについて話し合った。

英語活動して「ハロウィーン」をCIRの先生
や英語ボランティアの方々と一緒に楽しみ、英
語に親しんだ。また、ワークショップやグルー
プ討議を取り入れ、人権について考えた。

園児
未就園児と保
護者
ボランティア

保護者
地域住民
幼稚園児

150名

保護者
児童の祖父母
地域の方々
学校評議員

40名

地域住民
園児
児童

保護者
地区住民等

約120名

児童
保護者
教職員等

100名

児童
保護者
地域住民
学校評議員
図書ボランテ
ィア

約100名
教職員

保護者
150名

祖父母
園児
職員

149名

園児
教職員

園児
保護者

226名

児童
保護者
教職員

保護者
地域住民

11月12日

11月７日

11月１日

11月１日

11月６日

11月17日

11月１日

11月１日

11月１日

10月31日

10月29日
31日

11月１日

11月１日

・さつまいも収穫
と焼き芋パーテ
ィー
・小学一年生と交
流

・学校開放

・学校評議員会の
開催

・ふれあい給食
・学芸会

・本校教育につい
ての説明会

・運動会
・絵本の読み聞か
・参観日
・人権、明るい家
庭地区懇談会
・お弁当作ってピ
クニック

・ミニ運動会
・なかよし広場
・日原地区の老人
会とグランドゴ
ルフ
・地区懇談会

・焼き芋パーティ
ー
・中学生職場体験
学習
・秋の歌を歌おう

・中学生一日入学

・学芸会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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鴨方町立六条院小
学校

鴨方町立鴨方中学
校

寄島町教育委員会

寄島町立寄島幼稚
園

寄島町立寄島小学
校

寄島町立寄島中学
校

里庄町教育委員会

里庄町立里庄西幼
稚園

矢掛町教育委員会

矢掛町立図書館

矢掛町立美川幼稚
園

ぬくもりコンサー
ト＆ゲームin六小

学習発表会

寄島町文化祭

寄島町在宅福祉セ
ンター「カニ丸の
家」訪問

オープンスクール

おかやま教育の日
記念性教育講演会

文化講演会～講演
とサックス～

未就園児との交流
活動

考古遺物展
「古代人のタイム
カプセル」

秋の実でおもちゃ
をつくろう

みんなで遊ぼう

地域の音楽愛好家が出演するコンサートを
PTAが主催し、親子で参加した。その後、地
域のボランティアグループの指導によるゲーム
大会も行い、親子で語らいながら、楽しいひと
ときを過ごした。

本年度より初めて実施した事業で、「総合的
な学習の時間」の各学年各グループの成果発表
を中心に、教科・文化部・保護者・同窓生等の
作品の展示、中庭コンサート等を行った。また
保護者だけでなく、地域の方々にも終日学校を
開放し中学校の様子を見てもらった。

文化協会会員の作品だけでなく、幼稚園児・
小学生・中学生の作品を展示した。また、中学
生ロボットコンテスト優秀作品の展示・実演を
行った。

幼児は、通所者や職員と歌や手遊びをしたり、
幼児の手作りどんぐりごまで一緒に遊んだりし
た。どんぐりごまを上手に回して見せてくれる
通所者に、幼児は親しみの気持ちをもってかか
わり、一緒に遊ぶ楽しさを感じていた。

保護者だけでなく広く地域住民に、児童の学
校生活の様子を公開した。午前中の児童会主催
による「マリンフェスティバル」では、各学年
が創意工夫した活動を児童・幼児・保護者・地
域住民がともに行った。楽しくふれあい、心の
交流を深めることができた。PTAが作ったポ
ップコーンも好評だった。給食試食会の後、午
後からは各学年の授業公開を行った。

全校朝会を行い１日学校を開放し、全学級の
授業を公開した。午後は、助産院ミントハウス
助産師東森二三子さんを講師に「思春期の心の
問題. . . 命の大切さ」と題して性教育講演会を
行い、性と命の大切さについて考えた。

歌手であり保護司でもある千葉紘子氏を講師
に迎え、自身のボランティア活動について講演
をいただいた。
また、講演終了後は、スタジオミュージシャ
ンの佐野博美氏によるサックス演奏を行った。

未就園児のサークル「こずえ会」との交流活
動の日を、幼稚園一日公開の日と合わせて計画
した。

町内出土の考古資料とともに、発掘調査の成
果を写真パネルや説明パネルで紹介し、文化財
保護の啓発と郷土の文化財に関する情報提供に
つとめた。

秋の実でおもちゃをつくろうと題し、講師を
招き、どんぐりの種類の学習や楽しい工作を行
った。

・未就園児（３歳児）を対象に、園を開放し園
児と一緒に遊んだ。
・園児の保護者と未就園児の保護者を対象に、
前井原幼稚園園長　石井美江先生による講
話。その後人権教育や子育てについての話し
合いをした。

児童
保護者
地域住民
教職員

200名

生徒
教職員
保護者
地域住民

幼児
児童生徒
保護者
文化協会会員
地域住民

1,000名

幼児
通所者
職員
教職員

児童
幼児
保護者
教職員
地域住民

700名

全校生徒
保護者
民生委員
愛育委員
町保健婦
地域住民

196名

一般町民
里庄中学校生
徒

約850名

こずえ会会員
約50名

地域住民
100名

町内小学生親
子

40名

園児
未就園児
保護者

35名

11月10日

11月８日

10月26日
～10月27日

10月18日

11月６日

11月１日

11月29日

11月６日

11月１日
～11月14日

11月２日

10月28日

・学校開放日
・進路希望先訪問

・芸能発表会
・生涯学習推進大
会

・家族でウォーキング
・三世代とのふれ
あい運動会
・小学１年生との
なかよし遊び
・中学生と遊ぼう
・小学校で遊ぼう
・家族で秋探し
・小さいお友達と
遊ぼう
・家族と自然物で
遊ぼう

・親子ふれあい活動
・チャレンジワー
ク14職場体験学
習発表会
・教育相談週間
・進路説明会
・全校集会

・国際交流員によ
る講演会
・児童による伝統
芸能の披露
・生徒による海外
派遣体験報告
・里庄町青少年未
来の会「園・学
校一日公開」

・読書推進事業
・じゃんけんぽん
さんのにんぎょ
うげき

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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矢掛町立矢掛幼稚
園

矢掛町立山田幼稚
園

矢掛町立川面幼稚
園

矢掛町立美川小学
校

矢掛町立矢掛小学
校

矢掛町立三谷小学
校

矢掛町立山田小学
校

矢掛町立川面小学
校

矢掛町立中川小学
校

矢掛町立小田小学
校

矢掛町立矢掛中学
校

美星町立美星幼稚
園

美星町立美星小学
校

美星町立美星中学
校

地域の人との交流

ふれあい参観日と
さつま芋収穫祭

一緒に遊ぼう

美川小フェスティ
バル

フリー参観日

フリー参観日

オープンスクール

おいDAY!! 川面
小

子ども祭り

小田っ子祭り

合唱コンクール

子育て相談

学校開放日

学校開放日

地域の煎茶を習っている人達に来ていただ
き、行儀や作法を体験することで、親しみを持
ち、伝統文化にもふれ、交流を深めた。

親子で一緒に楽しめる集団遊びやリズム遊び
に参加していただいた。その後、園児が育て収
穫したさつま芋を使って親子クッキングを行
い、みんなで会食をして収穫の喜びを味わった。

園庭や教室など、日常的な園児達の遊び場
（ままごと・砂場・ドッチボール・お店ごっ
こ・作って遊ぶなど）で、一緒に遊んだ。
その後、10時より川面小学校体育館にて、山
部育子先生を講師に、親子体操に取り組み、親
子のふれあいをもった。

１・２年生は生活科の取り組みを、３～６年
生は総合的な学習の取り組みを発表するととも
に、作品づくりや調理の実演、作品展示等のコ
ーナーを併せて開設した。また、本校児童と地
域住民と一緒に歌を歌ったり、ゲームを楽しん
だりして交流を深めた。

学校を開放し、都合のよい時間帯に来ていた
だいて、児童の主体的な活動を自由に参観して
いただいた。

６年生児童が、老人会の方に教えていただき
ながら竹ぼうき作り（男子）と紅白玉入れの玉
作り（女子）に取り組んだ。

地域の名人を迎えての参加型授業や校長と語
る会等を行った。保護者の読書ボランティアに
よる読み聞かせの会や町図書館の職員による本
の紹介の会も合わせて開催した。

授業公開だけでなく、休憩時間、給食時間、
清掃時間の児童の様子も参観していただくこと
をねらいとしてフリー参観日を実施した。
学校評議員の方にも授業参観、給食の試食を
していただき、感想やご意見を伺った。

地域の方を招待して、日頃お世話になってい
る感謝の会をすると共に、児童会縦割りグルー
プと３年生が出した店を回って、ゲームや買い
物をしたりして交流を深め、大人と子どもと共
に２時間を楽しく過ごした。

児童会主催の収穫祭に、小田保育園、矢掛寮、
老人会、保護者を招待し、ゲーム等を行い、ふ
れあいを深めた。

生徒全員参加による、各学年学級対抗形式で
合唱大会を行った。
真剣に合唱に取り組む生徒の姿を、保護者を
はじめ地域の方に視聴していただくことによ
り、教育活動の一部を紹介した。

園児の幼稚園での様子、子育てについての話し
合いを通して、保護者と幼稚園の信頼を深める。

３日間を学校開放日とし、保護者だけでなく、
地域の人々だれもが参加できるよう全戸におし
らせをした。
６、７日は給食試食会を、また、８日は参観
日とし、後半は赤穂記念病院医師　井久保伊登
子氏をお招きし、教育講演会を行った。

保護者や町内の人を対象に、登校時より下校
時まで、都合のよい時間に学校に来て、授業・
給食・部活動など学校の普段の様子や学校施
設・設備を自由に見学してもらった。
最終日には「チャレンジワーク14」の保護者
説明会も開催した。

園児
地域住民
職員

園児
保護者
教職員

27名

園児
保護者
未就園児と保
護者

104名

児童
保護者
教職員
地域住民

約100名

児童
保護者
教職員
地域住民

約350名

老人会
児童

51名

児童
保護者
地域住民
教職員

160名

保護者
地域住民

全児童
教職員
老人会の方
福祉施設の方
保護者

児童
園児
矢掛寮
老人会
保護者

233名

生徒
保護者
地域住民

700名

保護者
96名

保護者
教育委員
民生委員
主任児童委員

約100名

保護者
地域住民

約50名

11月７日

11月１日

10月30日

11月１日

11月１日

11月１日

11月１日

11月８日

10月25日

11月８日

11月13日

10月28日
～11月１日

11月６日
～11月８日

11月５日
６日
７日

・子育て座談会
・中学年を対象と
した子育て講座

・PTA教育講演会
・公開授業
・給食試食会

・看板設置
・子育て講演会
・山田小祭り
・読書週間

・日曜参観日
・教育講演会

・青空校長室
・オープン参観日
・映画鑑賞会

・啓発看板の設置
・一日自由参観日
・思春期保健講演
会

・開放日のおしら
せを全戸配布

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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芳井町教育委員会

芳井町立芳井幼稚
園

芳井町立明治幼稚
園

芳井町立共和幼稚
園

芳井町立芳井小学
校

芳井町立川相小学
校

芳井町立明治小学
校

芳井町立共和小学
校

芳井町立芳井中学
校

真備町教育委員会

真備町立川辺幼稚
園

真備町立岡田幼稚
園

真備町立薗幼稚園

教育講演会

おいもの会

学校開放日

ふれあい参観日
「オープンスクー
ル」

教育講演会

学校開放

明治幼稚園・小学
校学校開放日

ふれあい参観日
「オープンスクー
ル」

芸術鑑賞会

真備町中学生議会

長寿会との集い

矢掛幼稚園児との
交流

三世代ふれあい集
会

日中友好のためその生涯を捧げられた内山完
造氏と岡崎嘉平太氏の業績についての講演を開
いた。
講師は岡崎嘉平太記念館館長　光岡富佐子氏

「相手の身になって考えよう」

それぞれの園児が祖父母に「敬老の日」のプレ
ゼントとしてこの会の招待券を贈っていた。（９
月）園児の考えた遊びや昔ながらの遊びを折り
混ぜたコーナーを一緒にめぐったり、園児の作っ
た「おだんごスイートポテト」を食べたりした。

芳井町明治地区全戸に開催チラシを配布し、
保護者の方だけでなく、地域の方々を学校にお
招きした。
この日の保育は、地域の方や未就園の子ども
たちと一緒に活動できる遊びを中心に行った。

地域のグランドゴルフ同好会員、ボランティ
アティーチャー、保護者・園児・児童・教職員
とグランドゴルフや給食試食会をするととも
に、「オープンスクール」として、自由参観を
実施した。

岡崎嘉平太記念館館長　光岡富佐子氏による
講演会に参加し、日中友好のために尽くした岡
崎嘉平太氏の人柄と業績について学び、「相手
の身になって考える」ということについてみん
なで考えた。

各学級で算数の「わたり」授業とALTの英
語活動を入れて午前中３時間の授業公開。午後
は、学校保健委員会を公開した。

「芳井町の歌」「芳井町音頭」の作詞・作曲者
である大河原敬人氏を講師にお招きし講演会を
開催した。
また、保護者を対象に給食試食会、栄養士に
よる食に関する講話を開催した。

地域のグランドゴルフ同好会員、ボランティ
アティーチャー、保護者、児童、教職員とグラ
ンドゴルフや給食試食会をするとともに、午後
は授業公開をした。

劇団民話芸術座による演劇鑑賞の会を催し
た。第一部の演劇教室では、代表生徒が、基礎
訓練の後、朗読劇に挑戦した。第二部では、芥
川龍之介原作の「杜子春」が上演され、女子１
名が芝居の中で特別出演をした。

野焼きに関する質問や町民体育館のような施
設の建設についての質問等、幅広い分野から中
学生ならではの鋭い質問を町へ投げかけた。

長寿会の方々を招待し、お茶会に参加しても
らったり、グランドゴルフ、昔遊びを教えても
らったりして交流をもった。

矢掛幼稚園児と歌を歌ったり、リズム遊びを
したりして、一緒に楽しく遊び交流した。

薗地区の三世代を対象に幼稚園及び小学校を
会場に昔話や民話の伝承を計画し実施した。幼
稚園会場では、約80名がゴムとび、お手玉、あ
やとりの各コーナーに別れて触れ合い、その後、
豚汁をいただき楽しく過ごした。

町内の小学校
５・６年生
中学校全員
教職員
町民

300名

園児
祖父母

140名

保護者
祖父母
地域住民

15名

園児
児童
保護者
教職員
地域住民

95名

児童生徒
教職員

80名

保護者
地域住民
中学校教員

29名

学区住民
50名

児童
保護者
教職員
地域住民

95名

生徒
教職員
保護者

200余名

中学生議員
議長
副議長
教職員
中学生
保護者等

約58名

83名

矢掛幼稚園児
岡田幼稚園児

103名

園児
小学生
お年寄り
地区住民
保護者
教職員

約700名

11月５日

10月24日

10月23日

11月１日

11月５日

10月31日

10月23日

11月１日

10月31日

10月１日

11月６日

10月25日
30日

11月１日

・FOS県下一斉
奉仕作業

・幼児グループと
の交流会
・観劇会
・自由参観日

・ふるさと祭り総
合学習の発表

・フリー参観日
・内山完造をしの
ぶ講演会
・文化祭

・真備町文化祭
・音楽を楽しむ集い
・真備町民大運動会
・天文講座
・町制50周年記念
スポーツ大会
・分館対抗ミニソ
フトバレーボー
ル大会

・未就園児招待
・薗地区農園芋掘
り
・中学生との触れ
合い活動
・お年寄りとの触
れ合い活動

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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真備町立二万幼稚
園

真備町立箭田幼稚
園

真備町立呉妹幼稚
園

真備町立川辺小学
校

真備町立岡田小学
校

真備町立薗小学校

真備町立二万小学
校

真備町立箭田小学
校

真備町立呉妹小学
校

真備町立真備東中
学校

真備町立真備中学
校

真備町立真備陵南
高等学校

老人招待
いもほり参観日

ふれあい参観日

ふれあい会

三世代ふれあい集
会

岡田地区民交流集
会

三世代ふれあい集
会

三世代ふれあい祭

箭田小ふれあいフ
ェスティバル

学校公開

学校開放

学校開放

真備陵南高校での
ふれあい活動

地区長寿者と園児、祖父母に呼びかけ、いも
ほり、ふかしいも作り、昔遊び、会食などで交
流を図り、幼稚園に対する理解も深めてもらっ
た。

箭田分館から餅米の提供を受け一緒に餅つき
をするよう働きかけがあった。祖父母・保護者
も交え餅つきを通して、世代間の触れ合いがで
きた。PTAはフォトフレーム作りを計画し、
楽しい一時がもてた。

在園児と祖父母が一緒に遊び、ふれあいを楽
しんだ。その後、遊戯室の模擬茶室コーナーに
於いて園児のお手前により一服飲み、ほめたり
励ましたりした。

町づくり推進協議会との共催で、児童が昔遊
びなどを通して、地域の方や保護者とのふれあ
いを楽しんだ。
折り紙遊び、さつま汁作り、昔遊び（竹馬・
竹とんぼ等）、お餅つき、お茶、ゲートボール
等の充実した活動ができた。

岡田地区まちづくり推進協議会との共催で、
交流集会を行った。岡田小学校130周年記念行
事とともに、活動タイムでは児童が地区の方と
交流しながら昔遊びやもちつき、竹工作などを
楽しんだ。

まちづくり協議会や長寿会の方にお世話にな
り、伝承遊びを中心に、園児・児童・そして保
護者が高齢者の方に遊び方や作り方を教えてい
ただきながら、ふれあいを深めた。最後には
PTAが作った豚汁をみんなでいただき、楽し
いひと時を過ごせた。

幼稚園児や低学年児童は、昔からある伝統的
な遊びを地域の方に教えてもらい、いっしょに
遊んだ。高学年児童は、竹馬などの遊び道具の
作り方を教えてもらって作り、いっしょに遊ぶ
活動をする中でふれあいを深めた。
その後一堂に会して、おでんをいただきなが
ら、なごやかなふれあいの時をもった。

児童自ら話し合い、出し物やお店を決め、協
力して準備をした。総合的な学習や生活科で勉
強したことを友達や保護者、地域の人たちに発
信する学年もあり、楽しく交流ができた。また、
まちづくりの方の昔遊びコーナーやPTAの串
団子コーナーも好評だった。

町内外の教員の参加だけでなく、保護者や地
域の方も多数参観に来られ、盛会であった。

１・２校時は授業参観。そのあと部活動見学
をしてもらった。また参加者には、生徒が育て
たパンジーの苗を差しあげ、地域とのつながり
の輪を広げた。

平素の本校の一日の教育活動を地域の人々に
公開し、理解を深めていただいた。併せて、当
日午後には、一年生…緑化推進ボランティア、
二・三年生…授業参観も公開して実施した。

・いちごの苗の植付け等の「園芸実習」
・クリスマスのカード作りの「パソコン操作」
・ケーキ作りの「調理実習」
・ゲートボールなどの「スポーツ」
・吉備真備駅の清掃などの「ボランティア活動」

園児
祖父母
長寿者
教職員

68名

園児
保護者
祖父母
箭田分館の方

198名

在園児
祖父母

66名

児童
保護者
地域住民
援助者
教職員

500名

地域住民
670名

児童園児
保護者
地域の方

633名

幼稚園児
小学校児童
保護者
教職員
地域の方

307名

児童
保護者
地域住民

596名

町内外教員
来賓
ゲストティー
チャー
保護者
地域住民

約200名

150名

保護者
地域住民

約100名

生徒
教員
保護者
地域住民

91名

10月31日

11月29日

10月24日

11月17日

11月17日

11月１日

10月26日

10月31日

10月29日

11月２日

11月13日

11月６日

・未就園児招待
・文化祭
・三世代ふれあい
祭
・人形劇観劇

・親子クリーン作
戦
・真備町文化祭
・音楽をたのしむ
集い

・音楽会
・文化祭
・親子ふれあい園
外保育

・教育相談週間

・学校評議員会
・音楽をたのしむ
集い

・親子ふれあい活
動
・真備町音楽をた
のしむ集い参加
・稲刈り

・チャレンジワー
ク

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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高梁市教育委員会

高梁市立高梁幼稚
園

高梁市立高梁南幼
稚園

高梁市立津川幼稚
園

高梁市立川面幼稚
園

高梁市立巨瀬幼稚
園

高梁市立中井幼稚
園

高梁市立玉川幼稚
園

高梁市立宇治幼稚
園

高梁市立松原幼稚
園

高梁市立落合幼稚
園

高梁市立福地幼稚
園

高梁市さわやか音
楽会

高梁南幼稚園との
交流会

祖父母参観日

日曜参観日

園Ｐ活動

三世代交流餅つき
会

祖父母参観日

人形劇鑑賞会

宇治っ子祭り

そば会食

祖父母参観日
３歳児との交流会

ファミリー参観日

高梁市内の全ての小学校及び中学校が参加
し、音楽の発表を通して交流を行った。平素の
音楽の学習成果を児童・生徒は、堂々と発表し
た。会場には、保護者も多数来場。

高梁教育事務所の小田先生、藤本先生ほか２
名の方の指導による「親子科学遊び」を開催し、
高梁南幼稚園の親子と触れ合いながら、親子で
いろいろな科学遊びを体験できるように取り組
んだ。

①　園庭に出て、祖父母とフォークダンスや体
操を楽しむ。
②　戯室に集まり、園児の歌を聞いたり、一緒
に歌ったり、肩たたきをしたりする。その後、
園児がプレゼントを渡し、祖父母と園児が並
んで自己紹介をする。
③　祖父母と園児が一緒に、おにぎりパーティ
ーをして楽しむ。

親子で備中松山城まで歩いて登り、郷土の文
化に触れたり、親子でゲームをしたりした。

○幼児とのふれあい活動
・マラソン、体操
・親子安全パトロール（地域）
○園Ｐ活動
・順正短期大学講師
藤井伊津子先生のお話を聞いた。

祖父母、父母、園児の３世代が一緒に、昔な
がらの杵と臼での餅つきをしたり、会食をした
りして交流を深めた。

祖父母の方に、幼稚園での生活を見ていただ
いたり、ふれあい遊びや一緒に絵を描いたりし
た。
隣接している小学校のふれあい祭に参加し、
みこしをかついだり踊ったり、ゲームや買い物
をしたり、地域の方とふれあったりして楽しい
ひとときを過ごすことができた。

有漢町の人形劇団「クッキー」を招き、「さ
るかに」「あんころもち」などの人形劇を見せ
てもらったり、一緒にリズム遊びを楽しんだり
した。

幼稚園、小学校低中高学年で一つずつみこし
を作り、保護者や教職員と共にみこしを担いで
地域を練り歩いた。その後、保護者や地域の方
と一緒に、小学生の開いたポップコーン、輪投
げ、迷路、コースター作りなどの店で楽しみ、
交流を深めた。

小学校のそば作りに、栽培や収穫でお世話に
なった地域の方々と共に幼稚園児も招待しても
らって会食をした。
幼稚園児なりに、小学生にあこがれの気持ち
を持ったり、地域の方々に支えられていること
に気づくことができた。

・餅つき大会
祖父母及び３歳児親子を招き、餅のむす様
子を見たり、一緒についたり、もんだり、食
べたりしながら交流を深めた。又餅のできる
様子を見、生活体験を広げた。

・園児の保護者や祖父母を招き、おみこしやゲ
ーム、お店やごっこの活動を行ったり、記念
撮影や感謝状を渡したりして地域や家庭との
結びつきを深めた。
・祭りの準備や計画を幼児が主体的に行うこと
ができ、積極的に活動に取り組めていた。ま
た小学生との交流も深まった。

高梁市立小・
中学校児童・
生徒

370名

園児
保護者
高梁南幼稚園
児
保護者

162名

園児
祖父母

園児 16名
保護者 17名
教職員

地域の方
保護者
教職員

祖父母
父母
園児

幼稚園児
祖父母
小学生
地域の高齢者

50名

園児
保護者
幼児クラブ母子
小学生（1、2年）

園児
小学生
保護者
地域住民
教職員

幼稚園児
小学校児童
地域住民
教職員

60名

園児
祖父母
３歳児親子
保護者

140名

園児
小学生
保護者
祖父母
職員
地域住民

93名

11月７日

11月８日

10月24日

10月27日

11月20日

11月１日

11月13日

11月26日

10月26日

11月13日

11月１日

11月16日

・表彰

・秋の親子遠足
・高校生との交流
会
・祖父母参観日
・吉備国際大学交
流フェスタ
・長寿園に慰問
・高梁中学生職場
訪問
・クリーン作戦

・高梁幼稚園との
交流会

・祖父母参観日

・ふれあい参観日
・ふれあい体験と
して施設開放
・にこにこ広場
・本園の教育につ
いて

・自由参観日
・玉川幼小まつり

・親子ふれあいな
わとび教室
・PTA広報部に
よる新聞の発行

・芋掘り
・ファミリー参観
日
・参観日（親子ふ
れあい遊び）

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

高梁教育事務所管内（教育委員会・幼・小・中・高）
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高梁市立高梁小学
校

高梁市立津川小学
校

高梁市立川面小学
校

高梁市立巨瀬小学
校

高梁市立中井小学
校

高梁市立玉川小学
校

高梁市立宇治小学
校

高梁市立松原小学
校

高梁市立高倉小学
校

高梁市立落合小学
校

高梁市立福地小学
校

高梁市立高梁中学
校

高梁市立高梁東中
学校

祖父母参観日

ふれあいクリーン
運動

オープンスクール
デー

全校読書週間

中井小学校ふれあ
いまつり

玉小祭り

宇治っ子祭り

そば会食

自由参観日

ファミリー参観日

ファミリー参観日

総合学習発表会

文化祭

祖父母・保護者の皆様と一緒に活動する授業
参観を行い、ふれあいを深める時間とするとと
もに、学校を開放し、学校教育について理解を
深めた。

全校児童と老人クラブ（福寿会）の方々と共
同で地域のごみや空き缶を拾う活動を行った。
また、児童が日ごろお世話になっている高齢者
の方々にパソコンでカレンダーを作成しプレゼ
ントをした。逆に、児童は、高齢者の方々に昔
の遊びとか暮らしぶりを聞き、社会科の学習に
役立てることができた。

午前中の授業公開や施設開放を行い、子ども
達の学校での生活・学習の様子を見ていただい
たことで、学校教育への理解を深める一助とな
った。

教育の日からスタートし、翌週の終わりまで
の８日間を、全児童・教職員で、毎朝の「のびの
びタイム」の時間を利用し、文学書に親しんだ。

保護者・祖父母・地域の高齢者・障害のある
方々を招待し、隣接の幼稚園との連携を図りな
がら、交流の一時をもった。
準備段階から児童自らが企画立案し、自主的
かつ自発的な創意活動を展開することができ
た。

地域の人を招待して、学級ごとに出店形式の
出し物を行い、地域の人と交流する。
その後、白石小学校全校児童による白石踊り
を鑑賞し、昼食・交流を行った。

幼稚園、小学校低中高学年で、一つずつ御輿
を作り、保護者や教職員とともに御輿をかつい
で地域を練りあるいた。その後、幼児や保護
者・地域の方と一緒に、迷路やコースター・ポッ
プコーン作りなどのお店とゲーム等を楽しんだ。

自分たちが育て収穫したそばをゲストティー
チャーの指導で調理した。そして、会食会を持
ち、そば栽培で今までお世話になっていた地域
の方たちや幼稚園児を招き、食べてもらった。

業前から課外も含めて、一日をオープンスク
ールデーとし、各学年、自由に授業公開をした。

・授業参観
・教育講演会
講師：元　RSK山陽放送アナウンサー

中山美保氏
倉敷芸術科学大学助教授
杉山嘉弘氏

落合地域の保育園・幼稚園・小学校のPTA・
保護者・教育関係者・地域の方が一堂に会して
意見を述べた。

児童の保護者・祖父母を招き、おみこしやゲ
ーム・出店等の活動を行ったり、記念撮影や感
謝状を渡したりして、地域や家庭との結び付き
を深めた。

生徒の「総合的な学習の時間」の取組の成果を
発表する場として１年生はクラスごとに「情報」
に関する授業公開、２、３年生は７つのコース
の「探求」の発表会を保護者参観として行った。

・各学年による劇
・総合的な学習の時間における成果の発表、展
示
・選択教科の成果発表・展示
・生徒会作成のホームページの紹介と今後の活
動について発表

祖父母
保護者

児童
福寿会
教職員

112名

７名

全校児童
教職員

95名

幼児
幼稚園児
児童
保護者
祖父母等

140名

児童
職員
玉川地域の人
白石小学校
児童
職員
保護者

児童
教職員
保護者
地域住民

全校児童
教職員
地域住民
幼稚園児

60名

18名

110名

児童
保護者
児童の祖父母
教職員
地域住民

93名

生徒
保護者

686名

生徒
教員
保護者
地域住民

220名

11月21日

10月23日

10月31日
11月１日

11月１日
～11月８日

11月13日

11月５日

10月26日

11月13日

11月１日

10月26日

11月16日

11月30日

11月３日

・講演会
・個別懇談
・読書週間

・ふれあいウォー
ク
・個別懇談

・手話に親しむ会
・大豆の収穫

・福祉体験活動
・校外学習
・PTA教育講演
会

・公開授業
・親子ふれ合い縄
跳び教室
・PTA広報部に
よる新聞の発行

・職場体験学習
・校内弁論大会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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高梁市立高梁北中
学校

高梁市立宇治高等
学校

高梁市立松山高等
学校

新見市教育委員会

新見市立新見幼稚
園

新見市立正田幼稚
園

新見市立上市幼稚
園

新見市立唐松幼稚
園

新見市立井倉幼稚
園

新見市立豊永幼稚
園

新見市立熊谷幼稚
園

新見市立菅生幼稚
園

新見市立高西幼稚
園

新見市立草間台幼
稚園

新見市立明新幼稚
園

参観日・進路説明
会

親子ふれあいIT
教室

学校祭

市内小中音楽会

親子ふれ合い参観
日及び講演会

「祖父母と一緒に
遊ぼう」

祖父母参観日

祖父母参観日

親子オリエンテー
リング

豊永学園文化祭

親子触れ合いフェ
スタ

高齢者の方との交
流「いもほり」体
験

「いつでもいいよ」
参観日

参観日
保護者研修会

参観日
「親子お菓子作り」

１年の保護者を対象に授業参観と学年懇談会
を実施し、生徒の家庭学習等について話し合い
をした。
全学年の保護者に学校から「学習習慣の定着
と正しい生活リズムの構築」について取り組み
への協力を要請した。

体験学習の写真や、当日デジカメで撮った親
子のスナップ写真などを、パソコンを使って親
子で協力して加工し、Ｔシャツにプリントした。

本校初めて体育祭と文化祭を同時期に開催し
た。市教委、後援会員、併置の高梁工業高校の
先生方も多数ご参加下った。

新見市内の全小・中学校が参加、出演し、互
いの成果を出し合った。また、特別出演として、
岡山フィルハーモニック管弦楽団を招き、上質
のアンサンブル演奏に接することができた。保
護者はもとより、一般の方々も多く聴きに来た。

親子で一緒にミニ運動会を行い、玉入れ、し
っぽ取り、ダンスなどして、親子のふれ合いを
楽しんだ。その後保護者を対象に広島県私立聖
愛幼稚園の副園長井原忠郷先生に「子どもの健
やかな育ちを願って」と題して講演をしてもら
った。

都窪郡山手村教育委員会の教育委員長　風早
君子先生をお招きし、「子どもの力を、ほんと
うに伸ばしていますか」と題して講演を聞いた。

園児から祖父母へ「おいもの会食」のお手紙
を届け、祖父母参観日を実施。
祖父母と一緒に焼きいも、ふかしいもの準備
を行い、でき上るまでの間、全員で健康体操で
体をほぐしたり、ゲーム、手遊び、紙芝居など
を楽しみ、会食でふれ合いを深めた。

祖父母と園児のふれあいを目的に、手遊びパ
ネルシアター及びゲームなど一緒に行った。

家族と一緒に園周辺の自然を感じ取りながら
散策をした。

園児・児童・生徒の合同学習発表会を開催し
た。又、地域振興会主催の高齢者サークル（ほ
ほえみサロン）をお招きし、交流を図った。会
場には園児・児童・生徒の作品展示もした。

親子で体験できる遊びのコーナーを台所に設
け、親子の触れ合い、保護者同士の交流、また、
子ども達の交流を深めながら、いろいろな遊び
や、製作を楽しんだ。

地域の高齢者の方に依頼して、春にいも苗植
えを一緒にしていた。収穫時期を迎え、高齢者
の方々といもほり体験をしたり、会食をしたり
して楽しく過ごした。
又、各自で名前や年齢などを紹介し、その後
みんなで歌をうたい交流を深めた。

登園してから降園するまでの間で観たい時
間、都合のよい時間を自由に選んで参観した。

親子でリレー、サッカーをした後、保護者は
子育て研修として、平井信義先生のビデオ「心
の基地はお母さん」を視聴した。

園の畑で収穫したさつま芋を使って、大学芋
やクッキーを親子で作り、ふれあいセンターの
方と一緒に会食をして交流を深めた。また、手
作りクッキーをお世話になっている小学校や地
域の方にプレゼントをして親睦を図った。

保護者
生徒

171名

生徒
保護者

約20名

一般の方
約60名

児童
生徒
保護者
一般の方

約600名

園児
保護者

祖父母
38名

園児
祖父母
教職員
教育実習生

59名

園児
祖父母

33名

園児
家族

40名

幼児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

250名

親子
18組

教職員

高齢者
園児
職員

13名

保護者

保護者
職員

19名

園児
保護者
教職員
地域住民

11月１日

11月１日

９月26日
～９月27日

11月８日

11月12日

11月13日

10月25日

10月26日

10月27日

11月16日

11月６日

10月24日

11月20日

11月６日

11月13日

・啓発ポスターの
掲示
・租税教室
・職場体験学習

・親子ふれあいバ
ザー

・親子造形遊び

・教育を語る会の
開催

・教育講演会
・「菅生っ子まつ
り」

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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新見市立思誠小学
校

新見市立高尾小学
校

新見市立正田小学
校

新見市立唐松小学
校

新見市立明新小学
校

新見市立井倉小学
校

新見市立含翠小学
校

新見市立草間台小
学校

新見市立足見小学
校

新見市立豊永小学
校

新見市立塩城小学
校

新見市立下熊谷小
学校

新見市立菅生小学
校

新見市立福本小学
校

講演会

いつでも参観日

いつでも何度でも
参観日

美郷学区教育講演
会

明新小オープン参
観日

井倉小学校PTA
教育講演会

一日参観日

ふれあい参観日

教育講演会

豊永学園文化祭

「だれでも、いつ
でも参観日」

学習発表会

菅生っ子まつり

学習発表会

ピオーネづくりの研究実践者で今年度「矢野
賞」を受賞された田中邦男氏を招いて講演会を
実施した。ピオーネづくりについて、その苦労
や収穫の喜び、また、家族や地域の協力の話等
有意義な講演であった。

午前中、学校を開放し、いつでも都合の良い
時間に、どの学年でも参観してもらえるように
した。
時間的にゆったりと参観できて、来校者に好
評で、両親、祖父母も一緒に参観した家庭もあ
った。

一日学校を地域・保護者に開放した。
午前中、授業参観（ALTの先生による英語
授業も含む）、午後、正田小まつりを開催した。

小田郡矢掛町・多聞寺副住職で落語家の吉田
宥禪氏（桂　米裕）による、「昔ばなしの子育
て法」と題しての、講演会を開催した。

英語活動の授業や調理実習、給食や掃除の様
子などの参観により現在の小学校の様子を知っ
てもらう良い機会となった。安全面の配慮とし
て、大きめの名札を用意した。

PTA会員の研修のために教育講演会を開催
した。講師に、元哲多町教育長　和気弘宗先生
（慈眼寺住職）をお招きし、「子育ての原点」と
題しご講演をいただいた。なお、当日は人権に
関わる内容で授業参観も実施した。

児童の学校での生活の様子を見てもらった。
一日中開放。

低学年は収穫したサツマイモの調理でもてな
した。中学年は簡単なゲームを一緒に楽しんだ。
また、高学年は三世代でグランドゴルフに取り
組んだ。

岡山地方法務局人権擁護課人権擁護委員　長
安早智子氏による教育講演会　演題「今こそ心
の教育を」で家庭での子育てのしかたについて
話していただいた。同日は、児童の学習発表会
も合わせて開いた。

園児・児童・生徒の合同学習発表会を開催し
た。開催にあたり豊永学区全戸に案内状を出し
参加を募った。又、地域振興会主催の高齢者サ
ークル（ほほえみサンロ）をお招きし、交流を
図った。会場には園児・児童・生徒の作品展示
もした。

１日中、学区住民を対象に学校を開放し、学
習の様子や朝の会・帰りの会・給食・休み時間
の様子等を自由に参観してもらった。各学年に
英語学習を１時間設定した。

児童一人一人が作成した案内状を学区全戸に
配布し、誰でも参観できる環境作りをした。学
区内に新設された「福祉施設」の入所者も招待
し、児童・保護者・地域の方々とも交流を図っ
た。

◎教育や創立130周年を迎えた菅生小学校の歴
史について校長が話をし、みんなで考えた。
◎サツマイモの収穫祭を兼ね、地域の方々を招
待して、模擬店、焼き芋作り、みこしや獅子
舞などを披露した。

児童による演劇・合奏の発表
・備中神楽
・大正琴
地域のボランティア団体による手話の学習
児童の自由研究の発表

６年生児童
保護者
教職員

93名

児童の家族
地域の方

約80名

地域
保護者

100名

保護者
教職員
地域の方

180名

地域住民
74名

井倉幼稚園
井倉小学校
保護者
教職員

42名

10名

児童
保護者
祖父母
地域住民

160名

足見小学校保
護者
足見学区民
足見小学校教
職員

60名

幼児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

250名

保護者を含め
て

約35名

保護者
学区民
児童

約150名

児童
保護者
幼稚園園児
地域住民
教職員

児童
保護者
地域住民
教職員

91名

11月１日

11月11日

11月６日

11月１日

11月６日

10月25日

11月６日

11月１日

11月17日

11月16日

11月１日

11月17日

11月１日

11月17日

・１年生親子給食
・新見公立短大学
校訪問

・人形劇鑑賞

・美郷学区教育講
演会参加

・一日参観日の実
態
・フリーマーケッ
ト祭開催

・中学校区教育講
演会
・親子英語遊び集
会

・いくらっ子スピ
ーチ会
・災害要望教室
・学習発表会

・高齢者参観日
・足見小まつり
・高齢者と児童で
神社の落ち葉拾
い

・教育を語る会の
開催

・福祉施設との交
流
・祖父母も含めて
の授業公開

・看板の設置
・学習発表会

・児童集会におけ
る校長講話

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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新見市立上市小学
校

新見市立西方小学
校

新見市立足立小学
校

新見市立実小学校

新見市立千屋小学
校

新見市立新見第一
中学校

新見市立美郷中学
校

新見市立井倉中学
校

新見市立草間中学
校

新見市立豊永中学
校

新見市立熊谷中学
校

新見市立菅生中学
校

新見市立福本中学
校

新見市立千屋中学
校

一日
いちにち

参観日

１日学校開放参観
日

だれでも参観日

学習発表会

授業参観
三世代交流グラン
ドゴルフ

参観日と教育講演
会

美郷学区教育講演
会

自由参観週間

親子部活動

豊永学園文化祭

熊谷ふれあい祭り

教育講演会

地域交流事業「収
穫感謝祭」

ふれあい参観日

児童が登校してからの諸活動をみてもらっ
た。
・授業参観等
・ふれあい給食
・収穫祭

連続する２日間を「１日学校開放参観日」と
して始業から終業まで学校開放し、日常の教育
活動を公開した。

地区民に児童の学習を公開。

保護者だけでなく、地域の方々を招待して日
頃の学習成果を発表する「学習発表会」を行っ
た。子ども達や学校の様子を知ってもらうよい
機会となった。その後PTA主催のもちつき会
を行い、参加者の交流を深めることができた。

１校時、授業参観し、その後三世代交流グラ
ンドゴルフ大会を行った。
グランドゴルフ大会は、どのチームも三世代
になるように組分けし、交流・親睦を図った。

授業参観と学年支会活動（学校での生徒の様
子の紹介や保護者と教職員の意見交換など）と
講演会を行った。講演会では本校スクールカウ
ンセラーの山本素子先生が、現代の子供たちの
心理の傾向や子供とのコミュニケーションのあ
り方などについて詳しく話してもらった。

落語家　桂米裕氏（矢掛町・多聞寺副住職
吉田宥禪氏）による演題「昔ばなしの子育て法」
の講演会を開催した。

部活動を含めいつ参観してもよいという形で
実施。文化祭を初日にくみこんだ。

２学期の日曜参観日に開催し、野球・バレー
ボール、ソフトテニスに分かれて、お父さん、
お母さんの珍プレー好プレーの健闘ぶりに拍手
喝采！親子共々楽しく汗を流した。

園児・児童・生徒の合同学習発表会を開催し
た。開催にあたり豊永学区全戸に案内状を出し
参加を募った。又、地域振興会主催の高齢者サ
ークル（ほほえみサロン）をお招きし、交流を
図った。会場には園児・児童・生徒の作品展示
もした。

小学生から高齢者まで年齢に応じて、ソフト
ボール、バレーボール、グランドゴルフ等のス
ポーツを地区民総出で行い、ふれあい・親睦を
図った。

菅生市民センター所長（元小学校校長）畑本
眞紀吉氏による講演会「こどもたちからの授か
りもの」を、地域全戸に呼びかけて実施した。

「収穫感謝祭」と銘打って一日行事として一
つにまとめ、そして、日頃学校へ来ることがな
い生徒の祖父母の方を招待して、そばと豆腐を
食べてもらうことにした。
会食後は農業体験の発表を聞いてもらった
り、昔の遊びを一緒にしたりしてお年寄りとの
交流を深めた。

午前中に「総合的な学習の時間」で取り組ん
だことについて、４つのグループが発表。その
後、外部団体を招いての「神楽」・「落語」を
行った。
午後からは学年ごとに舞台発表を行った。

児童
保護者
教職員
地域住民

220名

２日間の延べ
人数 101名
保護者

地区民
保護者

18名

児童
教職員
保護者
地域住民

60名

児童
教職員
保護者
地域の方

130名

生徒
保護者
教職員

580名

保護者
教職員
地域住民

180名

保護者
地域住民
生徒
教職員

120名

生徒
保護者
教職員

幼児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

250名

200名

保護者
地域住民
教職員

約40名

生徒
教員
生徒の家族
地域の人

46名

生徒
保護者
教職員
地域住民

約100名

10月28日

10月８日
９日

10月25日

11月17日

10月13日

11月12日

11月１日

10月７日

11月10日

11月16日

９月29日

10月17日

12月12日

11月16日

・人形劇鑑賞会
・教育講演会

・招待給食
・子育て学習会

・実小まつり
・１日参観日

・人権教育研修会
開催
「介護」につい
て

・参観日

・ふれあいフェス
ティバル
・社会福祉体験
・啓発看板設置

・地域と一体とな
った文化祭
・訪問ボランティ
ア

・教育を語る会の
開催

・日曜参観日

・学校開放

・母校「福本中」
のパネル写真展
・映画「二十四の
瞳」視聴
・社会人に学ぶ
「ホームヘルパ
ーさんの講話」

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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有漢町立有漢東小
学校

有漢町立有漢西小
学校

有漢町立有漢中学
校

北房町教育委員会

北房町立中津井幼
稚園

北房町立呰部幼稚
園

北房町立呰部幼稚
園阿口分園

北房町立上水田幼
稚園

北房町立中津井小
学校

北房町立呰部小学
校

北房町立阿口小学
校

北房町立上水田小
学校

北房町立水田小学
校

「東小まつり」

学習発表会

親子ふれあい教育
講演会

合宿通学

町内保育園、幼稚
園交流会

呰部幼稚園まつり

秋祭り「そば屋」
出店

上房郡幼稚園教育
研修会

せんだん祭り

伝承ふれあい会

秋祭りに【そば屋】
出店

ふれあい参観日

歯・口の健康つく
り推進指定校研究
発表会

児童が、春に苗を植え、世話をしてできた芋
を焼き、保護者・地域の人・老人クラブの方々
を招待して、半日楽しんでもらう祭りをしてい
る。この祭りには、児童が色別の班を作り、出
店をしたり、焼き芋を食べたりして楽しんだ。

日頃の学習の成果を合唱劇等で発表する。地
域のお年寄り全員に案内状を配布し、多くの
方々に学校に出向いてもらった。

本年度の「親子ふれあい家庭教育参加事業」
の一環として、PTA補導部主催で講演会を開
催します。
県立盲学校　竹内昌彦先生による「私の歩ん
だ道」

町内の小学校６年生が、宿泊施設から学校へ
通学し、炊事・洗濯・掃除などの日常生活を行
い、集団生活を体験した。夜のふれあい学習で
は、地域の人に講師をお願いし、歴史・伝統的
な遊びの学習や、青年団の人との交流も行った。

町内の保育園２園、幼稚園４園の３、４、５
歳児が一同に集まって交流を深めた。

幼児の育てたさつまいもの収穫、祖父母を招
いてお店屋ごっこ、大きなねぶたも登場し、収
穫したさつまいもをつかったお料理に全員で舌
鼓をうった。
幼児が育てたカランコエのプレゼントも心温
まるものであった。

阿口神社が秋祭りの日、小学生がそば屋を出
した、その中で、お客様の接待係として活躍し
た。
地域の方に喜んでいただき、子どもたちも満
足であった。

北房町学校給食センター栄養主査　松下眞子
先生による「幼児期にふさわしい食生活につい
て」の講演や、幼児の実態に基づき栄養指導を
してもらった。

学校開放の一環として、地域住民を招待して
ふれあい活動を行った。前半はお年寄りから教
わりながら遊び道具作りや餅つきをし、後半は
児童が主体となって祭りを行い、縦割り班で工
夫したゲームなどで楽しいひとときを過ごし
た。

学区内の３つの老人クラブから約30名を講師
として招き、わら細工、お手玉、竹トンボ等の
作り方を教わった。作った後は、一緒に遊ぶこ
とによって触れ合いを持った。

そば作り３年目の今年。春から総合的な学習
の時間に取り組み、そのまとめとして、阿口神
社の秋祭りの日、午前中に全校で150食分のそ
ばうちをし、午後そば屋を出した。収益金は日
本赤十字社へ贈呈した。

学校が企画した「ふれあい遊び」に老人クラ
ブ、児童の祖父母、保護者を招待し低・中・高
学年の３グループに分かれて遊んだり物を作っ
たりしながら交流を深めた。

平成13・14年度の２年間の「歯・口の健康つ
くり」の研究実践を広く紹介し、今後の学校の
あり方を考えた。

児童
保護者
教職員
地域住民

104名

PTA保護者
地域の方
お年寄り

約100名

生徒
保護者

児童
スタッフ

39名

園児
25名

園児
祖父母

40名

園児
児童
教職員
地域住民

幼稚園職員
保育士
保護者

22名

地域住民
幼稚園児
児童
教職員

200名

児童
保護者
高齢者
職員

140名

児童
園児
教職員
地域住民

児童
保護者
祖父母
老人クラブ

180名

保護者
地域住民
教職員

315名

10月25日

11月10日

12月14日

10月20日
～10月26日

10月11日

10月16日

10月20日

10月17日

11月１日

11月１日

10月20日

11月１日

11月15日

・地域学習（GT）
・公開授業、学芸
会への招待

・コスモスフェス
ティバル
・ミニゴルフ大会
・北房町文化祭

・いも掘り
・未就園児交流
・せんだんまつり
参加
・親子バス遠足

・終日参観日

・ふれあい参観日

・公開授業

・校舎公開

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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北房町立北房中学
校

賀陽町教育委員会

賀陽町立上竹荘小
学校

賀陽町立豊野小学
校

賀陽町立下竹荘小
学校

賀陽町立吉川小学
校

賀陽町立大和小学
校

賀陽町立竹荘中学
校

賀陽町立吉川中学
校

賀陽町立大和中学
校

成羽町立成羽小学
校

成羽町立布寄小学
校

校内文化祭

町長・教育長と小
学生が話す会

親子炭焼き教室

教育講演会

教育談義
「朝までトークin
下竹」

教育講演会

保護者懇談会

親子ふれあい講演
会

教育講演会

大和中学校文化祭

教育講演会

ふれあい参観日

弁論発表、学級劇、有志の漫才、吹奏楽部の
演奏、各教科や生徒会専門委員会の展示、総合
学習の成果発表など多彩な内容であった。
今年度も、生徒会の文化祭実行委員長が、町
の放送（防災無線）を使い、町民の方々に対し
参加の呼び掛けを行った。

町内の小学生代表（10名）が日頃思っている
ことや、町への要望などについて質問し教育環
境に関心を持ち児童の健全育成を図る。
当日児童から通学路や学校施設整備について
鋭い良い質問が出た。

PTA研修部の主催で「親子炭焼き教室」を
実施した。炭のできるまでを紙芝居で学習した
り、炭のカマ出しや木の種類による炭・火力の
違いを体験したりした。

参観日に合わせて「よりそう心」と題して、
教育相談スタッフ、照田博之氏の講演会を行な
った。

体育館にコタツを並べて、保護者・地域住
民・教職員が様々な教育問題について、時間を気
にせず、本音で話し合い学校教育、家庭教育、地
域の教育力の向上をめざす取り組みを行った。

美作学園専務理事で、青少年健全育成促進ア
ドバイザーの藤原修己先生をお迎えし、１時間
半講演してもらった。『地球で子育て』という
演題で、「親はやめるわけにいかない」「家庭・
学校・地域の接点にもっていくものをみんなで
考え、実行にうつすことが大切」等家庭や地域
で考えていかなければならないことを教えても
らった。

子ども達の学校の様子や家庭での様子そして
今後の在り方等について保護者と個別に懇談を
行うことにより、お互いに理解を深め連携を図
りながらよりよい成長ができるよう懇談会を実
施した。

毎年11月の第一日曜の開催で、親子、教職員
が一緒に講演を聴き、福祉・ボランティア活
動・国際協力・望ましい生き方等について考え
る機会としており、今年は、吉備高原学園高等
学校の文谷準氏の講演「海外体験を通して思う
こと」を聴いた。

青少年健全育成アドバイザーの藤原修己先生
を講師に、「地域で子育て」という演題で、吉
川小・吉川中学校PTA、吉川公民館主催の教
育講演会を行った。

中学校の文化祭に、公民館活動でサークル活
動している一部の方々に参加して頂き、公民館
を会場とし、地域の方々や保護者を招き実施し
た。また、当日PTA事業部が、例年バザーを
行っている。

医療法人サンクリニック親子人間学研究所
長・平川洋児氏「子どものやる気と親の役割」
と題して講演を行った。また、その日は授業参
観学級PTAでの話し合いも行った。

公開授業を行うとともに、地域の方を講師に
依頼し、竹細工やわら細工、リース作り、お手
玉作りといった製作活動に取り組んだ。

生徒
教職員
保護者
地域住民

476名

小学生
保護者
教員

50名

PTA
30名

豊野小学校
保護者
教職員

保護者
地域住民
教職員

53名

保護者
老人大学生
女性の会
教職員

60名

保護者
75名

生徒
保護者
教職員

257名

吉川小・中学
校PTA
老人クラブ
吉川婦人の会
吉川保育園
保護者会

50名

生徒
保護者
地区住民
教職員

保護者
児童

480名

保護者
児童
地域住民

43名

11月10日

11月６日

11月２日

10月31日

11月１日
～11月２日

11月７日

10月15日
～10月17日

11月９日

11月７日

10月20日

11月１日

11月24日

・啓発ポスター・
パンフレット配
布
・公民館事業（文
化祭）にPR
・オフトークで放
送
・広報誌かようで
おかやま教育の
日関連事業を掲
載

・先輩に学ぶ
ようこそ先輩！
～上竹小編～
・家族読書週間
・本の読み聞かせ会
・自由参観日

・学校開放
・地域清掃
・子育て講演会

・開放参観日
・教育講演会

・公開授業
・吉小まつり
・下校指導
・吉川公民館文化
祭
・就学時健康診断
・子育て支援事業
講演会

・学習発表会

・広報用看板掲示
・学校通信へ掲載
・文化祭

・公開授業参観

・菊見給食

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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成羽町立吹屋小学
校

成羽町立成羽中学
校

川上町教育委員会

川上町立川上小学
校

川上町立高山小学
校

川上町立川上中学
校

備中町教育委員会

大佐町立刑部小学
校

大佐町立田治部小
学校

大佐町立布瀬小学
校

大佐町立淳和小学
校

大佐町立大井野小
学校

大佐町立大佐中学
校

大佐町立大井野中
学校

神郷町教育委員会

もみじ集会

PTA講演会

家庭教育セミナー

一日参観日

ふれあい学芸会

教育講演会

食と文化の交流フ
ェスティバル

ふれあい参観日

ふれあい
いきいきサロン

親子星空観察会

収穫祭

大井野小・中学校
文化祭

中学生議会

進路フォーラム

芸能文化祭

吹屋学区のご老人や保護者を招待し、ゲーム、
グランドゴルフ等をしてふれ合いの時間を待っ
た。
また、児童が育てたさつまいもを焼きいもに
して食べた。

岡山県青少年健全育成アドバイザーの為重大
五先生をお招きし、「心のトレーニング」と題
して、中学生期が脳を鍛えるのに最適な時代で
あるというお話で、生徒の心にも保護者の心に
も、しっかり届いたことと思った。

PTAと連携し、学識者（外部）を講師に招
き、子育てに関する講演会を実施した。

「おかやま教育の日」にちなんで、一日参観
日をもうけ、保護者に授業を自由に参観しても
らい、本校の教育に対して理解と協力をはかっ
た。

学校と地域保護者が協力し合って、ふれあい
を図った。箏曲、傘踊り、神楽、独唱等、地域
の賛助出演をいただき、温かい雰囲気につつま
れ、児童を始め保護者も楽しい一時を送った。

就実短期大学非常勤講師　高橋長藏氏によ
る、テーマ「今、私達に求められているもの」
の講演会

大道書学院の方々の書道作品の展示や、小中
学生の人権習字作品の展示、地域住民の手芸、
木工、押花、書道等作品を展示した。

参観日の学習内容や学級懇談を工夫して、参
加者が自由に教育についての意見交換をした
り、心のふれあいができるようにしたりした。

○１～４年生は、お年寄りと一緒にALTのケ
リー先生の指導を受けながら、「英語で遊ぼ
う」の授業を行った。
○５・６年生は、パソコン教室でお年寄りと共
にインターネットの検索を行った。

親子での秋の星空観察を行い、秋の夜空の美
しさを満喫するとともに、星にまつわる昔話を
聞き互いの夢を語り合うなど、親子間の一層の
交流を図った。

「いつもお世話になっている地域の方々にば
らずしをごちそうしたり、ゲームなどで楽しん
でもらったりして感謝の気持ちを表わそう」と
いうねらいで、春から育ててきた米や、すしの
具の材料を収穫し、ばらずしやゲームでもてな
した。

日頃の学習の成果を総合的に発表する文化祭
を開催し、保護者のみでなく地域全戸に案内状
を配布して観覧してもらった。
又、会場内に児童の作品を展示した。

本校の生徒が議長や議院となり、町執行部、
担当課に対して町政や教育について質問を行
い、町長をはじめ教育長、担当課長が回答した。

我が中学校の卒業生　宮本雅康氏による進路
フォーラムを実施した。宮本氏はアメリカに渡
り、すし屋を２軒も経営されており、これまで
の経緯とよき友達ををもつことの大切などを講
演してもらった。

小学生の子ども神楽を始め、幅広い年代層が
日頃から生涯学習として取り組んでいる、文
化・芸術・芸能の成果を展示、発表した。

児童
教職員
保護者
長寿会の方々

30名

保護者
生徒

220名

PTA
50名

児童
保護者
教職員

約290名

児童
保護者
地域
職員

49名

保護者
教職員

40名

児童
生徒
地域住民

300名

児童
保護者
教職員

約180名

児童
地域住民
教職員

66名

３年生以上の
児童

45名

児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

100名

教職員
生徒

46名

生徒
教職員

21名

文化協会員
一般住民

150名

11月19日

11月15日

11月１日

11月１日

11月17日

10月26日

10月５日
～10月13日

10月11日

11月１日

11月７日

11月４日

10月20日

11月８日

11月１日

11月10日

・子育て講座を実
施

・お話会

・学校自由参観の
実施

・各地区神社秋祭
り

・地域のお年寄と
の「ふれあいも
ちつき大会」

・独居老人宅訪問

・「おおさ苑」訪
問

・教育講演会
・収穫祭

・人権講演会
・収穫祭
・啓発看板の設置

・神郷町高瀬湖畔
マラソン大会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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神郷町立新郷小学
校

神郷町立高瀬小学
校

神郷町立神代小学
校

神郷町立油野小学
校

神郷町立新郷中学
校

哲多町教育委員会

哲多町立本郷小学
校

哲多町立萬歳小学
校

哲多町立新砥小学
校

哲多町立哲多中学
校

哲西町教育委員会

哲西町立哲西幼稚
園

哲西町立矢神小学
校

新郷ふれあいフェ
スティバル

ふれあい参観日

ふれあい集会

収穫・感謝祭

長寿学園・老人ク
ラブ交流会

哲多音楽芸能祭

オープン参観日

教育講演会

哲多町園児・児
童・生徒作品展

学年支会事業

わくわく合宿

保育参観及び育児
講座

収穫祭

オープン参観週間の最終日にあわせ、児童18
名が手書きの招待状を作成し、地域のお年寄り
の方20名をお招きして、しめ縄作りや昔の遊び
を教えていただいたり、学級の店（マッサージ、
パソコン、紙すき、料理等）に招待したりする
活動に取り組んだ。最後に給食を一緒に食べた。

全校児童、保護者、学区の高齢者の方と三世
代交流ゲートボール大会を実施した。

児童の祖父母を招待して、全学年児童と給食
を一緒に食べ、そのあと手づくりおもちゃやゲ
ームなどで遊び、交流を深めた。

サツマイモの収穫を祝い、「肩たたき」で交
流を深めたり、「おいもクイズ」で大いに盛り
上がった。
また、児童や保護者が思い思いの店を出して
にぎわったり、地域の方がおしるこをふるまっ
てくださったりして楽しい一日を過ごした。

学区内の長寿学園・老人クラブの方々をお招
きして、ゲートボール大会を実施した。

中学生による銭太鼓の発表もあり、また、児
童、生徒、保護者、地域住民など多くの人が観
覧し、地域内外の伝統文化や音楽、芸能に触れ
た。

授業ALT交流、給食準備、休憩時間等、自
由に参観していただいた。６学年は、「総合的
な学習」としてアムダの職員の方を招いて国際
ボランティアについての学習を行った。

吉備国際大学社会福祉学部臨床心理学科助手
奥田健次氏による、演題「難しい時代の子育て
にどう取り組むか」の講演会。

町内園児、児童、生徒の造形・図画工作・美
術及び文芸等に関する作品展覧会を開催し、情
操教育の進展を図った。

参観授業の後、学年単位で活動。
・親子料理教室
・人権教育ビデオ視聴の後、親子で討論会
・親子でペタンク
・親子でインディアカ

町内の小学６年生（希望者）が、公民館に１
週間合宿しながら通学し、集団生活での規律や
食事、世代間交流を図り、生きる力を養った。

保護者が子どもの園での様子を参観したり、
親子ふれあい活動をした。その後、岡山学芸館
高等学校参与　森美智子氏による講演会を行
い、その内容の記録を全保護者に配布し家庭で
の子育てや話し合いの材料となるような取り組
みをした。

総合的な学習で取り組んだ米つくり、野菜つ
くりの収穫や餅つきをし、ふかし芋、雑煮で祝
った。又、学習の関連でお世話になった人にも、
児童らの手でお餅を届け、感謝の意を表した。

地域老人クラ
ブ
保護者
児童
教職員

46名

保護者
学区高齢者
児童

59名

児童
祖父母
教職員

140名

児童
保護者
教職員
神楽指導者
スポ少指導者
地域住民等

約70名

老人の方
生徒
教員

65名

一般町民
近隣市町村住
民

約300名

保護者
祖父母
地域住民

120名

保護者
教職員
婦人会
教育委員会

90名

町内園児
児童
生徒

400名

生徒
保護者
教職員

266名

53名

保護者
一般町民

老人クラブ
保護者
児童
教員

152名

10月25日

11月５日

11月１日

11月16日

10月25日

11月24日

10月16日

10月29日

11月２日
～11月４日

10月12日

10月26日
～11月２日

10月19日

11月２日

・新郷駅の清掃奉
仕
・ゴミポイ捨て禁
止啓発ポスター
掲示
・校内マラソン大
会
・学級懇談会
・教育相談週間

・親子給食会
・親子ビデオ視聴
会
・町内生徒児童音
楽発表会

・アムダ講演会

・町内作品展
・町内音楽会

・哲多町音楽祭お
よび作品展参加

・外国青年ホーム
ステイ受入事業
・図書館まつり
・文化祭

・地域交流事業
・育児相談

・地域住民のため
の学校参観日

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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哲西町立野馳小学
校

哲西町立哲西中学
校

「学校へ行こう」

親子ふれあい事業

保護者のみならず、地域の方々にも学校を開
放し、いつでも参観していただけるようにした。

広島県神石郡豊松村の豊松太鼓（７名）を招
き、親子と地域の方とで和太鼓の演奏を鑑賞す
るとともに、小中学生は演奏体験もし、交流を
深めた。

保護者
地域住民

70名

75名

11月１日
～11月８日

10月26日 ・参観授業
・子育てに関する
講演会
・子どもの健康づ
くりネットワー
ク事業

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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津山市教育委員会

津山市立西幼稚園

津山市立東幼稚園

津山市立河辺幼稚
園

津山市立大崎幼稚
園

津山市立院庄幼稚
園

津山市立鶴山幼稚
園

津山市立田邑幼稚
園

津山市立佐良山幼
稚園

津山市立高田幼稚
園

津山市立清泉幼稚
園

津山市立成名幼稚
園

第17回英語暗唱大
会

講演

未就園児交流会

家族参観日

三世代交流会

親子運動会

家族参観日

子育て講座

親子芋掘り遠足

親子で楽しむふれ
あい体験

幼稚園まつり

津山市立幼児園合
同保育

中学生が、国際語としての英語により親しみ
を持ち、国際意識の高揚と国際人としての基礎
育成に寄与することを目的として中学校の英語
暗唱大会を開催した。

演題　みんながしあわせになるために
講師　鏡野中学校

校長　村松　五郎先生
○カウンセリングマインド形式で身近な話題を
取り上げながら実践した。

フルートクラブ代表　正木公美子さん他３名
による（フルート、ピアノ、ファゴット）音楽
演奏会を開催し、在園児と未就園児の親子で楽
しんだ。

岡山県ネイチャーゲーム協会の方３名による
木の葉のカルタ、「私は誰でしょう」等のゲー
ム、自然物探しのフィールドビンゴゲームを地
域の神社、山を利用して実施した。

・参加者で、昔遊び（竹馬、コマ回し、折り紙、
お手玉、あやとり、縄跳び、等）をした。
・織田憲二先生の講演を聴いた。
「ぼくたち　わたしたちは　みんな　たいせ
つな《人間》なんだ。」
・会食をした。（園の芋をふかし芋にする。）

園児、保護者、未就園児の親子、祖父母と共
に運動会を開催しふれあいを深めた。

内容　・親子でふれ合える遊びの場を設定し、
一緒に遊ぶ。
・美作女子大学助教授　杉山嘉弘先生に
よるる講演会
「乳幼児期の心の発達課題と親の役割」

津山市立北陵中学校養護教諭　井上治子先生
による講話
“子どもたちの健やかな成長を願って”をお
聞きした後、話し合いをもった。

親子で歩いて目的地に行く（３㎞）。いも畑
で、親子で芋づるをひっぱり芋掘りを楽しんだ
後、公民館にてお弁当を食べたり、保護者の方
がふかし芋を用意して下さって食べることが出
来た。

美作女子大学講師の谷口陽子先生（健康運動
指導士、レク・コーディネーター）の指導で、
いつでも　どこでも　楽しんで出来る運動を親
子・家族で楽しんだ。小学校の体育館のフロア
ーをいっぱいに使って、体のふれあい・心のふ
れあいを深める楽しい運動に取り組んだ。

地域に園舎、園庭を開放。地域全体に呼びか
け、遊びコーナー、模擬店コーナー、まどか苑
（デイケアー施設）コーナーなどを設け地域の
人たちと交流した。

津山市立幼稚園児（527名）が一同に集まり、
共に活動することを通して、生活環境や人間関
係を広げ、津山市の幼稚園教育が充実振興する
ことを目的として、保護者及び津山市民に幼稚
園教育の一端をPRした。

中学生

保護者
その他

43名

100名

幼稚園児
保護者
地域住民

120名

各町内会長
公民館長
老人クラブ
地域の方々
園児の祖父母
園児の父母
園児
教師

100名

園児
保護者
未就園児親子
祖父母他

保護者
108名

保護者
11名

幼稚園児
保護者

94名

幼稚園児
未就園児
保護者
姉弟

園児
保護者
地域住民

約200名

市立幼稚園児
保護者

727名

10月27日

11月15日

11月６日

11月17日

11月19日

10月19日

11月16日

11月29日

10月31日

11月23日

11月３日

10月11日

・だれでもなんで
もいきいき講座
・地区公民館文化
祭
・中学生考古学講
座
・津山洋学資料館
入館料免除

・フルート演奏を
聴く会

・公民館祭りに作
品出品及び生活
発表で参加
・未就園児を招待
し、焼き芋まつ
りを実施

・焼き芋会

・いもほり・会食
・未就園児との交
流
・ふれあいバザー
とオリエンテー
リング
・子育て講座

・つやまっ子デビ
ュー14受け入れ
・清泉学区教育を
語る会
・未就園児交流会

・成名幼稚園運動
会
・幼小合同収穫祭
・成名地区文化祭
へ出品
・成名幼稚園ふれ
あいバザー

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

津山教育事務所管内（教育委員会・幼・小・中・高）
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津山市立二宮幼稚
園

津山市立東小学校

津山市立西小学校

津山市立南小学校

津山市立北小学校

津山市立林田小学
校

津山市立鶴山小学
校

津山市立弥生小学
校

津山市立向陽小学
校

津山市立院庄小学
校

津山市立佐良山小
学校

津山市立一宮小学
校

津山市立高田小学
校

お父さん教室

音楽を楽しむ会

ふれあいまつり

学習発表会

参観日及び学校評
議員会

地域参観日

鶴山小ふれあいま
つり

やよい地域参観日

学習発表会

音楽発表会

さら山時代祭り

一宮音楽発表会

ピアノ開き＆コン
サート

幼稚園近くにある美和山古墳において親子ふ
れあい自然体験学習を実施。

音楽に親しみ、豊かな心で生活を楽しむため
に、日頃の学習の成果を発表しあい、みんなで
力を合わせて演奏したり、静かに鑑賞したりし
た。
又、PTA、コーラスの合唱を聞きすばらし
い音楽の世界にひたった。

児童が生活科や総合的な学習の時間に学習し
た成果を、クイズにしたり物を作ったりして、
他学年の児童や保護者・地域住民に生活科や総
合的な学習の時間の取組を紹介するこができ
た。

音楽発表を中心にして、平素の学習の成果を
学年ごとに発表。例年通り、町内会を通じて校
区内全戸に案内チラシの回覧をお願いした。多
くの保護者、地域の方々とともに子どもたちの
健やかな成長を感じ合った。

人権に関わる授業公開を行い、保護者のみな
らず地域住民にも広く呼びかけ参加していただ
いた。
授業参観後、授業の感想や「子どもたちの生
活態度と学校・家庭・地域の関わり」等につい
て話し合った。

地域に向けた授業公開

児童と保護者から募集したふれあいまつりス
ローガンの発表や、子どもたち有志やお父さん
バンドによる子どもステージ、また、模擬店、
リサイクル、バザー、スタンプラリーやストラ
イクアウトなどのゲームに取り組み、多くの人
がふれあう一日となった。

・開かれた学校づくりの一環として、地域全戸
に学校公開の案内を行った。
・午後半日の日程で、授業及び学校施設の公開
をし、児童の様子を見ていただくとともに、
学校教育への理解が得られるように取り組ん
だ。

当日は、子ども一人一人が生きるよう演出を
工夫して、学年ごとに合唱、合奏、劇、音楽物
語、群読等を披露した。

保護者、祖父母・地域の方を招いて体育館で
各学年が音楽の発表をするる。子ども達は、祖
父母や近所の方に招待状を手紙を書いて届け
た。

「木と語ろう、水と語ろう、土と語ろう。そ
して聞け、風の声を!!」をテーマに第５回「さ
ら山時代祭」が開催された。昨年度に引き続い
て、地域行事への参加であるが、今年度は学校
とPTAが全面的に参加協力をした。

校内の音楽会に保護者だけでなく、地域の皆
さんや老人クラブの方々を招いて合唱や合奏を
発表した。オペレッタや音楽物語などの発表も
あり、バラエティーあふれた発表会になった。

体育館に新しいグランドピアノが入ったの
で、ピアノ開きを行った。オランダ人ピアニス
ト、ルイ・レーリンク氏を迎えて、ピアノ演奏
とトークを、保護者、地域の人、幼稚園児とと
もにみんなで楽しんだ。

43名

児童
教職員
保護者
地域住民

児童
教職員
保護者
地域住民

500名

児童
保護者
地域住民

保護者
地域住民
学校評議員
教職員

約310名

35名

児童
保護者
地域住民
教職員

1,200名

保護者
地域住民

約400名

児童
園児
保護者
教職員
地域住民

約260名

保護者
祖父母
地域の方々

250名

佐良山学区民
佐良山小学校
児童
保護者
市民

児童
338名

保護者
地域の方

400名
老人クラブ

児童
保護者
地域の人
幼稚園児

11月23日

11月８日

11月16日

11月８日

11月１日

11月５日
６日

11月９日

11月１日

11月８日

11月16日

11月10日

11月16日

10月15日

・さつまいもほり
・焼いも大会

・東小教育を語る
会

・学習発表会

・人権参観日

・北小ふれあい祭
り
・創立40周年記念
式典及び講演会

・保護者参観日
・音楽を楽しむ会

・岡山フィルハー
モニック管弦楽
団鑑賞会
・ヴォーカルアン
サンブル津山鑑
賞会

・ハッピーハート
コンサート

・自由参観日
・子育てを考える
集い
・地区懇談会

・吹奏楽鑑賞会
・学習発表会
・人権参観日
・「学校だより」
増刊号配布
・外部評価実施

・「ふれあい文化
祭」

・学習発表会
・なかよし祭り

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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津山市立清泉小学
校

津山市立高倉小学
校

津山市立高野小学
校

津山市立成名小学
校

津山市立河辺小学
校

津山市立大崎小学
校

津山市立広野小学
校

津山市立津山東中
学校

津山市立中道中学
校

津山市立北陵中学
校

津山市立鶴山中学
校

津山市立津山西中
学校

勝山町教育委員会

勝山町立勝山小学
校

収穫祭

高倉地区文化展

人権平和集会

学習発表会

ふれあい祭り

学習発表会

地域のお年寄りに
感謝する会

「自分の夢と未来
へ」First Step
つやまっ子デビュ
ー14

学校公開

環境クリーン作戦

文化講演会
「温故のすすめ」

紫竹祭

公共施設の無料開
放

学校開放日

今年度、総合的な学習の一環として米作りに
挑戦した。そのもち米を使って全校で収穫祭を
実施した。昔ながらの臼と杵を用いてのもちつ
きに歓声があがり、おもちのおいしさにも満足
だった。

地区の有志による陶器、書道作品、写真、手
芸、菊の出品と合わせて、児童の図画、工作、
習字を出品参加した。

人権や平和についての学習（総合学習）した
ことや音楽等の発表会。

児童が日頃取り組んできた各学習のまとめや
成果や課題をいろいろな方法で観客に伝えよう
と努力したり、観客と共に感動を共有しようと
した。

河辺地区全世帯を対象にした地域を上げての
取り組み。

“輝け、みんなの心”をテーマに、全学年が
各教科における日頃の学習の成果を総合的に発
展させた学習発表会であった。

赤飯を作り、赤飯を配り、80才以上のお年寄
りのお宅を訪問し、多年にわたって社会に尽く
してこられたみなさんの長寿を祝い、感謝の気
持ちを表した。

・職場体験活動
市内80事業所に266名の２年生が３日間に
わたり、職場体験を行なった。

生徒登校時間から部活動終了時間までの間、
学校を開放して保護者や地域の人達に授業風
景、休息休憩、部活動風景を自由に見学しても
らった。

11月17日の国際交流車いす駅伝競走が、学区
内を通ることもありコースを中心に通学路のゴ
ミ拾いをし「きれいな津山」を目指し、ボラン
ティア活動に取り組んだ。

小田郡矢掛町「多聞寺」副住職、桂米裕（吉
田宥禪）さんをお呼びし、落語家としての経験
をとおして“昔ばなし”を引き合いにその中に
流れる教育の原点をさぐるお話であった。

各学年毎に学級の枠を外して展示、モビール、
演劇、音楽発表に別れ、文化的創造活動に取り
組んだものを発表した。吹奏楽部や美作部の活
動も織り交ぜ、保護者の参観を得て、日常の学
習の総合的な発表の場とした。

資料館・武家屋敷ともに無料開放し、期間中
有線放送で周知した。

一日中、全学級の授業や給食・掃除など全て
の教育活動や施設設備を開放し、保護者や地域
住民の方や保育園の先生方などに参観していた
だいた。アンケートを行い、貴重な御意見や御
感想をもらった。

児童
教職員
保護者
地域住民

一般
児童

168名

保護者
全児童
教職員

300名

児童
教職員
幼稚園児
保護者
地域の住民

380名

保護者
地域住民
児童

約800名

児童
保護者
教職員
地域住民

児童
保護者
教職員

145名

第２学年全員

保護者
地域の人

約200名

青少年健全育
成会
PTA
生徒会
教職員

270名

保護者
生徒全員

392名

全校生徒
全職員
保護者

801名

地域住民
100名

一般住民
保護者

220名

11月20日

10月26日
～10月27日

11月15日

11月15日

10月27日

11月９日

10月26日

10月23日
24日
25日

11月７日
８日

11月10日

10月31日

11月１日

11月中

11月１日

・参観日
・学習発表会
・清泉学区文化祭
・清泉学区教育を
語る会
・清泉ふれあいウ
ォーキング

・健康づくり運動
会
・三宝荒神太鼓鑑
賞
・PTAバザー模
擬店

・教育講演会
・収穫祭

・地域公開参観日
・成名地区文化祭
・岡山フィルハー
モニック管弦楽
団スクールコン
サート

・人権参観日

・校外学習
・「東風祭」文化
祭

・学校づくり推進
委員会
・クリーン作戦

・文化部発表会
・人権学習授業参
観と学級懇談会
・研究授業
・職場体験
・第２回学校評議
員会

・人権平和発表会

・ワクワク調査隊
・わくわくワーク
・みのり祭

・町の広報誌掲
載、有線放送に
よる啓発

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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勝山町立月田小学
校

勝山町立富原小学
校

勝山町立勝山中学
校

落合町教育委員会

落合町立落合中央
幼稚園

落合町立天津幼稚
園

落合町立美川幼稚
園

落合町立河内幼稚
園

落合町立川東幼稚
園

落合町立落合小学
校

落合町立天津小学
校

落合町立津田小学
校

落合町立上田小学
校

落合町立木山小学
校

落合町立美川小学
校

学習発表会

家族参観日

授業参観週間

３者合同会議

祖父母との交流会

未就園児開放保育

地域の方と一緒に

手話講座

音楽で遊ぼう

市町村PTA家庭
教育推進事業研修
会

天津ふれあいまつ
り

ふるさと交流会

人権教育講演会

「学校へ行こう」
IN木山小学校

美川フェスタ

各学級で、群読、劇、発表、合唱、合奏など、
それぞれの学級で学習した成果を発表した。当
日は、保護者をはじめ大勢の地域の方が参加し
た。

保護者及び普段は学校に訪れる機会の少ない
家族と共に活動することを主眼において実施し
た。
１・２年生は、竹馬やこま回し等「昔遊び」
を楽しみ３～６年生は１時間の授業参観の後、
一緒に竹笛作りを行った。

一週間学校開放し、保護者や地域の人がいつで
も自由に来校し、授業や部活動等の様子を参観
した。11月１日は部活動の保護者会を実施した。

「落合町の教育について」考え、児童生徒の
様子・地域とのかかわり、教育課程の現状課題
について話し合った。

祖父母達の子供の頃の遊びを紹介してもらい
一緒に作ったり、作ったもので遊んだり、祖父
母達の得意技を見せてもらったりした。
又、みんなでゲームや歌やインタビューなど
のお楽しみ集会をした。

在園児と一緒に園庭で遊んだり、落ち葉で焼
き芋をつくり、ホールで手話や歌などを楽しみ
その後全員で焼き芋会食を楽しんだ。

地域の方にネイチャーゲームの指導をお願い
して園児全員いつもと少し角度を変えた自然と
のかかわりを楽しんだ。

聾唖者の方と、手話通訳のできる方を招き簡
単な日常の挨拶や家族の名称色彩の名称、気持
ちの表し方を指導していただいた。その後覚え
た手話を使って「桃太郎」の劇をした。

町内の５園の園児と保護者教職員が集まっ
て、手遊び、リズム遊び、歌と楽しくふれあい
遊んだ。

参観日を利用し、３・４年生保護者を対象と
し、前落合小学校長廣岡氏による講演会を開催
した。「たくましく生きぬく子どもを育てるた
めに」という演題で、家庭教育のあり方につい
てのお話を聞いた。

本校は会場を提供し、保育園、幼稚園と共に
児童の作品を掲示した。また、PTAも中学生
以下の子ども達を対象にゲームをしたり、風船
を飛ばしたりした。風船の返事が兵庫県から３
通届いた。

学区内のお年寄りを招き、昔の農家の知恵や
遊びの技能を伝承していただいた。その後子ど
も達の育てた野菜を用いてさつま汁、芋ご飯を
全員で食した。

落合町人権・福祉センター高峰正旗館長によ
る人権教育に関する講演会を行い、保護者・教
職員・学区人権教育推進委員会合同研修会とし
て、広く学区全体で教育について考える一日と
した。

学校週５日制の実施に伴い、休みとなる土曜
日の午前中に、「中国料理」や「囲碁・将棋」
教室などを実施した。地域の方を講師に招き、
子供達が直接体験や交流できる場を設けた。

午前中に児童中心の学習発表会をし、昼食は
愛育委員・栄養委員のボランティアの方々を中
心に豚汁、おにぎりづくり、午後は地域の方を
中心とした出し物、学校、家庭、地域が一体と
なった行事ができた。

児童
保護者
地域住民

約150名

全校児童
保護者
児童の家族

162名

保護者
地域の住民

議会議員
教育委員
校長教頭

園児
職員
祖父母

園児
未就園児
保護者

園児
地域の方

幼稚園児

園児
保護者
教職員

３、４年生保
護者
職員

50名

天津地区住民
350名

小学生 33名
お年寄り

30名
教職員

地区住民
保護者
教職員
人権教育推進
委員

約20名

児童保護者
地域の方

約150名

児童
教職員
保護者
地域の方

450名

11月１日

11月１日

10月28日
～11月１日

10月29日

10月４日

11月18日

11月８日

11月25日

11月10日

10月９日

10月27日

11月１日

11月26日

11月30日

11月９日

・学校開放

・音楽会
・学校開放
・講演会

・総合美術展
・ナイトハイキン
グ

・ミュージカル鑑
賞会
・英語講師との交
流会
・自然とのふれあ
い実技研修会
・親子ふれあいコ
ンサート

・音楽を楽しもう

・他の園との交流会
・未就園児への園
庭開放

・教育相談日
・観劇
・学校公開日

・学習発表会
・ミニ集会

・琴・尺八を楽し
む会

・人権教育公開授
業
・日の上分校との
交流会

・音楽鑑賞会
・教育相談日
・学習発表会
・地域人材活用授業

・学校公開日
・PTA研修会
・教育講演会
・学区清掃活動

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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落合町立別所小学
校

落合町立河内小学
校

落合町立川東小学
校

落合町立落合中学
校

湯原町教育委員会

湯原町立湯原小学
校

湯原町立二川小学
校

湯原町立湯原中学
校

久世町教育委員会

久世町立久世幼稚
園

久世町立米来幼稚
園

久世町立草加部幼
稚園

久世町立樫邑幼稚
園

久世町立余野幼稚
園

久世町立遷喬小学
校

久世町立草加部小
学校

収穫祭

落合町教育委員会
指定研究発表会

手話体験講座

芸術鑑賞会

湯原町ふれあい作
品展

学校公開日

文化祭集会

学校公開週間

阿木燿子講演会

祖父母参観日

学校開放

学校開放

学校開放参観日

余野っ子秋祭り

学校開放

学校開放

学校農園で栽培してきた野菜（芋、小豆、大
根、ニンジン）を収穫し、地域の人、児童、教
師で調理し１年の収穫を祝って栽培や調理を教
えていただいた方と一緒にそれを食した。

校内研究の様子や成果を町内の小中学校の教
職員や教育関係者に公開した。

手話体験講座を設けた。講師に町内の男性女
性２名を招き、授業参観の後、多数の保護者及
び３年～６年生児童108名が手話体験講座に参
加した。

ミュージックパフォーマンスバンド「響」によ
るコンサートを鑑賞。このコンサートには軽い
ストーリーがあり、「生きる力」をテーマに音楽
を通して、現代と伝統が豊かに表現されていた。

町内一般住民の方の作品展示と併せて、町内
の小・中学生の図画、工作、習字の作品展示し
た。

３日間の学校公開を行い、児童の教育活動の
様子や施設を公開した。PTAも協賛し学級
PTA活動も行った。学校評議員会を開催し、
学校教育活動について意見をもらった。

全校合唱を手始めに、委員会活動・各学級の
発表を行った。多くの方の惜しみない拍手や心
のこもった励ましの感想に支えられ、生き生き
とした発表ができた。また、今年は地域の方の
発表やお鍋を囲んでの会食を行い、心の通う会
にもなった。

町民・保護者を対象に、始業から下校までの
終日、学校公開を行った。

阿木燿子氏による「幸福へのパスポート～今
を豊かに生きるために～」と題して講演会を開
催した。

平常は祖父母に園児の様子を見ていただく機
会がほとんどなかったので「祖父母参観日」と
した。祖父母に参観してもらうと同時に昔のな
つかしい遊びを教えてもらったり、一緒におこ
なった。

午前中、学校を開放し自由に授業参観が行え
るようにした。

学校開放日として、保護者及び地域全戸に案
内を出し、午前９時より午後４時まで、学校で
の教育活動を開放した。

『樫邑秋だよ子どもまつり』
祖父母・地域のお年寄りを招いて、昔遊びや
ゲートボールを教わりながら一緒にした。
・竹とんぼ　　・くす球鉄砲
・お手玉　　　・ちぎり絵

縦割り班で工夫をこらしたおみこしがねり歩
き、各学年でゲームコーナーやお店も出店し、
にぎわった。全校児童で育てたサツマイモで焼
き芋をしたり、５・６年生の作ったお好み焼き
の試食もあり、心温まるお祭りとなった。

午前９時から午後３時まで全ての学級で授業
公開。

学校開放日として、保護者及び地域全戸に案
内を出し、午前９時より午後４時まで、学校で
の教育活動を開放した。

児童
教員
地域住民

教職員
議員

150名

児童
保護者
教職員

170名

生徒
教職員
保護者

町民
町内小・中学
校児童生徒

保護者
学校評議員
町民一般

約110名

児童
保護者
教職員
老人会
地域住民

120名

町民
保護者

400名

祖父母
父母
一般の人
保育園児

約220名

保護者等
27名

保護者
一般住民

64名

祖父母等
地域の方

44名

児童
園児
教職員
保護者
地区民

96名

保護者
一般参加者

173名

保護者
一般住民

64名

11月15日

11月８日

11月１日

10月11日

11月２日
～11月４日

11月６日
７日
８日

11月14日

11月１日
５日

11月６日
～11月８日

11月９日

11月１日

11月１日

11月１日

11月１日

11月７日

11月１日

11月１日

・公開授業

・学習発表会

・授業参観

・給食試食会
・吹奏楽部の発表
会
・GTによる講演会

・親子映画会

・真庭郡へき地教
育研究会
・町文化展
・町いきいき祭
・学習発表会

・学校公開日
・子育て学習会

・学習発表会の開
催

・人権教育一斉公
開授業
・教育講演会
・学級懇談会

・自由参観日

・人権教育一斉公
開授業
・教育講演会
・学級懇談会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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久世町立米来小学
校

久世町立樫邑小学
校

久世町立余野小学
校

久世町立久世中学
校

美甘村立美甘小学
校

新庄村教育委員会

新庄村立新庄小学
校

新庄村立新庄中学
校

蒜山教育事務組合
教育委員会

蒜山教育事務組合
立川上小学校

蒜山教育事務組合
立八束小学校

蒜山教育事務組合
立蒜山中学校

学校開放

学校開放参観日

余野っ子秋祭り

学校開放

収穫祭

子ども体験教室

新庄秋の収穫祭

音楽発表会

第29回蒜山文化祭

参観日・子どもの
健康シンポジウム

八っ子ボランティ
アデー

自由参観日

午前中、学校を開放し、自由に授業参観が行
えるようにした。

『樫邑秋だよ子どもまつり』
祖父母・地域のお年寄りを招いて、昔遊びや
ゲートボールを教わりながら一緒にした。
・竹とんぼ　　・くす球鉄砲
・お手玉　　　・ちぎり絵

縦割り班で工夫をこらしたおみこしがねり歩
き、各学年でゲームコーナーやお店も出店し、
にぎわった。全校児童で育てたサツマイモで焼
き芋をしたり、５・６年生の作ったお好み焼き
の試食もあり、心温まるお祭りとなった。

11月１日の午後を一般開放し、生徒の学習活
動や部活動の様子を観てもらった。

児童が栽培した米や野菜などの収穫を祝っ
て、児童会が計画し、取り組んだ。日頃お世話
になっている地域の方も招き、ゲームコーナー
で一緒に楽しんだり、ポン菓子や焼き芋を食べ
てもらったりした。

地域の方を講師に招き、親子でそば打ち体験
に取り組んだ。また、地域の方にもお手伝いを
いただいて交流を深めることができた。

さつまいも・米作りの発表をしたり、それら
を加工したもので、店を出したりした。もちは
独居老人に配布、多くの保護者や地域の方々の
参加をいただき、交流を深めると共に、総合的
な学習の時間のまとめのお祭りができた。

生徒が音楽の授業や選択音楽の時間に取り組
んできた、合奏や合奏を地域の方々を招いて発
表した。

展示の部では、保育園児から一般までの絵
画・工作・書道・手芸・陶芸・写真・生花等の
作品を展示。
発表の部では、小学生の合唱・合奏、中学ブ
ラスバンド部の演奏、一般の詩吟・歌・舞踊・
カラオケ・和太鼓演奏等が行われた。

保護者に参観授業を公開した後、子どもの健
康（むし歯の予防）について、他の機関と連携
し、シンポジウムを開催した。

通学班（27グループ）ごとに、老人会・
PTA役員の方々の支援を得て、通学路・スク
ールバスのバス停・地域の清掃活動に取り組
み、その後、ボランティア集会を行った。

文化祭の期間３日間を自由参観日とし、学校
を開放した。文化祭のステージ発表・展示発表
及び普段の授業を公開した。
あわせて、学校開放時の危機管理体制を確認
した。

保護者等
27名

祖父母等
地域の方

44名

児童
園児
教職員
保護者
地区民

96名

10名

児童
保護者
地域住民

150名

児童・生徒
保護者
地域の方々

35名

約250名

児童
生徒
保護者
地域の方々

地域住民
地域外の方々

2,000名

保護者等
100名

児童
教職員
PTA会員
八束村老人ク
ラブ

231名

保護者
地域の方

80名

11月１日

11月１日

11月７日

11月１日

10月31日

11月16日

11月９日

11月22日

11月16日
～11月17日

11月１日

11月５日

11月13日
～11月15日

・学習発表会の開
催

・自由参観日

・アフタヌーンテ
ィーコンサート
・参観日及び教育
講演会

・校長講和
・音楽発表会
・蒜山文化祭での
作品展示と音楽
発表
・参観日とリユー
ス

・八小っ子「心の
教育」ミニコン
サート
・フリー参観日
・育成ネットワー
ク会議
・教育委員会学校
訪問
・教育講演会
・地域高齢者との
ゲートボール交
流会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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中和村教育委員会

中和村立中和小学
校

中和村立中和中学
校

加茂町教育委員会

加茂町立加茂幼稚
園

加茂町立加茂小学
校

加茂町立加茂中学
校

富村立富小学校

富村立富中学校

奥津町教育委員会

奥津町立奥津小学
校

奥津町立奥津中学
校

上齋原村教育委員
会

上齋原村立上齋原
幼稚園

中和村紅葉祭

小中合同学校祭

小中合同学校祭

文化講演会

幼稚園まつり

音楽集会

公開授業

参観・お話コンサ
ート

PTA研修会

文化講演会

学習発表会

文化祭

MOA美術館
苫北児童作品展

上齋原学園合同文
化発表会

書道・ちぎり絵・川柳会等が所属している文
化協会10団体の作品の展示や、大正琴の演奏発
表をおこなった。
保育園・小・中学校の作品、絵、習字等、広
く村内外の人に発表する唯一の行事である。
本年は、「紅葉祭、皆で盛り上げ地域の輪」
をテーマに実施した。

小学校の学習発表会と中学校の文化祭の意味
合いをもたせ、「小中合同学校祭」として舞台
発表を中心に行った。

小学校の学習発表会と中学校の文化祭の意味
合いをもたせ、「小中合同学校祭」として舞台
発表を中心に行った。

作家C.W.ニコル氏による「環境問題」をテ
ーマに自然と人間の共生について考える講演会
を行なった。

保護者相互の親睦と地域住民との交流を目的
として実施した。園児・保護者職員の作品展、
保護者による人形劇・製作コーナー・模擬店な
どを実施。

各学年２学級が合同で、合唱・合奏を行った。
大勢の保護者や地域のみなさんが見ている中、
緊張感をもちながら、すばらしい演奏を披露し
た。

人権問題を題材とした授業を行い、授業後、
保護者には、学級PTA・学年PTAを開催し、
人権・同和教育等の理解を深める取り組みを実
施した。
学校評議員には、公開授業の後、会を持ち、
学校・生徒の様子を説明し、理解と協力を得る
取り組みをした。

性教育の参観授業の後、地元出身で大阪在住
の音楽家グループによる演奏（ピアノ、フルー
ト）とお話コンサートを計画し、地域の人も招
いて共に楽しむ機会を設けた。富村の「やませ
み情報局」の取材も依頼し、村内全域にその様
子を流した。

久世町の高取茂樹さんを講師に招いて、全校
生徒、教職員、保護者を対象として研修会を実
施した。
高取さんは、盲導犬のアイリー君と一緒に来
校され、自分の体験をもとに目の不自由な人達
がどんなことで苦労しているかわかりやすく説
明され、どのような手助けが必要かを訴えた。

女優の倍賞千恵子さんを講師に迎え「歌うこ
と、演じること、そして生きること」と題して
講演会を実施した。

各学年別に教科の発展と全校生徒による音楽
の発表をした。

・全校代表者８名による弁論
・各学級・委員会・有志による劇
・各学級・委員会・有志による演奏
・総合的な学習の成果発表
等を学校開放の観点から広く町民に開放し、参
加してもらった。

MOA美術館の協力により苫北３町村（奥津
町、富村、上斎原村）小学校合同で児童の絵画、
習字の作品展示

幼稚園、小学校、中学校合同での学習発表会

村内外
約1,000名

小中学生
教員
村内一般

小中学生
教員
村内一般

一般町民
200名

園児家族
町民等

300名

児童
教職員
保護者
地域住民

501名

生徒
保護者
教職員
学校評議員
地域の教育関
係者

約300名

児童
保護者
教職員
地域住民

生徒全員
教職員
保護者

60名

地域住民
260名

保護者
地域の方々

約150名

奥津町民及び
保護者

80名

一般住民

生徒
保護者
教職員
園児
児童
地域住民

11月３日

11月17日

11月17日

11月９日

10月27日

11月１日

11月13日

10月30日

11月７日

11月２日

11月12日

10月26日

11月１日
９日

11月９日

・紅葉祭

・授業参観

・参観、学校開放
・授業公開
・もちつき大会
・学習発表会
・そば打ち
・しめ縄つくり

・奥津町ふれあい
祭り

・いつきの里ふれ
あいまつり

・いつきの里民話
の集い

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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上齋原村立上齋原
小学校

上齋原村立上齋原
中学校

阿波村教育委員会

阿波村立阿波幼稚
園

阿波村立阿波小学
校

鏡野町教育委員会

鏡野町立南小学校

鏡野町立大野小学
校

鏡野町立鶴喜小学
校

鏡野町立香々美小
学校

鏡野町立香北小学
校

鏡野町立鏡野中学
校

上齋原学園合同文
化発表会

上齋原学園合同文
化発表会

あすなろ文化展

あすなろ文化展

あすなろ文化展

万葉のみち青少年
文芸選奨表彰式

音楽鑑賞会

開かれた学校大野
学区三世代交流会

鶴喜まつり

香々美小ふれあい
デー

学習発表会

１日参観日

幼稚園、小学校、中学校合同での学習発表会

幼稚園、小学校、中学校合同での学習発表会

村内、幼稚園児・小学校児童、村民全体の自
作の作品の展示会
書道・絵画・生花・手芸品・折り紙等の作品
の展示。

幼稚園児・小学校児童の作品の展示会。
書道・絵画・生花・工作等の展示。

幼稚園児・小学校児童の作品の展示会。
書道・絵画・生花・工作等の展示。

現代詩・俳句・川柳・短歌を募集し、優秀な
作品を表彰した。

・AUF室内合奏団（木管五重奏とピアノ）を
招いてのミニコンサートを行った。
保護者にも声をかけ、全校で鑑賞した。
・各楽器の紹介・みんなで歌うなどたのしく過
ごした。

ウォークラリーの中に輪投げ、ゲート通し、
男山女山の紙芝居、どんぐりごまづくり、まと
あて、クイズがあり活動する中で三世代がふれ
あうことができ、地域を歩くことでより地域の
ことを知ることができた。ウォークラリーの後
あたたかい大野なべを全員で食べた。

・各学年による劇・群読・合奏・歌・銭太鼓・
うらじゃ踊りの発表
・総合的な学習の時間に制作した「生け花」の
展示
・地域の文化発表
（オカリナ・フルート・銭太鼓・傘踊り・三
味線の３団体）
・午前中、ステージでの発表

学校開放として、児童の様子や学校の取り組
みを自由に参観したり、一緒に楽しんだりする
日とした。児童集会「キッズワクワク祭」、授
業参観、クラブ活動を計画したが、子どもたち
と保護者、地域の方々との交流ができていた。

「いきいきスマイル！」をテーマとして、各
学年では生活科や総合的な学習の時間の取り組
みや劇・合奏・合唱など日頃の学習の成果を発
表した。
また、地域の方々の参加による“唱歌の会”
のコーラスや教職員の歌と演奏を披露した。最
後に全校児童による群読と合唱を行なった。

保護者に登下校の様子から、給食、清掃、授
業、終わりの学活など自由に参観してもらった。
それに、並行して教育相談・校長室開放、保
護者の学校教育へのアンケートなどを実施し
た。

園児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

園児
児童
生徒
保護者
教職員
地域住民

一般村民
村外の人

200名

幼稚園園児
小学生
先生
保護者

127名

幼稚園園児
小学生
先生
保護者

127名

表彰者 21名
参加者 50名

260名

大野学区の幼
児
児童
保護者
地域の方

400名

児童
教職員
保護者
地域住民

約200名

児童
保護者
教職員
地域住民

140名

児童
保護者
地域住民
教職員

約100名

保護者
約120名

11月９日

11月９日

11月８日
～11月10日

11月８日
～11月10日

11月８日
～11月10日

10月26日

11月１日

11月17日

11月３日

11月６日

11月16日

11月６日

・いつきの里民話
の集い

・いつきの里民話
の集い

・収穫祭

・収穫祭

・青少年何でも体
験講座
・わんぱくじゅく
かがみの
・映画を見て楽し
む会

・学習発表会
・県警ブラスバン
ド鑑賞

・秋の遠足
・校内音読会
・お年寄りとの交
流会
・いきいきわくわ
く大野っ子まつ
り

・学校周辺クリー
ン作戦
・介護体験ボラン
ティア

・音楽鑑賞会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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勝田町教育委員会

勝田町立勝田幼稚
園

勝田町立勝田東幼
稚園

勝田町立梶並幼稚
園

勝田町立勝田小学
校

勝田町立勝田東小
学校

勝田町立梶並小学
校

勝田町立勝田中学
校

勝央町教育委員会

勝央町立勝間田小
学校

勝央町立植月小学
校

勝央町立吉野小学
校

勝央町立古吉野小
学校

文化祭

家族ふれあい参観
日

学校（園）公開及
び保育参観日

学習発表会

参観日・学級懇談
会

学校公開及び授業
参観日

学習発表会

地域公開一日授業
参観

勝央町文化祭

フリー参観日

授業参観日及び教
育講演会

学習発表会及び学
校公開

フリー参観日

勝田町文化協会を中心として、町内の趣味の
会や生涯学習サークル活動、個人的作品の発表
の場として開催。小中学生の優秀作品も展示し
た。27日には勝田町ふれあいまつりも開催され
た。

隣町のボランティアグループ「ポケット」に
よる手あそび、絵本の読みきかせ、紙芝居、風
船を使ってのバルーンアート等を園児等の家族
の人達と一緒に体験し楽しんだ。

・自由（公開）参観日
公開保育参観（地域・保護者）
ふれあい給食
・講演会
演題　「笑いある人生」
講師　雷門　喜助先生

昨年同様これまでの学習のまとめとして、歌
や踊りに加えてオペレッタに挑戦した。
小学生に混じって、合唱「まっかな秋」を最
初に歌った。「おむすびころりん」のオペレッ
タでは、少人数ながらそれぞれの役を一生懸命
演じた。ダンス「江戸火消　こ組が走る」でも、
曲に合わせて力強く踊っていた。

各学級ごとに授業参観・学級懇談会を行っ
た。

授業公開　１、２校時
講演会　　３、４校時
講師　落語家「雷門喜助先生」
演題　「笑いある人生」
授業公開　５、６校時

昨年同様２学期までの学習のまとめとして、
各学年で工夫した内容を考えた。
学区全戸にプログラムを配布し、地域の方に
公開した。

当日の朝の会から午後の部活動まで全て地
域・保護者・教育関係者に授業公開をして中学
校の現場の理解を深めてもらいました。地域へ
の呼びかけは町広報紙にチラシ1,800枚と記事
を載せた。

勝央町文化協会に加盟している芸術文化団体
を中心に、一般町民の方の参加もあわせて実施。

保護者、地域の方に授業参観日として、６校
時まで公開した。また、特別コーナー「言って
みたい、聞いてみたい」（校長担当）「健康な体
をつくろう」（養護教諭担当）をつくり、保護
者、地域の方と意見交流をした。

各学年単位で実施の普通参観
教育講演会
講師　美作女子大学助教授　杉山嘉弘先生
演題　「子どもの心の発達と親の役割」

学習発表会の当日をフリー参観日とし、学校
を公開した。
学習発表会では、「総合的な学習の時間」に
取り組んだ内容や、表現力の育成を重視した朗
読劇等を公開した。あわせて、地域の方や保護
者及びその家族に学校を公開した。

１日学校を公開し、地域の方や保護者、学校
評議員など学校生活の様子を観ていただいた。
１・２校時は授業参観を行い、３校時は各学
年で地域の方々をゲストティーチャーにした体
験学習、４校時は全校児童と参観者全員による
収穫祭（全校集会）を行い、楽しい会ができた。

地域住民

園児
保護者
その他
教諭

75名

保護者
園児
地域の方
教職員

90名

保護者
来賓の方
地域の方々
児童園児
教職員
幼稚園

128名

保護者
家族

保護者
地区住民
学校評議員
児童
園児
教職員

90名

保護者
来賓の方
地域の方々
児童園児
教職員

126名

保護者
評議員
教育関係者

29名

一般町民
1,000名

児童
保護者
教職員

640名

児童
保護者
学校評議員

約80名

保護者
家族
地域の方

100名

児童
保護者
地域住民
教職員

117名

10月26日
～10月27日

10月５日

11月１日

３時間

11月１日

11月１日

３時間

11月１日

11月３日
～11月４日

11月１日

11月１日

11月15日

11月１日

・勝田町ふれあい
まつり

・公開参観日
・「やまゆり苑」
での交流会

・清掃ボランティ
ア

・公開参観日
・「やまゆり苑」
での交流会

・文化祭地域公開
・人生の先輩の声
を聞く会
・３年ボランティ
ア活動

・観劇会

・発表会及びお話

・映画会
・教育相談

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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勝央町立勝央中学
校

奈義町教育委員会

奈義町立奈義小学
校

奈義町立奈義中学
校

勝北町教育委員会

勝北町立新野小学
校

勝北町立広戸小学
校

勝北町立勝加茂小
学校

勝北町立勝北中学
校

大原町教育委員会

大原町立大原小学
校

東粟倉村教育委員
会

東粟倉村立東粟倉
幼稚園

東粟倉村立東粟倉
小学校

学校開放

中国やまなみ書道
展

奈義小祭り

奈義中文化祭

国民文化祭出演

授業参観及び学級
懇談

人権参観日

祖父母参観日

総合学習発表会

大原町文化祭

学校公開

青少年健全育成映
画上映会

ふるさと祭り

ふるさと祭り

学校を保護者、地域住民に開放し、学校を知
ってもらう。その中で、講師の方を招き子育て
座談会の開催をした。

中国地方一円の児童、生徒から応募のあった
「書」8,788点の中からの優秀作品約700点を展
示公開した。

・全校児童による、生活科（１・２年）と総合
的な学習の時間の発表を各教室や体育館など
で行った。
・学校評議員の人に給食の試食をしてもらった
後、第２回評議員会を開催した。

・平素の授業で取り組んでいる文化活動を展示
発表した。
・各クラスで文化的発表内容を考え練習し、当
日発表した。

勝北町で創作したミュージカル「黒媛物語」
を鳥取県で開催された国民文化祭のミュージカ
ルの部に出演した。

人権教育を中心とした授業参観と学級懇談を
行った。３年生は総合で人権に関する劇を発表
した。１年生は学年PTA活動として給食の試
食も行った。

各学年それぞれ人権に関した内容で授業参観
を行った。
その後、人権講演会を行った。
保護者だけでなく、学校評議員の方にも案内
を行った。

祖父母に授業を参観して戴いたり、全校でゲ
ームや歌、手話をしたりして、楽しい一時を過
ごした。

吹奏楽部演奏、群読・合唱・寸劇、調べ学習、
合唱、舞踊、研究発表、展示等。

大原小学校・大原中学校の児童生徒が作った
絵・習字・木工作品を大原町中央公民館で展示
し発表した。

１日の午前中を自由参観とし、午後の２校時
を授業参観、その後学級懇談を行い、児童の家
族や学校評議員等が自由に児童の学校生活の様
子を見て児童の学校生活について話し合う機会
とした。

「あかね色の空を見たよ」の映画上映会を開
催し、青少年が抱える問題について考える機会
を与え、学校教育と社会教育（地域）の融合を
通じ、青少年の健全育成を図ることを目的に取
り組んだ。

ふるさと祭りの会場で園児の作品を展示し、
広く地域住民へ健全育成の理解を深めることを
目的に取り組んだ。

ふるさと祭りの会場で児童の作品を展示し、
広く地域住民へ健全育成の理解を深めることを
目的に取り組んだ。

保護者
200名

児童
生徒
地域住民

1,000名

学校評議員
町教育委員会
教育長
総務課長
保護者

約66名

生徒
保護者
地域の方々

389名

120名

保護者
100名

保護者
評議員
児童

151名

祖父母
保護者
教職員

85名

保護者
町民等

約500名

一般町民
近隣町村民

約900名

保護者及びそ
の家族
学校評議員
教育委員

130名

地域住民
70名

地域住民他
800名

地域住民他
800名

11月11日
～11月15日

10月20日
～10月27日

11月１日

11月15日

11月３日

11月７日

11月１日

11月６日

11月16日

11月２日
～11月５日

10月30日

11月８日

10月27日

10月27日

・総合的な学習の
発表
・子ども議会
・懇談会

・横仙歌舞伎大公演
・チャレンジ体操
教室
・こども習字教室
・木工体験学習
・環境学習
・米づくり体験

・芸術鑑賞会

・ふるさと祭り
・文化展
・ミュージカル
「黒媛物語」定
期公演

・学校公開日

・ふるさと祭り作
品展示
・健全育成横断幕
設置
・「子供100番の
家」設置家庭へ
の巡回
・広報誌、CATV
による啓発活動

・祖父母参観日
・園だより等啓発
活動

・学校評議委員会
・参観日授業公開
・AMDAの講演
・PTAだより等
啓発活動

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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大原町東粟倉村学
校組合立大原中学
校

西粟倉村教育委員
会

西粟倉村立西粟倉
幼稚園

西粟倉村立西粟倉
小学校

西粟倉村立西粟倉
中学校

美作町教育委員会

美作町立美作北幼
稚園

美作町立豊田幼稚
園

美作町立巨勢幼稚
園

美作町立湯郷幼稚
園

美作町立美作第一
小学校

美作町立豊田小学
校

美作町立巨勢小学
校

美作町立美作北小
学校

美作町立美作中学
校

合唱コンクール
人権学習発表会

一日子ども図書館
フェスティバル

西粟倉村文化祭

村文化祭

文化祭

小中学校合同音楽
会

ふれあい参観

地域公開保育

ふれあい祭り

ふれあい会

農業体験（稲刈り）

学校開放事業
校内音楽発表会＆
エレクトーン演奏会

ふれあい祭り

校内音楽会

親子ふれあいサッ
カー大会

合唱コンクールは、全校生徒がクラスごとに
授業や放課後に練習した歌を合唱した。引き続
き行った人権学習発表会は、総合学習の時間に
人権学習について学習した成果をパネルやスラ
イドを使って発表したり、劇として発表した。

ボランティアを募って、子どもを対象とした
「一日子ども図書館フェスティバル」を開催し
た。
人形劇・化学実験・バルーンアート・おはな
し会・絵本を語る・シャボン玉等のコーナーを
設けて盛会であった。

「おかやま教育の日」に併せて、西粟倉村文
化協会の主催による文化祭が開催された。
西粟倉幼稚園でも、園児の絵を文化祭の会場
に出展参加した。

作品発表（絵画、詩、壁絵等出品）

クラス劇、パネル制作、弁論、合奏、合唱、
そして総合学習のプレゼンテーション等大いに
盛りあがった。

町内の小中学校（５校）の音楽発表会

来年度入園予定者を迎えて交流を行った。

幼稚園を地域の住民に開放して音楽発表やエ
レクトーン演奏会を開催しました。

巨勢小学校と一緒に地域の皆さんとふれあい
を深めた。

地域のお年寄りと歌を歌ったり、お遊戯した
りして交流を深めました。そのあとお年寄りと
交通安全の腹話術を見て交通安全の勉強をし
た。

自分たちで田植えをした稲を、地域の老人、
大学の方たちといっしょに、鎌で刈った後、老
人大学の方たち手作りの「三角おむすび」を食
べながら交流をした。

午後から学校を一般開放し、校内音楽発表会
と杉山知子氏のエレクトーン演奏会を開催し
た。

園児、児童、保護者、地域の方等が一同に集
まって交流を深めた。第一部は園児、児童の音
楽発表。第二部は地域の方をゲストティーチャ
ーにお迎えし、また寄付を目的にバザーも行っ
た。第３部は美作女子大学児童文化研究部の皆
さんをお迎えし、レクリエーションや劇を見て
楽しんだ。

校内音楽会（１年～６年）を実施し、保護
者・地域の方に参観を呼びかけ、公開した。

親子、特に父親とともに同じスポーツに挑戦
することを通じて、親子のふれあいを深め、父
親の学校教育への関心をより高めてもらう機会
とするため、ワールドカップ・スロベニアチー
ムのキャンプ地で親子でサッカーの試合を楽し
んだ。

生徒
保護者
学校評議員
教育委員
教職員

300名

300名

園児
29名

児童
100名

本校生徒
職員
一般

133名

児童生徒
参観者

500名

入園予定者
保護者

60名

保護者
地域住民

150名

児童園児
その他参加者

177名

老人
50名

児童
教職員
地域住民

100名

保護者
地域住民

150名

園児
児童
教職員
保護者
地域の方
ゲストティー
チャー
学生

171名

児童
教職員
保護者等

466名

生徒
保護者
教職員

234名

11月28日

11月３日

11月１日
～11月３日

11月１日
～11月３日

11月９日

11月７日

10月31日

11月１日

11月１日

10月23日

10月31日

11月１日

11月１日

11月１日

11月30日

・２年生１週間全
授業公開参観
・劇団による演劇
の鑑賞

・西粟倉村文化祭

・社会見学
・ふれあい参観日
・映画鑑賞会
・人権参観日

・人権公開授業
・校外学習
・オーストラリア
視察団との交流会

・読書推進事業

・林業体験
・農業体験
・町内めぐり
・昔話を聞く会

・学級だより等で
の啓発
・朝礼等での講話

・合唱コンクール

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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作東町教育委員会

作東町立江見小学
校

作東町立土居小学
校

作東町立粟井小学
校

作東町立吉野小学
校

作東町立作東中学
校

英田町教育委員会

英田町立英田小学
校

英田町立英田中学
校

中央町教育委員会

中央町立加美小学
校

中央町立厚生小学
校

中央町立打穴小学
校

作東町愛と長寿の
ふるさとまつり

学習発表会

俳句講座

あわいっ子おいも
パーティー

地域交流会

教育講演会

英田町文化祭

『教育の日』発表

英田町文化祭

かめっち。まつり
2002

学習発表会

自由参観日
琴と尺八のコンサ
ート

句会ライブ
ふれあい参観日

各地区の芸能発表やテント村によるふれあい
広場を行うと共に、文化協会を中心として日頃
の生涯学習の成果発表の場とする各種の展示、
また、保育園・幼稚園から中学校までの絵や習
字の展示を行った。

各学年別に低・中・高学年ごとの枠を設けて
学習の成果を発表した。発表内容は生活科（お
店屋さん）音楽、総合的な学習、理科実験等
様々な内容であった。

松山市から夏井いつき氏を招き、俳句のつく
り方の指導を句会形式で開催。

各学年の総合的な学習の取り組みを体育館で
発表し、全校の縦割り班でおいも料理を保護
者・地域の方々に、児童が作った販売券を使っ
て販売した。保護者の方々に各学年・全校での
総合的な学習の取り組みを参観していただい
た。

地域のお年寄りを学校に招き、昔の遊び道具
をいっしょに作っていただいた。また、昔のい
ろんな遊びを教えていただいた。その後、子ど
も達が作った野菜で料理を作り、接待した。

勝英補導センター　中村一富氏による講演会
「子の心、親知らず」

幼・保・小・中学生による絵画展、小・中に
よる書道、焼物展、中学生による意見発表、吹
奏楽の発表。

日頃の学習の成果を学年毎にまとめ、保護者
や地域の方にも参加を呼びかけて、児童の発表
の励みとなるような会にした。
発表内容は、生活科、総合的な学習、人権学
習等である。

校内学年別代表者による町文化祭での意見文
発表に出場し、中学生の気持ちを発表した。絵
画、書道、焼物（総合的な学習）地域での特産
品づくり。
英田中学校吹奏楽部出演。

打穴小学校児童による民舞の発表（沖縄・エ
イサー）や親子で体験できるコーナー（わくわ
く科学・ビーズ遊び・竹細工）、ニュースポー
ツのペタンクや紙飛行機飛ばしなどに取り組ん
だ。

全学年が、学年ごとに総合学習で学んだこと
や、合唱合奏劇などを体育館で発表した。
参加者全員でゲームをしたり、歌ったりした。
渋川インカスがボランティアで参加してくれ
た。

始業から６校時終了まで、本校の教育活動の
すべてを１日学校公開した。３校時には、津山
邦楽合奏団を招いて、体育館で琴と尺八による
コンサートを開催。保護者や地域住民と一緒に、
和楽器の演奏を楽しんだ。その演奏の合間には、
児童が琴を弾く体験もした。

午前中、俳人　夏井いつき先生を講師として
お招きし、句会ライブを実施した。午後は、全
校児童による音楽発表に続き、地域の老人クラ
ブの方を講師にお飾り作りに挑戦し、三世代交
流をはかった。

地域住民

保護者
約100名

児童
職員
地域住民

200名

教職員
保護者
学区の方々

85名

児童
地域のお年寄り
教職員

70名

保護者
150名

町民等
1,000名

児童
教師
教育委員
保護者
地域住民

250名

生徒
96名

町内外
1,500名

保護者
学校評議員
区長
学区内の独居
老人
児童
教職員

約350名

児童
教職員
保護者
地域住民

220名

保護者
児童
教職員
地域住民

100名

10月26日
～10月27日

11月１日

11月５日

11月１日

11月15日

10月30日

11月２日
３日

11月１日

11月３日

10月19日
～10月20日

11月16日

11月19日

11月６日

・一日参観日

・お年寄りと子ど
ものふれあい活
動
・学校だよりでPR
記事掲載

・参観日
・懇談会
・老人ホーム訪問

・ニュースポーツ
を楽しむ会
・観劇の会

・スクールコンサ
ート
・校内音楽会

・全町オフトーク

・仲良し集会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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中央町立大垪和小
学校

中央町立中央中学
校

旭町教育委員会

旭町立旭小学校

旭町立旭中学校

久米南町教育委員
会

久米南町文化セン
ター

久米南町立神目小
学校

久米南町立久米南
中学校

久米南町立弓削小
学校

久米南町立誕生寺
小学校

久米町教育委員会

三世代交流体験教
室及び収穫祭

人権発表会

花いっぱい運動

人権教育参観日

学校公開

ハロウィーンお話
し会

久米南町文化セン
ター少年少女合唱
団　カッピーエン
ジェルス「銀の翼」
発表会

ふれあいタイム

授業参観と講演会

くめなん総合学習
発表会

誕生寺三世代交流

第20回久米町ふれ
あい広場ふるさと
まつり

各クラスで劇や獅子舞などを発表しその後、
参加者全員でもちつきをして雑煮で味わった。
また、参加頂いた地域の老人クラブの人や祖
父母の人達の手ほどきを受けながら１、２年は
お飾りづくり、３、４年は竹細工やわらの亀づ
くり、５、６年はわらぞうりづくりをおこなっ
た。

文化祭のテーマを「存在」とし、すべての学
級が「人権」にかかわるステージ発表や展示発
表を行った。
保護者、町民への参加を広く呼びかけた。

町内環境美化の意識啓発を目的に、児童・生
徒を中心に、地域住民との交流を図りながら花
の植栽を行った。

各学年で授業参観を実施した後、山陽学園短
期大学教授　村中由紀子先生に「自他を大切に
する心を育てる」と題して講演をしていただい
た。

施設及び教育活動全般において公開及び自由
参観を実施した。

久米南町ALTのカナダ人　リン・トロゥー
ンさんとフェイスペインティング、お面作りを
して仮装した。英語でゲームを楽しんんだり、
ハロウィーンにちなんだ絵本の読み聞かせをし
た。

町文化祭の20周年記念に発表会をおこなう。
（週５日制に伴い土曜日を有効活用するため
に、左記の合唱団を立ち上げた。）
団員　25名　　指導者　２名

ふれあい農園の九重餅米の稲刈りと、サツマ
イモ畑の芋掘りを、地域の老人会の方に教えて
いただきながら行った。
１年生から６年生までを、縦割り班に編成し、
５・６年生を中心に進んで交流し、勤労の大切
さと老人を敬愛する心を養った。

映画・本でおなじみの「あかね色の空を見た
よ」の原作者である県立金川高校の堂野博之氏
を講師にお迎えし講演会を実施。本校PTA総
務部主催。

町内各小学校の高学年児童が、今年度総合的
な学習の時間で取り組んでいる内容について発
表し、お互いの学習について質問したり、意見
交流をしたりして、学習を深めた。

棚田での米作りの収穫祭を兼ねて、授業参観
の後、お年寄りの指導でお飾り作りをし、保護
者・児童・地区民が一緒になっての餅つきや地
区の方が作られた麦とろや豚汁で交流会食を行
った。また、地区の傘踊りや太鼓の団体にも協
力を得て三世代の交流を深めた。

久米中学ブラスバンドによるオープニング、
町文化協会による芸能大会、特別イベントショ
ー、各種団体によるテント村、ちびっこ広場、
公民館内では川柳、俳句、盆栽、書道、児童に
よるポスター展。

児童
教職員
保護者
地域住民
保育園児
保育園職員

100名

生徒
保護者
町民

400名

児童
生徒
保護者
地域住民

100名

児童
保護者
教職員
地域住民

100名

生徒
保護者
教職員
地域住民

200名

児童生徒
保護者

70名

約200名

児童
老人会
職員

118名

生徒、保護者、
職員

300名

５・６年児童
保護者
教職員

児童
保護者
地域住民
教職員

250名

地域住民
7,000名

11月９日

10月26日

10月19日

10月28日

11月１日
～11月８日

10月27日

11月２日

10月11日

11月８日

11月20日

11月30日

11月３日

・文化財清掃ウォ
ーク
・文化展
・歴史めぐり
・子育て学習講演
会
・懸垂幕設置
・ニュースポーツ
・旭町ふれあいま
つり
・文化財ウォーク
・のびのびサタデ
ー

・文化祭

・押し花栞教室
・折り紙お話会
・文化講演会
・久米南町第20回
文化祭

・ブラスバンドコ
ンサートイン久
米南町
・子どもアニメ映
画会

・自由参観日
・音楽の集い
・学校評議員会

・職場体験学習

・教育相談週間
・学習発表会
・子育て講演会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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久米町立喬松小学
校

久米町立中正小学
校

久米町立誠道小学
校

久米町立秀実小学
校

久米町立久米中学
校

柵原町教育委員会

柵原町立柵原西幼
稚園

柵原町立柵原東幼
稚園

柵原町立柵原西小
学校

柵原町立柵原東小
学校

柵原町立柵原中学
校

オープンスクール
デー

公開参観日
『ふれあいバザー』

誠道教育の日

学習発表会

高徳祭

やなはら教育月間

祖父母交流会

未就園児との交流
会

ふれあいバザー

フリー参観日

文化祭

今年度より取り組んでいる朝読書や読み聞か
せの発展として、地域ボランティアによる大型
絵本の読み聞かせ会（エプロンシアター、オカ
リナ演奏等も含む）を実施した。

１・２時間目を公開授業参観とし、PTA主
催の『ふれあいバザー』とした。
５年生は総合的学習で米作りに挑戦し、収穫
した餅米で餅を作りバザーに参加した。
地域の方を交え、賑やかな催しとなった。

１日参観日とし、終日、学校の教育状況や児
童の様子を公開するとともに、「心のぬくもり
を感じる親子」と題して家庭教育講演会を開催
した。

毎年恒例の学習発表会を教育の日に実施し
た。学年ごとにオペレッタ・合奏・群読・総合
的な学習の時間の学習内容の発表などに取り組
んだ。また、全校合唱や会場全員での合唱にも
取り組んだ。

学校文化祭
校内の文化的活動や文化部活動の成果を発表
した。

11月中を「やなはら教育月間」として町条例
化（平成14年３月26日　条例第20号）し、町民
の教育に対する認識を高めるとともに、学校教
育及び生涯学習の振興の気運を醸成し、その充
実と発展を図るため町はもとより関係機関、学
校等においても各種事業・行事を開催した。

園児の祖父母を招待して、将棋やお手玉、あ
やとり、折り紙、どんぐりこまなどの昔遊びを
教えていただきながら、一緒に楽しんだ。また、
フォークダンスやゲームにも取り組み、触れ合
いを深めた。

未就園児と在園児が一緒に集団遊びをした
り、虫捕りをしたりして楽しく遊び、ふれあい
を深めることができた。また、未就園児の親同
士が、子供の様子を話したり、教師に尋ねたり
して子育てに関する交流もできた。

地区の老人会や婦人協議会等にも協力してい
ただき、バザー・あじわい・ふれあいの３コー
ナーを設けた。ふれあいコーナーでは、簡単工
作教室・紙すき体験・読み聞かせ等を行った。

その日一日を全日学校開放の日とし、都合の
つく時間での参観を呼び掛け、子どもたちの学
習や生活のようすを見てもらい、学校への意見
を寄せてもらった。

生徒会中心に企画した。選択授業で学習して
いることや総合的な学習の内容について発表し
た。またクラスで創作した劇等も発表した。
PTAによる模擬店も実施され、生徒と保護
者間の交流になった。

70名

250名

保護者
学校評議員
教職員

60名

児童
教職員
保護者
地域住民

280名

生徒
249名

保護者
約150名

地域住民

地域住民

祖父母
園児

128名

未就園児
保護者
園児

児童
保護者
地区住民

保護者
50名

生徒
保護者
教職員
来賓

400名

11月６日

11月30日

11月１日

11月１日

11月16日

10月下旬か
ら11月中旬

11月13日

10月２日

11月30日

11月20日

11月９日

・公開授業
・バザー
・ミニ収穫祭
・喫茶コーナー設
置

・クリーン作戦
・読み聞かせの会
・第２回学校評議
員会の開催
・評議員対象の給
食試食

・読み聞かせの会
・ベヒシュタイン
コンサート
・科学遊びを楽し
む会
・学校開放
・事業案内を全戸
配布

・学校公開

・柵原町文化祭
・就学児健康診断
・柵原町子供議会
・柵原町産業祭
・柵原町鉱山資料
館入館料割引

・参観日（バザー）
・未就園児交流会
・PTA講演会

・介護老人保険施
設訪問
・保幼交歓会
・地域の人と芋掘
り
・伝承遊びを教え
てもらう会

・教育相談日
・フリー参観日
・子ども議会
・学習発表会
・マラソン選手と
の交流会
・学校評議員の会
・交通安全感謝週
間

・講演会
・挨拶運動
・子ども議会

・教育相談週間
・性教育講演会

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山大学教育学部
附属幼稚園

岡山大学教育学部
附属小学校

岡山大学教育学部
附属中学校

岡山大学教育学部
附属養護学校

聖園幼稚園

つしま幼稚園

ノートルダム清心
女子大学附属幼稚
園

みどり幼稚園

朝日塾幼稚園

同心幼稚園

まこと幼稚園

海星幼稚園

敬愛幼稚園

日曜参観日及びカ
レーパーティーロ
グハウスづくり

小・中合同講演会

芸術鑑賞会

ふれあい祭り

お楽しみ会
（子ども祭り）

モンテッソーリ子
どもの部屋参観日

子どもまつり

幼稚園公開

秋のコンサート

子育て講演会及び
子育て座談会

講演会

親子ふれあいリト
ミック

通常の保育参観後、３、４歳児は東山公園、
幣立山に出かけ、深まりゆく秋の自然の中で、
家族で秋の宝物探しをした。５歳児は、保護者
とカレーを作り、参加者全員で５歳児が作った
カレーを食べながら、懇親を深めた。その間に、
男性保護者がログハウスづくりをした。

「21世紀の日本の教育を考える」という演題
でこれからの学校の方向についての講演を聞い
た。

「手話が伝える心の会話＝朝倉まみシャンソ
ンコンサート」の公演を創立55周年記念事業と
して本校同窓会が企画。全校生徒が学校行事
「芸術鑑賞会」として一般市民、同窓会員らと
共に参加した。聾学校の生徒や耳の不自由な方
もご招待し、一部の生徒や教員も運営スタッフ
として活躍した。

平井学区コミュニティー協議会の主催による
講演会やゲーム大会、他校の児童生徒も含む手
作り作品や食べ物の販売をテントで行った。

園児を中心にこども劇場や色々なゲームなど
のコーナーを数か所設けて、楽しい一日を過す
ように計画した。
当日は、親子登園の日とし、保護者同志の交
流も深まった。

岡山市内の私立幼稚園の先生方約100名がつ
しま幼稚園に集まり、公開保育見学、研究発表、
学年別分科会等を行い、充実した１日を過ごし
た。講師に新見公立短期大学助教授　高月教典
先生をお招きし、「子どもの主体性と教師のか
かわり」と題して講演してもらった。

本園の教育の特色であるモンテッソーリ教育
の参観を実施（６日間）、各参観後懇談会をも
った。

子ども達の思い出作りにとPTAが企画実施。
卒園児園児共家族ぐるみの参加で、ヨーヨーつ
り・くじびき・迷路・イントロクイズ・福引等
を楽しみ、手作り品等のバザー・喫茶コーナー
は一般外来者にも魅力ある催しとなった。

来年度の入園希望者、現在園児および一般の
方々を中心に幼稚園各クラスの保育を見ていた
だき、相談・質問コーナーを設けて園側との情
報交換をした。

作陽大学教授　元吉惠子先生（ソプラノ）オカ
リナ奏者　折井ユミコ氏、マリンバ奏者　松崎
浩太郎氏、ピアノ奏者　中田英仁氏の四氏を迎
えて、アニメの主題歌「もののけ姫」「いつも
何度でも」等ソロ、デュエット、トリオ、カルテ
ットの演奏を鑑賞したり、一緒に歌ったりした。

元公立幼稚園長、今年３月まで山陽学園附属
幼稚園教頭でおられました、武本彰子先生によ
る「子育てについて」の講演会と、その後、日
頃いろいろと子育てについて悩みをもっておら
れます保護者の方に集まっていただき、先生を
囲んでの座談会を開催した。

歯科の先生を招いて“歯の成長と今大切なこ
と”についての内容を詳しく保護者に伝えても
らった。

第二敬愛幼稚園園長　長宗幸信氏を招き、リ
トミックとはどういうものか、実際に親子で体
験し、自然な形で、また、生活の中から音楽や
リズムを体で感じ、親しんでもらおうと取り組
んだ。

園児
保護者等
教職員

約500名

保護者
約300名

生徒
保護者
教職員
元教職員
同窓会
一般市民
約1,500名

他校生徒
一般住民等
本校生徒
教職員
約1,525名

園児
保護者
教職員

800名

岡山市内私立
幼稚園教師

100名

年長保護者
担任教諭

94名

園児
教職員
保護者
卒園児
地域住民

260名

100名

園児
保護者
教員

380名

保護者
約180名

保護者
100名

幼稚園児親子
35組

11月17日

10月28日

11月２日

11月１日

11月８日

11月２日

11月21日
～11月29日

11月９日

11月１日

11月11日

11月22日

11月８日

11月６日

・胡弓を楽しむ会
・青空園長室

・附小まつり
・中附連岡山大会
・運動会
・５・６年合同音
楽会

・総合学習発表会
・附属学校園PTA
小中合同講演会
・中学校教育研究
発表会

◎園外保育
・芋掘り
・落ち葉・木の実
拾い
・動物園見学

・保育参観日
・「ちびっこまつ
り」

・研究誌発行
・クラス懇談

・運動会
・マーチング演奏
・マーチング・イ
ン・オカヤマ参加
・バザー

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業

国・私立学校、大学等
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第二まこと幼稚園

マリア幼稚園

あさひ幼稚園

しらゆり幼稚園

明星幼稚園

美作女子大学附属
幼稚園

湯野幼稚園

ノートルダム清心
女子大学附属小学
校

朝日塾小学校

吉備高原のびのび
小学校
吉備高原希望中学
校

山陽女子中学校

就実中学校

関西高等学校

親子で楽しむ絵本
の世界

収穫祭

子育てミニ座談会

子育て支援講座

こどもふれあい祭
り

わくわくタイム
・園まつり

人権教育研究発表
会

オープン参観日

OHKテレビ寺子
屋公開録画

学校公開

学校創立記念講演
会

園児との交流会

オープンスクール

元小学校の教師をしていた竜門和枝先生に講
演をしてもらい、その中で絵本の読みきかせを
され、親から子どもへ伝えるメッセージの大切
さやコミュニケーションの大切さを学ばせても
らった。

園児と保護者で育てたさつまいもの収穫を祝
って落葉を集め、園庭でやきいもをした。

前山陽学園短大附属幼稚園副園長の武本彰子
先生を囲み、子育て全般、家庭教育のあり方、
あるいは日頃の育児の悩みを保護者間で話し合
う場をもった。

子育て支援講座のうちの、読書の秋にふさわ
しいテーマ「幼児期の読書―今たいせつなこと
―」で、美作女子大学助教授　福田恵子氏に講
演してもらった。

明星幼稚園と地域一般の方との交流として子
供神輿を手づくりで作成し園児や一般の方と山
車を繰り出し秋祭りの一時を味わい、又手作り
弁当を接待して過ごした。
園長先生からも教育の日について説明などが
された。

園児と教員で作り上げた「わくわくどきどき
ふしぎなおしろ」、助成会で企画した「宝さが
し」「クイズラリー」等で園児とその家族が参
加して、楽しく遊んだ。

公開授業や小学校による湯野っ子まつりが開
催され、また、子育て、教育なんでも相談ネッ
トワーク代表世話人　難波一夫氏による講演会
も行われた。

児童が学校に登校してから下校するまで、い
つからでもいつまででも、自由に１日全てを保
護者にオープンした。平素の自然な児童の学校
生活の様子が参観できるので、保護者には好評
であった。

歌手で教育学博士のアグネス・チャンさんを
講師に開校10周年を記念して実施。第１話「カ
ンボジヤの子どもたち」、第２話「子どもを持
つ幸せ」の２話の公開録画を行った。

小・中学校全学級授業公開をした。総合学習
の実践事例を子ども教員ともに発表した。
児童・生徒の音楽発表と「倉敷アカデミーア
ンサンブル」の模範演奏の鑑賞を行った。

山陽学園大学・同短期大学の大黒トシ子学長
による記念講演会を実施した。「山陽学園のこ
ころ」という演題で女子教育を担ってきた学園
の歴史と役割、さらに21世紀に向けてのその重
要性と展望が主な内容であった。

ホールで挨拶のあと、歌を歌ったりフォーク
ダンスをしたり、手作りの絵本や牛乳パックの
おもちゃ（竹とんぼ、ぴょんぴょんかえる）な
どをお土産として渡し、その後園児と自由に遊
び交流をはかった。

本校を中学校（保護者）に開放し、概要説明
や体験学習を実施した。

第二まこと幼
稚園保護者

95名

園児
保護者

92名

32名

保護者
40名

120名

園児
教職員
保護者
家族

700名

児童生徒
園児
教職員
保護者
地域住民

130名

保護者
約400名

本校保護者
一般

500名

保護者
児童
生徒
一般参加者等

145名

中学生
高校生
来賓
保護者
教職員

1,100名

中三生徒
54名

300名

11月26日

11月21日

11月７日

11月12日

10月18日

11月９日

10月22日

11月20日

11月６日

11月９日

10月18日

11月18日

11月２日

・講演会
・園庭開放

・親子ふれあい稲
刈り大会
・いきいき子育て
講演会

・子育て支援講座
・教育相談週間

・湯野幼まつり
・幼小交流会

・マーチング演奏
の鑑賞
・「アカペラコン
サート」
・「ヴォーカルア
ンサンブル津山」
コーラス鑑賞
・オープンスクー
ル
・芸術鑑賞会

・啓発ポスター掲
示
・HP掲載

・人権教育講演会
・全校奉仕デー

・オープンスクー
ル
・県立博物館『出
前講座』
・学習発表会　英
語劇

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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山陽女子高等学校

就実高等学校

ベル学園高等学校

岡山理科大学附属
高等学校

岡山中学校
岡山高等学校

倉敷高等学校

倉敷翠松高等学校

清心中学校
清心女子高等学校

川崎医科大学附属
高等学校

岡山県美作高等学
校

黎明高等学校

興譲館高等学校

岡山県高梁日新高
等学校

岡山県共生高等学
校

学校創立記念講演
会

就実学園コンサー
ト

「ももたろう劇場」

教育の日を考える
集会

講演会

文化祭

オープンスクール

創立記念講演会

人権・同和教育講
演会

ボランティア清掃
活動

馬らいぜーしょん
in井笠

教育の日講演会

日新フェスタ

全校献血

山陽学園大学・同短期大学の大黒トシ子学長
による記念講演会を実施した。「山陽学園のこ
ころ」という演題で女子教育を担ってきた学園
の歴史と役割、さらに21世紀に向けてのその重
要性と展望が主な内容であった。

岡田司（指揮）・大槻温子（ソプラノ）の２
氏を迎え、大阪市音楽団による音楽会を開催し
た。２回公演で、昼の部は就実中学・高校の全
校生徒が、夜の部は学園関係者・地域住民の
方々が美しいハーモニーを鑑賞した。

本校地域交流「ももたろう劇場」で、オペレ
ッタや人形劇等の学習の成果をチボリ公園での
「高校生ゆめ創造祭」と本校体育館で計４日間
発表した。

教頭、生徒指導教諭による訓話。

「思春期の子供を持つ親のための性教育」
講師　岡山中央病院副委員長・ウィミンズメ

ディカルセンター長　金重恵美子氏

倉敷高校文化祭
展示・ステージ・イベント・バザーの各部門
で取り組む。バザー収益の一部は「カンボジア
を救う会」へ寄附。

多くの中学生が学校の雰囲気に触れ、感じて
もらう場を設定する。今回は入試に向けての学
習対策を講座におりこんだ。
・全体の説明
・実習・見学・相談

数学者であり大道芸人でもあるピーターフラ
ンクル氏による「心豊かな生き方を考える」と
いう講演を聞いた。

吉備国際大学助教授　平松正臣氏による講演
「まず人として」を聴いて、福祉及び障害者と
人権に関する考え方を深めた。

学校周辺の溝に入り、スコップでゴミ、ヘド
ロ等の撤去と道路の清掃に取り組んだ。

ハンディを持つ子供が馬に乗るときに、馬の
両脇を介助しながら歩くボランティア活動。

国指定重要無形民俗文化財備中神楽
神楽伝承道場主宰
神楽師　鳥越孝太郎氏による
「日本伝統文化と古典芸能の世界」
～備中神楽を継承する～
講演会と備中神楽の実演

全校生徒で備中松山城登山道周辺、高梁川周
辺、市内道路などの清掃活動、高梁幼稚園生と
の交流活動を行った。

献血前日に献血の意義、血液に関する講話を
日赤血液センターから講話をしてもらい、全校
生徒に献血を呼びかけた。献血は、授業と平行
して行い、本年度は全校の40％の生徒と教職員
が協力した。

中学生
高校生
来賓
保護者
教職員

1,100名

生徒
保護者
教職員
学園関係者
地域住民
約2,800名

保育・幼稚園
児
保護者
地域の方
高校生等

2,000名

工業科生徒
教職員

800名

保護者
教員

206名

全校生徒
保護者

中学生
引率保護者

391名

約1,000名

生徒
保護者
教職員

約100名

運動部生徒
保護者
教職員など

200名

ハンディを持
つ子供とその
家族
高校生
大学生

約150名

全校生徒
保護者
教職員

全校生徒
約200名

生徒
職員

310名

10月18日

10月31日

11月３日
８日
９日
10日

11月１日

11月19日

10月31日

11月３日

10月31日

11月14日

11月16日

10月12日

11月１日

10月９日

11月７日

・挨拶運動、校内
読書週間
・高一学校見学訪
問
・高二職場体験

・オープンスクー
ル
・吹奏楽部定期演
奏会

・オープンスクール
・ふれあい体験
・産業フェア参加
・教育現実研修
・事例研究発表会
・施設見学
・職員研修旅行

・オープンスクー
ル
・中学校一斉訪問
・同和教育映画鑑
賞会

・オープンスクー
ル

・芸術鑑賞

・戴帽式
・フリーキャンパ
ス

・芸術鑑賞会

・学園祭
・心肺、蘇生法講
演会

・学級単位の道路
河川等の清掃活
動

・地域のイベント
に参加
・学園祭
・秋季遠足

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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吉備高原学園高等
学校

岡山白陵中学校・
高等学校

金光学園中学校・
高等学校

おかやま山陽高等
学校

岡山大学農学部山
陽園フィールド科
学センター

岡山県立大学

岡山理科大学情報
処理センター

就実女子大学
就実短期大学

中国学園大学
中国短期大学

川崎医療福祉大学

美作女子大学

吉備国際大学

新見公立短期大学

岡山学院大学
岡山短期大学

川崎医療短期大学

文化祭

オープンスクール
学校説明会

オーストラリアか
らの短期留学生の
受け入れ

文化祭

土と作物にふれる
「モチ米づくり」

全学講義

ホームページ作成
入門

公開講座

「白鷺祭」

痴呆性高齢者・障
害者医療福祉国際
シンポジウムin岡
山

だれでもなんでも
いきいき講座

文化講演会

学生生活講演会

公開講座
・衣生活におけるイン
ターネットの活用

川崎学園祭

全寮制の特性を踏まえ、研究発表、舞台発表、
生徒作品展を実施し、保護者、その家族、OB、
地域の方々などとの交流を通して、本校への理
解の深化と向上を図った。

日曜日を授業日として、岡山白陵の１日を公
開した。10時30分より、体育館で本校の概要を
説明（ビデオも放映）し、さらに平成15年度入
試の募集要項の説明を行った。その後、全学
年・クラスの授業を公開し、校舎施設及び寮を
案内し見学してもらった。

オーストラリアのリンデスファン・アングリ
カンスクールの生徒27名を短期研修生として受
け入れた。本校保護者にホストファミリーをお
願いした。さらに受け入れに関してはウェルカ
ムパーティーを、帰国の際にはサヨナラパーテ
ィーなども行い、友好関係を深めた。

総合学習の時間の成果発表
・展示即売・実演
・ボランティア（物品販売）

小・中学生を対象に、実際に自分たちの手で
土と作物にふれる農業体験学習の機会を与え
る。

広く学生の教養を高めるとともに地域文化の
向上に寄与することを目的として、毎年２回開
催しているもので、第一回目は建築家　長谷川
逸子氏を講師として招き、約90分にわたり講演
をしてもらった。

昨年の「インターネット超入門」に続き今年
は「ホームページ作成入門」を、９月に整備し
た最新設備の「マルチメディア情報教育支援シ
ステム」を利用して行った。
HTML言語の基礎、画像の貼り付け、リン
クの作成を学び、ホームページの作成を行う講
習会を実施して参加証の授与をした。

「未知の世界への扉」〔後期：こころと宗教〕
本学の教員によ講演会

第37回を迎えた白鷺祭は「無限～自分の可能
性を信じて～」をテーマに、クラス・サークル
による展示、発表会、模擬店に取り組んだ。
また、「モンゴル800LIVE」、「アンジャッシ
ュアメデオ爆笑LIVE」の公演を行った。

米国の高齢障害者の地域医療福祉分野で成果
を挙げている専門家を招聘し、最もホットな取
り組みを紹介していただいた。

津山市教育委員会との共催で、中京大学教授
で、元ハンマー投げ選手の室伏重信氏を講師に
講演会を実施。

岡山県立博物館副館長　臼井洋輔氏による講
演会「岡山発日本再生」を開催し、文化財的見
地から見た混迷日本とその再生の鍵を握る岡山
文化について語ってもらった。

岡山大学環境理工学部教授　沖　陽子氏によ
る講演

衣服の選択、購入管理等にインターネットを
活用するための解説と演習。

川崎医療短期大学では、血圧測定などの無料
検査や学科の内容の紹介、チャリティバザーや
仮装行列、芸能人のトークショー、模擬店など
を実施した。

全校生徒
保護者
教職員
地域住民
約1,000名

受験希望者
保護者

425名
本校教職員
生徒

生徒
保護者
教職員
留学生

約300名

中学生
他高校生
保護者
地域住民

約600名

小・中学生
保護者

37名

本学学生
教職員
聴講希望者

250名

一般県民
36名

地域住民
定員50名

学生・生徒
教職員
保護者
地域住民

2,000名

学生
教職員
地域住民

783名

高校生～社会
人

約200名

一般市民
67名

85名

地域住民
５名

学生
教職員
地域住民

1,000名

11月３日

10月27日

10月７日
～10月18日

11月２日

６月15日
10月12日
12月21日

10月９日

11月30日

９月21日
～11月12日

10月19日
20日

11月24日

11月９日

10月５日

11月19日

10月５日

10月19日
20日

・芸術鑑賞会
・文化講演会

・吹奏楽クリニッ
ク

・学園コンサート
・オープンキャンパス
・なでしこ祭

・オープンキャン
パス

・国際シンポジウム
・特別公開講座
・オープンキャンパス
・全国マルチメデ
ィア祭に出展

・市民のための福
祉講座

・公開講座

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山県青少年育成
県民会議

岡山県FOS少年
団連盟

6ガールスカウト
日本連盟岡山県支
部

6岡山県婦人協議
会

岡山県老人クラブ
連合会

岡山県保護司会連
合会

岡山県子ども会連
合会

岡山県中学校長会

岡山県国公立幼稚
園PTA連絡協議会

岡山県私学協会

岡山県私立幼稚園
連盟

岡山県私塾連盟

岡山県PTA連合会

岡山県高等学校
PTA連合会

青少年健全育成強
調月間

県下一斉奉仕活動

あ・つ・ま・れ
チャレンジキッズ

青少年問題を考え
るシンポジウム

老人クラブリーダ
ー研修会

浅口青少年育成フ
ォーラムin金光

秋の子ども祭り

岡山県中学校長研
究会邑久大会

研修会

岡山県私学秋季研
修会

教育講演会

私立中高進学個別
相談会

中国ブロック研究
大会岡山県大会

PTA指導者研修
会

岡山県とともに「おかやま青少年さんあい運
動～であい、ふれあい～、たすけあい～」を合
い言葉として青少年の社会参加と健全育成に向
けた県民運動をこの月間を通して推進した。

県内の各単位団が、それぞれの地域で道路沿
いや河川敷等のゴミ拾いやガードレール、カー
ブミラーの清掃、廃品回収、コミュニティハウス
の清掃、パンジーの花植え等、地域での奉仕活動
に取り組み、地域社会に貢献する活動を行った。

毎年行っている小学校４～６年の会員を対象
とした研修会を一般の同年齢の小学生にも呼び
かけ、会員と共に、初冬の由加山の自然を楽し
むとともに手作りキャンドルで一足早いクリス
マス会を楽しんだ。

宮野教育長の基調講演「進む教育改革」の後
20代、30代、40代の各世代のパネラーに自分た
ちの育った教育環境を語ってもらった。

体の健康作りは勿論のこと、心の健康づくり
については児童・生徒の世代交流を行い昔の遊
びの指導や昔話をする中で家庭、学校では教え
ることが難しい人間関係の暖かさを相互に学ん
でいる。

講演会
講師　竹内昌彦先生
パネルディスカッション
テーマ「子供を育てる地域力」

県内の子ども会会員や育成者、指導者が、手
作りの工作、楽しいゲームや遊びを行い、子ど
もの創作意欲を促し、大きな夢と豊かな心をも
った子どもを育てるために取り組んだ。

「〔生きる力〕をはぐくみ、新しい時代を拓く
心を育てる中学校教育」の研究主題のもと、４
分科会８研究題を設定して、提案をもとに、当
面する諸課題について研究協議を行った。

法務省子どもの人権専門委員長　長安早智子
氏による講演会「今こそ心の教育を」を実施。
地域、園、家庭が連携してこそできる子育ての
大切さを、具体的な事例を交えながら分かりや
すく話してもらった。

東行記念館副館長・学芸員　一坂太郎氏によ
る記念講演「吉田松陰と松下村塾」を開催した。

岡山県金融広報委員会の依頼により幼稚園に
おける「金銭教育」を実施したあけぼの幼稚園
の平成12・13年度の研究経過をふまえて、第二
敬愛幼稚園保護者を対象に講演した。

12の中学・高校が一堂に揃い、保護者との進
路相談にきめ細かい対応を致しました。又私立
学校と塾とが自らの取組みや問題点を話し合う
交流会もあわせて開催した。

・記念講演　講師　江崎玲於奈氏
演題　日本の未来をつくる

～教育の演ずる役割～
・パネルディスカッション
子どものための完全学校週５日制
―活かされていますか

【午前】ベネッセコーポレーション ベネッセ
教育総研岡山本部所長　高田　正規　氏による
講演
【午後】分科会（３分科会に分かれた）

一般県民

団員 589名
指導者
育成者
地域住民

小学校４年～
６年の会員
一般小学生

県下会員
約300名

市町村
老人クラブの
リーダー

450名

約500名

子ども会会員
指導者
育成者

500名

校長
教育関係者

約200名

PTA
274名

教職員
保護者

150名

園児
保護者

50名

保護者
塾関係者

60名

PTA会員
3,000名

PTA指導者

11月１日
～11月30日

教育週間を
中心に

11月30日
～12月１日

11月５日

９月５日
～10月24日

11月30日

11月３日

10月10日
11日

11月５日

11月14日

10月18日

10月９日

11月２日

11月６日

・有害図書の自動
販売機の撤去要
請

・リーダー養成講
習会
・プラウニーラリ
ー
・ふれあいの日

・婦人大会

・女性リーダー研
修会

・啓発看板の設置

・公開保育研究会
・研修会
・親子で楽しむ運
動会
・PTA研修
・園児制作展「あ
けぼのまつり」
・市立福南中の体
験学習生徒受け
入れ

・教育時報記事掲
載
・県Ｐ新聞特集号
発行
・「おかやま教育
の日」の活動推
進

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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岡山県国公立幼稚
園長会

岡山県退職校長会

岡山市私立幼稚園
協会

岡山県産業教育振
興会

岡山県教育振興会

岡山県教職員組合

岡山県レクリエー
ション協会

岡山県音楽文化協
会

岡山県スポーツ少
年団

財団法人岡山シン
フォニーホール

財団法人
岡山YMCA

岡山県文化財保護
協会

世界連邦岡山県教
育者協議会

岡山県高等学校芸
術文化連盟

岡山県国公立幼稚
園長研修会

岡山県退職小学校
長会総会

公開保育研究会

産業教育功労者表
彰伝達式

教育講演会

おかやま教育フェ
スティバルin鏡野

福祉レクリエーシ
ョン講習会

コンサート招待

スポーツ少年団認
定員養成岡山県講
習会

NHK交響楽団定期
演奏会第６回公演

コミュニティーバ
ザール

文化財めぐり

岡山県小・中・高
校生ポスター・作
文コンクール

岡山県高等学校総
合文化祭

岡山大学教育学部教授　5旗正人先生による
講演「幼稚園経営のリーダーシップと自己点検
評価の課題」を聞き、また、「幼稚園教育の現
状と課題」について、グループに分かれて研究
協議を行った。

岡山県教育庁総務課参事　山崎宗則先生か
ら、「岡山県の教育改革について」と題した講
演を聴いた。

つしま幼稚園を会場として、市内全私立幼稚
園合同の公開保育研究会を開催し、幼稚園教員、
保護者、一般に私立の取り組みを知っていただ
いた。

財団法人　産業教育振興中央会から、去る11
月３日、特に産業教育に功労のあった者として、
本県より22名が表彰を受け、その表彰伝達式を
挙行した。

川崎医療福祉大学教授　佐々木正美氏による
講演会。
「これからの家庭教育」
―人間の絆を育てる―
大変感銘させられた。

教職員やNPO団体が、参加型・体験型のブ
ースを出店し、地域の方々や子どもたちととも
に「学校」「教育」について考えた。
ステージでは、廃材を楽器につくりかえて演
奏をしたり、ちくわを楽器にしたり、中学生の
マーチングバンド演奏を楽しんだ。

福祉の分野のみでなく幅広くレクリエーショ
ンの楽しさを知ってもらうことができた。ハワ
イアンダンス・ゲーム・クラフトといった、レ
クリエーション活動を学んだ。

岡山音協主催「富士通コンコードジャズフェ
スティバル2002」に高校生158人（城東高校126
人、就実高校32人）を招待し、一般の人たちと
共にプロの生演奏を鑑賞してもらった。

スポーツ少年団指導者制度に基づく講習をお
こなった。参加者は積極的に講習に取り組み、
指導者としてのあり方等あらためて理解するこ
とができた。

岡山シンフォニーホールにおいて優れた国内
の音楽芸術の鑑賞機会を提供し地域文化の振興
を図った。

寄贈品のみの市コーナー・幼児プレイルー
ム、ゲームコーナー、喫茶コーナー、食事コー
ナーなどを設け、老若男女が一同に会し、楽し
く過ごすことが出来た。約100名のボランティ
アが力を合わせて運営し、ボランティアの結束
力を高めた。

「武蔵の里」として全国にその名をPRしてい
る大原町、来年が発掘50周年という記念の年を
迎える「月の輪古墳」のある柵原町を訪れ、専
門家による詳しい解説のもと、文化財への理解
をより深いものにしていただくための取り組み
を実施した。

青少年に平和の精神を培うとともに、人類の
一員として「世界はひとつ」、「人間みな家族」
の自覚を促し、世界連邦建設に関する理解を深
め、平和教育に資するため、展示会・表彰式を
行なった。

岡山県高等学校芸術文化連盟に加盟している
17部門の高校生による、日頃の芸術文化活動の
発表の場である。

県内国公立幼
稚園長

200名

退職小学校長
102名

200名

関係者
34名

一般県民
教員
OB

410名

地域住民
児童生徒
保護者
教職員等
約2,000名

一般県民
80名

生徒等
158名

指導者
100名

一般
学生

1,733名

YMCA会員
一般県民

700名

県民
41名

小・中・高校
生

生徒他
2,081名

11月26日

10月２日

11月２日

11月６日

11月５日

11月９日

11月17日

11月５日

10月５日
６日
19日
20日

11月９日
10日

11月３日

11月４日

11月17日

11月27日
～12月２日
11月30日

11月23日

・「学校支援参加
ボランティアバ
ンク」の立上げ

・教育文化フォー
ラムin真庭
・教育対話集会

・モデル少年団育
成事業

・スクールコンサ
ート
・ハッピーハート
フルコンサート

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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日本赤十字社岡山
県支部

NPO法人旭川を
日本一美しい川に
育てる会

岡山青年会議所

岡山中央郵便局

岡山県（市）なで
しこの会

岡山県読書推進運
動協議会

笠岡工業高等学校
校友会

福武教育振興財団

大原美術館

倉敷天文台

財団法人岡山県備
前陶芸美術館

津山科学教育博物
館

華鴒美術館

成羽町美術館

特別史跡旧閑谷学
校顕彰保存会

倉敷市文化振興財
団

倉敷市スポーツ振
興事業団

岡山県高等学校青
少年赤十字
「一日トレーニン
グセンター」

旭川アドプト一斉
清掃

第48回社会福祉ふ
れあいの集い

全日本年賀状　版
画・絵手紙コンク
ール

教育講演会

一日こども図書館
フェスティバルin
西粟倉

笠工祭

教育講演会

ギャラリーツアー

天体観望会

美術館入館料無料

竹内昆虫コレクシ
ョン展示会

入館料無料

小学生美術講座
「ピカソ気分で絵
付にチャレンジ！」

閑谷学校文化講演
会

燐光群公演
「最後の一人まで
が全体である」

第27回倉敷市スポ
ーツ少年団体育祭

高校生協議会役員による自主的な計画によ
り、本年はテーマを「手話」について、手話の
歴史・手話による自己紹介・手話による歌・ビ
デオ学習を行った。

旭川流域住民の協力で、河川敷の一斉清掃を
行った。

岡山市内の障害者施設及び児童養護施設に入
所されている入所者を劇団によるマスクプレイ
ミュージカルに招待した。
本年度は「七ひきのこやぎと狼」の演題で開
催し、児童達に大変喜んでもらった。

年賀状を個性豊かな版画や絵手紙で作成する
ことを通して、創造性、感性を養い、年賀状を
通じて、心豊かな社会づくりの推進を図る。

川崎医療福祉大学教授　佐々木正美氏による
「これからの家庭教育」―（人間の絆を育てる）
の講演会を開催した。

通常の図書室の本の貸し出しを村内のこども
に手伝ってもらう一日こども図書館員を募集し
たり、おはなし会、科学実験、バルーンアート、
絵本展示などを行った。

生徒会主催の行事に協力、祭を盛り上げた。
・校友会館を解放し、食堂ではおでんの販売。
・購買ではパン、飲料水の販売をした。

川崎医療福祉大学教授　佐々木正美先生によ
る講演会　演題「これからの家庭教育」―人間
の絆を育てる―

大原美術館の歴史を聴き乍ら、ギャラリーを
歩くツアー。

31.5㎝反射望遠鏡等による月（満月）の観望
を行った。
参加者には遠望鏡で月を見るのは初めてとい
う人が多かった。

「おかやま教育週間」期間中、県内の小・中
学生で、教師引率の学校行事に限り、入館料を
無料にした。

市内在住の竹内幸夫氏より寄贈を受けた、各
種昆虫コレクションを無料公開展示。

11月２日の入館料を無料にした。

特別展「ピカソ陶芸の世界」展の関連行事と
して小学生を対象とした美術講座を開催した。

国宝の講堂に身を置き、三百有余年受け継が
れた閑谷学校創学の精神に触れるという主旨の
下での講演会。

岡山にゆかりの劇作家・演出の実力派、坂手
洋二による新作書き下ろし作品「最後の一人ま
でが全体である」を上演した。

競技種目をこえ、幼稚園児から中学生の団員
そして指導者・保護者を含め、幅広い年齢層で、
なわとびリレー、ボール運び競争などの団対抗
戦やパン食い競争、仮装借り物競争などの親睦
的な種目を交えながら交流を深めた。

37名

企業団体
専門学校
中学校生徒

1,400名

ライオンズク
ラブ
JC関係
施設関係
約1,290名

年齢等
制限なし

教育関係OB
一般県民

520名

一般県民
310名

生徒
教職員
一般

1,000名

県内教育関係
者
一般県民

約400名

20名

保育園児
保護者
保育士

281名

200名

当日入館者
191名

46名

一般県民
62名

地域住民
225名

倉敷市スポー
ツ少年団登録
指導者・団員
その保護者

約550名

11月23日

11月２日

10月21日

11月１日
～12月10日

11月５日

11月３日

11月15日
16日

11月５日

11月３日

10月21日

11月１日
～11月７日

11月１日
～11月末日

11月２日

10月12日
13日

11月２日

10月29日

11月３日

・建部ふれあいウ
ォーキング

・岡山県読書大会

・教育研究発表会

・無料開放
・小・中・高校生
無料開放

・小学生地学教室

・史跡めぐり
・親子のふれあい
IN閑谷
・期間中、小中学
生の入場料無料

・二十一世紀歌舞
伎組「義経千本
桜　忠信篇」
・市内中学校巡回
公演

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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ワコースポーツ・
文化振興財団

ウエスコ学術振興
財団

八雲環境科学振興
財団

養和書道院

阿新教育会館

洋学資料館

瀬戸大橋架橋記念
館

岡山天文博物館

岡山県立吉備路郷
土館

笠岡市立竹喬美術
館

第３回ワコー文化
賞受賞記念楠戸宇
亭展

研究発表会及び交
歓会

環境研究成果発表
会

通信教育

教育講演会

洋学資料館入館料
免除

県内の小中学生無
料開放

国立天文台岡山天
体物理観測所特別
観望会

企画展
「ウマとヒトの文
化」

文化施設の無料開
放

笠岡市在住の書家、楠戸宇亭先生のワコー文
化賞受賞を記念して、11月１日から１ヶ月間、
作品展示を行なった。

岡山大学環境理工学部助手　西山竜朗
〃 工学部助手　　　　河原伸幸

岡山理科大学理学部助教授　池田正吾
の三氏による研究発表を行った。

昨年度の環境研究助成対象者による研究成果
報告会を実施した。目瀬守男美作女子大学学長
の開会挨拶の後、12名の研究者が、“生態系保
全”や“酸性雨”等、「環境」をテーマとした
研究報告を行った。

広く書道愛好者の実力養成を目的としたもの
で年間を通じ随時募集しているが特に「おかや
ま教育週間に呼応して募集を推進し現在９名の
受講者を得て取組んでいる。

ルポライター　藤井誠二氏を講師に招き「あ
れる子どもの心」をどのように捉え、ケアして
いくべきかをテーマに講演会を実施した。

「おかやま教育週間」期間中の洋学資料館入
館料を免除した。

県内の小中学生を対象に、観覧料を免除し無
料開放とした。

国立天文台岡山天体物理観測所の188㎝望遠
鏡による特別観望会。
施設・天体紹介、そして岡山天文博物館では
プラネタリウムによる星空解説を行った。

午年にちなみ馬にかかわる考古・歴史・美術
工芸資料を企画展示した。いにしえから現代ま
での人々の馬に対する思いを紹介。大絵馬を用
意し来館者の願いを託す関連イベントを行っ
た。

11月２日～４日の間、笠岡市内小・中学生の
入館料を無料とした。

地域住民

大学関係者
約60名

一般県民
学生
教育関係者ほ
か

約60名

９名

新見市・阿哲
郡内の幼小中
学校教職員全
員

約500名

期間中の入館
者総数

153名

児童生徒
42名

全国
100名

157名

40名

11月１日
～11月30日

11月22日

11月８日

年間を通じ
随時実施

11月27日

11月１日
～11月７日

11月１日
～11月７日

11月23日

11月１日
～12月23日

11月２日
～11月４日

・外国人留学生と
の交歓会

・天文講座

・高校生入館料無
料

所 属 名 事 業 名 事 業 概 要 参 加 者 実施時期 その他事業
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